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第 1章

序論



1.研究背景と研究目的

員本語学習者にとって、習得国難な学習噴自の一つに格助詞がある窃その原因は格助詞

の持つ多義性にあると言える合本稿で取り上げる「でj は、一般的にその用法は、 7から

8に分類され、多義性が顕著に認められる格助認である。ブイノレモアiこより提唱された「格

文法j の表罵格と深層格を用いて雷うなら司、一つの表j聾格が多数の深書格(意味役割〉

を担っていること、また、「水でいしリなどという用例は、「範爵Jr慣域Jr限定j である

とされていること さらに、「漉慮、・謙遜・十分で、ある jなどと用法が確定されていないこ

となども「でj の習得を臨難にしていると考えられる。

た、この深層楼の解釈では、「借金で苦しむ」の?でJも「措金ζ苦しむ」の r~.: J 

も共に〈原国〉となり、「火であぶって食べるjの「でJも「火にあぶって食べるjの「にJ

も共にく道具〉となり、このような深鰭格のカテゴリーだけでは、信々の持つ格助語の

味の違いを明確に表すことはできないc この深屠格については、山梨 (1994) も述べてい

るように、その解釈は絶対的なものではなく、日愛味、立つ主観的で、ある。そのため、深麗

格の解釈は、ある意味、無践と詰ってもよいかもしれ記いc 従って、この無摂に存在する

かもしれない深膳搭によって個々の格助制の意味用法を理解することは不可能と言える

ろう G このようなことから、多様な格助詩の用法を理解し、能い分けるために、まず、根

本から「助詞J、f格助詞」を換討することにする a さらに用法を整理し、他の絡助詞と比

較することで、「でJが果たす核となる役割、つまり「でJに内在する意味機能を旬括的

理解出来るようにし、日本語学習者の自本語習得の一助とすることが本論文の自的である。

Z 研究方法

棒助詩「で」の研究にあたり、「でJとは、どのようなものであるかを提えるため、まず、

日本語文法におけるこれまでの fでJの位置づけ、並びに、場語、及び格場詞の講造や機

能を明濯にし、格助訴の範鴫を定義する q 次に格場語「でJが静書や臼本語の参考書や先

行研究で¥どのように分殺されているのかということを知るために、「でJの用法を資料か

ら接取し、まとめるa この採取した用法を国立国語研究所の「でj の深層格レベルで、の意

2 



味役割の区分lを参考に考察・分析しながら、「でj

新たな「でj の深摺格カテゴヲーを提恭する窃

格の名称の を函ると

次iこ、この新たな「でJの深層格のカテゴリ…に基づき、 fでJと交替関係が認められ

る、及び、置き替え可能な他の搭助需との比較から、個々の「でJの深層格の意味機能

探ることにする己最後に、これらの個々の深麗慈の「でJの意味機詑を考察・分析を通し、

格助詞?でj の包括的意味機能を提示する号

3.研究の概要

本論文の第 1章では、研究の背景と目的、研究方法、研究の援要につい じる c

第 2章においては、格助詞「でJの日本語文法での位量づけを探るため、ま 「助詞J

という用語、及び、その諜念がどのようにして成立したのか明らかにする。そのため、歴

史を溜り、この?でにをはJをはじめ、現在の易詩に関する認識が認められるもの、つま

り、助認の語性の認識が荷える用語に着目し、古の研究者たちが、語における助詞の位置

づけと、その分類をどのように捉えていたのかに焦点を当てて見ていくことにする c

2箭では、今日の詰本文法の基礎を築いた山田孝雄、松下大三部、橋本進吉、時枝誠

記の 4人の助語論iこ焦点を当て、動詞の持つ特性、並びに助詞の分類について明らかにし、

?助詞とは何かJについて探る母

3章ではまず、格と誌イ可かということを明らかにするために、小泉保『自本語の格と

文型~ (2007) 、チャーノレズ・ブイノレモア f格文法の原理~ (1975)、(1981)、高犠太部『日

本語の文法~ (2005)、城田俊 (1993)~日本語の格をめぐって 田義雄 (1993)~日本語

の格をめぐって』について見ていく。次iこ「格助調とは何かけこついて明確にするため…、

山田孝誰 f 日本文法論~ (1908) 、『日本語法講義~ (1922) 、 f 日本文法学概論~ (195 1)、 ~S

本文法学要論~ (2000) 、松下大三部『標準日本母語法~ (1930)、播本進古『口語法要説』

(1 934) 、『助詩助動詞の研究~ (1969) 、時枝誠記 r 日本文法口語編~ (1950)、

『口締法持説~ (1977) 、益関隆志・田謹行副『基礎日本語文法~ (1992)、三上章

法序説~ (1972)、佐久間鼎 (1983)~現在自本語の研究J について見ていく 9 さらに、「格

とは何かj を明らかにするために「係助詞ハ「酎助詞」、「経助詩人「接続最諮j の持

つ個々の機龍とも比較するむ

1国立盟語研究所(1997) の

14に分けられている。

関係と の対応関誌j のデーター

3 
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4 章第 l 節の?構助詞『でJ の意味用法の分類J では、①『新明解国語辞典~ (第?

抜)、②『明鏡国語辞典(第 2 版)、③『岩波田語辞典~ (第?版)、④ f学研現代新国語辞

典~ (第 5 版)、⑤『現代国時例解辞典~ (第 4 版)@W大辞林~ (第 3 販)、⑦『大辞泉~ (第

2版)、 @W助語小蹄典」、⑤ f新版日本語教育辞典』、⑮『居本語文法事典Jの計 10冊の

を用い、用法の一覧表を作成する G

第 2節では、①『外国人のための日本語調文問題シリーズア助詞』、③ WS

理読本ム②『初級島本語の教え方のポイントム③『初級を教える入のための日本語文法

ハンドブックム⑤ rセノレフ e マスターシリーズ格助詞 3~ @ Wすぐに使える実接日

リーズ 2 ことばをつなぐ助詞(初・中綾)~の以上、針 6 冊から用法を抽出するむ

第 3 節においては、①国語講査委員会『口語法~ (1916)、②山田孝雄『間本口語法講義J

(1922) 、③松下大三銘『標準日本口語法~ (1930) 、@木枝増一『高等韻語文法新講~ (1937) 

⑤湯沢幸吉郎 f 日本語表現文典~ (1944)、舎国立国語研究所『現代助関・助動詞一用法と

実関~ (1951) 、⑦播本進古『助詞助動詞の研究~ (1969)、③鈴木重幸 f日本語文法・形態

(1972) 、⑤湯沢幸吉部 W I=l語法精鋭~ (1977)、⑮鈴木一彦・林匝樹『研究資料日本語

(第 7巻) (1985) 、③森田良行『基礎日本語静典~ (1ヲ89)、⑫開諸洋子「格助言奇『

の意味拡張に関する一考察パ2∞0)、⑬二宮喜代子「格助詞『ヂJの階層性についてJ(2000)、

@森山新「格助読ヂの放射線上カテゴヲー構造と習得との関係J (2004)、⑬高橋太郎能 8

『日本語の文法~ (2005) の計 15の研究書、及び論文、その他から用法を捨出する。

5輩「格助詞「でj の深層格カテゴジ…Jでは、ブイノレモアが提唱した深騨格カテゴ

リーと国立冨語研究所(1997) の深層格の撞類と定義を用い、格助詞「でJの新たな深層

格カテゴリーを提恭する司

6輩『に・を・から・がJのコア及びコア・イメージj では、格助詞「でj の包括的

意味機能を探るために、「で、jと交響関認にある、及び置き換え可能な也の格助詞「に・を・

から・がJの核となる共通の

イメ…ジを明らかにする母

及びそのイメ…ジを探り、それぞれのコア、及びコア・

第?躍では、第 6章で明らかにした他の諮場語のコア、及びコア・イメージとの比較か

ら格場語「で」の個々の深庸格における意味機能を明未する。

8章では、第 7離での分析結果を踏まえ?でJの包括的意味機能を示す合

以上が本研究の概要である D
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第 2章

助詞とは何か
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第 1節助詞の研究史①(藤原定家の「天議波jから山田孝雄の f助詞jまで)

1.はじめに

f助詞 J という用語が初めて用いられたのは佐藤誠実の『語学指南~ (1880) であると

われている a しかし、それは明治以降のことであり、それまでにも、現在の助制に相当

するものとしては、古くは「てにをはj という名称で帯在していた号本節では、歴史会さ

かのぼり、この「てにをは」をはじめ、現在の助詞に関する認識が認められるもの、つ

り、助語の語性認識が構える用語に着臣し、藤史的に助訴の位置づけと、その分類がどの

ように行われてきたかについて焦点を当て見ていくことにするむ

本節で参考とする資料は、 fてにをはj に関しては、花開安見 f国語学研究史(1902)、

山田孝雄?悶語学史要~ (1935) 、模本進吉『助詞助動語の研究~ (1969)、鈴木・林 f品詞

知日本文法講産~ (1973) 、さらに、本居宜長日南の玉緒~ (1785) 、鈴木脹 f言語4種論』

( 1869) 、大槻文彦 f広日本文典本編~ (1897) 、『広日本文典別記~ (1897)、『語法指南:Iヨ

本文典摘録~ (1890)等を参考にして述べることにする。また、 f関結j に関して辻、富士

谷成章『あゆひ抄~ (1778) を「助設j は喜朗 r 日本語文典~ (1970) を、「場詞j につい

ては、先にも述べた佐藤誠実『語法指帯~ (1879) 、山田孝雄『日本文法論~ (1908)、f号本

文法講義~ (1922) 、了間語学史要~ (1935). U 島本文法学概論~ (1936)を参考にして述べる

ことにする。また、「後詞j については、中根淑 r 日本文典~ (1876) を、 f関係詞Jについ

ては、ピー・エッチ・チャンパレン?日本小文典~ (1887) を、 f前語」については、太田

随軒 (1873)U会話細Jを、

に述べることにする。

J については、林饗距 f揮発新式日本文典~ (1891) 

2. 助誕の語性認識に撰する諸研究

花開 (1902) では、 の『あゆひ抄Jや、 の?てにをは紐鏡ム『詞の

玉緒』などについて詳しく述べられている c また、山田(1908) では、 「てにをはJの名

称の由来や「てにをはJについて書かれた最も古い文献が『八讃御抄Jであること、ま~、

fてにをはj を学問的に扱った書物が鎌倉中期から末期に作成された『手爾波大擁抄』で

あることなど、特に「てにをは」について詳しく述べられている 9 議本進古『助詞・助動

語の研究~ (1969) では、 「てにをはJに関する諸説、 「助読の分類」に関する諸説につ

いて述べられ、助制の語性認識の覗えるものでは、鈴木援の「てにをはj、冨士谷成章?あ

ゆしリ、落合直文の fてにをはJ、大槻文彦の「てにをは」があるむしかし、これらの文

7 



献には、明治中期から後期についての助詞に関する語性認識が覗える語における位置づけ

や、その分類については詳しく述べられていない。

また、鈴木・林 (1973)では、「てにをはの意識の生成期」、「てにをは研究の勃興期」、

「てにをは研究の発達期」、 「助詞研究の開拓期」、 「助詞研究の確率・展開期」などに

ついて述べられている D しかし、明治初期から、中期のものについての助詞に対する語性

ガエ

認識のあるものについて触れているが、名称(r関係詞」、「後置詞」、「後詞」、「前詞」、「霊

詞」、「助辞」、「静辞 J) を列挙するのみに留まっており、花岡、山田、橋本と同じく、

語に対するこれらの位置づけや、分類については述べられていない。

特に明治初期から明治中期の助詞に関する語性認識のあるもの(表l参照のこと)につ

いては、それらの名称を列挙するに留まっており、個々の説明がなされていないものがあ

る。本節では、この時代の助詞に対する認識が覗えるものの語における位置づけや、その

分類についても明らかにしながら、山田が述べる「助詞」までの変遷を体系的に述べてい

く。

表1 明治初期から明治中期における助詞に関する語性認識が覗えるもの

助詞の名称 提唱者 文献 出版年

助言(テニヲハ) 西周 『日本語文典』 1870 

前詞 太田随軒 『会話編」 1873 

後詞 中根淑 『日本文典」 1876 

助詞 佐藤誠実 『語学指南』 1879 

関係詞 B.Hチャンハゃレン 『日本小文典」 1887 

霊辞(ガニヲ) 林翠臣 『開発新式日本文典』 1891 

3. 藤原定家『手爾波大概抄J(鎌倉中期~末期の成立)の「手爾波」

「てにをは」は鎌倉時代から、現在においてもその名称は使われている。山田 (1935)

によると、鎌倉中期から末期ごろまでに成立したと言われている順徳天皇著の『八雲御抄』

に見られる「テニヲハ」は漢文読解の「テニヲハ貼」と同じものでもなく、また、近世に

言うところの「てにをは」と範囲は同じものではないと指摘している。下記の阿イ弗尼の記

した『よるつる』の一文から当時の「てにをは」の定義を rwてにをは』それ個々のみなら

8 



ずそれらの用格また借辞の上にまで及んでゐるもので、ひろく語格といふ程の意をも含ん

でゐると考えられるるのであるJ(p. 109) と述べている。この阿イ弗尼の『よるつる』では、

比喰的に「てにをは」の機能を次のように提示している。

うきたる言の葉ばかりにて思とけば こころは正韓なくててに

葉をもうちあはず、もと末もかけあはぬ事のみ此比はおぼ見え

候にや(山田:1935) 

しかし、学問的に最初に「てにをは」を述べている書は『手爾波大概抄』であると山田

は言う。この『手爾波大概抄』は、鎌倉時代の歌学書であり、 640字の漢文体でかかれて

いるもので、 「手爾波」の性格や機能が比喰的に述べられている。山田は、「詞」と「手爾

葉」とを相対的に分けて考えているところが、留意すべきところでもあるとしている。鈴

木・林 (1973) によると、この「手爾波」には助詞・助動詞・副詞・活用語尾なども含ま

れていたとし、 『手爾波大概抄』における語の分類と「手爾波」の位置づけは次のように

なる口

図 1 語における「手爾波」の位置づけ

f①認
さ五 J 
P口「

に② 手官官波(現在の助詞・助動詞・ &11詞・活用語尾)

4. 栂井道敏『てには網匹綱J(1770) の「てにはJ

鈴木・林 (1973) によると、栂井は、 「てには」の機能について、 「てには」は文章を

助けるものであり、 「てには」は詞につき、その意味を決めるもので、また、独立して意

味を持つことなく、詞とともに意味をなすものだと述べている この 独立して意味をな

さず、詞とともに意味をなすという考えは、後の山田(1908) における助詞論に繋がるも

のである口また、栂井による、語における「てには」の位置づけは、品目をたてるべきで

はないとしていることから、品詞としては認められていなかったようである。

先の『手爾葉大概抄』の「手爾波」には活用語尾なども入っていたが、栂井 (1770) の

9 



?でには」に辻活用語尾が混在していないことや・助詞と助動詞の区別の意識が見ちれる

ことから現在の助読の体系に少し近づいてきたことが伺えると、鈴木・林 (1973)

いる。

5. 富士谷成章 rあゆひ抄J (1778) の f騨結j

富士谷 (1778) は、語を体言に付くか付かなし市￥を基準とし語を現在の名詞・代名翻に

あたる「名(ナ)J、動詞・形容詞・形容動読にあたる「装〈ヨソヒ)Jと議IJ語、接続詞など

を含む「播頭(カザ、シ)Jと、 「脚結(アニLイ)Jとの4つに大別している。さらに富士谷は、

この「脚結j を「属(タダ記)、家(イへ〉、倫(トそ)、身(ミ)、隊(ツグ)J ~こ分類し、倫・

身は活用するため、今日の助動諸にあたり、残る、属、家が助語、撲が接尾語となる口従

って、 「静結Jとは、助詞、助動詞、接患辞を含めたものである。

?脚結Jの中で助詞の語性認識が覗える「農J 「詠属J、 J、 「願嘉j 、 「挑

J、 i禁止属」の5つに分類され、この5つの「属jは文の終止にのみ用いられるもの、、

現在の終助訴に近いものでまちると推測できる邑一方、同じく助詞の語性認識覗える

は「農 i以外の文中にある助調、つまり、現在の係り助問、格助詞、説助詞、接続助誤・

並列助詞などの文中の助関となるようだむこのように、富士谷は、助詞の下控分類を行い、

と助動翻の区別をはっきり行っている。

は、 「脚結Jを品詞として位置づけており、その分類をまとめると図2のよう

なる o (次項図2を参照のこと)

6. 本居宣長 F詞の五緒J (1785) の fてのをはj

本居(1785) は、助訴に対する語性認識が覗える従来の「テニヲハj の中から、 「は・

も・ぞ・徒(たり) ・ぞ・の・や・何」などを取り出し、係結の大綱を示した9 この係り

結びをワま、も・徒(たち)J、と?ぞ・の・や・イ可j と「こそ」の3揺に分け、係結び1こ

特化して述べているが、語の全類や、諸における「てにをはJの位置づけについては述べ

いない脅しかし、この本居の係結びの研究は、後の山田孝雄の保崩語に影響を与えたも

のと言われているむ
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図2 富士谷成躍の f脚結j の踏における位置づけと f麗j と「家j の分類

-形容言毒 e (斡諮]

詠議

@疑属

各lt議室長 -接続認定 さ:禁翼

[~力説・致動詞・

f駒詞」

会論

{助動詞]

7. 鈴木展『言語4種論J(1824) の fチニヲハJ

鈴木(1824) は、諮を (ことば)J、 「形欣(アジカタ)のコトパj 、 f作用(シ

ワザ〉のこコトパ」、 「テニザハJの4つに分類すべきだと述べている苧

ず、 f轄の詞Jとは、活用がなく主語となりえるもので、名詞・代名詞・数詞のこと

であり、 「形扶の詞Jとは形容詞・副詞のことである。また、 「作用の

ことで、 「チニヲハj とは、助詩・助動詫・・説詞・接続詞・

とは、動簡の

を含んだものを

c
 

w
門ノ

鈴木はこの「てにをはj を① げチ)タルテニオノリ、②「謂 ¥
 

ノヲテツ

③「詞ノ中間〈ナカラ)ニアノレチニヲハ」、③「詞ノ跡ヲウケケテトムノレテニヲハJ、

ノ終リユツキタノレチニニザハj 、⑤「詞ノ跡ヲ象テキレモシ、又、働キテ下ニツてキモス

ノレコト、活用ノ終ノデニヲハ(活用語尾)ノ如クナルモノ Jの6つに分類しているc ①の
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「濁立(リチ〉タノレテニオハ」辻、 「ア、アハレ、アヤ、ヲ などの感動語、寄の

先ダツチニヲハJ ~土、 ?ソニそ〉・又・マダ等」の副詞・接続語、③の?詞ノ中間(ナカラ)

エアノレテニヲハj は、 「ノ・ニ・ガ・ツ・ヲ・そ喬ハ・カ・コソ.、ン等j の終助詞以外の

助語、④の「謂ノ跡ヲウケケテトムノレテニヲハJは「ゾ・ヨ e ネ・ズ・カナ・カモ・

の「終助詞」、⑤の「活用ノ終リニツキタノレデニヲハj は活用 、さむの「詩ノ跡ヲ承

レモシ、又、横キテ下ニツ γキモスノレコト、活用ノ終ノデニヲハ(活用語尾)ノ如クナ

ノレモノ」 fゾ・ヨ・ネ・ズ・カナ・カモ・ヤ の「助動詞」に当たる。

鈴 木 (1824) の?テニヲハJを、先の富士谷の?脚結」と問じく、文の終わりに付く助

と、文中の助詞とにニ分している s また、鈴木は、 ニすハJとは、「さす所がないも

のj、「心の声である」、 を貫く緒のごときものである」、「器物を動かす手である」と「

ニヲハ」の重要性とその機能を定義している G

この鈴木の ニヲハj は、品詞とし の中iこ位置づけられており、今日の場詞をは

じめ、助動語、活用語尾、感動詞、劃調、接続認をも含むものであったむ(関3)

国3 鈴木 (1824) の fてにをはj の請における位霞づけと分類

{名詩・代名川.

i作用の詞J

@íヂニ'9ノ，，~ [場詞・助動詞・長1I詞

-接続詞ー活用語]
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f鴇立(ヲチ)タルデニコオハj

[惑動詞]

@i絹ニ先ダツチニすノリ

-接続詞]

f詞ノ中間(ナカラ)ニアルチニヲノリ

{終助詞以外の助言明

「詔ノ跡守本ケテトムルチニヲハj

[終Z岳部]

/終ジニツキタノレチニヲハj

日差F言語尾]

ノ跡ザ家テキレモシ、又、繍キチ

ツゾキモスノレコト、活荊ノ終ノテ

ニヲハ(活用語尾)ノ如クナルモノ;

〔勃動認〕



8. 箆樫広陰 f詞の玉橋JI (1826) の f静辞j

富撞(1826) 三五、ロロ と、 用 、辞(チニヲハ)の3つに大きく分類

しているやまた、首をもって世間のあらゆる物事を雷い分ち、間はもって物事の働き、あ

りかを言い定め、テニニヲハをもって、物事について患う心を表すと、言、詞、辞の機詮に

ついても述べている。

この静は、さらに、動辞(ウゴキテニヲハ)と静辞(スワリデニヲハ)の2つに分類され、

の は、現在の場動詞に当たるもので、後者の「静辞」 、思昔、助動詞

につき活用せず、また、静辞問 き、上の意を下の体首や用言iこ続けるものとし、この

「静辞j が、現在の助誤に対する括性認識が伺えるものである。

、活用の存無、接続、形態(単独・連語)、機能の出から、この をさら

に3つに分類している合一つは、 「上の を下の言葉へ伝えでかかるものJである 9 この

「静辞Jには、[も・に・を・は・ば・ど・の・が・ぞ等]が挙げられていることから、こ

こには、係助詞、格助語、接続助詞などが混在していることが分かる合二つ自は「断チ止

ノレj とし、 「騒い(ばや・な・が) J、 「嘆き( (な・も・や・よ) J、 (な) J、

「上ノ意ヲ問掛ノレ(ぞ・や・か) J げられていることから の終助詞に当たるもの

と推測できる o つ目は、 「下ノ結ニ拘ラヌ(や・の・なら) Jものと

とから、現在の並立助詞と官える( 。 の鈴木 (1824) のテニヲハの

されているこ

に比べ、勃

謂と助動認をしっかりと二分しているところが、現在の品詞の区分から見ると進歩したと

ころだと言えるであろう。
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図4 富樫 (1826)の「静辞」の語における位置づけと分類
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9. 西周『日本語文典~ (1870)の「助言J

西 (1870)の「助言」に関しては、文献が入手できず、服部 (2004) を参考にして述べ

ることにする。服部によると、西は語を体言(タイノコトノ-¥)、用言(ヨウノコトノく)、

助言(テニヲハ)と大きく 3つに分類している。さらに、この「助言」を現在の形容詞、連

体詞に相当する「添言(ソエコトパ) J、感動詞に相当する「歎言(ナゲキコトパ) Jと

「助言(テニヲハ」に分類している。この「助言(テニヲハ) Jが現在の助詞に対する語

性認識が伺えるものである。この「助言〈テニヲハ) Jは、西により、 「格言(クライコ

トバ)J、 「続言(ツバギゴトパ)J、 「定言(キメコトパ)Jの3つに分類され、 「格言」

は現在の格助詞、 「続言」は接続助詞、 「定詞」は係助詞と副助詞に相当するものである。

14 



図5 西 (1870) の「助言」の語における位置づけと分類 [服部 (2004) による]

①体言 ①格言[格助詞]

tコ ②用言 ①助言 @続室主[接続助詞]

③助言 ③定言〔係助言可・富IJ助言司〕

②添言[形容詞・連体詞]

③歎言[感動詞]

10. 太田随軒『会話JI (1873) の『前詞」

太田 (1873) では、現在の助詞に対する語性認識が伺われる「前調」の項目で、 「前詞」

の機能についてのみ、 「前詞とは木の葉、遠園より来といふところ、の、よ里、をもちて、

木、遠園と葉、来とのなかだちをなすことばをいふJ (太田:1873) 、つまり、名詞や動

詞の仲立ちをなす言葉であると述べているが、語の分類や語における「前詞」の位置づけ

については述べていない。

11.中根淑『日本文典JI (1876) の『後調」

中根(1873)は、語を名詞、代名詞、形容詞、動詞、後詞接続詞感動詞と 7つに分け、

この中の「後詞」が現在の助詞に対する語性認識が伺えるものである。中根は「後詞」を

「品詞」の中に位置づけ、 「後詞」を名詞、およびその他の詞に従い種々の意味を形成す

るものと定義している。この「後詞」は、さらに、 1つの「後詞」から成る[は、ば、に、

へ等]などの「単用後詞」と、 2つの「後詞」からなる[には、にて、にも等]などの「重用

後詞」とに分類されている。このような助詞の重なりに着目しての分類は、筆者がみると

ころ、中根(1876) 以前の研究書には見当たらないように思われる。

15 



図6 中根 (1876) の f後謂j の語iとおける位置づけと分類

①名誇

②代名詞

形容詞

②後認

奇接続詞

⑦感動部

12. 佐藤誠実 f語学指南JI(1880)の f助詞j

単F号

佐藤 (1880) は、語全体昔、用ロ、 、助拐の4つに分類してお号、この佐藤の「助

詞Jは本構の「はじめにj で述べているように「助調」の名称を用いた最も吉い文献であ

る5 但し、体言、 を助ける で、、体言と用言と形状設(形容語)以外の一切の詞(こ

とば)を全て「助詞j として扱っている司

佐藤はさら 「助関J にあるものと、言語の下にあるものとに介類し、 三き至宝玉
にコロロ

の上にある助言奇が、 「た;;'J rミナJ rマタJと記されていることから、現在の副詞にあ

たるものと推測できる c にあるものは、活用するものと しないものと

に分類され、 しないもの(てにをは等)が、現在の助詞に対する語性認識が覗えるも

のであり、 「ラム・ケリ など、活用するものは助動詞であるむ

このように、佐藤の「助調」には f部調」や「助動詞j が含まれている点で現在におけ

る助認と辻、大きく異なっていると言える司

16 



菌7 佐藤 (1880)の「助詞j の諸における位罷づけと分類

②照

奇形状源 にある誤認 [菖IJ

く会活用しないもの

舎活用するもの〔助動詞)

13. ピー・エッチ・チャンパレン f日本小文典J (1887)の f関係詞j

ピー・エッチ・チャンパレンは、僻を?働く蘇(動誤・形容詞) Jと「識かざる僻(実

名詩・代名詞・副読・接属詩・数詞・間投詞・関諦j とに分けており、現在の助詩iこ関す

る認識が伺えるものは、この「働かざる辞」の「関孫、詞Jである合チャンパレンは、この

「関係、調jの文章上での機詮老名詞に付け加え、調との関係を示すものであるとしている号

菌って、「関係誤jの名前の由来は、このような機能から名付けられたものと推瀦できる。

さもに、この関接語を?簡単なる関孫、詞」と「組みたて関係語j とに分け、前者の f稽

なる関係詩j は[の・が を・え(へ)・まで・より・から・わ(は)・さえ等]などで、

の格助詞・接、助詞・副助鵠に当たるものである。他方、 f組み立て助詞Jは3つに分類

され、一つは、簡単なる関係調の合弁で成るもの[までに・までも・よりも]等、一つ山、

実名認の訴に「ノ」又「がj を置き、後にワこj を附けて加えてなるもの[の桧に・の代わ

ちに・の為に]等、一つは fニ・ト・ヲJの「簡単なる関孫誤j と、 「働く辞j とにより

成るもの(に付き.~こ於いて・にして)等である o (国8) チャンパレンの「関係語j の分

類は、このような、中根 (1876)の「後詰j の「単用後詰j と「重用後詰j の分類に影響

うけているように思われえる号

17 



関8 チャンパレン (1881) の諦における「関係詞j の位置づけと分類
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14. 林議匝『開発新式日本文典J (1891) の f霊辞〈ガニオ)J 

林 (1891) ~士、語を名説、動詩、霊辞と大きく 3分類し、この

l戸、成。、 とによ η

現在の助言司に

対する語性認識が窺える D 林は「霊辞Jについて名詞の語尾はついて名詞の位における格

定め、動詞の

と定義し、この

について動詞の変化における法を定め、独立しでは用をなさないもの

を「起端霊辞(オごコシガエヲ)、 「関係重辞(カカハリガニヲ)J、

「接続霊辞(ツナギガニオ) J、 「結是霊辞(ムスピ、ガニオ))の4つに分類している号

まず、 「起端霊辞」は名詩の語尾につき文の意味を組閣してその名詞の主格の地位を定

めるもので、[は、も、こそ・が]等 など、現在の採助詩 格助詞に相当するものである。

「関係霊辞j は、名詞の語尾につき文の意味を起因してその名詞の主格の地位を定めるも

ので、(に・へ・が]等の現在の捧場開に相当するものである窃 「接続霊辞」は名語、また

は動詞の語震に沿って上の句と下の句の間に位置し、語詠(語脈)を接続するものでJが*

つ・で・と・さえ]等の格助謂・接続助詞・説場詞・並立助詩語に相当するものである G

最後の「結尾霊辞」は動謂の語尾につき動詞の活用をつかさどるもので、 「けり・ぬ・ら

んj 等の助動語に相当するものである司このように「霊辞J~こは助動詞が含まれるとこ

が、今日の助詞と異なるところである合また、それぞれの「霊辞j 辻、さらに縮かく下位

分類されているが、本穣で辻、項数に帯i眼があるためこれに皆めておくことにする c

18 



図9 林 (1891) の語における「霊辞j の位置づけと分類

11:1 

15. 大槻文彦 f広日日本文典JJ (1897) の「主欝乎波J

大概i土器を名詞・動謂・形容詞・ @jIJ詞・接請詞・ J感動詩・助動詞・ 5三欝乎波の8つに分

している。この f豆菊平波Jが現在の助制に対する語性認識が荷える。この大壌の分類

から、従来の研究者異なり、大槻が助動詫を品詞としし位震づけていることが分かる。

大搬による「豆欝乎波」の分類i土、どのような品読の諾に「豆欝乎設」が接続している

か、つまり、前に来る語の種類によって分類するという接続の観点から行なわれ、その結

果、助詩の種類を次のように大きく 3分類している号まず、 「名詞エノミ鵜クモノ j を f第

1類Jと述べ、[が・の・つ・に・を・と・へ・より・から・まで]などが、この?第 1

当たる母また、 「種々ノ語ニ麟クモノ j を「第2類J[とし、[ば・も・ぞ・なむ・なも・

し・こそ・だに等]がこの「第2類Jとしている告さらに、 「動誤ニノミ属クモノ j を?第3

類」とし、 fば・と・とも*ども・に・を・が等Jがこの「第3類」に当たるものとしてい

る。これらのことから、 「第 1類J~土今日で言う絡助罰、また「第3類j は「接続場謂」

相当するものと推測できる合しかし、格助鰐に相当する第l類には[デ]が含まれていない

こと、また、接続助語に相当するものと思われる「第3類Jには、 fながらJ rたり J rしj

fたら「ならJが合まれていないこと、残る「第2類」関しては、係助調、副勢調の混合と

られることからも、現在の助詞の体系と異なっていることが理解できる(図10)

大槻は、 『広日本文典別記Jで、第 1類から第3類の「豆費苦手波Jの意味による分類も

行っている。まず、第 1類の「豆爾乎波j では、 「文(サブ)主(ゼクト〉ヲ指ポスノレモノ j

は、[が・の]、 fニ名詞ヲ繋グモノ Jには、[の・iJq、 「事物ヲ虞分スノレモノ j ものに

は、 uこーを・と]、 ?事物ノ方向ヲ示スモノ J~こは、[へ・より・から・まで]を挙げてい
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るc 第Z類の「笠宮ぎ乎波jでは、 「分合スノレモノ J，こは[は・も]、 「指定スルモノ Jには〔ぞ・

なむ・こそ]、 f引証スノレモノ j には[だに・すら・さえJ、 「限ルモノ」には?のみ・ば

かり」、 「疑アモノ j に泣[や・か]を挙げている母第3類の笠欝乎渡では「橡〈よ)相スノレモ

ノ」には[ば]、 「抑ヘチ意ヲ額スモノ Jには、[と・とも・ど・ども)、 ?意ノ裏返ルモノ j

は[に・を・が)、 「終リテ移ノレモノ j には、〔て・で・つj を挙げている。

臨時 大槻 (18窃7) の語における「豆欝乎波Jの位置づけと分類

名純二コミ議クモノ

是主 J タ 」そ子/

ニ/ミ議タモ/

16. 落合直文 r日本大文典J (1897) の f扇詳J

落合 (1897) は語を「体言・用言・助辞Jと3分類しており、この

詞の語性認識が伺える c 関みに落合の述べる体舎とは、名詞・代名

と静i動

「助辞j に現在の助

.副誤・接続詞のこ

とであり、また、 とは、作用言・形状吉・助動詞のことである。落合はこの「助辞J

を意味により、国11のように15'こ分類している。
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関口 落合 (1897) の語における f助辞j の位韓づけと分類

;0 1'"ヤ名54・説話謀議・

-誇I.J霊会誠

fで{iTちffiしの総統助詞)]

(段、 も、 や、 よ、 を了、 、かも、 i立、 ミまも、 i土、

{まち、

人h丸、 し 長、hJ4JJて者 j 1 

よ、{

野‘

{が、の、つ、

、し、を、(~ {ろ) (ら}

u士、 も、 ジヲ、 が、 司齢

、晩 、幅制V
必
}

〔と、より)

か的、のみ、だに、だも、さえ、 、より、まで、

(ゆ)(よ)

[かし、

、、時止、へ...、 語、j主、かも]

エ.，;.V ~主、 2世 zふえま?、 もJ 宅一、 弘待 、'" 、 :..J {て、と、とも、;立、

17. 山田孝雄(19221936) の f助調j

山田 (1922)における助詞 けは、 冠諒前置詫などが軍語と認めらる¥

と問様の程変に於い るなり j と助詞の単語( である資格 め、語の

において、 を「関孫語Jに位置づけている q

また、山田 とは、観念語に付随して、それらの関係と の機能とを明らかに

するものと定義しているむこの考えから、山田は助制の分類の基準を観念語iこ用いられる

状態である職能とそれの示す関係、との 2点に重き、助詞を格助詞、副助語、係助問、経場

詞、需投助問、接続助詩の 6種に分類している 9 この の分類にあたり、他の品
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が示す関孫に着話し、「匂の内部に於ける要素となるものj と f他の句に結び合する

素となるものJ とに大きく分け、後者を接続助語と名づけた母この接続助詞辻従来は用言

に接続するものと言われていたが、用言だけに按続するものではなく、用舎が述語として

いられたときに隈ってつくと述べ、この接続助謁辻文語では、(ば・とも・ど・ども・が-

iこ・を)、口語で辻 (ば・ど・ども・どころが・のに・ものを・ も・し・と・から・け

れど・けれども]などがそれは当たるとしている。

この接続助間以外の「匂の内部に於ける要素となるj 助詞を、さらに「示す関係が、厳

密であり、特定の意義を以て一定の関孫を示すもので、文句の構成に特定の関係を宥する

ものJと「範囲が寛やかで、唯語調文勢を宥力にするかに用いられ、文中の語句の構成上

に緊密の度合いが少ないものJに分け、後者の使用範富の緩やかなものを、 f関投助詞Jと

付けた。この関投場詞の性質はその位賓が他の助詞に比べて自由であるが、決して無系

統に捷用されるものではなく、吉ちの一定の規律もあり、他の品謂の上にいくことはない

とする。文語では、[よ・や・し]、口語では、(よ・や・ね・がな]がそれに当たるとして

いるむ龍方、前者の匂の内部にあって f持定の意識を以て一定の関係を示すものJを f匂

の内部の構成分子に議して、その組識又は意義に関揺を有するものj と f句の全体とし

意義性質に関係するものJとに大きく 2分している。また、前者の「句の内部の講成分子

に属してその組織又は意義に関保を有するものJをさらに、 1-症の構成分子に崩し、その

句の組成iこ関するもので一定の関係以外には通用することの出来ないものj と「下にくる

用言に対して副詩の如き性質をあらはしてその意義を修飾限定するものj に分け、説者を

格助詞と名付け、後者を副助詔と名付けている告絡助詞は文語で辻、[の・が・を.~.~ ・へ・

と・より・から]、口 は、[の・が・を・に・へ・と・より・から・で]、副助詞は

では、(だに・さへ・すら・のみ.~まかち・まで・など]、口 は、[ばかり・まで・など・

やら・か・だけ・ぐらしリがそれに当たるとしている c

一方、「匂の全体として意義性質に関係するものJも「主とし 上にある諸に附

属して一定の諌述を導き、しかも、その述語に一定の拘束を及ぼすものj と「句の終末

だけ用ゐらる〉ものj とに 2分し、前者を係助詞、後者を終助詞と名付けているむ係助詞

は文語では、〔は a も・こそ・ぞ・ ft.ん・こそ・や・かな]、口語では、[は・も・こそ・さ

え・でも・ほか・しか]がそれに当たる。終場詩は文語では、[が・がな・か・かな・かし・

な(感動)]、口語では、[か・え・な(葎望)・よ・い・ろ・とも・ぜ・さ な(禁止)]が

それに当たる。
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図 11 山田 (1936)の語における「助調Jの位置づけと分類
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Jjj l，也るも

[終j功 ~;~J

:関投開j詞]

句とらjをもtびfTわすものu議長之助諒;

18. まとめ

かつて、助詞は、「てにをは(天爾波・助言・助辞・豆爾乎波)、「脚結(属)(家)J i前詞」

「後詞Ji関係、詞Ji霊辞」など様々な用語が使われてきた。また、その体系も現在の助詞

のそれとは異なっており、助動詞や活用語尾や副詞なども含まれていたこと、品詞として

認められていない時期あったことなどが検証できた。

23 



また、「助詞」という言葉は佐藤誠実によって初めて用いられているが、その用法は、

助動詞や副詞までをも含む広範囲のものであり、現在の「助詞」の体系とは異なっていた。

一方、山田が名付けた「格助詞、副助詞、係助詞、終助詞、間投助詞、接続助詞」という

名称は現在も国文法で用いられている用語で、また、助詞の分類においても、その範囲を

明確且つ、論理的に区分している点で、今日の「助詞」の体系、及び名称は、山田孝雄に

よってほぼ確立されたものであると言える。

次節では、山田文法以降の松下大三郎、橋本進吉、時枝誠記等の助詞論も踏まえ、それ

ぞれの研究者の語る「助詞とは何か」について論じることにする。

第 2節助調の研究史 ②(山田文法・松下文法・橋本文法・時枝文法まで)

1.はじめに

第 1節、 21では、歴史を遡り、今日の助詞に相当する語性認識が伺えるものに焦点をあ

て、その機能や、分類について述べてきた。続く、本第 2節では、今日の日本文法の礎を

築いてきた山田孝雄、松下大三郎、橋本進吉、時枝誠記の 4人の助詞論に焦点を当て、助

詞の持つ特性、並びに助詞の分類について明らかにし、「助詞とは何か」について探ること

にする。山田については、先の第 2章、第 l節において既に述べているが、本第 2節にお

いても、近代の国文法における助詞の体系の礎を築いたと言える山田の分類さらに見てい

き、松下、橋本、時枝の分類がどのような点で異なるのか、その相違点についても述べた

い。また、最後に、助詞の持つ特性をまとめ、「助詞とは何か」について論ずることにする。

本節で参考とする資料は、山田孝雄による助詞論では、『日本文法論~ (1908)、『日本文

法講義~ (1922) 、『日本文法学概論~ (1936) 、『日本文法学要論~ (2000)、第 3項の松下大

三郎による助詞論では、『標準日本口語法~ (1930)、第 4項の橋本進吉による助詞論では、

『口語法要説~ (1934) 、『助詞・助動詞の研究~ (1969)、第 5項の時枝誠記による助詞論で

は、『日本文法口語編~ (1950) である。それでは、山田孝雄による助詞論から見ていくこ

とにする。

2. 山田文法における助詞論

2.1助調の分類とその特性

山田は『日本文法学概論』において、英文典などと比較し、助詞はその英文典にある前

置詞 (preposition) に似ている点はあるが、それよりも広く、また、用法の種類も多く、
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巨木閣の国語の特性であ号、能の諸国の言語との相違点の主要なものとなると述べている。

また、その意味は「著しく抽象的形式的なもの ~S 本文法学概論J であると苦う。

山田『日本文法論Jでは助制の一般性質を用法、意義上、機能の 2つ観点から次のよう

に定義している。

第一 他語との関係、を示す必要よりして形謹上に嬰化を有するかの

貼より見れば助詞にはか¥ることなし邑

第二 そのあらはせる概念の上より観察すれば助詞は軍獲にては何

の観念:をもあらはし得ず、抱の観念語に前麗して始めて其の

を認、むるを得るのみ。

第三 其の職能によちて観察すれば、助詞は鞭念語たる

に附属して

に用ゐらる。

を明にし、又、それらの開の関係、を示

『日本文法論』

つまり、用法上からは、助誤は単独では何の意義も表さず、龍の観念、時に付くことでそ

の意味を表し、機能語では、助部は体言・用設・部訴に付き、その意味とそれらの関孫を

らかにするとものが、助詞の機能・特性だと述べている c また、後に書かれた『日本昌

語法講義』における「助問概説Jでも、『日本文法論Jと同じく助訴の特性を定義しているむ

ここで辻、 f日本文法論Jでは記載されていなかった助詞の特性のみを以下に提示すること

する。

助詞は形iこ務化がなく、議ねー音で、あって希にこ音または三音

は三晋以上から成るものがある。

助詞iまf患の品詞に附麗して、それらの文法上の職能を明

もので必ず場けられる語の下に直に接するものである

『日本口語法講義』

このように、『日本口 では、 の音の講成、並びに、どのように佐の語と
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接続するのかという点についても触れられている。

また、山田は『日本語文法学概論』の第 17章の「助諮寂説Jにおいても、これまでと

じく、助詞は用法上独立せず、 用言、 iこ付き、それら けるもので、意義上

から見れば、その付属する 文法上の地泣を明らかにするものと述べている邑また、「助

詞の を以て、それら 一定の職能若しく 定の意義を明かにするも

のなり」としている。このように、山田は は主要なものであるが、それだけで

は充分意味 さないとしているところからも助語のその叢要性が向える。

また、山田 (1936、1950) では、用 意義、 の面から助語は として、組の 3

権の と した はあるが、用法上は独立するものでは無くて、他の「観

を助ける為にそれに付属して用いられるものであるとし、また、「これらは意義の上

からみればその付属する 文法上の地位を明らかにし、問時にそ が宥する所の意

義を以てそれらの措の一定の職能と一定の意義とを明らかにするものであると述べているむ

このように他の語を助けることを鞍能とすることから、「助詞」という名がつけられた由縁

であるが、その用法は必ず助ける語の下に位聾すると言及している。

以 山田 の定義で、ある号

表 1 山田文訟における助詞の特性

(高将司、体言、用 に付麗し、観念語を場けるもの

観念時(昌j詞、 、用言〉の地位を明らかiこするもの

接続 i助ける語の下に位寵し、これ以外の舟法は許されないもの

抽象的形式的なもの

山田 (1922)における助詞の位置づけは、「西洋語の冠詞前置詔など と認めらる¥

と同様の程度iこ於いて単語たるなり Jと助訴の単語( である を認め、語の分類

おいて、 を「 けている。

2 r動;念籍は、喜入の思想、上の結軒としてのある動念をあらはすものJW 器本文法学概論~ (p.666) 
「観念諮J と;ま強立の観念を表す諾で「関係諾j に対する語。「一定の明かなる具象的観念を有し、その

語一錦にて場合によりてーの患想、をあらはし得るものJr 日本語教育事典~ (p.l02)名詞、代名問、数

詞、形容調、動詞、非在詞、副閥、接続語、感動詞が「観念語に講する。

川護主念語の間に生ずべき，思想、上の関銘の主要なるものを言語といふ形としてあらはしたるものなち JW日
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既に助詞の定義で述べたように、山田は助謂とは、観念語に付髄して、それらの関係と

文法上の機能とを明らかにするものとしているa この考えから、山間は助詫の分類の基準

を、観念語に伴い用いちれる状態である職能とそれの示す関孫との 2点に置き、助謡を格

助詩、高IJ助詞、孫助詞、終助詩、関投助調、接続助詔の 6穫に分類している邑

この助鵠の分類にあたり、飽の品詞への崩詞が示す関保に着目し、「句の内部に於ける

となるものj と「飽の句に結び合する要素となるものJとに大きく分け、後者を接続助詞

と名づけ この接続助諦辻従来は用言に接続するものと言われていたが、用言だけに接

続するものではなく、用言が述語として用いられたときに摂ってつくと述べ、この接続助

は文語では、[ば・とも・ど・ども・が.~こ・を]、口語では、〔ば・ど・ども・どころが・

のに・ものを・も・し・と・から e けれど・けれども]などがそれに当たるとしているG

関 1 自由文法における品詞の分類 『日本文法学概論JJ 部分筆者加筆)

自用語j 競念語2

1 穣述諮3

* ( )は高洋流の名目 [ ]は山田の名目

この接続助詞以外の?句の内部に於ける となるJ助認を、さらに 関係が、厳

密であり、特定の意義を以 の関係を示すもので、文句の構成に特定の関係、を る

もの」と「範囲が寛やかで、唯語調文勢を有力にするかに用いちれ、文中の語句の構成上

iこ緊密の慶合いが少ないものJ~こ分け、議者の使用範盟の緩やかなものを、「爵投助詞j と

名付けた号この関投助詞の性質はその位置が他わ助認に比べて自由であるが、決して無系

統に使用されるものではなく、自ちの一定の規律もあり、他の品詞の上にいくことはない

とする D 文語では、[よ・や・しL 口語では、(よ・や・ね・がな]がそれに当たるとし

本文学捜論~ (p.666) とし、また、このよ予な関係謡は観念語に付属して患想上の位震を禾す役躍を

るに止まると山田

「関謀語」とは文字通号、関祭を殺す諾で「観念語Jに対する語。 f独立の具体的観念を持たず。 1語で

ニつの思想、を発表し得る性質をもたず、議念轄を助け、必ず観念:語の下にのみ付くという性l震の時と

して、観念籍に対立して規定されるJU 日本語教育事典~ (p.l02) 
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いる 5

他方、読者の句の内部にあって「特定の意義を以て一定の関係を示すものj を「句の内

部の構成分子に臆して、その組織又は意義に関係を宥するものJと f匂の全体として意義

に関保するものJ とに大きく 2分する s また、前者の「匂の内部の構成分子に属して

その組織又は意義に関認を有するもの」をさらに、 f一定の構成分子に農し、その匂の組成

に関するもので一定の関係以外には通用することの出来ないものJと「下にくる用言に対

して1'1認の如き性質をあちはしてその意義を修飾設定するもの」に分け、前者を格助詞と

名付け、後者を副助制と名付けた。格助詞は文語では、[の e が・を・に・へ・と・より・

かち)、 2語では、[の・が・を・に・へ・と・より・から・で]、民助詞は文語では、[

に・さへ・すら・のみ・ばかり・まで・など)、口語では、ひまかち・まで・など・やら・

か・だけ・ぐらしリがそれに当たるとしている。

方、「匂の全体として意義性質に関保するものJも「主として述語の上iこある語に附

属して一定の陳述を導き、しかもその述語に一定の拘束を及ぼすものj と「句の終末にだ

け用ゐらる〉ものJとに 2分し、前者合係場説、後者を終助言言と名付けたむ詳、助詞は文語

では、[は・も・こそ・ぞ・なん・こそ・や・かf~J ...口語では、[は・も・こそ・さえ・で

も・ほか・しか)がそれに当たる。終助詞は文語では、[が・がなーか・かな・かし・な(感

口語では、[か・え・な(希望トよ・い・ろ・とも・ぜ・さ な(禁止)]がそれに

当たる凸
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図 2 山田文法における助調の分類 『日本語文法学概論』

助言母

-つの勾の内部{ -定の闘係をftiJの成分の成立 f 縄定の成分;こ一一 格助詞(ー)

にあるもの ボすもの| 又は窓義iこ槻す| 関するもの

るもの

句そのものの成立

句の成分iこ附きて一一一一 副助詞(~.:) 

下の用言の意義

を修飾寸るもの

述言語のとにあり一一一一係助詞(三)

又は械に関するも1て影響を輿ふる

もの

句の終止に一一一 一終助詞(四)

持ちゐるもの

使用範閣がゆる

やかなるもの一一一一一一一一一一一一一一一一一一 閥投助詞(五)

句と句を結び合わすもの 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 接麗助詞い叫
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表 2 山田文法における助詞の分類のまとめ

①接続助詞 文語 ば・とも・ど・ども・が・に・を

口宝ロロL ば・ど・ども・どころが・のに・ものを・ も・し・と・

から・けれど・けれども

②終助詞 文語 が・がな・か・かな・かし・な

口誼ロロ か・え・な(希望)・よ・い・ろ・とも・ぜ・さ な(禁

止)

③係助詞 文語 は・も・こそ・ぞ・なん・こそ・や・かな

口三ロ五ロ [は・も・こそ・さえ・でも・ほか・しカ瓦

④格助詞 文語 の・が・を・に・へ・と・より・から

口三ロ五ロ の・が・を・に・へ・と・より・から・で

⑤副助詞 文語 だに・さへ・すら・のみ・ばかり・まで・など

口証ロロ ばかり・まで・など・やら・か・だけ・ぐらい

⑥間投助調 文語 よ・や・し

口語 よ・や・ね・がな

さらに、この 6種類の助詞の中で、混同しやすいものは、格助詞、副助詞、係助詞であ

るが、この 3種類は性質が異なるもので、混同すべきではないと以下のような一定の規則

を上げている。

格助詞は決して相互に重ねて用ゐたる〉ことの無いものである。

これは厳密な規定で、一歩も犯すことを容さぬものである口

一 格助言司と副助詞とは重ね用ゐらる〉ことがある口この時には

副助詞は格助詞の下にあるのが通例であるが、時として格助詞

の上に行くことがある。

三、格助詞と係助詞とは重ね用ゐらる〉ことがある口この時には

係助詞は必ず格助詞の下にあるべきもので決して上に行くこ
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とがない。

四、話IJ詞は時として相互に重ね用ゐちる〉ことがある G その時は上

下いろいろになる。

五、副助詞は併、助詞と みらる〉ことがあるむこの場合には副

iま係助問の上にのみあって、決して係助詞の下には行かぬ司

この関係はf高熱たるもので決して例外をゆるさぬ。

六、孫助詞は時として相正に重ね用ゐらる〉ことがある。この場合、

必ずしも自由自在とはいはれぬ。

七、係助読は接続助詞?ばj の下について、その上の句とその下の

句との陳述の関係、を緊縮に結合する用をすることがある 9

以上が山岳 ける の機能の定義と分頚である c

2.2まとめ

第 1節の 21の 15で述べたように、大槻の分類で辻どの品調に接続しているかという、

接続の観点からの簡潔な分類であったが、山田の助詞の分類では、語と諾との関係(結び

つき)と、その語の文法上の職能という観点から助読を 5段階に渡り分類している 9

まず、第 1段に、助制を「匂の内部で用いちれるものJと、?句と句を結び合わすものJ

に分類し、後者を「接続助詞Jと名付けている。第 2段に、「一定の関係をポすものJと「捷

範囲がゆるやかなもの」 ι分類し、後者を f関投助調Jと名付けているむ第 3設に、「一

定の関採をポすものj を?一定の成立又は意義に関するものJ と「匂そのものの成立又

意義に関するものj とに分類している。第 4段;こ「一定の成立に関係するものj をさらに

し、 f一定の成分に関係するものj を格助詞と名付吋、「句の成分に付き下の用曹の意

を修飾するものj を「高IJ助詞j と名付けている。他方、第 5設として「匂そのものの成

立又は意義に関するものjも2分され、?述語の上にあって影響を興すものJを係助詞とし、

「匂の終止に患いるもの」会 f終助詞J と名丹けている c
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また、場詞を独立の具象観念を有せず、観念諾を助け、それらの関係を示す関係語であ

るとし、句内に置かれる位置についても、観念諾の下につき、決して上に行かないものと

その助読の機能や接続についても定義している。

このように山田が名付けた「格助説、副助調、係助詞、終助詩、関投助詞、接続助詞」

という名斡は現在も関文法で用いられている用語で、また、喚調の分類においても、その

範囲を明確且つ論理的に区分している点で、助詞iこ関しての文法研究の基盤となるものと

る、ぇ一一言

3. 松下文訟における助調論

3. 1助詞の分類とその特性

松下 日本己 (1930)では、助辞を「動助辞・静助辞・頭助辞Jの 3つに分けて

いる(図 3)。松下の苦う f助辞Jとは、

助けるもので'" r語j とともに観念を表す

でも説明したように、「詩Jについて働きを

ぎず、「助辞」単独で辻、何の観念も世~-

とができないと雷う。国みに、「頭助辞j は接頭辞のことであるむ

また、間 3に見られるように、松下は、この「助辞」 (前節の脚注 11

のこと)を、品詞として認めない立場をとっている。この松下の述べる「静助辞Jは、

山田文法の助制に棺当するもので、開じく山田文法の場動詞に相当するものが、「動助辞j

である。

国 3 松下文法における品読分類 『標準日本口語法J

言奇

〔事物ト・

[作用ト

溶性1{ ~艦
-・動詞

主観部. ..・・・・・. . ..・・・・・・・・・・・ e ・・・・ j感動認
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この i静助辞|とは、 f活用がなく、叙述性を持っていない尾助蘇であるJ(p. 224) と

の機能を定義している。

松下は、この「静助辞j を分類するにあたり、この「静助辞Jが「間j にいかなる「副

性Jを与えられるかといった観点から行い、その結果、「静助辞Jを①「格助辞人命

動助辞」、③ f提示助辞J、 i名助辞J、③「富IJ助酔Jの 5つに分類している母

第 1に挙がられた「格助辞Jtま f体首の格助毒事j と「動詞の格助辞j に2分され

ている号この「体舎の格助辞Jに辻、「が、を、に、へ、と、より、から、のJ、能方、

の格助議事j には「て、ば、と、とも、って、ど、どもJを挙げている司前者が山田の述

べる、格助詞であり、後者が問じく山田の述べる接続助読に相当するものと推測がつくむ

第 2~こ挙られた f感動助僻J ~こは fか、や(疑問〉、ろ、よ、い、な(命令)、ぞ、ぜ、

、さ、よ、い、や(感動)Jが含まれており、山田の述べる関投助詞や終助詞に相当する

ものと推測がつく窃第 3に挙げられた?提ポ助辞Jにはワ土、も(題目)、か、ほか、こそ、

ほ、かり、だけ、まで、ぐらい、でも、なり、さえ、すら、などj が含まれており、山田の

述べるところの「係助語Jと「副助詞」に相当するものと撞測がつく c 第 4~こ挙がられた

だけに付く、「名助辞Jには、「さん、さま、ら 9 たち、がた(接星雲字)Jと、また、「

け、ばかり、すら、まで、ぐらい(提示辞も含まれる)Jも含まれている。山田においては、

この前者の「接尾酔」にあたるものは、場詩の分類にはなく、「提示辞j は先にも述べた山

田における「郎助詩j に相当するものであると推灘できる。第 5に挙げられた「説場辞j

には「ばかり、ぐらい、まで、法ど、ずつ、ながら、がてらJが含まれ、これも山田の「高IJ

助詞Jに相当するものであると推測がつくむ

松下の分類において f提示助辞Ji名助辞Ji副読辞j に撞なる助辞があるの辻、

ベか「詔j にしづ3なる「割性j を与えられるかといった観点からか、全体として名詞や副

詞の構成からみるのかによっているとしている。

以上が松下における助読の定義と分類である申
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関 4 松下文法における助辞(境欝)の分類

動辞

不完辞

不勢

一般性語辞 静助言事

頭助辞

特殊性助静{接尾毒事)

表 4 松下文法における助詞の分類

提示助辞

助辞

議IJ助毒事

①格助辞 |棒言の格助言可|が、を、に、へと、より、から、の

の格助詞|て、ば、と、とも、って、ど、ども)

②感動助静!疑問[かやら)命令(ろよいな

い・や]

(ぞ・ぜ・て・ は・さ・よ・

③提示場辞 lしか恥こそばかちだけまでぐらいでもなり(なりとな

りとも)・さえ・すら・など(なぞ・なんぞ・なんか)か・やら

④名助辞 iさん、さま、ら合たち、が

3.2 まとめ

け・ばかり・すら・さえ・まで・くらい・なり・か・やち

だけ・ぐらい・まで・ほど・ずつ・ながら・がてら

松下は、山田の助詞に持当する「静助辞Jの機能を「活用がなく、叙述性を持っていな

い尾場辞である j としている。また、この「静助辞j を「詞Jにしづ=なる「酎性j を与え

られるかといった観点から行い、その結果、「静助辞Jを①「捧場辞j、②「感動助辞j、③

、③「名助辞J、③「高IJ助僻j の 5つに分類しているむ鈴木・林(1985) も

べているように、②の f感動助辞Jは山田文法の「終助詞j と「間投助詞j に相当するも

のであると推測がつく s また、「提助辞Jは山田文法における「酎助詞j と「係助詞j に相
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当するものと推測がつく。

松下文法では、山田の述べるところの「助詞」に相当する「静助辞」を含む、その上位

カテゴリーである「商事」を品詞として認めない立場をとっている。山田においては、「助動

詞J["接尾辞」などは、品詞として認めていなかったが、助詞は品詞のとして認めており、

この点が山田の分類と大きく異なるところである。また、松下の分類では、静助辞の「提

示助辞」、「名助辞」、「副助辞」間での重なりが多くみられる点で、「静助辞」が「詞」にい

かなる「副性」を与えられるかといった観点からの分類、つまり、意味による分類だけで

は、山田のように、助調を明確に区分できないものと考えられる。

4. 橋本文法における助詞論

4.1助調の分類と特性

橋本『口語法要説~ (1934)では、語4を「詞5J と「辞」とに分け、助詞を含む「辞」と

は「独立し得ぬ語であって、常に他の語(即ち詞)に付属して、之と共に文節を構成し、

その語形又は意味を以て文節の断績に闘輿する」ものと定義している。橋本は「詞」は、

「文節の断績と種々の承接関係、が、その文節を構成する語とし 1かに関係してゐるか」

という断続(接続)の関係から分類し、「辞」についてもこの断続の観点から「体言のみつ

くもの」と「用言のみにつくもの」と「用言の中、動詞のみに付くもの」に類別できると

している。いすれも口語で「体言のみにつくもの」に、「が・を・に・へ・と・から・より・

で」、「用言のみにつくもの」に「ば・と・ても・けれども・が・のに・し・て・ながら」

を挙げている。「用言の中、動詞のみに付くもの」は助動詞であるためここでは触れないこ

とにする。

橋本は、上に述べた類別だけでは、「下位分類をする場合、実際上不便な点があるから。

これを第一の分類とせず、下位分類の場合の標準とする方がよしリと言及している。この

ような理由により、橋本は新たな辞の分類を試み、辞を次の 4つに分類している。

(一)一つの辞が或場合には言ひ切となり、或場合には種々の関係

で他に続き、その断続を、それ自身の形によって表はすもの

4 文節を構成する単位

5 単独で分節を構成するもの「詞は文節の構成に常に必要であって、文節の中心であり、根幹となる意

味」を表すものであるとしている。『口語法要説』
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他に対し の関係に立ち得るが、

uばかり JrだけJrな などの類

コ1 告ら特別のしるしはないが、常iこ能ι続くもの(口 は「がJrをJr ~こ j

7より JrからJrでJrばJrとJrてもJrけれども JrのにJrがJrはJrもj

fアそJrさへJrでもJなど。}

(四)特別のしるしはないが、いつもそこで意味がきれるもの(口語の「ぞJrよJ

?な rねJrさJIなど。)

橋本?口語法要説Jl(1934) 下練は講者が加筆
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図 5 橋本文法における品詞の分類『日本語教育事典J6 

~:li. 
IlCl 

記'J 1 活用するもの(単独で述語となるもの)-用言| 命令形あるもの一動詞

(独立し得べき諾)1 l命令形なきものー形容詞

(名詞)

主語となるもの一一一 体言 (代名詞)

活用せぬも cl) (数詞)
に

修飾 f用言を{Iま飾

ヂるもの一語IJ用言|するもの|するもの一面IJ斜

主語となら 体言を修飾するもの

ぬもの 一面Ij体調

接続するもの一一一接続詞

修飾接続せぬもの 感動詞

議事

(独立し得ぬ諾1 断続をしるしのあるもの(活用あるもの) 助動認

助言ロjl 断続をしめすしるしなきもの(活用なきもの)

この 4つは、先に述べた断続の観点から言えば、(一)は用言、(二)は体言、(三)は

副用言、(四) 7は感動詞に接続するものと述べている。この橋本の(一)は助動詞にあた

るもので、ここでは触れないことにする。

このように、助動詞と比較した上で助詞に当たる辞は「断続を示すしるしがないもの」

で、つまり「活用しないもの」である。橋本は、この辞を①「断続の意味なきもの」、②「続

6 ~口語法要説』による橋本の品詞の分類表は「詞」と「辞」を別々に記載している。そのため、「詞」
と「辞」が統合され、これらの関係がよく理解できる『日本語教育事典』の表を参考までに表 7とし

て記載することにした

7 用言、体言、副用言、感動詞はいずれも「詞J(単独で分節を構成し得るべきもの)に属するものであ

る。用言は活用するもので、また単独で述語となるものである。一方、体言と副用言と感動詞は用言

と異なり活用しないもので、その中で主語となるものが体言である。また、主語にならず、修飾接続

するものが副用言である。同じく主語とはならないが、修飾接続しないものが感動詞であると述べて

いる。(橋本:1934) 
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くもの」③「切れるものJの 3つ している号そこで、今、述べ ら③iこ関し、、

どのような下位カテゴリ…を作り、助簡を分類しているのかを見ていくこと iこする c

まず@の?断続の意味なきものJは、 f連用語Jに付くものJ と「連用語に付かないも

のJとの 2つに類別され、「連用 く」ものが の語に付く)説助詞である。

に付かなしリものは、(誰々 く)準体助部となるむ③の「続くものj は、

「接続するもの」と「接続以外で続くものJとの 2つに類別され、「接続するものJが

のみに付く J場合は接続助詞である母また、 の語に付く J場合が並列助制となる c

?接続以外で続くもの」は に続く j とものと「用言 くj ものに類別され、

に続く j ものが (犠々の諾に付く)格助詞となる合能方、「用 くj ものは、

「体言のみに付く」ものと、 々の語に付く j ものとに分類され、「体言のみiこっく Jも

のが終場謂となる。能方、「用言のみに付く Jものが「種々の動詞につく j ものが係助語と

なる号

③の「切れるものはJ f文を終止するJものと「文節の終わりに来るJものに分類さ

れ、「文を終止するJものが経助制となり、「文節の終わりに来る」ものは需設場詞となるs

以上が靖本による の定義と ある D

表 5 播本文法における f助詞j の分類 f助詞・助動詞の研究J(第 3章助詞の分類)

①接続助詞 と、たり、し

{③格助詞 が、を、へ、と、から、より、で、の

③係、助詞 も、 i士、でも、さへO しか、でも、だっ 、なりと

⑨議11助語 け、 iまかり、ぐらゐ、まで、か(疑い・ 、やら、

@幸冬助詞 よ、ぞ¥か、とも、い、ぜ、な、

@関投助部 な、ね、ねい、さ

⑥並列助言奇 や、やら、と、や、やら、に、 の、なり、か

⑦準体助詞 の、ぞ¥から、 iまど、だけ、ばかり

③準劃体助問 ながら、 ま、ままの、 で、と、きり、ぎり、が ら、
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図 8 橋本文訟における f欝j の分類 f標準関本口語法J

を示寸しる ( ....)叩((1)動にのみ1)乾く

しあるも (2)撞々の器;こF甘く

(活罵あるもの}

(二}留f識の意味…叩.( (1) J議舟議につく一(離々の諮:::fi甘く}一部i場諮

なきもの l (2)運用制一一一(種々の語に限〉

につかない

辞

くもの(1)接皇室するもの…一日心地言にのみ~)甘く

I(b)種々の認に附くー技研j詩宗寺

しる=コ助言母

しなきもの

(活用なきもの〉 接請以外 1(2)鱗設に繍く一〔議々の詰に附く

，/ "( 

'" 1 

l (3)月i言に議く-I (討期設に鮒く…格立ち部

I (b)韓々の誠に前く一採務部

(臨)切れるものr(1)支を終止する 終結詞

I (2).文部の終わりに来る 関投助金j

4.2まとめ

橋本は「断績Jのしるしの有無、つまり、活用するかしなし、かで、「辞j をわけ、活用

しないものが助詣であるとしている 9 また、その助詞を f継績の意味なきものJi続くものJ

f切れるものj の 3つに分けている。 i継舗の意味なきもの」で、連用語に付くものは、高11

助語、連用 っか会いものは、準体助詞としている号また、 f続くものj には、接続する

もので用言にのみ付くものを接続勢調、 の諾につくものを並列助詞とする D 接

続以外で続くもので、 に続くものを準副体助詞としている。また、用雷に続くもので、

体言にのみつくものを格助詞、種々 に付くものを保助詞としている o i切れるものJ

を終止するものを終助詞とし、文箭の終わりに来るものを関投助詞としている色
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また、 の機能は、独立することのできなし 、常に他の語に付罵して、他の語と

共に文節を構成し、その語形又注意味を以て文節の継続に関わるものとしている

静助詞(場詞)を品詞として認めている点では山田と問じである。山田の助詞の分類は、

接続場語、終助詞、 、格助説、説助詞、関投勃詞の 6分類であったが、橋本でほ、

議Ij助詞、準体場語、接続助問、並列助制、準重Ij体助問、格助語、係助詞、終助語、関投助

詞のヲ分類している。 2分類の中の、準捧助詞S、並列助語、準副体助読が議本により、薪

たに分頬された助詰となる D 因みに、この準体助読は「話すのが好きだj の「のj で、

体助詞は、 f語学日の話Jの?のj である a

5. 時枝文法における助詞論

5. 1助詞の分類と特性

ま 時枝『日本文法口 (1950) は、他語との接続関係から分類することが、場誤

の分類方法の一つであると述べているa また、語を詞と僻とに分け、また、辞ゎ中でも助

詞と とを分類している。この辞と読の接続関係のみで、分類を行っている橋本文法に

対して、「辞を常に詞との接繍関係に於いて見ること辻、注たし を千尋たことであろう

と疑問を投げかけている or辞に泣常に客鱒的な事柄を綿括する機能を持ってゐることを考

へるならば、それらが、話し手のどのような立場の表現であるかといふことが、表現を有

機的iこ理解し、文の構造を明らかにする上に大切なことであるJという が、その疑問

を議する理由である。また、場罰が辞として持つ一般的性格について、次のように述べて

いる c

(一〉

(二)

される に封する話し手の立場の表現である。

立場の直接的表現であるから、 話手に関すること

し きないむ

(三)辞の表現に辻、必ず詞の表現が相橡され、読と

つ人、始めて具膿的な思想、の表現になるc

(四)欝は格を示すことがあっても、それ自身格を講戎し、文の成

結合によ

8 r独立速には欠けるが、したがって上に実態的語義を補ったり付加jしたりする語句が付け加わるが、

それ告身体雷相当として、若しくは、上接する語句ととも立体言相当として犠く。① rもっとい色の

良いのが欲しい~ w君の書いたの泣これですかJいわゆる形式名詞に謹めて近似しているJJ W S本

(p.151) 
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分になることはない。

『日本文法口語編J

時枝は助動詞と比較して、助詞の性質を「陳述の表現ではないため活用はもたない」と

述べている。また、助詞の分類においては、従来の先行研究で行われてきた他語との接続

関係から分類するということは、「辞の根本的性質を規定するものではなしリと言及してい

る。また、同時に「辞には客観的事柄を総括する機能を持っていることを考えるならば、

それらが、話手のどのような立場の表現であるかといふことが、表現を有機的に理解し、

文の構造を明らかにする上で大切なことである」と述べ、先に述べた山田や松下、橋本と

は異なる次の 4つ分類基準を立てている。

①格をあらはす助詞

②限定をあらはす助詞

③接績をあらはす助詞

④感動をあらはす助詞

『日本文法口語編j](筆者が番号を加筆)

第 1の用法である、「格をあらはす助詞」については、「事柄に謝する話し手の認定の中、

事柄と事柄との関係、の認定を表現するものであるから、感情的なものは無く、殆ど全てが、

論理的思考の表現であると云ってよしリとしている。また、「格をあらはす助詞」には、「が・

は・の・に・へ・を・と・から・より・で・まで」を挙げている。

第 2の用法である「限定をあらはす助詞」については、時枝自身このような名称が良い

どうか疑問に思いながらも、「限定をあらはす助詞」には、「話し手の甲に謝する期待、評

価、満足感が表現されてゐることが分かる」として、「が・は・も・や・さへ・ばかり・ぐ

らい・でも・だけ・しか・なり・たり・こそ・きり・づっ・ほど・だの・やら・など・ま」

を挙げている。

第 3の用法である、「接続をあらはす助詞」については、「同時的に存在する動作及び行

為。或いは時間的に楽器起する事柄と事柄との関係の認定も助詞によって表現される。この

一群に属する助詞は、用言の活用形の中、連用形中止法を以て示されるのであるが、特殊

な関係は、更にそれに助詞を加へることによって一層明瞭にされる」と述べている。この
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「接続をあらはす助詞」には、「が・ば・と・て・ても・から・けれど(けれども)・し・

ながら・のに・ので・つつ」を挙げている。

この「接続をあらはす助詞」は、「語そのものが接続機能を持つやうに考へるのは、軍

に比喰的にのみ許されるものである」ことを確認する必要があると次のような例を示して

指摘している。

腰をかけると、窓を閉めた

この用例にある「と」は、接続の「と」ではなく、指定の助動詞「だ」の連用形の中止

法と認めるべきだと時枝は言う。

第 4の用例である[感動をあらはす助詞」には、「か・かしら・よ・な(なあ)・ね(ね

え)・さ・な・ろ(よ)・ぞ・わ・ものか(もんか)・とも・の・や・こと」を挙げている。

このように、時枝の助詞の分類は「話手のどのような立場の表現」であるかに焦点を当て

類別している。

表 6時枝文法における助詞の分類

①格をあらはす助詞 が・は・の・に・へ・を・と・から・より・で・まで

②限定をあらはす助詞 か・は・も・や・さへ・ばかり・ぐらい・でも・だけ・しかな

り・たり・こそ・きり・づっ・ほど・だの・やら・など

③接績をあらはす助詞 が・ば・と・て・ても・から・けれど(けれども)・し・な

がら・のに・ので・つつ

④感動をあらはす助詞 か・かしら・よ・な(なあ)・ね(ねえ)・さ・な・ろ(よ)・

ぞ・わ・ものか(もんか)・とも・の・や・こと

5.2まとめ

時枝は「話手のどのような立場の表現」であるかに焦点を当て助詞を類別し、その結果、

「格をあらはす助詞」、「限定をあらはす助詞J["接績をあらはす助詞J["感動をあらはす助

詞」の 4つに分類している①は、「格をあらはす助詞」は山田文法における格助詞に相当す

るものと言えるが、山田文法せは「係助詞」に含まれていた「は」が含まれている点で異

なる。時枝が記した用例は次の通りである。
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高葉集は歌集である口

この「は」に関しては、「格をあらはす助詞」は、「事柄に封する話手の認定の中、事柄

と事柄との関係の認定を表現するものであるから、感情的なものは無く、殆ど全てが、論

理的思考の表現であると云ってよし'¥J と時枝が定義していることから納得できないことは

ない口また、②の「限定を表す助詞」は、山田文法における副助詞、並びに、係助詞だと

推測できる口③の「接績をあらはす助詞」は山田文法における接続助詞と推測がつく。ま

た、④の「感動をあらはす助詞」は、山田文法における「間投助詞JI終助詞」と推測がつ

く口

6. 助調とは何か

以上、本節では、日本の国文法の礎を築いてきた山田、松本、橋本、時枝が述べる文法

論に焦点を当て、助詞の特性、並びに分類を見てきた。助詞が品詞に属するかについては

表 7、助詞の分類の観点については表 8、助詞の分類については表 9、助詞の機能について

は表 10の通りである口

このような先行研究から「助詞とは何か」、つまり、助詞の特性と機能についてまとめ

ると次のようなる口

まず、助詞とは動詞や名詞と同じく品詞として認めてよいであろう口また、その助詞の

特性は、動詞や名詞のような独立で意味をなす語に対し、付属語であり、助動詞と同じく

単独では何の概念ももたないものである。しかし、助動詞とは異なり、陳述の表現ではな

いため活用はない口また、助詞自身が格を構成し、文の成分になることはなく、副詞、体

言、用言の語の下に直に接するものである口また、その種類は、「格助詞」、「係助詞」、「副

助詞」、「終助詞」、「間投助詞」、「接続助詞」、「関投助詞」、「並立助詞」、「準体助辞」、「準

副体助辞」などが挙げられる 9D

また、機能面では、他の語(副詞、体言、用言)に付き、それらを助け、これらの語の

意義を明らかにし、その関係を示すものである。また、意味を以て文節の断続に関与する

ものあり、事柄に対する話し手の表現を表す機能があると言えるであろう口

9本稿では、山田文法の助詞の分類 u格助詞」、「係助詞」、「副助詞」、「終助詞」、「接続助詞」、「完投投

詞J)の「間投助詞」を終助詞の枠組みに入れ、「格助詞」、「係助詞」、「副助詞」、「終助詞」、「接続助詞」

の 5つする。

43 



以上、このような特性と機能をもつものが「助詞」である言えるであろう。

表 7 助調が品調に属するかについて

山田文法 松下文法 橋本文法 時枝文法

「関係語」に属す 「原辞」に属する「辞 「辞」に属する 「辞」に属する

る「助詞」を品詞 (静助辞)Jを品詞とし 「助詞」を品詞として 「助言司」を品詞として

として認める て認めない 認める 認める

表 8 助調の分類の観点

山田文法 松下文法 橋本文法 時枝文法

「観念語」に用い 「詞J ~こし 1 かに「面IJ 何に接続するかという 話手のどのような

られる状態であ 製」を与えられるか 接続の観点からの分類 立場の表現である

る職能とそれの という観点からの分 かという観点から

示す関係、の 2点か 類 の分類

らの分類

表 9 助調の分類

山田文法 松下文法 橋本文法 時枝文法

①格助詞 ①韓言の格助辞 ①格助辞 格を表す表現 (は)

②係助詞 ②提示助辞 ②係助辞 限定を表す表現

③副助詞 ③副助辞 ③副助辞

④終助詞 ④感動助辞 ④終助辞 感動を表す表現

⑤間投助詞 ⑤間投助詞

⑥接続助詞 ⑥接続助辞 継続を表す表現

⑦並列助辞

⑧準体助辞

⑨準副体助辞

⑤名助辞(接尾辞)
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表 10 助調の特性と機能

山田文法 松下文法 橋本文法 時枝文法

助詞は軍濁にては 活用がなく、叙述性 独立し得ぬ語であっ 辞は格を示すことがあ

何等の観念をもあ を持っていない尾 て、常に他の語(即 っても、それ自身格を

らはし得ず、附属 助辞である D ち詞)に付属して、 構成し、文の成分にな

して始めて其の義 之と共に文節を構成 ることはない。

を認むるを得るの し、その語形又は意

み。 味を以て文節の断績 陳述の表現ではないた

に闘輿する。自ら特 め活用はもたない

別のしるしはない

が、常に他に続くも

の

観念語たる韓言用 他に対して種々の関 辞の表現には、必

言詞に附属して其 係に立ち得るが、そ ず詞の表現が相像さ

の意義を明にし、 れ自身としては断続 れ、詞と辞の結合によ

又、それらの間の の意味を持たないも って、始めて具韓的な|

関係を示すに用ゐ の。 思想、の表現になる。

る。

他語との関係、を示 一つの辞が或場合に 表現される事柄に封す

す必要よりして形 は言ひ切となり、或 る話し手の立場の表現

韓上に饗化を有す 場合には種々の関係 である。

るかの黒占より見れ で他に続き、その断 話手の立場の直接的表

ば助詞にはか¥る 続を、それ自身の形 現であるから、常に話

ことなし。 によって表はすも 手に関することしか表

の。 現できない。
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第 3章

格助詞とは何か
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第 1節「格Jとは何か

1.はじめに

第 2章では、「助詞とは何か」というテーマで、まず、第 l節では、山田(文法)以前

の助詞の語性認識が伺えるものに、第 2節では山田(文法)以後の主たる研究者の助詞論

に焦点を当て、各々研究者が述べるところの助詞の機能や、その特性、また、助詞の分類

などをまとめ、助詞とはどのようなものであるかを述べてきたD 続く本章では、本稿のテ

ーマである格助詞に焦点を当て述べていきたい。本章の主となるテーマは、「格助詞とは何

か」であるが、その前に、「格助詞」の「格」とはどのようなものであるのかを第 1節で見

ていくことにする口

主な参考資料は、小泉保『日本語の格と文型~ (2007)、チャールズ.フィルモア『格文

法の原理~ (1975)、(1981)、高橋太郎『日本語の文法~ (2005)、城田俊 (1993)~日本語の

格をめぐって』、仁田義雄 (1993)~日本語の格をめぐって』である口それでは、まず、格

の定義から述べることにする。

2. 格の定義

フィルモア (1975) は r~格~ (‘case' )という文法概念があらゆる言語の文法の基底門

において、ある位置を占める価値がる」と言う。確かに、フィルモアが述べているように

日本語においても格というものは、重要な位置を占めるものと考えられるが、それでは、

日本語における格とは何であるかについて考えていきたい口

日本語の格について小泉 (2007) は次のように格を規定している。

前提なしに、ある出来事を表すために文を形成する場合、一つの述

語が必要とする名詞において、その名詞と述語との聞の関係、を示す

形式要素である。

『日本語の格と文型~ [下線筆者加筆]

また、高橋太郎 (2005) は日本語の格を次のように規定している。

名詞が、文や連語のなかで、他の単語に対してどんな関係を持っか

をあわわす文法的なカテゴリーを格という。

『日本語の文法~ [下線筆者加筆]
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これちの規定に値する臼本語の「搭Jとi士、小泉 (2007) も述べているように、 f後

詞としての格助詞」と言えるであろう。

次の文は高矯が示したものだが、 の格助詞は名詞の後についていることから、日本

語の名詞の格形式は(名詞÷絡助詞)という形になると吉弘

ふねが し、く いぬが ほえる

ふね安 っくる いぬを く

ふねに のる いぬに えさをやる

ふねへ ちかづく

ふねで し、く

ふねと ぶつかる いぬと あそぶ

ふねから おりる いぬから つ れる

ふねまで およぐ

ふねの へさき いぬの しっぽ'

高楼 「日本語の文法J

また、城田 (1993) では、格が「吉明のかたちj として存在するインド・ヨーロッパ

語に見ちれる前置詞と異なり、後置読という形をとる日本語は、「一簡アタヲ 10円スノレj

と「ー葡ガ 10円スル」の併に見られるように格を外容だけで捉えることができず、その

め、格とは何かという内容を定め、格助詞の「スタップj を定める他ないと指摘してい

るG よって、「司本語の格は臼 に則し、その中での機能としてみとめるほかなしりとい

う立場を取り、「格とは名詩が文中で補語になる時とるかたちのシスチムjであるとしてい

る。

仁田 (1993)は打格」は、「格支配」と「格体制j といった概念に 、ており、

話本語における格の抽出、また、そのような格の体系性の在ち方の分析を試みている母

まず、仁田が呼ぶ「格支配j とは動詞が文の形成にあたって自らの表す動きや状態や関

孫を実現・完成のために、必要な共摸成分(以下の (1)においては NPl 即 2 NP3)の組み合

わせを選択的に要求する動請の働きのことであると言丸また、その共演或分の動詞およ

び他の共演成分軍に対する類的な関係 味のあり方を f格」と名づけている母

48 



(1)室乏 差王三 韮亙Z 贈ッタ

NP 1 NP2 NP3 

以上が 3研究者の日本語の格の定義である。

これらを総合して考えれば、「格」とは、名詞と述語との意味的関係、を表すものだとい

えるのではないだろうか。

表 1 格とは何か

フィルモア (1975) 特に動詞と名詞の聞の意味的関系を示すもの

表層格 (surfacecase) 

深層格 (deepcase)=今真の格

城田(1993) 名詞が文中で補語となるときのシステム

小泉 (2007) 名詞と述語との聞の関係を示す形式要素

第 2節格助詞の定義とその種類

1.はじめに

前節でも述べたが、日本語の格は格助詞によって表される。第 1節でも述べたように、

格助詞という名称は山田孝雄によって名付けられたものである。従って、この山田文法に

おける格助詞をはじめ、それ以後の研究者たちが格助詞についてどのように定義し、また、

どのような助詞を格助詞の範騰に入れているのかを考察分析することにする D

本節で参考とする資料は、山田孝雄『日本文法論~ (1908) 、『日本語法講義~ (1922)、

『日本文法学概論~(1951) 、『日本文法学要論~ (2000) 、松下大三郎『標準日本口語法~(1930)、

橋本進吉『口語法要説~ (1934) 、『助詞助動詞の研究~ (1969)、時枝誠記『日本文法口語編』

(1950) 、湯沢幸吉郎『口語法精説~ (1 977) 、益岡隆志・田窪行則『基礎日本語文法~(1992) 、

三上章『現代語法序説~ (1972)、佐久間鼎 (1983)~現在日本語の研究』である D それでは

山田文法から見ていくことにする D
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2. 山田文法における格助調の定義とその種類

第 1節でも述べたように、格助詞という名称は山田によって名付けられたものである。

この山田による前節の助詞の分類(表 5) から、格助詞は、「句の内部の構成分子に属し、

句の成分の成立、また意義に関係し、並びに一定の成分の関係するもの」だということが

分かつたD

山田は『日本文法論~ (1908) 、『日本語法講義~ (1922) 、『日本文法学概論~ (1951) に

おいて格助詞の定義を次のように述べている。

まず、『日本文法論』においては、次のように述べられている。

かく句成分の成立に関するものなれば、睦言に附属して他の韓言と

の関係を示し、又は用言との関係を示し、又は副調に附属して修飾

語述韓語を成立せしむるなり、格の助詞とは右の如き一定の関係を

しめせるものなれば、甲の格に立てるものに格の助詞を代用すべか

らずその匝別俄然として相犯すべからざるものなり、かくの如く格

助詞は句成分の成立に関して、一定の関係を示し、之によりてその

質格上の匝分を明示するものなれども、其の示す格と助詞の関係は

簡軍なるものにあらずして、意義の差によりてーの格を二の助詞に

て示すあり、ーの助詞にてこの格を示すあり、頗複雑なれば今便宜

の矯助詞を題目とし、説明せむ。

『日本文法論』

山田は格助詞について、体言に付属して、他の体言、及び、用言との一定の関係、並び

に、資格上の区分を明示するものであるとしている。

また、『日本語法講義』においては次のように述べている。

格助詞は瞳言又は副詞に附属して句の成分の成立に閲してその資格

の上の匝別を明らかにするものである。これに属するものは「が」

「のJiをJiにJiへJiとJiより JiからJiで」の九つである。」

「格助詞は睦言または副詞に附属してそれが他の語に劃して有する
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一定の関係を示すもので、一つの資格を示すものは他の資格のもの

には流用することの出来ぬものである。

『日本語法講義』

また、「日本語法講義』では、「日本文法論』と同様に、体言に付属して、他の体言、及

び、用言との一定の関係、並びに、資格上の区分を明示するものであるとし、具体的に「の」

「をJ1にJ1へJ1とJ1より J1からJ1で」の 9つの格助詞を挙げている口

「日本文法学概論』では次のように述べられている。

「格助詞は瞳言又は副詞に付属し、それらが句の構成分子として句の

組織に関してそれらを有する資格上の匡分を明らかにするものなり。

「日本文法学概論』

「日本文法学概論』においては、「構成分子として句の組織に闘」するものと述べ、他と

同様に、資格上の区分を明示するものであるとしている。

文語に於ける格助詞は「のJ1がJ1をJ1にJ1へJ11とJ1より J1か

ら」の八種類なるが、口語にては、以上の外に「で」ありて、全て九

種あり。

『日本文法学概論』

また、文語と口語を区分し、文語の格助詞として、「のJ1がJ1をJ1にJ1へJ11とJ1よ

りJ1から」の 8種を挙げ、口語として「で」を付け加え、『日本文法学講義』と同様に 9

種としている。このことから、山田は、格助詞「で」を口語特有のものであると認識して

いることがわかる。

さらに『日本文法学概論』では次のように述べられている。

格助詞は韓言又は副詞に附属してそれらが他の語に射して有する一定の

関係を示すものにして一つの資格を示すものは他の資格には流用するこ
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と能はざるも格助誌のこのd性質は甚だ明らかなる事なれば栓々軽視せ

られ易けれど賞は最も大切な事項にしてこれを慕iことして爵助調、孫

助詞との匝53IJを明らかにするを得る主眼貼となりとす。

f日本文法学概論J

また、山田は?司本文法学概論Jの第 30章「語の位格概説j において、「位捧Jとの

係を以て、格助認の特質について述べているが、その前に、山間文法において重要な位寵

を来すこの f位格j について述べておくことにする。

山田は、山田文法の要の一つである「位格Jについて次のように述べている 00

英文典などにいふ caseの謬語たる格といふ語を器用したるもなれど、

の用ゐるものはそれらよりもー麗意義汎く勘念語の運用せちる、

場合に於ける一定の資格をさすに用ゐたに

r時本文法学概論J

この山田の述べる f資格j とは、多くの場合において観念語相互の聞に於ける種々の関係

の資格を指すものであると言う c また、その「勧念語相互の聞における種々の関孫Jとは、

体言、用君、副認が組の語iこ対して起こす種々の関係を指すものだとしている母簡略に述

べれぼ、「位格Jと辻、「その語がf患の諸に対してどのような資格(地位)にあるかを示す

ものj である Q

次に、格助訴の特質であるが、山田は「格助詞j のその骨質を次の用保 (1)を挙げ説明

している。

(1) a.人我を見る

b.人を我見る

f日本文法学概論J

山田によるとは〉の aの f人設を 見 るj や bの「人を我 見るj は、どちらも観念語

「人J 我Jr見るj に差異はないが、 aの「人 我を見るJは「人Jは「見るJという作
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用を起こすものであり、 f我Jはその作用を受けるものであるとし 一方、 bの「人を 我

るJは、「我jは「見るJとう作用を起こすもので、この aの f人 我を見るj とbの「人

を 我 見る」との関係法全く相反するものと示している。しかし、排列上、この 2

地位は閉じであり、これを区別するものは、「を」という助詞が付くか付かないかというこ

とにあると書う a

また、用例 (5Hこついては、次のように述べている c

(2) a.山の花

b.花の出

?日本文法学援論J

この用例 (5)の aでは、「花Jが意義上の主語で、?山j は「花」を制設するもの、一方、

(b) は「山」が意義上の主語で、「花」は「山Jを制限するものということだc この場合、

「山」と「花j の相関位置の差と、同時に fのJが「どこ iこ付属するJかにより、異なる

ものになると苦う号それに加え、?をj であるのか、?のj であるのかと、どのよう

を加えるかということも、昨日開の方式Jを亙別するには重要なものとなるとしている D し

かし、全ての助詞がこのような「相躍の方式j の区別をなせるものでもなく、この役目を

たせるものは?格助詞Jに限られると雷及している。

さらに格助読を接続上の観点から、その特徴を以下のように示している。

、格助誌は決して棺互に重ねて用ゐたる〉ことの無いものである c

これは巌密な規定で、一歩も犯すことを容さぬものである 9

、格助詞と副助詞とは重ね用ゐらる〉ことがあるむこの時には高Ij

助詞は格助詞の下にあるのが通例であるが、時として格助詩の

上に行くことがある。

一、格助詞と係助詞とは盤ね用ゐらる〉ことがある。この時にi土保

詰必ず格助語の下にあるべきもので決して上に行くことが

ない。 w日本文法学要論J
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以上が山田文法における格助詞の定義とその種類である。

これまで述べてきた山田文法における格助詞の特質、及び定義を簡略にいうと、格助詞

とは、句の内部の構成分子に属し、その組織、または意義に関係して、接続面からは体言

や用言や副詞に接続し、その句の資格上の区分、つまり 他の体言や用言との関係を明ら

かにするものである。また、その句の成分の成立に関するものとして、「のJ["がJ["をJ["に」

「へJ["と J["より J["から」と口語における「で」の計 9種の格助詞を挙げている口

3. 松下文法における「格助辞J(格助調)の定義と格の種類

第 2 章の第 2 節の第 3 項で述べたように、松下『標準日本口語法~ (1930)においては、

助詞は「静助辞」に相当する。また、「静助辞」は「格助言事J["感動助辞J["提示助辞J["名

助辞J["副助辞」からなるものとしている口この格助辞には「韓言の格助辞」と「動詞の格

助辞」との二種が有り、前者の「韓言の格助辞」が、山田の言う格助詞に相当するもので

ある。

また、松下はこの「瞳言の格助辞」である「瞳言」について、「或る意義をー賓質として

表す語であって形の上から言えば無活用語である口故に『立派~ ~巨大~ ["微弱」などは形

容詞であるが韓言である。韓言とは名詞ばかりをいふのではない口」と、名詞で無し川瞳言」

もあると述べている。

この松下が述べるところの「睦言の格助辞J(格助詞)の種類は「がJ["をJ["にJ["へ」

「と J["より J["からJ["の」の 8種で、また、これには、「まで」は加えず、「まで」は「名

助辞」に加えたいとしている口山田文法においては、口語の「で」も含めているが、松下

文法においては「で」は格助詞には含めていない。

松下は先に述べた個々の、「腫言の格助辞」の説明はしているが、「睦言の格助辞J(格

助詞)の定義やその機能については説明はなされておらず、個々の格助詞の用法の説明に

留まっている。

4. 橋本文法における格助調の定義と種類

橋本『口語法要説~ ((1934)は格助詞、接績助詞、並列助詞、係助詞、副助詞は、「し、ず

れも種々の詞に付いて、その詞と他の関係、を示し、又は、その関係に種々の度合を加へる

ものであるから、これを関係辞又は関係助辞と名付け、終助詞と間投助詞は文、又は文節

の断止する所に用ゐる故、これを断止助辞と名づけてよかろうと思ふ。 J~口語法要説』と
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述べているように、まず、格助詞は他の自立語(詞)に付いて、その自律語(詞)と他の

関係を示すものとしている。

また、『助詞助動詞の研究』においては格助詞について次のように述べている D

つ三く助詞で、韓言又は之と同資格のことばにのみつく。さうして、

その、韓言が、どんな関係で、他のことばにつ£くかを匝別して示

すものである D

『助詞助動詞の研究』

以上のことや、前節の橋本の助詞の分類(図 6) からもわかるように、全ての助詞は

「辞(辞)Jであり、同じ「辞(辞)Jの範鴎に入る助動詞とは、他の語に断続するかどう

か、つまり「文節の断続に関与」するかどうかで異なると言う。その内、接続(活用)し

ないものが「助詞」であるとする。その中の格助詞は、体言やそれに相当する語に「つ〉

く助詞」であると定義している。また、その機能は、自律語(詞)と他の関係を示すもの

とし、この格助詞の種類に、「がJ["のJ["をJ["にJ["と J["へJ["より J["でJ["から」の計 9

種を挙げている。

さらに、橋本は、文節の断続性の関係により、「の」については、「雨のふる日」などの

「が」の意味となる「の」は格助詞にはいるが、「食べるのをやめろ」などの「の」は準体

助詞に入いるとしている o ["と」については、その他にも、「田中といふ人」などの列挙す

るもの以外の「と」、「より」は「五十より多しリという比較の「より」、「で」は「筆で書

く」、「大阪三出来る」などの「に於いてJ["を以て」の「で、」、「から」は「窓から飛び出す」

「大阪から来た」などの「以上、以外の意味以外」の「から」など、これらは格助詞とな

るとし、格助詞の範曙を区切っている。

以上が橋本文法における格助詞の定義とその種類である。

橋本による格助詞の定義は、「他の自立語(詞)に付いて、その自律語(詞)と他の関

係を示すも」であり、また、助詞の種類には「がJ["のJ["をJ["にJ["と J["へJ["より J["で」

「から」の計 9種を挙げている。

格助詞の種類は口語の「で」を入れた山田の種類と同じである。また、山田文法では、

格助詞を定義するにあたり、「位格」を重視していたが、橋本文法では、「文節の断続の関

係」を重視している。尚、山田の口語における「で」は橋本にも含まれている。
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5. 時枝文法における「格をあらはす助詞J(格助調)の定義と種類

第 2章で述べたように、時枝 (1950)の助詞の分類は山田や橋本とは大きく異なり、「話

手がどのやうな立場の表現であるかといふことが、表現を有機的に理解し、文の構造を明

らかにする上で大切ことであるJ~日本文法口語編』と意味に重点を置き、助詞を「格をあ

らはす助詞J["限定をあらはす助詞J["接続をあらはす助詞J["感動をあらはす助詞」の 4

つに分類している D これらの中で山田の「格助詞」に相当するものは「格を表はす助詞」

であり、時枝はこの「格を表はす助詞」について次のように述べている D

事柄に謝する話手の認定の中、事柄と事柄との関係を表現するもので

あるから、感情的なものは無く、殆ど全てが、論理的な表現であると云

ってよい

『日本文法口語編』

つまり、「格をあらはす助詞J (格助詞)とは、論理的に事柄と事柄の関係を表すもの」

であるということになる。

また、格助詞の種類には、「がJ["はJ["のJ["にJ["へJ["をJ["と J["からJ["より J["で」

「まで」の 11種を挙げている。

以上が時枝文法の格助詞の定義と種類である。

時枝が挙げる格助詞の種類は、今まで見てきた中では最多の 11種類であり、また、先

の山田、松下、橋本では含めていない「はJ["まで」を格助詞に含めたところが時枝文法の

大きな特徴である。また、格助詞の定義として、「感情的なものではなく。論理的な表現」

と述べているが、このような定義はこれまでの学説にはなかったもので、これも「表現」

を重視する時枝文法の大きな特徴であると言えるであろう。

6. 湯沢文法における格助詞の定義と種類

湯沢(1977) は格助詞の機能を次のように定義している。

格助詞は体言、①体言に準ずる語について文節を作り、その文節が

同じ文の中の他の語や文節に対して、どんな関係に立っかを示すも

のである。従ってこの助詞は、②文節の種類を決定するものである
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ということが出来る

『口語法精説~ (p.206 ) [下線、番号は筆者加筆)

湯沢 (1977) は、下総部①の「体言に準ずる

説明しているむ

(3) a.がまんするの亙つらい合

b.つらいのをこらえる

C.暑いのに困っ

d.それらが大変

eーどこ Jコ

五五時までi三帰ろに

g.あなただけζ打ち明けよう s

h.死ぬよ立っちい号

について、次の用挺 (3)の a""'-'hを挙げ

用伊jの下線部は体雷以外の語に付いているが、下線部の助詞の宜上が、一体言と間じ

資格のもであるとしている 9 また、下線部③「文節の種類を決定Jとは、「主語Ji連律修

飾語Ji連用諺飾語Jの 3つのことで、この抱「と Jのように、対等の資格の文節をつくる

ものもあると述べている。

また、格の種類には、うまJiのJiにJiへJiをJiとJiからJiより Jiでj の§種

挙げている G

以上が湯沢文法の格助詞の定義と種類である。

格助詞の種類は、口語の「でJを合む山田と檎本と関じ§種である c また、湯沢の格の

定義は山田のように論理的に述べられていないが、格助詞は「文節の種類を決定するものJ

という定義はこれまでの研究者にない発想であると言えるであろうむ

7. 益関・田窪文法における繕助訴の定義と種類

益関・田謹 (1992) は、は格助詞を次のように定議づけている。
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議是語が してどのような関採にあるかを表す助制を『格場誤J

とし、う。撞足諮は一般に、名詞と格助詣で構成される a

日本語文法J

益関*出寝による補足語の説明は以下の通りである。

〈心太郎がその犬をポンと名付けたG

この用例 (4)の「太郎がJと「その犬を」が「名詰÷格助詞Jの構足語で、「ポンj が

詞+引用助語j の補足語であると述べている。つまり、述語補う句が補足諾としづ。因

みに、下隷部の「引用助詞j とは、引用表現で用いられる?と」のことで、益関・間経は、

この引用助制を格助詞と区別し、「号i用の助詞j と呼んでいるむ

また、格の種類には， rがJrをJr ~こ J rからJrとJrでJrへ rまでJrより j の計 9

種を挙げている。

以上が、強岡・田窪文法における椿助詞の定義とその種類であるむ

岡・閏窪(1992)における助詞の種類は山田文法には入らない「までJが入っており、

この点においては、時枝と共通する。また、搭助制の定義として、「補足語j を重視してい

る点が益開・田窪文法の特徴であるむ

この他にも、格助言可自体の定義付iずは厳密には行っていないが、務助制の種類を述べて

いるものに、三上軍『現代語法序説j(1972)、佐久間鼎『現在詩本語の研究j(1983)があ

る。三上は、「連用の搭助訴j の種類全 fがJrをJrにJr 7JミらJrとJrでJrへ」の 7種挙

庁ており、山田文法では、合まれていた「のJが、格助問の範壌にいれていないのが

における大きな特徴である。一方、佐久間鼎では、ヨミJrのJrをJrへJrにJrとj

「より JrからJrでj の§種の格助訴を挙げているむ

8. まとめ

は、これまでの主な研究における格助詞の定義を表 2に、格助読の種類を表 3に

まとめだ。この結果から、格助語と辻、核続の観点から見れば、非昔、用言、高言語などの

自立語につき、その自立語と能の自立語との意味的関係を示す語が格助訴と雷えるであ

o
 

w

つノ

58 



また、格助詞の種類であるが、表かもわかるように、研究者によって格助詞は農する

多少の差異iまあるが、「がJrをJ r~::. J rへJrからJrとj に関しては、どの研究者も

格助諦と認めている。その 、「のJrでJrより J~こ関しては、格助語として満場一致

で認められていないa さらに、「まで人「は」について詩格助詞の範轄にいれない研究者が

大半であるが、この問題については、次なる章で述べることにするむ

表 1格助制の定義

山田文法 句の内部の構成分子に麗し、その組織、また

続富からは体言や用言や剛調に接続し、その句の

に関係して、接

の区分、つ

り、他の 言との関孫を明らかにするも

去
一
、
hy--

文
…

法
一
法
一
記
一
法

文
一
文
一
誠
一
文

一
本
一
枝
一
沢

松
一
橋
一
時
一
湯

能の自 (語) ~こ付いて、その自 (語)と能の関係、を も

論理的に事柄と事柄の関揮を表すもの

に準ずる語について文節を作り、その文節が閉じ文の中の他の諾

や文節に対して、どんな関係に立っかを示すもの申文節の種類者決定

するもの

諮問・由 述語に対してどのような関係にあるかを表すもの

表 2 格助詞の種類

山田文法 tJミ の を ./'.、 から と より 〈で)

松下文法 カミ の を ./"、、 から と より

橋本文法 カミ の* ./'-.、 *から *と より で*

時枝載記文法 tJミ の を ./"、、 から と より で

湯沢文法 カミ の を ./'.、 から と より で

益関‘田窪文法 主主 の .r-... から *と より ま

ェ上文法 カミ を ./'.、 から と で

間文法 カミ の を Jへ、、 から と より で

* r格助詞Jの範噂にはいるのに制限があるとされもの
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第 3節本稿における務助簡の定義とその種類

1.はじめに

本穣のチ…マは、格助詞 f をこコアの鏡点から統合的iこ意味機能するものであるが、

この「でj る格助詞をより明確にするために、まずは、係助語、話11助詩、終助詩、

接続詞の持つ個々の機能を簡単む述べておくことじする c それを踏まえた上で、格助詞の

定義とその種類を城田(1993) の論に基づき提示する。

2.個々の格助誌の機能

山田(1936) によると、孫助読の「係j という言葉は本居宜長の陪奇の玉緒によっ

すでに提唱され、それ き「孫助詞Jと山田島身が名付けたものだという。 の

国 2かちもわかるように山田は、「一つの句の内部にあって、匂そのものの成立又は意義に

関採し、述語の上にあり影響を及ぼすものJを保劫調と位置づけ、加えて、その孫助訴の

機能を山田辻次のように述べている司

係助詞は陳述をなす用昔に関係ある語に附撮して、その陳述に勢力

及ぼすものして、これらは従来係認といへるものなれば¥之を他

の助詞と関じ様の名を輿へむが鶏にかく名づけしりに

『日本文法学概論J

つ支り、係助訴は、用言に関係する語につき、文の述部にかかるものであるということ

これについて、以下の例を挙げ次のような説明をしている。

(ハ)鳥ぷ飛ぶ時

。
一)烏は飛ぶ時

f日本文法学要論J

山田(1936) は、(ハ)は十分な文章であるが、(ニニ)は「多少物足らずと思えるJと述

べている。これについては、ヨミJの勢力は f飛ぶJという語iこ及ぶだけに寵まり、「時J

10 r江戸時代中期の語学書。七巻。 安永(一七七九〉成立、天明 〈一七八五)

f糟選抜昌本語盟諸大辞典J
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以下には及ばないため、動作の伊用として見た場合、(ハ)の文は十分に思えるのだと雷う。

の文の場合、多少「物足ちずに感じるJのは、 fは」が諌述、つまり述語にか

かるものであるため、じ蒔は飛ぶときJiどうするか」また、 fどうなるかJという陳述の語

がないために、不十分に思えるのだと言う。

この山田の論に対して、奥津・沼田・杉本(1986) は、以下の用例(1)の a"""""bを挙げ、

「もJiこそJiさえ」などは、連体文の中に使われるため、全ての係助詔が「文の述部に

までかかるj という山田の論には納樽がし功=ないとしている凸

(1) a. しい りがよくない花

b.私も知っている

C.次郎にこそしたい話

止子供主主分かること

e.太郎iこしかできないしごと

、わゆる日本語助言奇の研究J

このような「は、も、ほど、こそ、でも、しかJ等の孫助語法(1)の用例からもわかる

ように、用設の陳述と関まつり、例えば、「後足ζ偉い人はいなしリなど、話し手がある事柄

を取り上げ、他の事柄と監別して取り立てる、つまり主観的に「話者の判断を表すものj

が係助詞と言えるであろうむ

また、「ばかり、だけ、かぎり、のみ、き号、まで、すら、さえ、でも、ほど」等の割

弱詞は、「彼女主主いれば幸せですム「もう、設主よ知るもんかJなどのように、名詞、動

語、形容詞につき、その語を限定する繍きがあり、これも保境調と開じく主観的な?話者

の判断を表すもの」と言えるであろう号

終助詩、「よ、ね、さ、ぞ、な、わ、さ、の、ともj 等は、「そこに入るなム fさ、持く

ぞj などのように文末に置かれ、禁止や強意、この他にも感動や疑問といった先行する文

が表す事棋についての話者の意志、及び主観的な気持ちを表すもの、つまり「話者の表現

意圏、を表すものj と考えられる号

接続助詞の「て、ながら、たり、と、たら、ば、つつJ等は、「広く ;ζ明るい部建J、「

年、冬が来るとスキーに行く j など、前の語句と後ろの語句を接続し、「前後の語句の意味

上の関係を示すものj である a
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に「が、の、を、に、へ、で、から、まで、より Jの格助詞であるが、?あの人が

?花を買い 「家に帰りま ?学校で勉強しますJなど、 に接続詞し、先生

体言と の統語的関孫を作り、種々の事柄 もの、つまり、「事物の関孫 ものj

が棒場詞と脅えるであろう D 以上のことをまとめると表 1になる告

表 1 助詞の種類とその機態

係助詩 I (は、も、;まど、こそ、でも、し

格助詞

(ばかり、だけ、かぎ号、のみ、さえ、

(よ、ね、さ、ぞ、な、

ジチィ)を表すもの

がら、たり、と、たら、ば、つ

(が、の、を、 へ、で、から、まで、より〉

=今話者の判断を表すもの

斗話者の (モダ

の意味上の

もの

、脚
、嶋田 の関係を表す格助言奇は孫場誤や副助言寄などの他の助詞iこ比べ数が少なく、

合わせても先に提示した「が、の、を、に、へ、で、から、まで、より」のわずか 10個の

助詞から成ち立っていることになる。接続助詞や高IJ助詞など数は多いが、その個々の機能

はそれほど変わらない母それに対して、格助詞の場合、 10個の格助詞の翻々の機能は様々

であり一括して考えられない9

3.格助謁の定義と種類

城田 (1993) は搭助訴を分類するにあたり、格助語の範嬬にあった、 向を表しm

を笹飾jする「へj、「連れ・ を表し用言を修飾Jする「と J、罷界点を表し を{多飾

る「まで人比較の基準を表し用設を修飾する「より Jに関しては、副詞のみを純粋に作

り出す助詞として格助訴の範曙には入れず、「副詞形Jという一次機能11しか持たない f

詞助詞Jとして他の格助詞と分けて考えているむ筆者も域田 に賛胃し、「へ、と、まで、

11城間(1993) は、格の機能に着自し、格の機能を一次機能と二次機能に分類している。前者は、格に

つ名鰐や絡が支配される議言語による条件の摂定の少ないもの、あるいはないものある。後者は、格に

立つ名詞や格が支配される動詞により、特定の条件ゃある温度拾っきりと定められる限定された条件

のもとで働くものである。
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よち Jは、「副読助詞」として扱うことにする告 「のj しでも、域自の論12に賛

同し、格助詞 には入れず、連帯助詞として扱うことにする。従って、実際に格助語

本来の機能である「事物の関係 ものJつまち、「世界の事物の関係を表すものj は残

る「が、を、に、で、からj ということになる。このわずか 5つで世界を表すわけである

から、錦々が果たさなければならない意味機能も多機になるのは必熱であろう。そのため、

序章で述べたように、その使い分けが非常に難しくなるのは当然と雷えようむ

12 iの」が f主主‘を・にJなどと明確な離があちながら、今もなお搭場読の範鴫に入れちれているのは、

「格が名調の文法上の犠きのカテゴリーであるという、格に対する広いとらえ方がJAまっているため

、その広まちの背景には(一部では意識されなかったとしても)、インド・ヨーロッパ鰐の

genitiveの脊在があったためとおもわれます。しかし、ノ辻連体の枠を決して踏み出せないのに対し、

Genitiveは、名講の語形変化として飽の格形と全く胃じ形態のシスチムの中にあり、壊から除くわけ

にはいきませんが、全て謬着・後費調である自本語の中にあって男法がはっきりことなるのはノは f格j

から除くに待の遠慮もいちない存夜です。格を名詞の連用補語をかたちづくるシスチムと捉える限号、

/は格助簡でなくなるのは言う iおもあちません。ノは名誤の連体形をつくる勢調です。連体助訴の名

が適当と思われますJ(城田 1993:88)
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第 4章

格助言司「で」の意味用法の分類
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第 1節辞書の意味用法について

しはじめに

は、現fi;語の格助詞?でJの包括的意味機能を探るため、格助詞?でj の意味用

法が、どのように分類されているのかについて見ていくことにする。

第 1欝では辞書、第 2節では参考書、第 3節では先打研究を参考に、まず、「でJ

味用法を採取し提示する。さらに、接取した用法を表にまとめ、次章の本論で述べる新た

な「でJの意味用法の分類の提案、並びに、格助詞「で」の用法の分析の基盤とする。

それでは、本節では、まず、辞書における格助詞「でj の意味用法の分類を見ていくこ

とにする。分類に際し、参考とした辞書は①『新明解国語僻典~ (第 7版)、②

(第 2 版〉、 φ 『岩波国語辞典~ (第 7 抜)、④『学研現代新国語辞典~ (第 5版)、⑤

『現代国語伊j解辞典~ (第 4 版)⑥『大辞林~ (第 3 版λ ⑦『大辞泉~ (第 2販)、③『助語

ノト辞典ふ⑨ r新技自本語教育辞典ム@)[f日本語文法事典Jの計 10冊である q

語の用法の観点から格助詞?でJの分類が記載されており、用伊j数も多い点かも、①『新

明解国語辞典~ (第 7 版)、②『明鏡国語辞典~ (第 2 版)、③『岩波国語辞典~ (第 7版)、

④?学研現代新国語辞典~ (第 5 抜〉⑤『大酔林~ (第 3 版)、⑦?大辞泉~ (第 2版)の辞

選んだ。舎?現代国語伊i解辞典J⑦『動詞小辞典』に関しては、文字通り境詩の辞典

であること、また、より多くの分類や用法を採取するため、日本語教育や文法に特化した

③『日本語教育辞典J争『日本語文法事典Jからも各々の用例を含む分類を採取すること

した。

2. 辞書の分類

2. 1 W新明解欝語辞典(第 7販 はにおける fでj の意味用法の分類

、『新明解国語辞典(第?版)~では、 fでJ の用法を 7 つに分類しているむ第 1 の用

法にi士、①「その動作・作用がどんな場所・場面において行われるか会表す」と述べ、そ

の用例として次の 3例を挙げているむ

(j 1) i教室主の学官態変」

(j2) i最終審査-r:はねられたj

(j3) i法廷手白黒を争う j
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2の用法には、 @r子ーにおいてJの意の文章?にてJの変化」である「その動作・作用

の主体を表すj と述べ、その用例として次{j)3例を挙げている。

(j4) r野党fs.1J-r: 5郎、反対を示したj

(j5) r気象庁は主台風警報を出したJ

(j6) rここは私たちで引き受けますj

3の用法には、③「その動伊・作用が、どんな方法・手段や材料をど用いて行われている

かを表す|と述べ、その用例として次の 5例を挙げている。

(j7) r鉛筆で書く j

(j8) r手料理三ご馳走するJ

(j9) r米三濯を作るJ

(j10) rラジオヰ聞いた

(j11) r濡れて三葉をつかむJ

4の用法には、 rその動作・作用が、どんな原菌・理由によち行われるかを表すj と

、その用調として次の 4携を挙げている。

(j12) r病気主休むかもしれないJ

(j13) r受験準鑓忙しいJ

(j 14) おかげ之助かったj

(j 15) rそういうことで今は手一杯だJ

第 5の用法には、(⑤ fその動作・作用が、どういう状蓄において行われるのかを表すj と

述べ、その用併として次の 4併を挙げている。

(j 16) rみんな乏でやろう j

(j 17) rフルスピードヱ走ったJ

(j 18) r三つで百円」
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(j 19) 1千円三つりをくれj

第 6の用法には、⑥「動作・作用の行われる期践・期間を表すJと述べ、その用例として

次の 2例会挙げている窃

(j20) 1申し込みはあすで[=あすを摂りとして]締窃るJ

(j21) 1三日二三(口三日のうちに]仕上iずるj

第 7の用法には、⑦ 1[多くは[ーは][ーも]の形]で動作や状態が、どんな時点において問

題にされるかを表す」と述べ、その用例として次の 2割を挙げている G

(j22) 1今日之、月旅行はもはや夢ではなくなったJ

(j23) 1現在主誌、なんらの疑惑もいだいていなし、J

以上、鯖単にまとめると、①「場所・場面」②「主体J③「方法・手段J④「原因・

出J¥⑤「状態J 1期間・期限J ⑦「時点」の 7 分類が「新明解国語辞典(第 7 版)~にお

ける「でj の意味用法の分類(表 1)である a また、文法的には、名誤、(またそれに準ず

る匂)格助詞『までよ説助詞 fだけ・など』に接続する」と説明している D

表 1 r新明解国語辞典(第 7寂L!Iにおける fでj の意味用法の分類

①「その動作・ f学用がどんな場所・場面において行われるかを

@Iト・においてJの意の fにてJの変化j である fその動仲・作用の主体を表すj

③「その動作・作用が、どんな方法・手段・材料を用いて行まつれているかを表す」

@Iその動作・作用が、どんな原因・理由により行われるかを表すJ

や「その動作・作用が、どういう状態において行われるのかを表すJ

。「動作・作用の行われる期醸・期間を表すJ

ぐむ(多くは(ーは][ーも]の形]で動作や状態が、どんな時点において問題にされるかを表すJ
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2.2 W明鏡国語審典(第 2版)Jにおける fでj の意味用法の分類

r明鏡国語辞典(第 2援はでは、「でjの男法を 7つに分類している c 第工の用法には、

①「動作・作用の行われる場所や場富を表す)と述べ、その用例として次の 3例を挙げてい

る。

(j24) i庭:立遊ぶ」

(j25) i委員会主発言するJ

(j26) i肝心なところでミスを犯す」

また、 iUでJが動作の行われる場所を表すのに対し、「にj はものの位置づけちれる場

表すj とし、次の 3例を挙げ、加えて文語的な言い回しでは?にてJ使う J と述べて

し、る。

(j27) r渋谷で時計を買ったJ

(j28) r田舎に土地を買ったJ

(j29) r河原(で/に)五を投げるJ

2の用法には、②「手段・

ている。

(j30) i車で行く J

(j31) i投票-c決めるJ

(j32) iはさみヱ切るJ

(j33) 晴氏でできているJ

-材料を表すj と述べ、その用例として次の 4例を挙げ

第 3の用法には、@ -根拠を表す」と述べ、その用例として次の 3伊iを挙げている 9

(j34) r心臓発作主入院するJ

(j35) i不注意で事故を起すj

(j36) r 止になるj
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第 4の用法iこは、 @)i動作をおこなうときの様態を表すj と述べ、その用例として次の 4

例を挙げている号

j

る

く

す

る

る

歩

廃

え

が

で

一

出

答

上

足
で
一
で
一
で
一

ぎ

子

顔

足

急

親

笑

土

ヴ

i

Q

U

Q

d

n

v

q

G

n

d

q

u

d

悼み

第 5の用法には、⑤「範屈を根定する意を表すJと述べ、その用例として次の 4例を挙げ

いる。

(j41) i歌手は勝てないが将棋では勝てるJ

(j42) i二人乏ならできるJ

(j43) i私の実力主は無理で、しよう J

さらに、?基準となる範囲の限定。母集合の設定」と ilR切りをつける 限・摂度J

の用法をこの f範囲を設定する意を表す」の中に入れ、詳細に分類している a 前者の「基

となる範囲の限定c 母集合の設定」の用法には次の 2例を挙げている。

(j44) i世界三いちiまん高い山」

(j45) i若い入の間で人気があるJ

後者の「区切りをつげる点・期限・限度j の用法には次の 2例を挙げている。

(j46) i三民で仕上がるj

(j47) iこの作業主終わりだ」

(j48) i明荷主お別れだj

また、以下の用例を挙げ、「でJと i，こ」 1についても述べている。「でj は開f吉の

期摂で、、 i，こJ~玄関庄の時点を表すという。 (48j) i九時に肢をあけるj は開宕の時点を表
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すのにふつう用いるが、問庖している期限?何時まで閉じているかj はふつう問題にし

ないので、「九時で府を開けるJとは言わないと記載されている。

(j49) r当f苫は五時(で/に)閉めるJ

(j50) r 九時 C*主/~こ)活を開ける j

さらには、?ではJrでもJの形で場合や場面などを取り立てたり、累加したりもすると

も述べられている c

第 8の舟法に 「動作や様慈の

いる。

(j 51) r車分で考えろ」

(j 52) rこの企間はこのチームで担当するj

(j 53) r全部で在円

と述べ、その愚容lJとして次の 3例を挙げて

7の用法には⑦ rrト・でいい~ w…で構わない~ W..・で差し支えない』などの形で、次善

や最低条件の意を表す捧書を受けて、許可許容を表すJと述べ、その用例として次の 3例

げている c

(j54) r金メダノレ乏なくとも入賞三いしり

(j 55) r元気なら腕自立構わない」

以上をまとめると、①「場面・場所J@ r手段・道具・材料J③「原因・根拠j ④「様

③「範留を限定(ア基準となる範囲の設定・母集合の設定) Cイ亙切ちをつける点・期

設・限度)J⑤「動作、様態の主体j ⑦「許可・許窓j の?分類が『明鏡菌語辞典(第 2

抜)~における「でJ の意味用法の分類(表 2) となる 9
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表 2Ir明鏡国語辞典(第 2 版)~における「でJ の意味用法の分類

①「動作・作用の行われる場所・場面を表す]

②「手段・道具・材料を表す」

③「原因・根拠を表す」

④「動作をおこなうときの様態を表す」

⑤「範囲を限定する意を表す」 「基準となる範囲の限定・母集合の設定」

「区切りをつける点・期限・限度」

⑥「動作や様態の主体を表す」

⑦ II~ でいいJl~・・で構わないJl ~…で差し支えない』などの形で、次善や最低条件の意を|

表す体言を受けて、許可許容を表す」

2.3 W岩波国語辞典~ (第 7版)における「でj の意味用法の分類

『岩波国語辞典Jl(第 7版)では、格助詞、「で」の用法の包括的意味を「動作・作用・

状態が現れる場に伴う事物や状況を表すのに使う」ものとしている口さらに、「で」が担う

用法を、 AIその動作・作用・状態が基づく具体的なものを表す」、 BIそれが基づくと考え

られる事柄を示す」、 CIその事柄が現れる(行われる)場所や時を示す」、 DI述語の表す

事柄に伴う(時に対比する)状態ゃそういう状態にあるものを示すのに使う」とに大きく

4つに意味区分している口以下に本辞書で定めている意味区分ごとに、 )1慎を追って「で」

の意味用法の分類を見ていくことにする口

A. rでj の用法:rその動作・作用・状態が基づく具体的なものを表す」

「で」の用法の「その動作・作用・状態が基づく具体的なものを表す」ものの中に位置す

る第 1の用法には、①「手段と認めるものを示す」と述べ、その用例として、次の 3例を

挙げている口

(j 56) I機会主作る」

(j57) I金槌でたたいて延す」

(j 58) I定義であきらかなとおり」

71 



第 2の用法には②「材料を認めるものを示すJ と述べ、その用併として、次の 3例を挙げ

ているむ

(j59) r日本酒は米主造る」

(j60) r花-r:一杯野々 原J

(j61) r広場は人主うずまったj

この第 1の用法である「手段と認めるもの告示すJと第 2の用法、②「材料を認めるもの

を示すj とは、明識にわかられるものではなく、その捉えられ方によるものであると次の

用例を挙げている s

(j62) r液を水乏薄めるj

B. rでJの用法:rそれが基づくと考えられる事柄を示すj

?でj の用法の「それが基づくと考えられる事柄を示すJの中に位置する第 3の用法に

は、③「原国・動機・禄拠を示すj と述べ、その用例として次の 5例を挙げているa

(j63) ひどい熱玄欠勤するJ

(j64) r金嵐乏道がくずれるJ

(j65) r思わぬ失敗立かえって議起したj

(j66) r頑居三よくけんかするj

(j67) r勉強より遊ぶこと主忙しいj

た、 ruA fま A で B~ などの条件条件表現を含む形で B の実現に先立ち、そのきっかけ

として Aという状態がある意。 Aなのに応じて BJという用法を述べ、次の用例も挙叩てい

るが、この?でj は、格助詞ではなく接続助詞であるため、この用法は削除することにす

る。

(j68) r言えば雷った乏うるさがられるJ
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c. rでj の用法:rその事柄が現れる(行われる)場所や時を示すj

第 4の用法には④「その事柄が現れる(行bれる)場所や持を示すJと

として次のち例を挙げているむ

(j69) rドイツの大学で学んだJ

(j 70) r報告書でも指示しておいた」

(j71) (この場で。または、今)新しし を紹介しましょう J

(j72) rあと-r:僕がかたづけるj

(j73) r今二三辻莫面目 らしているJ

(j74) 汀週間立直せるj

その用併

また、次の用例を示し、場所や時 に辻ワこ」も使えるが、日こ」は rw存在~ ( 

関連すること)の場所」を示し、一方、?でj は、 r(活動的な)物事の起こる を言う J

と述べている司また、(j73) r田 らすj と(j74) r田舎 とiま rw住む』は F暮

らすJより静的 ある 、分ける j と されているむしかし、その

方で、(j75) 関東地方で地購がありましたJのような言い方が増えてきているのを示唆し、

この「あるj

としている 9

しでは、「表現者の気持ちで

(j75) r銀産主会う J

(j 76) r銀座与在る j

(j77) r田舎ヱ暮ちす」

(j78) r r田舎

(j79) r関東地方立地震がありましたj

より、発生J きがあるためである

f岩波国語辞典Jでは、次の用併を示し、(j76)の rJ百は七時で関めます」は、 f営業を

終わらせる行為を積櫨的に背景とし 1方で営業時間の限震が という含みがとも

ないやすく J(j77)の「惑は七時に関めますj は「その告の営業をやめる関症状態になるの

が七時だという Jとし、「 と「にJ 1を述べている。
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(j80) iJ苫は七時玄関めますJ

(j81) i居辻七時ζ閉めま

D rヂの用法J: r述語の表す事柄に伴う〈時に対比する〉状態ゃそういう状盤にある

ものをポすのに使う j

i Jの用法の「ヂの用法J: i述語の表す事柄に伴う(時に対比する)状態ゃそうい

う状態にあるものを示すのに装う」の中に往置する第 5の用法には、⑤「その在り方・有

様である意Jと述べ、その用例として、次の 6例を挙♂ている。

(j82) i無名の詩人-r:終わるJ

(j83) i花嫁姿三立つj

(j84) i霧のような細かさで南が降るJ

(j85) i立ったまま三飯を食う j

(j86) iただで(さえ)も苦しいところをへJ

また、 rWAIまAでJのたぐいの形j を挙げ、 iAするはである)ということが組これば

その Aの状況でj という意味になることを述べ、その用例に次の 2例を挙げているが、こ

の?でj は接続助詞であ号、この用額辻削除する。

(j87) i雨が降れば誇った平一向iこ麗らない」

(j88) 詩話が楽しいなら楽しいでまた到の問題があるj

8の用法に⑥ fその事柄関し取ち立てて注目を示すものを示すj と述べ、その用伊jに

次の 4例を挙庁ている。

(j89) i警察主やかましくいうから気をつけろ」

(j90) i父と母と主相談した結果、養子に出すことになったj

(j91) 私立よけれ りますJ

(j92) iランニング乏しか入に勝てないJ
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さらに、["~デ』の付く語が意味上は主体や対象の場合にも 文法的には主格とは言えな

し'IJと述べている。

以上、簡潔に述べると①「手段」②「材料」③「原因・動機・根拠」④「場所・時」

⑤「在り方・有様」⑥「取立てて注目」の 6分類が『岩波国語辞典j](第 7版)における「で」

の意味用法の分類である。

表 3W岩波国語辞典.s(第 7版)における「でJの意味用法の分類

A ["その動作・作用・状態が基づく ①「手段と認めるものを示す」

且..............................................冒・ーーー...・ー・・・ー.........・...................................ー・ー...........ーーーー・

具体的なものを表す」
②「材料を認めるものを示す」

B ["それが基づくと考えられる事柄を示す」 ③「原因・動機・根拠を示す」

c ["その事柄が現れる(行われる)場所や時 ④「その事柄が現れる(行われる)場所・

を示す」 時を示す」

D ["述語の表す事柄に伴う(時に対比する) ⑤「その在り方・有様である意」

状態ゃそういう状態にあるものを示すの
⑥「その事柄関し取り立てて注目を示す

に使う」
ものを示す」

2.4 r学研現代新国語辞典J(第 5版)における「でJの意味用法の分類

『学研現代新国語辞典j](第 5版)では、「で」の用法を 8つに分類している。第 1の用

法には、①「動作・作用が成立する条件としての具体的、あるいは抽象的場所を示す」と

述べ、その用例として次の 3例を挙げている。

(j93) ["東京工会議を行う」

(j94) ["序文三方針を述べる」

(j95) ["日常生活で、の不安」

第 2の用法には、②["[ ~ではj] ~でも』の形で]時間条件を示す」と述べ、その用例として

次の 2例を挙げている。

(j96) ["今玄はもう見られない」
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(j97) 九、つ三もいいj

第 3の用法には、③「手段・材料・

として次の 3例を挙げている c

ど、依頼すべき条件を示すj と述べ、その用開

(j98) i船主外国に行く」

(j99) 日、麦粉うどんを作る」

(j 100) i鉄娼三撃つ」

第 4の用開には、④

2伊jを挙げている c

由など、発生の条件令示すj と述べ、その用例として次の

(j101) i病気死ん

(j102) i興奮で顔を赤らめるj

第 5の用開iこ司、⑤ f動作・作用が行われるときの様態 e 条件などを示すj と述べ、その

用例として、次の 2例を挙げているD

(j103) i彼女なし:立は生きられないj

(j104) iみんな-c-分けるj

6の用摂Hこは、⑥ i[数殖を表す語について)動作・存用が行われる時期・期隈・限度・

などを示すJと述べ、その用例として、次の 2例を挙ヴているD

(jl05) i三自主仕上げろJ

(j106) i費用は 1万円三済んだJ

?の用例には、⑦ i[組織・団体名について]J動作

次の 1例を挙ヴている。

ユゴノ を間接的に示す」と述べ、
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(j 107) r A社主は新薬を開発したと発表したJ

以上、簡潔iこ述べると①「場所J@ r時間条件J@ r手段・材料・道具J④「恵国ー理

由J⑤「様態J⑥「時期・期摂・限度・基準j

研現ft新国語昨典J 5版)における「でJの

「主体(組議・団体名)J 7分類が、 r学
法の分類(表委)であるc

表 4 Ir学研現代新留語辞典J(第 5販)における fでj の意味用法の分類

①「動作・ f学用が成立する条件としての具捧的、あるいは抽象的場所を示すj

②日『では~ ~でも J の形で]時間条件

③「手段・材料・道具など、依頼すべき条件 示す」

@r原菌・盟由など、発生の条件を示すJ

⑤「動作・ が行われるときの様態ー条件などを

つい ]動作鳴昨用が行われる時期・期醸*密度・基準など会恭す」

r [組識・司体名 ついて]J動作を う主体を間接的に示すJ

2.5 r現代母語例解辞典JJ(第4版)における「でj の意味用法の分類

f現代盟諸例解辞典~ (第 4版)では、「で、」の用法を 4つに分類している c 第 1の用法に

は、①?動沖・作用が行われる場所・時間・状況などを示すJ と述べ、その用例に次の

例を挙げているむ

(j108) rうちのはたけ-c-ポチがなく j

(j 109) r畑立花を栽培するj

(j110) rあと 関で完成するj

(j111) r一人乏山に登るj

2の用法iこは@r動作・作用の

挙げている合

(j112) rパットヱボーノレを打つj

-方法・材料 と 、その用併に次の 3伊i
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第 3の用法には i原悶・根拠を示すJと述べ、次の 1例を挙げている。

(j115) i損気二三学校を休

第 4の用法には④「動作・作用の主体 と述べ、次の 1例を挙げている c

(j116) i国で公害対策を練るJ

以上、簡潔に述べると①「場所・時間・状況J@ i手段・方法・材料J③「原田・根拠J

「動作手j の 4 分類が F現代国語例解辞典~ (第 4版)における「でj

であるむ

味用法の分類

表 5 Ir現代国語例解辞典J(第 4版)における fでj の意味用法の分類

CDi動作・作用が行われる場所・時間・状況な を示す」

② f動作・作用の手段・方法・材料を示すJ

③「原国・接拠を示すJ

@i動作・作用の主体を示すJ

2.6 r大辞斡JJ(第 3版)における「でj の意味用法の分類

『大静林~ (第 3抜〉では、「でjの用法を 6つに分類している g まず、第 1の用法には、

①「動作・作用の行われる場所を と述べ、その用剖に次の 3例を挙げている。また、

i u…・でも，一・でもJの形で，場所を列挙する j と用例(119) ヴている a

(j117) iデパートで買い物をする」

(j118) i日本で初めての実験j

(j119) i日本でも，アメリカでも，青少年問題には楢んでいるj
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2の用法には r動作・作用が行われる時を

して、 ?動作が行われる時期を表す」を挙叩、この

と述べ、その中に入る一つの用法と

r uでは~ uでもJの形をとる

ことが多しリと述べ、次の 1伊j している。

(j 120) r現在三は，簡単に解決する

た、間じく、この「時Jを表す用法iこ中に、 「動作・作用の期限・摂変を表すj を挙

げ、次の 2例を記載している。

(j121) r新幹線は主時間で二百キロも走るJ

(j122) r10分間で答えてくださしリ

3の用 は、③ f -作用 う時の

2例を挙げている。

(j123) rはちぺ w ってくる

(j 124) のつもち をかけたのだ」

-状況を表すj と 、その用鰐iこ次の

第 4の用法には、④「手段・

例を挙げているむ

また -材料を と述べ、その 次の 3

(j125) rペンで書く j

(j126) r汽恵三千子く J

(j 127) r木と紙でできている日

5の用 辻、⑤ 臨・理由。動機を

(j128) r火事手文なしになるj

(j 129) r撃たれた傷で死ぬj

(j 130) r老師の言でさとる

と述べ、次の 3例 げている。
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第 6の用法には、⑤ -状態の主枠を表すJと述べ、次の 2例を挙ぜている 9

(j131) i委員会工作成した原案J

(j132) iそっち二三ほれでも， こっち主いやだ」

以上、鯖潔に述べると①「場所」 ia寺(期間・期限・摂度)J 「事構・状況J④

段・方法・ -材料をJ 「原因・理由・動機j ⑥「主体J の 6 分類が、 f大辞林~ (第

3版〉における「でJの意味用法の分類(表 6) である母

表 6 r大辞林~ (第 3販)における fでj の意味用法の分類

① -作用の行われる場所を表すj

②「動作・作用が行われる詩

③「動作・作用を う時の事情・状況を表す」

④「手段・方法ま は道具・材料を

@i原閣・理出・動機を表すJ

⑥「動作・状態の主体

2. 7 r大辞泉~ (第 2版)における fでJの意味用法の分類

f大字泉~ (第 2版)では、棒助詞「でj は名語、名詩的な語に付くとして、?でj の用

を 7つに分類している申まず、第 1の用法には、①?動作・作用の行われる場所・場面を

と述べ、その用例に次の 3例を挙iデている Q

(j133) i家乏勉強するj

(j 134) i委員会ヱ可決するj

(j135) i試験手合格点を取るj

第 2の用法には、 @i動作・作用の行われる時を表すJと述べ、その用例に次の夢jを挙げ

ているむ
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(j 136) 二O歳で結婚するJ

第 3の用例には、③「動作・作用を行う主枠となる組織。団体を表す」と述べ、その用拐!

として次の 2例を挙げている G

(j137) r敦府側で検討中だJ

(j138) r気象庁で光化学スモック瞥報を発令したJ

第 4の用併には、そむ「期最・限度・基準を

ているc

と述べ、その用伊jとして次の 2例を挙iず

る

円
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5の用法には、

併を挙げているむ

「動作・作用を行われる状態を表すJと述べ、その用例として次の 2

(j141) rみんなで研究するj

(j142) r笑顔立あいさつするj

6の用法に辻、⑥ f動作・作用の手段・方法・材料j などを表すj と述べ、その用例と

して、次の 2伊jを挙げているむ

(j143) r謹話ヱ連絡するj

(j 144) rテレピヱ知ったニュースj

(j145) r紙工作った飛行機J

第 7の用法には、⑦ f動作・作用の原因・理由を表す」と述べ、その用例として、次の 2

例を挙げている。
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(j146) 1受験勉強暇がないj

(j147) 1君のおかげで助かったj

以上、簡潔に述べると①「場所・場面j ② f特J@ 1主体(組織・団体)J @ 1期設・

限度c 基準j ⑨ f状態」⑥「手段・方法・材料j ⑦「原菌・理由j の 7分類が、 f大畔泉J

2版)における fでJの意味用法の分類 わである D

表 7W大辞泉~ (第 2版)における「でj の意味用法の分類

①「動作・作用の行われる場所・場面を

②「動作・作用の行われる時を

③「動作・作用 行う主体となる組織・団体を表すj

④「期接・限度・基準を表すj

⑤「動作.f乍用を行われる状態を表すJ

⑥「動作・作用の手段・方法・材料などを

。「動作・作用の原悶・理由を表すJ

2.8 r助諦小辞典jにおける『でj の意味用法の分類

『助詞小辞典Jでは、「でj の用法の包括的意味を「動作作用の現実に関与する要素・条

件・背最等を表す」ものとしている。本辞書では「でj 分類を、 3つの大きなグループに

分け (1 [φ 「場所j ②「期限J③「場面j ④ f事態j ③「動作を行う主体である組織や

団体を表すJト 2[@1手段・方法・ -材料Jぐち「原国・理由・根拠を示す」ト 3[③

「状態・態度・立場を示すJJ) と説明しているー

まず、第 1の用法ほ、①「場所Jと述べ、その用例として次の 1例を挙げている口

(j148) 1運動場で遊びなさい」

Zの用法には、 @I時j と述べ、その用例として次の 1例を挙ヴている s

(j149) 1現在二三は、もうその方法は用いられないj
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第 3の用法には、③「期限」と述べ、その用例として次の 1例を挙げている。

(j150) I願書は一ヶ月末日乏しめきった」

第 4の用法には、④「場面・事態」と述べ、その用例として次の 1例を挙げている。

(j151) I審議会主審議の結果」

第 5の用法には、⑤「動作を行う主体である組織や団体を表す」と述べ、その用例として

次の 1例を挙げている。

(j152) I万国博三は目下通訳を募集している」

第 6の用法には、⑥「手段・方法・道具・材料」と述べ、その用例として次の 1例を挙げ

ている。

(j153) I年賀は筆玄書いた」

第 7の用例には、⑦「原因・理由・根拠を示す」と述べ、その用例として次の 1例を挙げ

ている。

(j154) Iおかげ之助かりました」

第 8の用例には、③「状態・態度・立場を示す」と述べ、その用例として次の 1例を挙げ

ている。

(j155) I晴れ晴れとした気持ちで出かける」

以上、簡潔に述べると①「場所」②「時」③「期限」④「場面・事態」⑤「主体(組織・

団体)J⑤「手段・方法・道具・材料」⑦「原因・理由・根拠J]⑧「状態・態度・立場」
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の 8分類が『助詞小辞典Jにおける「で」の意味用法の分類 8) である c

表 8 W助詞小辞典』における「でj の意味用訟の分類

① f場所J

②「時J

③「期限」

@r場面・事態j

⑤「動作を行う主体である組識や団体を表すj

④「 -方法・道具・材料j

「原因・理由・根拠を示すj

@r状態・態度・立場を示すJ

2.9 r新版日本語教育辞典』における格助詞「でj の意味用法の分類

F新版吉本語文法事典Jのでは、格助謂「でj の用法を?っiこ分類している c まず、第 l

の用法iこは、①「場所j と述べ、その用例に次の 2備を挙げているa
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第 3の用法には、③「材料」と 、その用調に次の l例を挙げている D

(j 160) r木で作るJ

長の用法iこは、④「様態j と述べ、その用例に次の 2例を挙げている s
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(j161) rTシャツで出席するJ

(j162) rはだし主歩く j

5の用法には、⑤「原国Jと述べ、その用併に次の 2例を挙げている 9

(j163) r風で休むj

(j164) r大きな音で自がさきうるJ

第 6の用法には、⑤「限界点j と述べ、その用例iこ次の 2伊iを挙げているc

(j165) r午後 7時で関するJ

(j 166) r 100度三沸騰する」

7の用法には、⑦「単位Jと述べ、その用例に次の 2例を挙げているむ

(j167) r一人工住むj

(j 168) はつ-C'1000円だ」

以上、簡潔に述べると①「場所j 争「道具J③「材料J@ r様態J⑤「原因J⑤「限界

jφ 「単位j の 7分類が『新版畠本語文法事典』における「でj の意味用法の分類であ

る。

表 9 W新版日本語教育辞典』における fでj の意味用法の分葱

③「材料J

G 「様態J

⑤「原因」

⑤「摂界点j

⑦「単位J
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2. 10 r日本語文法事典jにおける絡助詞「でj の意味用法の分類

『日本語文法事典J では、まず、?で」の接続を r~体書÷助詔J で一体言につく J もの

とし、格助語「でJ用法を 7つに分類している。まず、第 1の用法には、や「動作・作用

の行なわれる場所・場面を表す」と述べ、その舟伊jに次の 4例を挙げている。

(j 169) r駅の前で待ち合わせよう J

(j170) r窓内;己主オ…パーを説ぎなさい」

(j171) rそぬことは序文平ふれてい

(j172) r最終審査立はねられてしまったj

2の用法には、②「動待を行う主体としての組織・田棒を表すJと述べ、その用例に次

の 3伊iを挙げている 5

(j173) rこれについて野党側三日齢、反対を示しているj

(j174) rN.H.哀で辻歳未助け合い連動を実擁しているJ

(j175) rわが件でもその対策に頭を悩ましているJ

3の用法には、③ -材料 と述べ、その用例に次の 4例を挙げている母

(j176) rパスヱ通験するj

(j177) rそのニュースは新開三知りました」

(j178) r花部屋を飾ちましょう」

(j179) r会場は子洪たち-eいっぱいですJ

4の用法には、④ -理由・根拠を表す」と

るc

(j180) r思邪で一週間欠勤しましたJ

(j 181) r何やかや玄ゆっくりするひまもありませんJ

(j182) rそれは道交法三禁じちれていますJ
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その用例に次の 3伊jを挙げてい



第 5の用法には、⑤「動作・作用の行なわれる場合の状態を表す」と述べ、その用例に次

の 3伊iを挙げているむ

(j183) iみんな三歌いましょう」

(j184) iアノレスピードヱ走って来たj

(j 185) i何か溝たされない気持ち之君11れましたj

第 6の用法には、⑤ f期般・限度・

る号

を表す」と述べ、その用例に次の 4例を挙げてい

(j 186) i申し込みは明日玄締め切りますj

(j187) iあんな対策を 1週間三作り上げたそうだj

(j188) iこの

(j 189) iこ

ら

す

し

で

か

組
い

と

い

ひ

番
で
一

一

枚

が

5

れ
ト

y}

7の用法には、⑦ iWで、はおの形で、時

と述べ、その用例に次の l伊iを挙げているむ

ついて、動作の行われる を表すJJ 

(j 190) i今時三は宇宙旅行はも辻や夢ではなくなりまし

また、 iWで』あるい辻、『それで、Jなどの形で接続詞としても用いられるj としている号

以上、簡潔に述べると①「場所・場面J②?主体(組織・団体)@ i手段・材料J@ i原

菌・理由・援拠J¥⑤「状室長j 苦手「期限・限度・範囲J⑦ f時期j の 7分類が?日本語文法

事典~ ~ニおける格助誤?で」の意味用法の分類(表 10) である。
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表 10r日本語文法事典』における格助詞 fでj の意味用法の分類

①「動作・作用の行なわれる場所・場面を表すJ

@f動作を行う主律としての経緯・団体を

③「手段・材料を

f原因・理由・犠拠を表すj

⑤「期線・限度・範圏を

iIT'ではおの形で、時を表す語について、動作の行われる時期を表すJJ 

3. 辞書における格助詞 fでJの意味用法の分類のまとめ

これまで述べてきた辞書における格助詞「でJの意味用法の分類をまとめると以下のよ

うになる 9

f新明解国語辞典〈第?版)~で辻、① ②「 ③「方法・ ④ 

「原因・理出j ⑤「状態J号「期間・期限j ⑦「時点」の?分類。

?明鏡国語辞典(第 2 版)~では、①「場面・場所j ②「手段・道具・材料」③ f原副 j

f根拠J@ i様態J⑤「範扇を限定(ア基準となる範踏の限定・母集合の設定) (イ区切

つける点・期限 e 摂度)J⑥「動作、様態の ⑦「許可・許容j の?分類c

『岩波臨語辞典~ (第 7抜)では、①「手段j 「材料j 告「原因・動機J@ i場所・

時J i在り方・接語J i取立て・注目 Jの 6

r学研現代新国語昨典~ (第 5版)では、① ②「時間条件J③「手段・材料・道具J

④「漂閤・斑由」③?援態」⑤?時期・期限・酸度・基準J⑦「

分類。

『現代国語例解辞典~ (第 4版)では、①「場所・ -状況J@

③「原因・根拠j ④「主体j の4分類9

(組織・団体名川 7

-方法・材料」

f大辞林~ (第 3按)では、 r場所J@ i時(期需・期限・張度)J③「事構・状況j

@r手段・方法・道具・材料をj ⑤「原因・理由・動機J@ r主体Jの 6分類c

f大野泉~ (第 2抜〉では、①「場所・場面J②「時J@ r主体(組織・間体)J i期

限・限度己基準j⑤「主体(組織・団体)J ⑤「手段・方法・材料J ⑦「原~.理由 J の?

分類c

『助詞小辞典Jでは、U)r場所J②「時J@ r期限J④「場面・事態J@ r主体(組織・
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体)J⑤「

の 8

『新接話本語文法事典J

@臨界点⑦単位の 7分類。

-道具・材料J⑦「原菌・理由・根拠J]③「状態・態度・

、①「場所j 「道具j ③「材料 @i様態J 思j

『間本語文法事典Jでは、①「場所・場産j ②「主体(組識・団体)③「手段・材料J

④「原因・理由・根拠J i状態J⑥「期眼・限度・範毘J 時期」の?分類であったa

以上が辞書による格助詞「でJの用法である。辞書における「でJの意味用法i士、 7分

が最多で、最も少ない分類は、 f現代国語例解辞典Jの 5分類、最も多い分類は

小辞典Jの 8分類であっ

表 11は、これらの辞書の用法を表にしたもので、番号は各々の辞書における提出順であ

る。
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表 11 辞書 10種における fでj の意味用法の分類

鏡
一

関

税

一

却
や
一
己
パ
，

必

月

一

一

戸

υ

明

一

場

新

一

①

岩波 学研 大辞林 !大辞泉 |助問や I!新文法

④場所 iφ場所 ICD場所 |③場所 守〉場所

場面場問 場面 I場面

@主体 l⑥取立て!日体 ⑤主体 ⑤主体 金主棒

組織 組織 組織 組織

鴎手本名 間捧 団体名

会方法 ①手段 金手段 ③手段

手段 材料 方法 方法

材料 I (号本才料 材料 材料 道具

材料 材料

寺原因 ③原因 多摩因 ③原因 ⑦原因

理由 設拠 動機 理由 理由 理由 理由

動機 被拠 根拠

@状態 ⑤様態 金謙態 ①状況 岳事情 ③状態 ミ参議態 ⑤状態

在り方 状況 態慶

⑥期間 舎範囲 ⑤時期 ②期鰐 そむ期限眼 i F良 |⑤限界 i舎期限

場設 の 期摂 期限

基準とな 限度

i 
範醤

る 基準

間の限

厄炉ム噌

母集自の

⑦時点 @時 ヨ〉時 争 時 @時 ⑦時期

⑦許可

容認
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第 2節参考書について

1.はじめに

本節では日本語教育に関係する参考書において、格助詞「で」の意味用法がどのように

分類されているのかを見ていくことにする。

参考とする資料は、①『外国人のための日本語例文問題シリーズ 7助詞』、②『日本語

文法整理読本』、③『初級日本語の教え方のポイント』、④『初級を教える人のための日本

語文法ハンドブック』、⑤『セルフ・マスターシリーズ格助詞 3j]⑥『すぐに使える実践日

本語シリーズ 9ことばをつなぐ助詞(初・中級)j]の以上、計 6冊である。このように、参

考書における格助詞「で」に関する記載は、ほぼ、初級のものに限られ、先の第 1節の辞

書や、後の第 3節の先行研究ほど多くはない。それでは、『外国人のための日本語例文問題

シリーズ 7助詞』から見ていくことにする。

2. 日本語の参考書の分類

2. 1 r外国人のための日本語例文問題シリーズ 7助詞』における「で」の意味用法の

分類

『外国人のための日本語例文問題シリーズ 7助詞』では、「動詞の表す事柄がある時間・

空間・方法・原因の範囲内に限って行われる時、「で」はその『範囲』を指定するJ(p130) 

とし、「で」の用法を大きく 8つに分類している。第 1の用法には、「道具・手段・原材料・

媒体など」また、「場所、判断基準」と述べ、その用例として次の 6例を挙げている。

(s 1) ["日本人は箸でものを食べる」

(s2) ["袋田のこんにゃくはしょうが醤油でたべられるのが一番おいしい」

(s3) ["アンゼ、ルセンの物語を絵本で見ました」

(s4) ["ダーウインは、推測だけで「人間の由来」という本を書いた」

(s5) ["私の時計でちょうど十時だ」

(s6) ["スミスさんの話三は、今アメリカでこの曲が流行しているそうです」

第 2の用法には、「原因・理由を示す」と述べ、用例として次の 7例を挙げている。

(s7) ["病気で、死ぬ」
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(s8) I家事:三家を競いてしまったj

(s9) l[g谷付近は事故で道路が混んでいますj

(s 10) I詩人りけるは女性にためι手折ったパラのとげでけがをし、それがもとで死ん

(sll) I千葉県は醤油とピーナッツで有名ですj

(s12) Iジョンソンさんはこのごろ論文でとても忙ししリ

(s13) I社長は仕事で外出中ですj

第 3の用法には、「状態を表す」と述べ、用例として次の 5例を挙げている。

(s 14) Iジュースをーリットノレ告で売るj

(s15) IウイスキーをダブルでくれJ

(s16) Iこの魚は生-c-食べられ

(s17) Iアメヲカではトマトジュースはーヲットノレ缶で、売っているJ

(s18) Iエベレスト山瑛付近で連絡が途絶えていた上田さんは、昨自遺体で発見されたJ

をの用

ている。

は、「動作を行う集団ーグループを示すj と述べ、用例として次の 5例

(s19) Iみんなで歌いましょう。」

(s20) 佐藤さんと怠でテレピを直してしましましたj

(s21) I体の不自由な人は留で保護しなくてはいけないj

(s22) お手伝いしましょうかJI大丈夫ですc 一入立できますからj

(s23) I単身赴任のサラリ…?ンの多くは、狭いアパートに一人きり らしているJ

iア

第 5の用法には、 f数の限定・区切りをつけるj と述べ、その用剖として次のち伊jを挙げて

いるむ

(s24) I今年ヱニ十裁iこなる」

(s25) Iうちの組母は七十識で、死んだJ
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(s26) r日本の保険会社が四億円でゴッホの絵を買ったj

(s27) rあと、 23日で梅雨辻あげるでしょう j

(s28) rきょうの仕事は 5a寺終わりにして、残りは明日またやりましょう j

(s29) rこの本は上下巻 2冊で 3千円だ」

第 6の用法には、「動作の場所(コニ安) rにてJを表すj と述べ、その用制として次の 4併

を挙げている品加えて、「出来事や行事、自然現象などの起こる場所を表すJとも述べてい

る

(s30) rお風呂で歌う。 J

(s31) r地裁で仏にあったような気分

(s32) r今朝七時頃、関東地方で地震がありましたj

(s33) r明 E 時から第三会議憲で会議がありますJ

?の男法には、「範題を限定するj と述べ、そ 法として次の 4伊jを挙げているc

(s34) rエベレストは世界で最も高い。 j

お35) rここにいる入で、テキストをまだ買っていない人はいませんかJ

(s36) i 13本で初めての辛口ピーノレ」

(s37) 住藤栄作は日本の政治家で初めてノーベノレ平和賞をもらったj

8の用法には、 f遠慮・謙遜・充分であるjと述べ、その用法として次 4例を挙ヴている=

(s38) rウイスキーでもお飲みになりますかj 九、え、お茶でけっこう

(s39) r s3中さん、私に日本語を教えてくれませんかJ iお茶でよければ、喜んで」

(s40) rわたしはあなたのそばにいるだけで幸せだわJ

(s41) iこの論文は、一回読んだだけ立は理解できないJi何葉も読む必要があるj

以上が『外国人のための日本語撰文関嫡シリーズ 7

分類とその用開である。

における?でJの意味用法の
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2.2 r日本語文法整理読本』における「でj の意味用法の分類

『日本語文法整理読本』では、「格助詞JIで」を最多の 10種に分類している D 第 1の用法

には、「動作の場所を表す」と述べ、その用例として次の 1例を挙げている D

(s42) I工場で働く」

第 2の用法には、「数量の限定・区切りをつける」と述べ、その用例として次の 2例を挙げ

ている D

(s43) I一週間で終わらせる」

(s44) I来月一杯で打ち切る」

第 3の用法には、「範囲を限定する」と述べ、その用例として次の 1例を挙げている D

(s45) Iエベレストは世界で最も高い山」

第 4、第 5の用法には、「道具・手段JI原材料・媒体など」と述べ、その用例として次 2

例を挙げている D

(s46) I箸でものを食べる」

(s47) Iセーターは毛糸で編む」

第 6の用法には、「原因・理由を表す」と述べ、その用例として次の 1例を挙げている D

(s48) I病気で死んだ」

第 7の用法には、「状態を表す」と述べ、その用例として次の 1例を挙げている D

(s49) Iジュースをーリットル缶で、売る」
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第 8の用法iこ辻、「合計Jと述べ、その用例として次の 1例会挙げている。

(s50) はつで千円

第ヲの用法には、「動作を行う集団・グノレ…プを示すj と述べ、その用調として次の 2伊jを

庁ているc

(s51) Iみんなで歌いましょう j

(s52) I会社で保証するj

第 10の用法には、「遠慮・謙遜.U充分であるjJ と述べ、その用例として次の 1併を挙げ

ている告

(s53) Iお茶でけっこうです」

以上が『日本語文法整理読本Jにおける fでJの意味用法の分類とその用拐である。

2.3 r初級日本語の教え方のポイント』における fでJの意味用法の分類

『初級日本語の教え方のポイント』では、格助詞J でj を5つに文類している。第 1の

には「動作・作男の場所Jと述べ、その用例として次の l伊jを挙叩ている。

(s54) Iきのうあのrnでラーメンを食べたj

第 2の用法iこは、「手段・

るc

道具・材料j と述べ、その用例として次の 2例を挙げてい

(s55) Iはさみで切ってくださしリ

(s56) Iこの服は紙で、で、きている」
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3の用法には、「範囲j と述べ、その用例として次の 1例を挙げている c

(s57) r私の国では漁業が盛んですJ

第 4の用法には、「限変・期摂j と述べ、その用例として次の 2伊jを挙げている。

(s58) r一週間でできますかJ

(s59) rこれは l∞円でできますか」

第 5の用法には 「理出・原因j と述べ、その用例として次の 1例を挙げている口

(s60) r まったj

以上が『初級日本語の教え方のポイント』における

ある。

の意味用法の分類とその用例で

2.4 r初級を教える入のための日本語文法ハンドブックJにおける fでj の意味用法

の分類

『初級者教える人のための笹本詩文法ハンドブックJでは、格助詰 fでJ~ま?様々な意

味を持つ名詞の後に付き、その名詞の意味に応じて『何が起こったか』という出来事iこは

必ずしも必要とされない多様な照辺的状況を詳しく述べるために用いられるJものとし、

「格助訴Jrでjを 7つに分類しているむこのテキストには、用法と用例の他に、格助語?でJ

の前に来る名語が記載されており、この点がこれまで述べてきた参考書と異なっているロ

第 1の用法には「場所Jと述べ、前に来る名認は f場所j で、その用例として次の 1例を

げているc

(s61) r図書揺で勉強するJ

第 2の用法は、「手段・方法・

て次の 1例を挙げている。

-材料Jと述べ、前に来る名詔は「材料j で¥用例とし
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(862) ["紙で人形を作る」

第 3の用法には、「手段・道具」と述べ、前に来る名詞は「道具」で、用例として次の 1例

を挙げている。

(863) ["パソコンで書類を作る」

第 4の用法には、「原因・理由」と述べ、前に来る名詞は「出来事」で、用例として次の 1

例を挙げている。

(864) ["大雪で電車が止まる」

第 5の用法には、「範囲」と述べ、前に来る名詞は「期間」で、その用例として次の 1例を

挙げている D

(865) [" 1日で仕事を終える」

第 6の用法には、「まとまり」と述べ、前に来る名詞は「量」で、その用例として次の 1例

を挙げている D

(866) ["一人で夕食を食べる」

第 7の用法には、「内容」と述べ、前に来る名詞は「量」で、その用例として次の 1例を挙

げている D

(867) ["進学のことで先生に相談する」

以上が『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』における「で」の意味用法の

分類とその用例である。
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2.5 rセルフ・マスターシヲーズ格助謡 3Jにおける fでj の意味用法の分類

『セルフマスターシリ…ズ格助りでは、「格助詩JrでJの用法は 7つに分類している。

第 1の用法には、「動作・出来事の行われる具体的・抽象的な場所Jと述べ、その用法とし

て、次の 4例 げている。

(s68) rその会議はアメリカで関かれるj

(s69) [太郎は近くの工場主働いている」

(s70) r彼の提案は 3つの点で、間違っている」

(s71) r彼の計醤-r:はこの問題辻扱われていないJ

第 2の用法には、 f手段・

(s72) r自松車で通学するJ

(s73) r叢で噛みきるj

(s74) r石鹸で詑う j

と述べ、その用例として次の 3夢j げている号

第 3の用法には、「原器j と述べ、その用例として次の 2剖を挙げているむ

(s75) r病気で、学校を休む」

(s76) r寒さで震えるJ

4の用法には、 f材料Jと述べ、その用例として次の 2例を挙げている口

(s77) r紙で飛行機を作るJ

(s78) r試験の結果で事j新するj

第 5の用法は、「範囲・

(s79) r 30人で締め切る」

(s80) r三つで、やめるj

と述べ、その用伊!として次の 3例
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(s81) r3時間工読み終わる」

第 8の用法には、「様態」と述べ、その用例として次の 4例を挙庁ている。
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第告の用法には、「動作主Jと述べ、その用例として次の 2例を挙ヴている。

(s86) rその仕事はわれわれ手やりますj

(s87) r高崎臆は次の錐し物を計麗していますJ

以上が『セルフ・マスターシリーズ格助詞 3jにおける「で」の意味用法の分類とその用

例である。

2.6 rすぐに使える実践日本語シリ…ズ 9ことばをつなぐ助誠(初。中級』における

fでj の意味用法の分類

ぐに使える実接B シリーズ 9 ことばをつなぐ助詞(初中級)~における「でj

の意味用法の分類において、?格助詞Jrでj の用法は、大きく 5つに分類している。

第 1の用法にi士、「動作の行われる場所やときを表すJ と述べ、その用法として、次の 5

例を挙げてい

るむ

(s88) r夏は海でおよいで、冬はプールでおよぎ、ま

(s89) r 48歳で 3@]目の結婚をしましたJ

(s90) rわたしは東京主生まれましたj

(s91) r第一回のオリンピックはアテネで行われたJ

(s92) rメキシコで大きい地震がありましたj

(出来事)

(行事〉
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第 2の用法には、「方法(手段ト道具・材料を表すJと述べ、その用例として、次の 5つ

を挙げている口

(s93) 1パス主会社へいきますj

(s94) 1日本語で電話がかけられますJ

(s95) 1こんばんのパーティーは着物平行きますJ

(s96) 1はさみで紙を切りますJ

(s97) 1日本の家は木工できていますJ

第 3の用法にほ、「理由・原田を表すJと述べ、その用例として、次の 2例を挙げているむ

(s98) 1病気主学校を休みましたJ

(s99) 1 くさんの家がたおれましたj

第 4の用伊jには、「状態を表すJと述べ、その用例として、次の 2例を挙ている。

(s100) 1一人で昌本へ来ましたj

(s101) 1赤しんごう、みんなでわたればこわくなしリ

(s102) 1すごいはやさで、出本語が上手になりましたj

第 5の用例には、「範閤・期間・期販を

ている。

(s103) 13年間で 200万円貯金しましたj

(s104) 1この仕事はあしたで終わります」

と述べ、その用例として、次の 2例を挙げ

以上が『すぐに使える 日本語シジーズ 9ことばをつなぐ助詞(初中級)jにおける「でj

の意味用法の分類とその用例である Q
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3. 参考書における格助調「で」の意味用法の分類のまとめ

これまで述べてきた参考書における格助詞「で」の意味用法の分類をまとめると以下の

ようになる。

『外国人のための日本語例文問題シリーズ 7助詞』では、①「道具・手段・媒体・原材

料・判断基準」、②「原因・理由」、③「状態」、④「動作を行う集団・グループ」、⑤「数

の限定・区切り」⑥「動作の場所」、⑦「範囲の限定」、③「遠慮・謙遜・充分である」の

計 8分類。

『日本語文法整理読本』では、①「動作行動の場所」、②「数量の限定・区切りをつけ

る」、③「範囲の限定」、④「道具・手段」、⑤「原材料・媒体」、⑥「原因・理由」、⑦「状

態」、③「合計」、⑨「動作の行う集団・グループ」、⑮「遠慮、・謙遜・充分である」の計

10分類。

『初級日本語の教え方のポイント』では、①「動作・作用の場所」、②「手段・材料・道

具・材料」、③「範囲」、④「限度・期限」、⑤「理由・原因」の計 5分類。

『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』では、①「場所」、②「材料」、③

「手段・道具」、④「原因・理由」、⑤「範囲」、⑥「まとまり」、⑦「内容」の計 7分類。

『セルフ・マスターシリーズ格助詞 3jでは、「動作・出来事の行われる」、「動作・出来

事の行われる抽象的場所」、②「手段・道具」、③「原因」、④「材料」、⑤「範囲・限度」、

⑥「様態」、⑦「動作手」の計 7分類。

『すぐに使える実践日本語シリーズ 9ことばをつなぐ助詞(初中級)jでは、①「動作の

行われる場所やとき」、②「方法(手段)・道具・材料」、③「理由・原因」、④「状態」、⑤

「範囲・期間・期限」の計 5分類。

以上が参考書による格助詞「で」の用法である。

このように、参考書における「で」の意味用法では、最も少ない分類は『初級日本語の

教え方のポイント』と『すぐに使える実践日本語シリーズ 9ことばをつなぐ助詞(初中級)j

の 5分類で、最も多い分類は『日本語文法整理読本』の 10分類であった。

表 1は、これらの日本語の参考書における「で」の用法をまとめたものである。
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表 1 日本語の参考書 6種における「で」の用法

外国人 日本語文法 教え方の 日本文法 セノレフタイ すぐに使

整理読本 ポイント ハンドブック マーシリー える実践

⑤場所 ①場所 ①場所 ①場所 ①場所 ①場所

⑥動作を行う ⑤ 動 作 を 行 ⑦動作主

集団 う集団

グループ。 グループ

①道具 ④道具 ②手段 ②材料 ②手段 ②方法

手段 手段 方法 道具 道具

媒体
⑤原材料

道具
③手段 ④材料

材料

原材料
媒体

材料
道具

②原因 ⑤原因 ⑤理由 ④原因理由 ③原因 ③原因

理由 理由 原因 ⑦内容 材料

③状態 ⑦状態 ⑤様態 ④状態

⑦範囲の限定 ③範囲の限 ③範囲 ⑤範囲 ⑤範囲 ⑤範囲

厄，_..L" 限度 期間

④数の限定・ ②数量の限 期限

区切り 定

③合計 ④限度 ⑤まとまり

期限

③遠慮 ⑮遠慮

謙遜 謙遜

充分 充分

102 



第 3節 研究書、及び論文、その他について

1.はじめに

本節では、まず、「で」の意味用法の分類について述べられている主要な研究書、及び、

論文、その他から、用例と共に意味用法の分類を採取し、格助詞「で」がどのような体系

を持って分類されているのかを提示し、これらを表にまとめることにする。

これまでの研究書 及び論文を見てみると、特に近年では、「で」を含む格助詞聞の意

味の使い分けに関する先行研究は数多く存在するが、格助詞「で」の意味用法の分類に焦

点を絞って詳細に述べられている研究はそれほど多くない。その中で、「で」の意味用法の

分類、及び用例の採取に当たり参考にした研究書、及び、論文、その他は①国語調査委員

会『口語法~ (1916) 、②山田孝雄『日本口語法講義~ (1922)、③松下大三郎『標準日本口

語法~ (1930) 、④木枝増一『高等園語文法新講~ (1937) ⑤湯沢幸吉郎『日本語表現文典』

( 1944) 、⑤国立国語研究所『現代助詞・助動詞-用法と実例~ (1951)、⑦橋本進吉『助詞

助動調の研究~ (1969) 、③鈴木重幸『日本語文法・形態論~ (1972)、⑨湯沢幸吉郎『口語

法精説~ (1977) 、⑮鈴木一彦・林臣樹『研究資料日本語文法~ (第 7巻) (1985)、⑪森田良

行『基礎日本語辞典~(1989) 、⑫間淵洋子「格助詞『で』の意味拡張に関する一考察J (2000)、

⑬二宮喜代子「格助詞『デ』の階層性についてJ(2000)、⑭森山新「格助詞デの放射線上

カテゴリー構造と習得との関係J(2004) 、⑬高橋太郎他 6 名『日本語の文法~ (2005) の計

15の先行研究である。

本節では研究資料を約 l世紀に渡り、年代順に考察分析していくことで、「で」の用法、

及びその分類がどのように推移してきたのかも明確にできるものと考える。

2. 研究書、及び論文、その他の分類

2. 1 国語調査委員会『口語法J(1916) における「でj の意味用法の分類

国語調査委員会 (1916) では、助詞の種類を、助詞がその付く語によって 4種類(i第

一類」から「第四類J)に分けている。現在語における格助詞「で」については、「第三類」

の「体言また、他の助詞に付くもの」に置かれていることは既に第 2章で述べた通りであ

る。

「第三類」に位置づけられた「で」の意味用法は大きく 4つに分類されており、その第

1の用法を「動作の行われる場所を示すもの」とし、次の 5例を挙げている。
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( k 1) Iうちで仕事をする」

( k 2) Iこちらではじめて聞きました」

(k 3) I切符を三ヶ所で買っている」

(k 4) I内と外とで大きな声をする」

( k 5) Iこの部屋だけで遊んでいます」

第 2の用法には、「動作をするときの道具・手段などを示すもの」と述べ、次の 5例を

挙げている D

( k 6) I筆で書く」

( k 7) Iこれでこしられる」

( k 8) I指二本でもつ」

( k 9) I木ばかりで作る」

( k 10) I紙なり風呂敷なりで、包む」

第 3の用法には、「動作の行われる縁由を示すもの」と述べ、次の 5例を挙げている。

(k 11) Iお蔭で都合よくまいりました」

( k 12) Iこれで難儀しました」

( k 13) I試合でいそがしかった」

( k 14) Iそればかりで苦しんだ」

( k 15) I雨が降るのと道のぬかるのとで困った」

また、格助詞「で」には、「して」と同じ意味にも用いられるものがあるとし、次の 6例を

挙げている。

( k 16) I兄弟ででかける」

( k 17) Iどれどれでー園ですか」

( k 18) I三人でかせぐ」

(k 19) I夫婦ぎりで旅行する」
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( k 20) Iおまえとわたしとでかつごう」

( k 21) I五人ばかりで出かけよう」

第 4の用法に「指定の意味をあらはすもの、第 1類の「で」と同じものであるが、ここで

は、上のことを指定して下へ言い績けるだけの用をする」と述べ、第 3類に次の用例を挙

げている。

( k 22) Iあれは桜で、これは桃だ」

( k 23) I買ったのは君で買ったのは僕だ」

( k 24) I牛が一匹で馬が二匹だ」

( k 25) Iわたしが見たきりで、だれも見ない」

( k 26) I壁が落ちたままで、まず無事だった」

( k 27) I中幕はこれからで、今は丁度幕あいだ」

以上、国語調査委員会 (1916) における、「で」の意味用法の分類は、①「動作の行わ

れる場所を示すもの」、②「動作をするときの道具・手段などを示すもの」、③「動作の行

われる縁由を示すもの」、④ IWして』と同じ意味にも用いられるもの」、⑤「指定の意味

をあらわすもの・指定して下へ言い績けるだけの用をするもの」の 5分類であったo(表 1) 

表 1 W国語調査委員会~ (1916)における格助詞「で」の意味用法の分類のまとめ

①動作の行われる場所を示すもの

②動作をするときの道具・手段を示すもの

③動作の行われる縁由を示すもの

④「して」と同じ意味に用いられるもの

⑤ 指定して下へ続ける意味を表すもの

国語調査委員会 (1916)での分類は、格助詞としては、「場所JI道具・手段JI縁由」

の 3分類となり、その意味用法の分類は詳細には分類されているとは言えない。

『国語調査委員会』が挙げている用法の中では、「動作をするときの道具・手段などを示す
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ものJに相当するが、他の先行研究ではこれらの用例がどのような用法に分類されている

かについても、引き続き見ていくことにする。

2類j では、第 3の用法に iWからJの意味を表し、上下の句をつなぐのに用いる

もの J 、また形容詞の第ニ活用形にも、「第一類の第二種活用の助動調『ない~ Wたしづの第

一活用形にも『なし寸の第三活舟形にもつく Jとして、次の用伊jを挙げている号これは、

現症では「接続助謂J 分類されるものであるが、『国語調査委員会~ (1916) では、格助

の範轄に入れていることから、格助詞と接続助詞とを区別せず、分類されていることが

わかる申

(k28) i橋がおちエいくことが出来んJ

(k29) i試験が都合ょくすすんで、安心したj

(k30) iあかりがくらくエよく見えないJ

(k31) i皆をよろこばせて心持がよかった」

(k32) iそういわれエはじめて気がついたj

2.2 山田 f日本口語法講義JI(1922) における fでj の意味用法の分類

山田(1922) は、?でJの用法は「動詞に対してその作用が行はれる場所又、、或iまその

作用の方積、材料、原田、縁由等を示し、説明存在読及び之に準ぜられるものに対しては

陳述の賓位を示すものであるJ(ι157) と述べている c

山田は先iこ述べた前者の?で、Jの意味用法の中から、まず、第 1の用法に「動詞に対し

てその作用が行はれる場所、時を示すものj と述べ、次の 2例を挙庁ている。

(k33) i学校で開いた話j

(k34) i後で御話いたしませう」

第 2の用法iこは、「動詞に対してその作用の行はれる

4例を挙げている。

材料を示すものJと述べ、次の

ノ、ー」

書
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(k37) i牛乳で、バターをこしらえるJ

(k38) i木で、造って墨で塗るj

3の用法には、「動詞iこ対してその原盟理由を示すものj と述べ、次の 3併を挙げて

いる号

(k39) i雨でぬれたJ

(k40) i組人のことで心配する」

(k41) 試験でいそがしい」

他方、後者の、用法には、 f諌述の賓イ立を示すものほ、主として f説明存在諦J及び之

ぜられるものに対して賓客になっているもの」と述べ、第 4の用法に次の 3例を挙庁てい

る。

(k42) i は人生の締罰玄ある」

(k43) iだれであったか覚えてないJ

(k44) iなんと面白いことではなしゅり

「これらは、 を受けたものだが、この場合の fでJは顕詞をも受けける」と述べ、次

の用例として挙げている。

(k45) iこの花ほ費にきれい玄あるj

(k46) í~毎上は宝極穏やかで、ありますJ

(k47) iさうでなかろう j

「この賓位者示す Fで』は匂を重ねる場合

の用例として次の 3伊iを挙げているむ

(k48) i顔は人で、心辻兎

(k49) i天気も諒やかで、気候ものどかだJ
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(k50) rこれは金でこしらへたものであれは銀でこしらへたものであるJ

以上、山田による格助詞?でj の意味用 とめると、 ?動詞に対してその作用が

行われる場所、時 ものJ、② に対してその作用の行われる方使、材料 も

の」、③ に対してその原因・理由 ものふ 、④「説明存在詞及び之

られるものに対しては陳述の を示すものである」と大きく 4つに分類される号(表 2)

表 2 山田 (1922)r a本口語法講義jにおける fでj の意味用法の分頚のまとめ

CD動詞に対してその作用が行われる す一不を、i
l
-
-〉
t
i
l
t
J時

②動詞に対してその作用の行われる方梗、 l

材料 j

@r説明

国

由

原

理

φ動詞に対してその

になっているもの

このように山田は格助語「でJ

という視点から分類している。

味用法の 、「動詞に対して何を示すものかj

表工の r説明存在誤及び之に られるものに対して辻諌述の賓イ立を示すもの

であるJの用法は、先の視点からの分類と辻異なっている s 山田の述べるところの用法④

「説明穿在調及び之に られるもの しては陳述の饗位を示すものであるJは、

調査委員会 (1幻引の第四の「措定の意味を表すものJにあたるものである 9 山田は格助

詞の範曜に入れ分類しているこれらの「でJf土、現在では、接続助詞や断定の助動詞「だj

の連用形にあたるものであるが、これらの点を含め、 f関語調査委員会Jの「でJの意味用

の分類と類似している D しかし、『国語調資委員会~ (1916)では、格助詞「でj の用

れていなかった、「時j を示す用法が山田の分類には合まれている G

先の?措定の意味 「でJに関しては、佐久間(1983)でも説明の細目 致し

ないまでも、この fでJはまず格助詞と見て、その特色の用法として(四)-の用法を取り

入れるのは普通の見方でしょうパと述べられていた。
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2. 3 松下 f標準日本口語法J(1930) における fでj の意味用法の分類

3離第 2節の「格助訴の定義」でも述べたように山田が名付けた格助認は、松下文法

で辻「格助辞J~こ相当する D 松下 (1930) は、この「格助辞j を「韓首の格助言事j と「用

の格助辞Jに分類し、前者の f韓舎の格助辞j には「がJiをJiにJiへJiとJiより J

「からJiのj の 8つ、後者の「用言の格助僻Jには、 7てJ ばJiとJiともJiってJiど

もj の6つを挙げている申このように、どちらの格助辞の中にも本稿のず…?である格助

fで」の存在は命いが、松下によると、「てj が「ニ活Jの第二活段へ付いた?にてJは

必ず約音で「でJとなるとして次の用例を挙げている 5

(k51) i静か

(k52) r遥かにてj

(主53) i東京にてj

た、この「でj を叙述性があるという理由で、その活用は助語にあたる「静助辞j で、

なく、助動詞にあたる f動助辞j であり、もともと、 iWにてJの約者であるから、その棒

は方法格であるJと述べている口このため、「その用法は動助昨の僚で説くべきものでは有

るが格としての用法が静助辞の?で~と間様であるから『てJ の虞でも説くべき黙がある j

としている。このように、 fてj の意味用法の分類が、「で」の意味用法の分類と重なると

いう松下の考えから、以下に松下文法における fてj の意味用法の分類を見ていくことに

る。

まず、 fてj は iW方法格Jと る用法に在ることを示す助辞であるJと次の用例

げている。

(k54) 斤立い

(k55) i酒を用意して客を待つj

「泣いてJi j簡を用意してj は双方とも、 f話すJi客を持つJ動作の、その方法を表すもの

だということである口このよう「意志的に語的ι針しておこなはれる方法をのみ指の

ないj として次の用例を挙げている 9
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(k56) r雨が降って花見ができない」

(k57) rこの靴は小さくて穿けない」

(k58) r運動場が虞くて、野球でもなんでもできる」

「雨が降ってJr小さくてJr運動場が贋くて」は全て理由を表すものであるが、これも「自

然の方法」であるとしている。このように、松下は「て」には、「人震の方法」と「天震の

方法」があると述べている。また、松下は先の「雨が降って」などは単なる理由と考える

と、「雨が降るから」との区別がつかなくなるし、「て」を方法と理由を表すだけと考える

のではなく、これを一貫する概念を求め「て」の意義とする必要があると指摘している。

松下は、この「理由」はあくまでも広義の「方法」としての「理由」を表すのみとしてい

る。この「方法」について松下は次のように説明している。

方法格は事件の経路一通り路ーを表すのである。「泣いて話す」に就い

て言へば「話す」という動作は「泣いて」といふ動作を経由して行はれ

る。「雨が降って花見が出来なし"J に就いて言へば「花見が出来ない」と

いふ事柄は「雨が降る」といふ経由して後生する。この経由するすぢ路

を我々は方法といふ。方法は『しかた』である。『ゑ方』を『ゑり方』と

解すれば尚明瞭になる」

『標準日本口語法』

「ある動作をどのように行なうか」は我々の知るところの「方法」であるが、松下は、

この他に、物事の経由する筋道、つまり、「ある動作や行動がどのようなことで発生するの

か、また、そなるのか」ということも「方法」として捉えている。従って、「ある動作をど

のように行なうか」が、先に述べた「人震の方法」であり、「ある動作や行動がどのような

ことで発生するのか、また、そうなるのか」が、「天震の方法」となるということである。

松下が「で」は「にて」の約音で、「て」との意味用法が同じであるということから、こ

の「で」を用いての「人震の方法」の用例として、次の 3例が挙げられている。
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(k61) i;j、麦粉で、パンを作るj

また、同じく?にてJの約音である「でj

の 3例が挙げられる。

(k62) i遠足が需で中止となっ

(k63) r思惑で頭が嫡いj

(k64) r仕事でアメリカに行く」

いての

松下は、この

挙げている 9

の意味用法以外に「てj には完了の

(k65) i国へ培って農業をやるj

(k66) i入を見て法を説く J

松下は、文法上の「完了j というのは、実際の事件の完了

念を完了的の取り扱うことをいうと次の 2伊jを挙げている。

(k67) r父が大将になって、問時iこ子が

(k68) r隣は金があって、内は貧乏だj

なった」

の方法」の用例として、次

あるとして次の 2例を

のではなくて、事件の観

用担1(K67) (お8) は双方とも事件は同時で、「父が大将になってj、「隣は金があってJ

は「方法j で、「問時に子が大生になった人「内は貧乏だj は f事柄Jであるとしている合

この松下の言う完了の fてj は、接続場詞の「でj の意味用法にも該当するもで¥格場読

の「で」には、その意味用法は該当しない。この邑の?でJの意味用法として、「長定の方

として次の用例を挙げているが、格助誤 fで」の意味用法には該当しない。

( k 69) r明日ほお節句だから、撃校を休んでかまひま

その位、「ではJrでもjなど、「にてJの約音、「でJに「詰JrもJが付いたものだと述べ、
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次の 2伊iをさ挙げている合

( k 70) i私の村ではまだ 勝を用いておりますJ

は 71) iもう 12H:寺かむ 12時では大饗だ」

このような (k69) は単純な方法格で、 (k70) は仮定的方法格としている。

以上が松下による?でJの意味用法の分類であるc 山田の るところの格場語 f

、主に、先に述べた山田の第 4の用法庁説明 られるものに対して

賓客になっているものムつまり、「措定jの意味を表す助動詞のように取り扱われているs

現在、我々が認識している格助諦の用法に関しては、「人矯の方法j と「天震の

とに分類し、前者が「手段、材料、道具j などに相当し、後者が「原因、理由Jなどに相

当する告

松下では、第 3輩で定義した格助詞に焦点を当てた「でJの意味用法、また、その分類

としてまとめられたもので誌ないが、間接的に「で」は?てJ と同じく、その意味用法の

核となるものは、 iまぽ、「方法格Jであるといことがわかった。

表 3松下 f標準日本口語法J(1930)における rでj の意味用法の分類

φ 「入震の

②「天震の方法J

② 「完了」

2.4 木技 f高等調語文法新講J(1937)における fでj の意味用法の分類

木技辻「で」は f文語の格助詞 [nこ J 文掛の接続助諮 fて~の迷った『にてJ に約ま

って出来たもの(鎌倉時代に成立したといはれてみる)で口諮のみJ11ひられる助詞であるJ

とその語源を述べている c また、この「でj の原形である文語の「にてj は一語の格助詞

と見ても差し支えないとして次の 2例を挙げている 5

( k 72) i懸命の努力にて試験に合格せ引

( k 73) i遠き浦々ζエ沈みはてさせ給ひJ
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その 法を「動作作用の行はれる -時限・所自・方便・材料・ を

示すことによって、それのつく梧を顧詩的務飾語の地位に立てるのであるJ として、その

々の用法と用伊jを次のように挙げている。

まず、第工の方法には「動作の行はれる場所を示す場合j として、その用伊jに次の 3炉j

を挙ヴている。

(k74) i官躍は伏見鳥羽戦ったj

(k75) i彼は大較で生まれ東京で、育ったJ

(k76) i比嘉でーと休しませう J

第 2の用法として「動作の行はれる時を示す場合j として、その用例に次の 3摂jを挙げて

いる c

( k 77) iこの仕事は一月で完成するj

( k 78) i商業は五年で止めたJ

( k 79) i後でゆっくり話を関かう J

第 3の用法として f動作の行はれる方便や材料を示す場合Jとして、その用併に次の 4例

を挙げているむ

(k 80) i筆記はベンでするに張る」

(k81) i鄭重な手紙辻毛筆で認めるがよいJ

( k 82) i忽ぐから飛行機で行かう J

( k 83) i は大豆で造ります」

第 4の用法として f動作の行はれる原因や由縁を示す場合J として、その用開に次の 4例

を挙げている。

(k 84) i S頃は試験準語で忙ししリ

( k 85) i彼は脳出阜で倒れた」
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( k 86) I俄関でひどく濡れたj

( k 87) Iあなたのおかげ之助かりましたj

た、木枝は、「にてJには指定の助動詞「なり j の中止形に接続助誤「て」のついたもの

があり、先の格助詞と漉問してなもないと言及している。格場語においては?にてj のか

わりに?にしてj を用いることはできないが、この指定の助動詞「なり」の中止形に接続

助詞「てj がついているものは、「にしてJに置き換えちれることが可誌であると、その相

述べ次の 1摂j げているむ

( k 88) I兄は少佐にて弟は大尉なり j

、口語においても格助詣でない fでJについて次のように述べている。

まず、以下の用例に見る「形容動詞の語尾の『で~J は格助詣ではなく

「静かだj における中止形

る母

( k 89) I天気も震かで、

( k 90) I奈良は静かで、

であ号、格助詞ではないと指摘し、次の 2例

ものどかだJ

阪は賑やかだj

「種かだj

げてい

また、以下の用例 る下線部 fでJは、指定の助動詞「だj の中止形であり、格助詞

ではないとして次の 2例を挙げている。

( k 91) Iこれは梅の木で、あれは楼の木だ」

( k 92) Iこちらのが山で、あちちのが川

以下の用例の下線部「でjは「動詞の活用形の音便のために接続助詞『てJの濁ったrでJ

で、やはり格助詞でiまないと述べ、以下の 3例を挙げている。

( k 93) I呼んで来しリ

(k 94) I泳いでゐるj

( k 95) I本を読んで、来なさいj
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以上が木技による「でJの 法の分類である。

表 4 木技 f高等闘語文法新講JJ (1937) rでj の意味用法の分類

ヨ)r動作の ばれる時示すJ

②「動作の行はれる場所示す」

@r動作の行はれる方便や材料を示すJ

③ f動作の行はれる原因や由縁を示すJ

2.5 湯沢 f日本語表現文典JI(1944) における fでj の意味用法の分類

湯沢 (1944) 誌格助詞「でJの用法

第 1の用法には、「動作の行はれる

して、約 3つの用法があるとあるしている。ま

所要の時を示すj と述べ、次の 5伊jを挙げて

いる c また、用例(100) のような「あとでJのよう

ているむ

( k 96) r船の中で病気になったJ

( k 97) r子供たちは家の外三遊んでいますJ

(k 98) 中学校は 4年で卒業するJ

(k 99) rあそこまで 5分で行けるだろう j

(k 100) しい事はあとで話しませう」

なる時を示すこともあると指摘し

2の用例には f -材料を示すJと述べ、次の 3例を挙iデている。

は 101) r原稿はベンで書く j

( k 102) r石で、作った家」

( k 103) は牛乳ばかり ちましたJ

第 3の用例には「原理を示す」と述べ、次の 3例を挙げている司

( k 104) rその事三私も心配しましたj
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( k 105) ["試験の準備で大変忙しい」

( k 106) ["あまりの暑さで、弱ってしまった」

同じく第 3の用例には「動作成立の成員、または成員の数を表す」と述べ、以下の 7例

を挙げている。

( k 107) ["親子で旅行に出かけました」

(k 108) ["まだ子供がないので、夫婦ぎりでくらしてをります」

( k 109) ["委しい事は、君と中村君とできめて下さい」

(k110) ["あなたが之を一人で掠へたのですか」

(k111) ["二人で持ち上げられるぐらいの石」

(kl12) ["十人ばかりで曾を作りました」

(kl13) ["兄弟 3人で仲良く遊んでをります」

また、次の (kl14)からは116)の用例における「で」は格助詞ではなく、「措定の助動詞

「だ」の連用形である」と注意を促している。

(kl14) ["兄は軍人で、弟は学者である」

(kl15) ["兄は学者ではありません」

(kl16) ["弟は軍人ではない」

以上、湯沢(1944) は格助詞「で」を①「動作の行はれる場所、所要の時を示す」、②

「手段・材料を示す」、③「原因を示す」③「動作成立の成員、または成員の数を表す」の

3つに大きく分類している。(表 3) また、「措定の助動詞「だ」の連用形である」として、

格助詞の枠から外している。
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表 5 湯沢 (1944)r日本語表現文典』における意味用法の分類のまとめ

①動作の行はれる場所、を示す

の時

③「原因を示すJ

@r動作成立の成員、または成員の数を表すJ

r国語讃査委員会Jl(1961) における用例「兄弟ででかけるJ、「三人でかせぐJ、「夫婦

ぎり旅行するJrおまえとわたしと乏かつごう Jr五人ばかり三出かけよう」辻 fしてJ

と同じ意味に用いられるとしているが、湯沢 (1944)では、これらの?でj は、「動作成立

の成員、または成員の数を表すj 用法の範轄に入れているc

この f動作成立の成員、または或員の数を表すj 用法は、これまでの「でJの鷺味用法の

分類における先行研究には見られなかった用法である G

この「動作成立の成員、または成員の数を表すJ用法も入れることで¥大きく 4つに分

類されることになるはずで、あるが、湯沢(1944)でほ、 fでJの用法試 fだいたい 3つの用

ひ方があるj と述べているむ

また、『国語調査委員会Jl(1961)や山田 (1922)の「でJの意味用法の分類に見られた、

接続場語や断定の助動詩「だJの連用形などを、格場詞「で」の意味期法に合めることは

していないことも従来の先行研究と異なるところと言えよう。

2.6 国立関語研究所 f現代助調・助動詞ー用法と実例~ (1951) における rでj の意

味用法の分類

民立国語研究所 (1951)では、 1949年 4月から 1950年 3月までの接々な分野の新開雑

誌 35種を研究資料として、 48，000もの助詞・助動詫の寵用例を採取し、それらの意味男

法の分類にあたっている c 記載されている用例数はどの研究資料より多いものであっ

の中で、格助詞「でJ~立、 8 つの意味用法に分類されており、第 l の用法として「動作*

作用の行われる空間的な場所・舞台」とし、次の用例会挙げている。

( k 117) r一九四七非九月にアメヲカヱ封切り以来、興行成績のベスト・テンに入つ

喜顕であるJ

117 



(kl18) I馬券は買ひょい新宿で!J 

(kl19) I空電波 Dからでる電波は ABCの 3点で同時に測定すれば'"'-'J

( k 120) Iある日のこと、彼女はナイトクラブで起った事件を扱った」

( k 121) Iウエストでダーツと同じ意味にギャザーをとる場合は、脇線から約 4センチ

入りに、その分量によって四五センチの聞に寄せてとります」

第 2の用法として「動作・作用の行われる抽象的場所・場面・事態」と述べ、次の用例を

挙げている D

(k122) I '"'-'空電とは大気中の放電現象によって発生する電波であり無線工学三は“雑

音"としていやがられている」

(k123) I従ってわれられは、実生活では、何でも好きなことを言ったり、したりするこ

とは出来ない」

(k124) I温度について見ると低温では C量が低下すると言われる」

第 3の用法として、「動作を行う主体として組織・団体」と述べ、次の用例を挙げてい

るD

( k 125) I気象台では東京(大和田)福岡札幌に設置の予定三工事を急いでいる」

( k 126) I参議院議員選挙法の改正については、衆議院の選挙法改正委員会および民自党

内の選挙法改正委員会の両方三研究を進めている」

( k 127) I閣錫山の行政委員長指名について当地消息筋三は、政府陣営に人物が払底した

ことを示すものだとみている」

第 4の用法として、「動作の行われる時期」と述べ、これらは「現在では」や「今日では」

のような限られた語であると、その用例に次の 2例を挙げている。

(k128) I現在ではヨーロッパ西部や北大西洋の不連続線や低気圧と空電の関係がかな

り詳しく調べられており '"'-'J

(k129) I今日では別段誰も不思議に思わないけれど」
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第 5の用法として「期限・限度・基準」と述べ、その用例に次の 3例を挙げている。

(k130) 1他の季節には離乳経過の 1日で進むところでも、夏は二三日かけるくらいにし

ましょう」

(k131) 1 ""'--約十日で全卵一個が食べられるようにしましょう」

(k132) 1十万円で売る」

第 6の用例として「動作・作用の行われる際の状態・態度・立場」と述べ、次の 13の用例

を挙げている。

(k133) 1雨はきりのようなこまかさで降り込めている」

(k134) 1""'--これを一定速度で回転させるもので""'--J

(k135) 1そうしたままで、時聞が経ってゆきました」

(k136) 1""'--販売を厳禁する建前で運営させる」

(k137) 1三十四歳の若さで~小銀行を創立した」

(k138) 1われわれは平等の立場で~相互利益、相互尊重の外交関係をたて""'--J

(k139) 1なんとなく晴ればれとした気持ちで、僕は沢枝君と顔を見合わせてうなづき会

った」

(k140) 1 ""'--、ディックは彼らをからかう積もりで「僕はスーザンを愛しているんだ」と

宣言した」

第 7の用例として「手段・方法・道具・材料」と述べ、次の用例を挙げている

(k141) 1彼女はヴェイルで、顔を隠し~彼に面会に来たのだが""'--J

(k142) 1もう一度前より大きな声で呼びますと」

(k143) 1 ""'--牛乳や栄養剤などで栄養をよくしてから始めなければなりません」

(k144) 1数絵を見ている眼が涙でうるんででもいるようです」

(k145) 1小屋の中は見物人で満員だ、ったが、 ""'--J

(k146) 1 ""'--二人ともくやしさでいっぱいです」

(k147) 1形式を整えただけで教育の内容もこれにともなって向上すると考えことは大い

なるあやまりである」
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第 8の用例として「理由・根拠・原因・動機」と述べ、次の用例を挙げている。

(k148) Iこいつのおかげで、犬のまねをしたのかと思うとくやしさでいっぱいです」

(k149) I 半日の訪問で、ほのぼのと温められた私の心は~J

以上、国立国語研究所 (1951) における、「で」の意味用法の分類は①「動作・作用の

行われる空間的な場所・舞台」、②「動作・作用の行われる抽象的場所・場面・事態」、③

「動作を行う主体として組織・団体」、④「動作の行われる時期」、⑤「期限・限度・基準」、

⑥「動作・作用の行われる際の状態・態度・立場」、⑦「手段・方法・道具・材料」、③「理

由・根拠・原因・動機」の 8分類であった。(表 4)

表 6国立国語研究所 (1951) における「で」の意味用法の分類のまとめ

① 動作・作用の行われる空間的な場所・舞台

② 動作・作用の行われる抽象的場所・場面・事態

③「動作を行う主体として組織・団体」

④「動作の行われる時期」

⑤「期限・限度・基準」

⑥「動作・作用の行われる際の状態・態度・立場」

⑦「手段・方法・道具・材料」

③「理由・根拠・原因・動機」

国立国語研究所 (1951)では、これまでの先行研究において、その用法が分類基準に取

り挙げられていなかった③ 11動作を行う主体として組織・団体」と⑤「期限・限度・基準」

⑥と「動作・作用の行われる際の状態・態度・立場」なども加え、用法を分類していると

ころが従来の先行研究と大きく異なる点である。加えて、「場所」の用法を「具体的場所」

と「抽象的場面」とに分けて分類していることからも国立国語研究所 (1951)における「で」

の意味用法の分類は、これまで見てきた、国語審査委員会(1916)や山田 (1922)、湯沢(1944) 

の分類に比べ、かなり、詳細な分類になっていることがわかる。本稿では類似した用例は

割愛したが、実際に記載されている用例数は数多く、現在における、「で」の意味用法の基
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となっていると思われる司

湯沢の「動作成立の成員、または成員の数を表すj の用例、「親子で旅行に出かけまし

J、「まだ子供がないの之、夫婦きりでくらしてをりますム「委しい事は、君と中村君と

玄きゐて下さしV、?あなたが之を一人主務へたのですかJ、「二人主持ち上げられるぐらい

の石」は、この間立国語研究所(1951)で辻、「期限・限度・基準」や「状態j に分類され

ていた司

2. 7 橋本『助詞助動詞の研究JI(1969) における fでJ意味用訟の分類

橋本(1969)は「現在の口語では、格場詩としての「でj 言につ£くのが常J(p162) 

であと述べ、次の 3つの用法を挙げている 9

まず、第 1の用法に辻、「動作作用のおこなはれる場所、又は時をあらはすJとして、そ

の用例iニ次の 3拐を挙げている。

(k150) r途中で、出曾ったj

(k151) r病院生まれた」

(k152) r後で御話しませう j

第 2の用拐には、「或動作をする手段、材料をポすJとして、その用例に次の 3伊jをあげて

いる 9

(k153) r小刀で手をきるJ

(k154) r筆で宇をかく j

(k155) r紙でかべ舎はるJ

第 3の用例には、 f動作の行;まれる原因理由等を京す」として、その用例に次の 3併を挙げ

いるc

(k156) r病筑で死ん

(k157) r御かげ主たすかりました」

(k158) r試験でいそがしいJ
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また、「で」は「の」がついて、体言に続くことがあるとして、次の 1例を挙げている。

(k159) i学校で、の講義」

橋本は「で」は奈良及び、平安の中期までは存在しない助詞で、これまでの研究者と同

じく 「にて」から生じ、格助詞「に」に接続助詞「て」がついたものと述べている。しか

し、この「にて」という形は奈良時代には見られるが、それほど多くは用いられず、それ

より「にして」の方が多く用いられていたことから、「にして」から変化して、「で」がで

てきたものではないかとも推測している。

表 7 橋本『助調助動詞の研究~ (1969) における意味用法の分類

①「動作作用のおこなはれる場所、又は時をあらはす」

②「或動作をする手段、材料を示す」

④ 「動作の行はれる原因理由等を示す」

2.8 鈴木『日本語文法・形態論JI (1972) における「で」の意味用法の分類

鈴木(1972)は「形態論では、材料としての名詞の格の形と意味、役割が統一的にあっか

われるのである。名詞のそれぞれの格は、多義的であって、形態論では、その多義的な意

味の構造を、基本的な意味と派生的な意味の構造として、あきらかにするのである」とし

て、「で」の意味用法を次の 5つに分類している。

まず、第 1の用法には「道具」として、その用例に次の 2例を挙げている。

(k160) iおばあさんはすずめの したを はさみで きりました」

(k161) iぼくは、麦わらぼうしで ちょうちょうを つかまえました」

第 2の用法には、「材料」として、その用例に次の 2例を挙げている。

(k162) iおかあさんが毛糸で手 ぶ く ろ を あんで くれた」

(k163) i村の わ か 者 た ち はまるたでまつりのやぐらを くみたてている」
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第 3の用法には、「ょうす」として、その用例に次の 2例を挙げている。

(k164) i太郎はおお声で三太を よびました」

(k165) iぼくたちは海岸を はだしで あるきました」

第 4の用法には、「うごきや状態が成り立つ場所」として、その用例に次の 2例を挙げてい

る。

(k166) iきょうは 雨ふりなので、 体育館で ドッチボールを しました」

(k167) iひろい くさ原で こおろぎがないていました」

第 5の用法には、「原因」として、その用例に次の 2例を挙げている D

(k168) iおお水でぼくの家はながされて しまいました」

(k169) i太郎くんのおかあさんは病気でねています」

鈴木は「で」について「で格は、むすびのくっつき「だ」のなかどめ形「で」とともに、

古代語のに格から分化したにて格の変化したもの」であると述べている。また、先の用法

の「道具」と「うごきや状態がなりたつ場所」とが基本的な意味とし「材料Ji原因」は「道

具」から派生したもので、「ょうす」は「道具」とも関係があるが、「むすびのくっつきの

なかどめとも関係があるとおもわれる」と述べている D
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表 8 鈴木『日本語文法・形態論J(1972) における意味用法の分類

①「道具」

②「材料」

③「ょうす」

④「うごきや状態が成り立つ場所」

⑤ 「原因JJ 

2.9 湯沢 (1977)r口語法精説』における「でJの意味用法の分類

用法の分類を行っているが、また、それとは異なる分類を『口語法精説~ (1977)で、行っ

ている口

湯沢(1977) では、 iWで』には「連用修飾をつくる」ものと、「主語を作る」ものとの 2

種類の用い方あるとしている口さらに、前者の「連用修飾をつくる」ものを意味の上から

大きく 3種類に分けている。その第 1の用法には、「動作の行われる場所、所要の時間を示

すもの」と述べ、次の 3例を挙げている。

(k170) iどこかでゆっくり言苦しましょう」

(k171) iあの仕事は十日で仕上げました」

(k172) i旅行中は一里を四十分で、歩いた」

第 2の用法には、「動作の手段・材料を表すもの」と述べ、その 4例を次のように挙げ

ている口

(k173) i菓子は小麦粉で、作ったのが多い」

(k174) i実力で、勝つように努力しなければならない」

(k175) i肉や魚などで御馳走した」

(k176) iわれわれはパンだけでは生きられない」

また、「動作の手段・材料を表すもの」の「で」は、「動作を成立させる人を表すに用いら

れる。(iしてJ) と同じ意味である」と述べ、次の 4例を挙げている。
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(k177) rわたしたちは親子 3入で放送を聞きました」

(k178) r秋元君は兄弟二三音楽会に出かけたJ

(k179) rあれは村の青年たちが四五人で揺った池だそうです」

(k180) r坊やは一人でどこかへ行った」

第 3の用法には、「動作・状慈の原因・理由を示すもの」と述べ、次の 3摂jを挙げているむ

(k181) r友達の行為で成功したJ

(k182) r今日は何やかやでとりこんでいるJ

(k183) r提案は多数の賛成で成立し

以上が、「連用修飾をつくるj ものの?で」の分類である。 飽方、「主語を作るJ用法に

、次の 3併を挙げている号

(k184) r学校ではそんなことを教えないはずだJ

(k185) r政府でもとくにこれ金重要視しておりますJ

(k186) rうちでは?時前に出かけます」

この「主語を作るJ用法では、 f集合体Jに付いて、助詞「はJrもJをイ半うのが普通で

あるj としている o rもとは?に於いて』の意味で連用修飾語を作る語であるが、転じて

の主捧を表すに用いるようになったのであるJと湯沢は述べている

以上、湯沢 (1977)では、「で、j の用法を、まず、「連用修簡をつくるJものと、?

を作るJものに分け、前者には、「動作の行われる場所、所要の時間を示すもの人 f動作の

手段・材料を表すものj、さらに、この中iこ「動作を成立させる人を表すのに用いられる c

d して~)と同じ意味である j を含めている母そして、最後に「動作・状態の原因・理由

を示すものj と大きく 3つに分類している。それに「主語を作るj 用法が加わ号、格勢調

「でj の用法試大きく計 4つに分類している。
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表 9 湯沢 (1977)W口語法精説』における「でJの意味用法の分類のまとめ

連用修飾をつくる ①動作の行われる場所、所要の時間を示すもの

②動作の手段・材料を表すもの

(動作を成立させる人を表すのに用いられる口 uし

てJ)と同じ意味である)

③「動作・状態の原因・理由を示すもの」

主語を作る ④ uはJIも」を伴し、)主語をつくるもの

湯沢は、「で」の意味用法の分類において、まず、「連用修飾を作る」ものと「主語を作

る」ものとの二つに大きく分類している点が、従来の先行研究の分類と異なるところであ

る口先の湯沢が「日本語表現文典』で、行っていた「で」の意味用法の分類の、「動作成立の

成員、または成員の数を表す」は、湯沢(1977) では、「動作を成立させる人を表すに用い

られる」として、「動作の手段・材料を表すもの」の中に含められている口確かに、用例、

「わたしたちは親子 3人三放送を聞きました」、「秋元君は兄弟で音楽会に出かけた」、「あ

れは村の青年たちが四五人で掘った池だそうです」、「坊やは一人でどこかへ行った」の下

線部「で」は述部の動作や行為を行う手段や方法を示す人であるという考えは理解できる口

その一方で、、湯沢(1977) の「主語をつくる」ものという用法には納得できないものが

ある口例えば、「うちでは、子供が 10時に寝る」の用例において、下線部の「で」は、主

語ではなく、主題である口主語は、「述語と呼応するも」であり、この用例からは、主語は

「子供」であり、それを示すものは格助詞「が」となるからだ。また、同じく、この「主

語を作るもの」の「で」の用法には通常、「ではJIでも」のように、「は」や「も」を伴う

と湯沢はいうが、湯沢の挙げている用例から見てこれは、係助詞「は」や「も」の働きが

全面に出ているにすぎなく、「で」の用法に焦点が当たっていない。したがって、「は」や

「も」が伴わない次のような用例で、「で」の意味用法の本質を考える必要がまずあるので

はないだろうか。

(k187) I学校側で決めた規則」

(k188) I政府で重要視している問題」

(k189) Iうちで引き受けます」
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2. 10 鈴木・ 4* r研究資料宮本語文法第 7巻J(1985' における fでj の意味用法の

分類

鈴木・林(1985) では、格助誤?でJ に接続し、連用諺飾語を作るものとし、そ

の を大きく 4つに している。まず、第 1の用法には、 f場所・ を示す・・・ニ

オイデj と述べ、次の 2例を挙げているむ

(k190) r大波羅ではこの謙申せ給へj

(k191) rおりふし五月雨のころで、水優って侠j

2の用法として -材料・ など

の 3例を挙げている。

(k192) i長刀で向ふかたき五人なぎふせJ

(k193) r諮分良い紙で、張っておじゃるJ

(k194) rこの寺(口三井寺)ばかりではかなふまじJ

ッテ。」と述べ、次

3の用法には、「原国・理由・動機などを示す0. ・・ニ 5ヨッテc ・・・デアルカラ oJと

述べ、次の 2偶者挙ヴている 9

(k195) rその御心でこそ、かかる御自にも逢はせ給へj

(k196) r身が所の喜例-r:、高盛にはりだこをするが」

4の用法には、 f資格・身分 ートシテパと述べ次の 1fJiJを挙げている。

(k197) r此れは母で伝たはよいが、妻で伝たらば妬いて伝たてあちうぞJ

第 5の用法には、「状態・ を示すむ. .・ヂ。Jと述べ、次の 1例を挙げている。

(k198) r東の蹄は小松殿大勢で固められて侯J
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また、これに加え、「現代語では、動作を行う

挙げている c

も用いられる j 述べ、次の 2伊j

(主199) 1当 を負いかねますJ

(k200) 1私たちで相談して決めましたj

また、鈴木・林i土、このような主体の用法では、?これらの fでJが受ける体言辻ふつ

う被数を あるJとも述べている。さらに、「にJは単に場所や時間を るのに

対して、?で」は場所や時間を限定的に表現する場合に用いられるj と言う 9

以上，鈴木・林 (1985)で辻、格助詞?でj の意味用法をさ)1場所・時間をポす」、②「

段・材料・範囲yなどを示すJ、③「原jig.理由・動機などを示す」、(1)1資格・身分

@I状態・事4権 の 5つに分類している母また、それに加えて、⑥「動作 う主

体」も付け加えているs

表 10 鈴木・棒 (1985)W研究資料日本語文法J(第 7巻)の意味用法の分類的まとめ

①場所・時開示す デ・ニオイテ

② 手段・材料・ などを示す オモッ

出・動機な を示す ニヨッテ・ アノレカラ

@ 資格・身分を示す ト

⑤ 状態・事曹を ア

⑥動f宇 う主体

鈴木・林(1985) 4の用法に挙げている第 2の用例にある「手段.・材料・範到など

を の Jは従来の先行研究に辻見られない用法名である s 鈴木・林(1985) の

用開が少なく、あくまでも推測になるが、 国語研究所 (1951)での第 5の ある

@I期限・限度・基準Jの「期強j や「限度j あたりに るようにも考えられる。

た、「資格・身分を は現代の用法としては、あまり見られないが、従来の

窃究からは、国立摺語研究所 (1951)の⑥「動作・作用の行われる擦の状態・態度・立場j

の用法の「立場j に匹敵するものである。用部 (208)から、「伝える が「母という方
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法」とも考えられるが、この言い換えが「トシテ」と考えると、やはり、国立国語研究所

( 1951や、)鈴木・林(1985) のように別枠を設けて分類する方が賢明であるようにも思

われる D

(k201) I此れは母で伝たはよいが、妻で伝たらば妬いて伝たであらうぞ」

鈴木・林(1985) では、「に」との違いのところで、「で」は「場所や時間などを限定的

に表現するときに用いられる」ものとしていると述べているが、この後の「で」の意味用

法の研究においても、この「限定的」という観念が度々でてくるが、鈴木・林(1985) の

研究から始まったものと言えるであろう D

2.11 森田『基礎日本語辞典J(1989) における「で」意味用法の分類

森田(1989) では、「で」の意味用法について次のように述べている D

「にて」に由来する語であり、「にて」は“において"数量、時間、行

為や作用の時、場所、人や事物などにおいて、“それ以上ではない、そ

れを対象範囲の限度とする"意を表す。“そのベース内において"、つま

り“限界点"である。限界の範囲によって「で」の意味が分かれる。

森田は、この、「で」の意味用法を、「数量範囲をどれだけと限定する『で、~J 、「時点を

いっと限定する『で、~J 、 I~場所』をどこと限定する『で;~J 、「人間を限定する『で』、「事物

を何と限定する『で、JJJと大きく 5つに分類している。以下にこれらの分類順に見ていくこ

とにする。

①「数量範囲をどれだけと限定する『でJJ

「時間・期間の長さを限定する『でJJ

「数量範囲をどれだけと限定する『で"JJJの用法はさらに大きく二つに分けられている D

一つは、「時間・期間の長さを限定する『で、JJJで、一つは「数や量を限定する場合」であ

るc 前者の「時間・期間の長さを限定する『で、JJJにおいての「で」の意味用法は「継続的
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作の時期的限度を表すJ とし、また、この用法の場合「で」の後に立つ動間は瞬間動作

と可能動詞の 2種類があると言う。この瞬間動作動詞の場合、?でJの意味用法は「継

続する行為や作用の終了・完アを表す」と述べ、次の用併を挙げている告

(k202) rあと 1年で・・・終わる/死 げる/切り上げる る/滞る j

この用例における f

以上は超えない"その

と説明している。ま

は、「“継続する事態がどんなに続いても 1年という隈変でそれ

で継続事態を打ち切る行為や作用が瞬間動詞として設に続くパ

、「この種の文型に と継続動誌でも瞬間動担性にJに変わってし

まうと次の例を挙 し、る。

(k203) rコ -泳ぐ/歩く

この場合、「終了時点の瞬間動作を表すことになる」また、「どんなに長引し、ても限界点

えて、それ以上iこ進んでし恰￥ないという意識であるj という s

次に可能動誤が「で」の議ろに立つ場合で、あるが、この場合、「継続動作の時間的基準

を表し、“どんなに時間がかかっても、その時間範囲の限界内で可能だ、円という意!として

いる岱したがって、以下の用例「三十分話す」は「行為や作用の成立を前提としてその継

の範盟(長さ)を問題j とし、「はじめに継続行為があり、あとからその長さ

分だJと規定(または事後調定)する意識Jであるとし寸。しかし、龍方、「三十分話で話

は、「“路おえる円という瞬間動作として捉えるむしたがって、行為継続の臨界

る意識であるj とその意味の違いについて説明しているむつまり、「時間の長さをまず三十

分と接定し、その時間ちょうどで行為を完了させる j との意識がそこにはあると述べてい

るs

(k204) 

(k205) 

(k206) r約一時間でガ…デンハウスに琵着j

(k207) r大阪なら三時間でいくよ j
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② f数や最を限定する場合j

「数量範躍をどれだけと隈症する『でjJJのニつ自の「でJの用法は、 f数や最を限定する

で、この「数量範囲をどれだけと限定する fで'jJJの用法試さらに、二つに分けられ

ている。第 1の用法は「所要の

を挙げている。

必要量の限界合表すj と述べ、その用例に次の 4伊i

(k208) iあと -やめる/終わる/打ち切る j

(k209) i宮本を 5百円で・・・買う/売る/求める/譲るJ

(k210) i卵十髄で…できる/作れる/作る

(k211) i給油一回で大阪まで・・・行ける/行く/走るJ

2の用法に f対人関係を

と限定する言い方であるJ と

として成り立つ動作動詞が立つ場合で、

、その用併に次の例を挙げている。

(k212) i三人で相談しましょう j

(k213) i二人ででかけるj

(k214) iこの程度の最なら五人で持ち上がられ

人数を荷人

この場合、 に要する人数(または、その行為に携わる人数〉を何人と怒る雪し

ゆえ、必ずしも接数人数の共胃 とはかぎらなしリとその用例に次の 3伊jを

(k215) i坊やは一人でどこかへ行った」

(k216) i私一人で行けますj

(k217) i軽し1から一人で持てる」

いる c

また、「で」と九日の違いについても次の用開を挙げ述べている D 用例では?で」を用い

れば、「配分にあずかる人数を問題としj つまり、「数の摂定Jを表し、 fにj を用いれば、

「賦与行為者の対象を問題とするJつまり、「対象の帰者点Jを表しているというむ

(k218) 金を しめるJ
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(k219) r金を (で/ げるJ

また、文脈によっては原因・由来ド・・によって」

の用例に次の 1例を挙げているー

(k220) rうわさは女 3人で得られる」

味に発展することもあると、そ

この用例の「女 3人でJは「女 3入によって」という限定の発想であると述べている 9

以上が森昌が述べるところの「数量範臨をどれだけと諜定する fでj]Jにおける用法

る号
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図 1 森田の「数量範囲をどれだけと限定する『で~J における用法のまとめ
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しょう J

③ 時点をいっと限定する「でJ

森田は時点をいっと限定する「で」について次のように述べている。

時刻・期日を限定する場合である。それも「で」を用いると、

その時刻・期日は終了点となる。つまり、その行為や作用・現象

が継続していたものであることを以外に認めての表現なのである (p.758) 
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また、「継続してきた(と判断した)行為・作用の完了終止する時点 という点では「にj

の用法と るj として、以下の 3例を挙げている。

(k221) i余震は三時十分でやんだj

(k222) i定期試験は今日立終わった」

(k223) iニ学期がはじまるので来潤で帰りま

しかし、 fでj と「にJでは「表現意識が異なるJと述べ、?で、Jは fそれまで継続してい

た行為・作用が、もうそれ以上は継続せず、その時点を販界として止まるという終了点J

の意味を存することから、次の 3例では「でJは使えないという。

(k224) があった」

(k225) i日曜日i三千子く j

(k226) i十時に拾まる」

つまり、 f継続を としない事や生超j である用例九時に地震があった」や「日曜日に

くJや、 i10時に始まる j のような「開始点」には「でJを用いることができないとい

うことだ訂

」

た

だ

れ
ん

ま

死

生
で
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一
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キ
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また、以下のような用例では fでj と九日 いが異なるのは、前者は、

んだJのように「でJ いると、「とにかく何とか続いた生命活動も五時でついに止まっ

しまったという号継続状態が終了して他の状態へ切り替わるとしサ意識が働く j という

のが森田の解釈である。

次の用例もよの用例と同じく、「五時に関f百ですJと「にJを用いると、「単なるシャツ

タ…を下ろす時刻問題とし(それゆえ関活は瞬間動作人」一方、 fでj を用いると「今まで

続いていた営業状態を五時を限度として関沼状態を切り替えるという刻販を考恵する申〈そ
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れゆえ「開J6Jは継続動作)Jと fでJと日こj 、を説明している G

(k229) 1五時で関

(k230) 

次のような、?で」で示されている時間以後に行われる行為であっても、し手の苦い

いことは、「で、」以前の継続行為の打ち切りである j とする。「十時で寝るJや「十時で

帰るJの双方の用部とも、話し手辻、「棋たり・帰ったり」する時刻を述べるのに眼目があ

るのではなく、その前の動作、例えば勉強や仕事などを十時という刻限で打ち切り、「寝る j

11号る」などの「起の行為へ以降するという転換意識j であるということに眼目あると

いうのが森田 えである 9

(k23l) 1十時で寝る」

(k232) 1十時で帰る」

以上が森田が述べる「 をいっと限定するJ1で」

@ 場所をどこと限定する fでj

法である。

「場所をどこと限定する『で~J では、「場所を表す名詞に付いて動作の行われる地点・地

域を表す。Jまた、「これも、“他にもいろいろ場所はまちるが、それらあちこちにまたがらず、

該当地点・地域はここ"と場部的範聞を限定するj と述べ、次の用例を挙げている。

(k233) 1日本で、は毎年台患がやって来て大きな被害を

(k234) 1この場所で待つてなさいJ

(k235) 1ここで発見したJ

た、用例「二つの患が南方海上でぶつかりあって出来る不連続隷ム 1)11幅の広いとこ

ろでのんびり流れているん「日本では毎年一回大きな台風がやって来て痛めつけられるJ

のように??で』によって生ずる行為・体用・現象は自然現象もあるが、多くは「プラット

ーム き込むそばの味はまた格JjIJだ」のように な人間行為であるJと述べてい
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る。(筆者下線加筆)

(k236) 1二つの風が南方海上で、ぶつかりあって出来る不連続線」

(k237) 1)11幅の広いところでのんびり流れている」

(k238) 1日本では毎年一回大きな台風がやって来て痛めつけられる」

(k239) 1プラットホームでかき込むそばの味はまた格別だ」

以下の用例は「で」と「に」の両方とも言えるが、森田は IWに』は移動の帰着点、目

的行為の目的地点を表す」ため、「車の中に落とす」は「車外から車中へ向けてのみの行為」

であると述べている。一方、「車の中で」の「で」は「場面内でのその行為を行うことであ

るからJ1車中での行為」であると説明している。

(k240) 1車の中(で/に落とす)

(k241) 1京都で/に電報を「打つ」

(k242) 1軽井沢(で/に)別荘建てる」

また、『で』に導かれる動詞はふつう動作動詞であり、『ある』のような状態動詞も、存在

ではなく動作・行為となってしまう」と次の 2例を挙げている。

(k243) 1外で宴会があっても決して外泊するようなことはなかった」

(k244) 1土地へ移譲な執着が生まれるのだ。ヨーロッパで、それがめだ、って存在するの

は土地生産性が高い国だけである」

さらに、「場所の「で」にも、時刻の「で」と同じく、ある継続した状態の終了地点を表す

用法である」と述べ次の 3例を挙げている。

(k245) 1新宿で見える富士山も東京では見えない」

(k246) 1もう日は射さなし、から、次の駅で日よけを上げてもいい」

(k247) 1この電車は次の駅で運転を打ち切る」
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場所の「でJは「先行語によっては他の意味を害びることがあるj として次のような 5伊j

挙げている口

(k248) i試験は大学で行う」

(k249) i砂糖で遊ぶ」

(k250) iこたつでやけどしたJ

(k251) iミキサーで車を作るJ

(k252) i杭で作る j

「試験は大学で行引の「大学」は「試験場Jとも「主f護者」とも取れ、これは「動作

や行事を主催する組織や団体が問時に場所在示す語である時にこのような意味のこ義性が

おこるj という o i場所」とも「手段j ともとれ者が、?砂棒で遊ぶJ" iこたつでやけどし

j、「ミキサーで車を作る」、また、 f杭で作る」は f場所Jとも「材料Jとも取れるもの

であると述べている c

以上が森田が るところの「場所をどこと限定する?でんの用法である。

@ 人間を限定する fでj

?人間を設定する?で』は、「接数主体の場合は、彼等同士で共同作業を成立させるJ

また、「仕接けるもの( と、しかけられる者(サレ手)との関係、を持たなしリとして

この点が、格助詞?にJや?とJと異なる点であると述べている a 次の拐j文は文型上の

徴として「だれは/だれがJをとらないところに特徴があると述べた上で、彼等Jが等し

く行為者で、共同行為の仲間としての主体となる。そのため、『でJの主体ほまず複数人物

であるj と述べている。

(k253) i彼等で遊ぶj

(k254) i彼等で旅行のことを?相談するJ

(k255) i夫婦で決めるJ

しかし、午自分Jのような数概念を結えた反接的な語はこの摂りではなしリと次の 1椀
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挙げている。

(k256) I切符はめいめい自分でかうこと」

森田はそもそも「で」とは、「対象や主体の範囲の限定である」という考えから、「“他のも

のまで広げない。彼等だけで"“自分で"その行為に当たり解決するのである」と述べ、「そ

れゆえ「でJJで受ける動作動詞は意志的なものに限る。」と述べ、次の 2例挙げている D

(k257) I二人で生まれる」

(k258) I二人で死ぬ」

「二人で死ぬ」は心中ととれ、この場合、「死ぬ」ことは意志的行為で、「生まれる」こと

は意志的行為を超えているため、「二人で死のう」といえても、「二人で生まれよう」と言

えないとしている。また、先にも述べたように、「で」の行為、つまり、「死ぬ」行為が意

志的であるため、「複数人数の相手は、“共同行為者の仲間"“ぐる"となる」とも述べてい

るD

さらに、 I~で』が特定の人物(単数)を受けて状態性の表現をなすことがある」と述べ、

次の 3例を挙げている D

(k259) I子供でし'1).;'1から手伝ってくれ」

(k260) Iお前でできる簡単な仕事だ」

(k261) I私でわかることなら何でもお話しましょう」

森田はこれらの用例の「で」は I~でも』の意を表し、可能を表す形容詞や状態動詞が後

に続く」という D また、これら「で」は「能力的に認め得る最低範囲の限界点を『だれ』

と指定する『で』の発想に由来する」ものと述べている。用例について、「“その指定した

人物以下はだめ、最低線のその人間だ"という範囲のワクの設定である」という。

以上が森山が述べるところの「人間を限定する『で~J の用法である c
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⑥ 事物を何と限定する fでJ

事物を何と限定する「で」とは、「ある物を使用しである行為や状態を成立させる意識の

語」であるという。また「使用意識が強くて『から』のような起点意識はなしリとすると

述べ、その用例に次の 3例を挙げている。

(k262) ["紙で人形をこしらえる」

(k263) ["竹で籍を編む」

(k264) ["ソパはソバ粉で、作る」

これらの「紙J["竹J["そば粉」は材料として使用する意識で、次の格助詞「から」が伴う

用例での ["W紙』、『砂糖黍』のように原料として製品を生み出す意識はない」と述べている口

(k265) ["パルプは紙からこしらえる」

(k266) ["砂糖は砂糖黍から造る」

["Wで』は手作業的で、『から』は工業生産的であるものの、材料と原料との差、加工と製

造による差による違い」であると森田はいう。

また、「使用する材料を何と指定するだけで、変化の過程意識は存在しないのである」

と述べ、 ["Wから』は製品の起点を問題にする語だから、変化の原点にまでさかのぼる意識

があるが、『で』は範囲の限定でしかなしリと述べ、「使用する材料を何と指定するだけで、

変化の過程意識は存在しなしリのが「で」であり、そのため「“使用"“利用"意識でしか

ない」とする。そこで、これらの意がもっとも顕著に現れている以下の用例挙げ、また、

これらの用例は「原材料とは関係がなし1から、『から』との置き換えはできなしリと「から」

と「で」の置き換えの有無についても触れている口

(k267) ["天ぷら油であげる/支那鍋/箸/石油コンロ・・・であげる」

(k268) ["仕入れた魚をトラックで自分の庖まで運ぶ」

(k269) ["仕入れた魚をトラックで自分の庖まで運ぶ」

(k270) ["自の前で握るのを手でつまんで食べる」

(k271) ["一万円札で払う」
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(k272) r手でこねるJ

(k273) 風呂敷で包むj

(k274) rナイアで切る」

(k275) rスコップで掘るj

(k276) r電車で行く j

(k277) r万年筆で書く」

(k278) r積む木で遊ぶj

(k279) r 

(k280) r 

これらの用倒から、 な動詞」 とし、「自

型になることが多いj と、次の 2Oilを挙げている号

(k281) rジボンで髪を鋳る」

(k282) r肉や魚で客をご馳走するj

も来るが、 r~デ~ヲ 文

また、無意意志的な動認が立てば、「原鴎jになるとも述べ、次の用例を出し比較しているa

(k283) rガスで自殺しJ・・・・・・意志的〈手段)

(k284) rガスで死んだJ• • .・・・意志的・自殺(手段〉

k ......無意忘・告己(原因) (p. 763) 

(k285) rど も車でぎっしりであるj

(k286) rっけで買う(手段・

(k287) r法律で禁じるJ

(k288) rコネで入るJ ( 

(k289) r多数決で決めるJ (手段)

また、「交通事故で入院したj のように、 f諸種の事情でやむを得ずそうする場合、そう

ざるを得ない場合は意志をこえたものとして『原悶Jとなる」と述べている号
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(k290) I交通事故で入院した」

(k291) I新婚旅行は新郎の意見で、九州にしたという」

(k292) I (多数決で決まる)J (拠り所)

(k293) I全員一致で可決J)

(k294) I普段の努力で勝ち得た栄誉」

(k295) I実力で、勝つ」

(k296) I雨で中止になるJ (原因)

(k297) I先輩の行為で助かった」

(k298) I風邪で休む」

また、動詞以外にも形容詞や形容動詞も後に立っと「出発の準備で忙しし¥j多忙だ/暇が

ない」のような用例を挙げている。

以上、森田における「で」の包括的意味用法は、数量、時間、行為や作用の時、場所、人

や事物などにおいて「それ以外・それ以上でもない、それを対象範囲の限度」、つまり、「対

象や主体の範囲の限定する」ものである。従って、「で」の意味用法の分類は①「数量範囲

をどれだけと限定する」、②「時点をいっと限定する」、③「場所をどこと限定する」④「人

聞を限定する」⑤「事物を何と限定する」と「限定」する対象は何かで大きく 5つに分け

られていた。さらに、①「数量範囲をどれだけと限定する」では、「数量範囲の限定」と「数

や量の限定」、②「時点をいっと限定する」では「時刻や期日を限定する」、③「場所をど

こと限定する」では、「動作の行われる地点・地域を表す」と「場面的範囲を限定」、④「人

間を限定する」では、「複数主体では、共同作業を成立させる JI特定の人物(単数)を受

けて状態性の表現JI充分・結構」、⑤「事物をなんと限定する」では、「材料JI手段・方

法J I原因」などと下位カテゴリーが設けられ全体として細かく 10種に分類されている。

141 



図 2 森田 f基礎日本語辞典J(1989) における fでj の意味用法の分類のまとめ
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枠動詞 動鵠 を前提と き?と行 関を限定 を成立) な動翻 な重量調

i して成ち 為・作用 よ ↓ 

立つ動砕 がもうそ 状態伎の 材 手段 原悶

接続す その 動詞が立 れ誌上は 表現議?な 料 方諒

一一一一…

る行持 時期 つ場合 盤統せ す やむを

目"……一一一一

や作用 内の ず、その 得ずそ

ヤー一一 ト一一一 一
の修 隈界 所要数量 時点を穣 うる場

了・完 内で 必襲最の 界として 合、そう

了を表 可輩 限度動作 止まると ぜざる

す だと の人数を いう終了 を得な

いう 何人と限 点 い場合

意 定する →原因
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森田は、?で」の 法を、「数量、時間、行為や作用の時、場所、 な

どにおいて、“それ以上ではない、それを対象範囲の摂度とする"意ムつまり「主棒や対

限定するj用法であると述べている D そのため、「数量、時期、行為や作用の時、場所、

の摂定」と、「隈定する j対象事Hこ「でJの意味用法を分類している号この点にお

いて辻、先に鈴木・林 (1985) が、 i~むとの違いを述べるに当たり、?でJ は「場所や時

どを限定的に表現するときに黒いられるJとし、「で」の意味悪法における「摂定Jの

役目安提示しているが、包語的に「でJの意味用法を「限定j としたのは森田が最初であ

ると書えるa

また、森田は?でj の意味用法の分類において、②「人間を眼定するj では、「援数主

体Jか「単数主捧化Jにより、「彼等同士で共間待業を成立させる j か「状態性の表現をな

すJかに分類している企また、「①数量範閤をどれだけと限定」の用法においては、「瞬顎

動語j か「可能動語j によって、「慈続する行為や作用の終了・完了を殺すJ用法、か f

の時間内の鼓界内で可能だという意Jの用法かに分類し、また、「⑤事物をなんと摂定」の

用法においては、動詞が「意思、的Jか「無意思的Jで「手段・方法Jか「京国・理出Jか

に分類している c このように、主体の単複や、「でj の後に立つ動読の機能(種類)に審問

して、「で」の意味用法の分類行っている点は、従来の先行研究には全く見られなかった

で、新たな読点からの?でj の意味用法の分類で、あるむしかし、「数量J、「時期J、「行為や

作用の時J、「場所」、 f人や事物Jと「摂定するJ対象で大きく 5つに合類された

ゴリーの分類では、先に述べたように「動詞の機能Ji主体の単護j等、様々な角震から分

が行われているため、非堂に複雑であるc

2. 12 間淵 (2∞0) における fでj の意味用法の分類

淵 (2000) は、富町時代から現在に至るまでの格助詞?でJにおける通時的研究を行

うに当た号、「で」の舟法を大きく 6つに分類している Q また、「これらの意味役割のカテ

ゴヲーが、共時的iこ見ても判然と分かれうるものではなく、その罵辺部では相互に重なり

あって存在j するという山梨 (19931995)、仁田 (19931995)が述べるところの、格の「ゆ

らぎj の現象を認める立場から、間淵の S つの分類に~てはまらない用開に関してはその

他としている。

淵は第 1の用法には、「動訴の示す動作・行為の行われる場所、出来事が起こった

所を表す号具体的空間、捨象的空間、場面などを合むJと述べ、その用例として、次の 2
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棋会挙げている号

(k299) 張華カ慮デ答蕗ト ト初テ曾合シタソ『蒙求抄~ (-56オ)J 

(k300) iみらいでおめにか〉りましょと口の内 とりごと、 f其途の飛脚j](782)J 

第 2の用法には、「期間、 の限定・ を表す」と述べ、次の 2例を挙げている。

(k30l) iけふで五十日ほどなるが、 Y浮世床j](305)J 

(k302) i立五三いちばん会科、ところだo Uダス・ゲマイネj] (847)J 

3の用法には「動詫の示す動作・行為iこ用いられる道具・手段・

などを表す円Jと述べ、次の 2例を挙げている

-材料・

(k303) i ((猿引》こがおのますで、よねをはかる『虎明本狂言葉~ (うつぼざる・ 260)J

iまうずし

(k304) i都て儒学は漢音、国学は皐主主よむが、又、仏氏方なども盟主ヱよむ号

(270) J 

4の用法には、 示す動作・状慈の原因・理由・摂拠・動機などを表す。」と

その用伊!として、次の 2例を挙げている。

(k305) i昨日の大雨で荷の水が '0 U雑兵物語j](下 35ウ)J 

(k306) i '"'-'五位は、旅の疲れで、ぐっすり、熟睡してしまったo U芋弼j](357)J 

5の用法iこは、 の示す動作を行う動作主体の様態、行為を受ける対象の議態、作用・

出来事それ自捧の状態などを表す」様態と述べ、その用例として、次の 2併を挙げている邑

(k307) iこのる姿で、今までを命毒伸びさせられたことこそ不思議でござれと、申したれ

ば『天草版平家物語j] (-87) 

(k308) i '"'-'、私はそれ におさ 、緊張した、多少人工的
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活していました。『湧った頭Jl(266)J 

8の用法には、 の示す動作・ を行う人物・組織などを表すJ動作主と述べその

用例として次の 2例を挙庁ている c

(k309) r '"'"'、其の湯やがiまんとうにして、右の趣を奉公所へ願書にしてだしたら、室会

庄三いうには、'"'"'~夢酔独雷Jl (385) 

むFこ L、
(k31 0) rこう云えば 逢った雷があるなら、向こうで云い出すだろうと患ってからであ

る r手rtJJl (72)J 

以上、間淵における「でJの意掠用法の分類は(Dr動詞の示す動作・

所、出来事が怒った場所を表すc 具体的空間、抽象的空間、場関など

の行われる場

、②「期間、

.手段・原料・材の限定・基準

料・構成要素など

す入金「動認の示す動仲

それ自体の状態などを

ち分類であったむ

③「動詞の示す動作・ に用いられる

f動詞の示す動仲・状態の環器・理由・様挺・動機などを

う動待主体の様態、行為を受ける対象の様態、作用・

、@r動詞の示す動作・行為を行う人物・組織など争袈寸|の
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表 11 開淵 (2∞0) における fでj の意味用法の分類のまとめ

の示す動作・行為の行われる場所(具体的空間)

(抽象的空間、場面)出

②期間 範弼の限定・基準

φ動認の示す動作・行為 -手段・原料・材料・構成要素

④動訴の示す動作・状態の原因・理恵・根拠・動機

⑤動詞の三日す動作を行う動作主体の様態、

を受ける対象の援態、作用

出 れ自体の状態

⑤動詞の示す動作・行為を行う人物・組織など

2. 13 二宮 (2000) における fでj の意味用法の分類

一宮 (2000) では、初級教科書におiする格助諮「でj の意味機能別に見た出現頻度の措

の有無を謹査するため、北)11、鎌田、井口 (1998) を基準にしてく格助詞 fで」の

味用法の分類と整理を行っている。分類結果から、馬瀦 (20∞)が指ポする棒の「ゆらぎj

「需義性Jとし、ちなみに用otlから判断しにくいと再義性が考えられるものに

と?動作手J、?場所j と「道具Li場面Jと「時の隈定J、「場面Jと「原因・理自j、「原

因・理出j と?方法・手段j、「状態j と?方法・手段j のちつを示唆し、その中の「場所・

場面j に関する「両義性Jについて検討している告

このこ宮 (2000) における「でj の分類は S分類で、第 1~こ?道具・手段 e 嬢体・方法・

材料などa 判断基準を示すj と述べ、次の 8つの用例を挙げている c

(k311) rドライバーで、修理する」

(k312) r新幹線立行く」

な313) i新開でその映画をほめていた」

(k314) i閉じ方法で、作っているJ

(k315) iボーナスを休みでもらう J

な316) i若い女の人でいっぱいになるJ
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(k317) 1おおぜいの人で、にぎやかj

(k318) 1スミスさんの話では、今アメリカでこの揖が流行しているそうです」

第 2の用法には、「原国・理由j と述べ。その用例として次の S例を挙げている

(k319) r病気で死ぬ」

(k320) 1--で有名j

(k321) 1論文でいそがしいJ

(k322) 1 の準備でとても疲れるJ

(k323) 1明日は土曜日 銀行はお休みだ」

(k324) r進蕗のことで相談がある」

(k325) 

(k326) 1 

日本に来たJ

しました」

第 3の用法には、 f状態」と述べ、その用例として次の 6例を挙げている窃

(k327) 1ジュースを 1ヲットノレ缶 るj

(k328) r生で食べられるJ

(k329) r遺体で発見さ

(k330) 1中火で 5分ぐらしリ

(k331) 11対 0 けた」

(k332) r大き で話してくださしV

第 4の用法には、 の隈定Jと述べ、その用例として次の吉例を挙iずている。

(k333) 1みんなで歌いましょう j

(k334) 1佐藤さんと私とで査すJ

(k335) 1匿で保護するj

(k336) 1あの

(k337) r 

、し1ピ、デオを売っているJ

もうお中元はもたいましたか」
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(k338) 1こちらでお預かりします」

(k339) 1会社では~と，思っている」

(k340) 1一人でできる」

(k341) 1自分でいく」

第 5の用法には、「時数の限定、区切りをつける」と述べ、その用例として次の 9例を挙げ

ている D

(k342) 1今年で二十歳になる」

(k343) 14イ意円で買った」

(k344) 12冊で 3000円だ」

(k345) 1仕事は 5時で終わる」

(k346) 1全部で 400円だ」

(k347) 1三週間で届く」

(k348) 1これで出来上がりです」

(k349) 1じゃ、またあとで来ます」

(k350) 1引越しの後ですぐ使う」

第 6の用法には、「動作の場所・場面を表す(出来事や行事、自然現象を表す場所を表す」

と述べ、その用例に次の 7例を挙げている D

(k351) 1病院で薬をもらう」

(k352) 1授業で書き方の練習をする」

(k353) 1会議で発表する」

(k354) 1野球の試合では、ぜひ、優勝して」

(k355) 1関東地方で地震があった」

(k356) 1玄関で音がした」

(k357) 1南部で少し雨が降る」
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?の用法には、「範呂を限定するj と述べ、その用例として次の 4伊jを挙げているむ

(k358) iここにいる人工、チキストを買っていない入j

(k359) iエベレストは世界で最も高いj

(k360) i 1 、つが 多いかj

(k361) iお茶とローヒーと紅茶では、どれが一番好きですかJ

3の用法には、 -謙遜・充分であるJと述べ、その用例として次の 6例を挙げてい

るc

(k362) iお茶で結構ですJ

(k363) i私三良ければ喜んで、j

(k364) i一自読んだだけでは理解できないJ

(k365) iお礼を うだけで十分ですj

(k366) i私は小さの乏いし 1から象いJ

(k367) iそれでいいですj

第 9の用法には、「慣用表現、その他j と述べ、その用例として次の 2例を挙げている。

(k368) iこれでいいですかJ

(k369) iおかげさまでJ

以中、 (2000) の「でJ 味用法の分類は、① -手段・媒体・方法・材料

「時数の限定、広切ちをなど。半Ij新基準を示すJ、 「原国・理由J、 の限定J、

つけるJ、④「時数の隈定、区切りをつけるん 「動作の場所・場面を表す(出来事や行

事、岳然現象を表す場所を ⑤「範聞を限定するん 「遠!霞・謙遜・充分で、ある」、

号「慣用表現、その他j の 9分類である。
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①
一
②

(2000) の「でj の意味用法の分類のまとめ

.手段・媒体・方法・材料・判断基準

由

@状態 、動作手の設定

④ 時数の限定・区切りをつける

⑤ 動作の場所・場面を表す(出来事や行事、自

③ 範関の設定

⑦ 噴用表現、その強

を表す場所を

二宮 (2000)はこれまで、研究所の中で明確に述べらていなかった

あるJという用法として、以下の 6例を挙げている a

-謙遜・充分で

(k370) rお茶で結講ですj

(k371) r私で良ければ喜ん

(k372) r一回読んだだけヱは理解できないj

(k373) rお礼を言うだけで十分ですJ

(k374) r忍は小さのでいいかち...J 

(k375) rそれでいいです」

しかし、これらの用例の「お茶Jr私J、「それj などに下接する?でj がニ宮述べると

ころの「逮患・謙遜・充分j を表していると泣言えないのではないだろうかむこの場合、

述蔀の f結構ですj、「良ければJ" r十分ですj 九 w 、か~ ••• J 印、いです」が「遠慮・謙遜・

十分Jの意味を表出しているのであって、「でJにはこれらの意味はないと考えられる c

この場合、これら述部の「遠慮・謙遜・十分j というのに値する条件を?でj が表してい

るものと思われる G

また、第舎の用法のト慣用表現、その能Jに辻、はお8) rこれ乏いいですかj という用

伊jが挙げられていたc この「これ三いいですかJは、あるものを提示して相手が問題ない

かどうかを、噂ねるときによく使うプレーズである。これも先の「遠慮・謙遜・十分j で

示したのと閉じく、 fでjで示した条件に対して大丈夫か問題なしづ￥を尋ねているのである号

つまり、 fでj は、九、し三ですかj と相手に関う「条件j を表しているものと思われる。
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2. 14 森山 (2004)における fでj の意味用法の分類

森山 (2004)は、「でJの意味用法を分類するにあたり、?院本語教育辞典ム f日本文法

辞典ム f新明解国語辞典』、『例文問題シリーズム[is本語文法J、「関淵 2000Jの分類をふ

え、「でJの意味用法の分類を再度上位カテゴリーと下{立カテゴリーに分けて分類してい

るc

まず、第 1に「道具j の用法を上位カテゴヲーとして定め、その下位カテゴリ…に「

手段、材料、媒体、構成要素Jを置き、その用伊Hこ次の 3例を挙げている。森山 (2004)

では、用開における格助詞?でJは I[で]J と記載されているが、本軍で辻[ ]を省き

下隷を記載する)

(k376) 1日本人は試しでごはんを食べるJ[道具:道具]J

(k377) r餐日地下鉄工学校へきますJ[ 

(k378) 1この杭は木でできていますJ[道具:材料}

第 2に「原因Jの用法を上位カテゴリーとして定め、その下位カテゴヲーに「原因・理由・

根拠・動機j を置き、その用伊iに次の 5例を挙げているs

(k379) 1痛気で学校を休み :漂密]J

(k380) r彼のアイデア;士、その点三おもしろいと患います。{原国:理由】」

(k381) rテストの結果でクラスを決めようと思います・【東西:根拠]J

(k382) 1日本の文化というチーマで、論文を書きましたo [原因:構成要素]J

3 ~こ f場所」の用法を上位カテゴヲーとして設け、

-動作主j を設けている合この下位カテゴヲーの

とで、この用法の用併に次の 4例を挙げているc

の下位カテゴジーに「場所・場・

は f抽象的場所、場面Jのこ

(k383) 12004年のオリンピックはアテネで開かれる。{場所:場所]J

(k384) 1彼は社会主義の環境で青ちました。{場所:場]J

(k385) r彼はクラスでいちばん背が高いです司{場所:範閤]J

(k386) rその事件は警察でしらべていますoJ [場所:動作主】j
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第 4に「様態」の用法を上位カテゴリーとして設け、その下位カテゴリーに「動作主、対

象の様態・作用・できごとの様態・数量の限定」置き、その用例として次の 4例を挙げて

いる。

(k387) ["夕ごはんは自分で、作って食べます。【様態:動作主の様態】」

(k388) ["夜おそいので、小さな音で音楽を聞きました。【様態:非動作主の様態】」

(k389) ["時速 200キロのスピードで、走っています。【様態:出来事:作用の様態】」

(k390) ["このへやは 30人でいっぱいになります。【様態:数量限定】」

第 5に「時間」の用法を上位カテゴリーとして設け、その下位カテゴリーに「時間・期間・

時限定」置き、その用例に次の 4例を挙げている。

(k391) ["食事の後で勉強します。【時間:時間】

(k392) ["成長の過程でときどき見られる現象です。【時間:期間】

(k393) ["長かった休みも明日で終りです。【時間:時限定】

以上、森山 (2000)では「で」の意味用法の分類を①「道具」②「原因」③「場所J["④ 

様態」⑤「時間」の 5つの上位カテゴリーに分類している。その「道具」の下位カテゴリ

ーに「道具・手段・材料・媒体・構成要素」、「原因」の下位カテゴリーに「原因・理由・

根拠・動機」、「場所」の下位カテゴリーに「場所・場・範囲・動作主」、「様態」の下位カ

テゴリーに「動作主・対象の様態・作用・出来事の様態・数量の様態J["時間」の下位カテ

ゴリーに「時間・期間・時限定」と設けている。
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表 13森山((2004) の fでj の意味用法の分類のまとめ

① 道具 ;道具・手段・材料・媒体・構成要素

原因・理由・根拠・動機

・場・範毘・動作主

④ 援態 動作主・対象の犠醤・作用・出来事の様態・数量の様態・時間の限定

⑤ 

第 4に?様態Jの用法を上位カテゴジーとして設け、その下位カテゴリ…に「動作主、

対象の様態・作用・できごとの様態帯数量の限定」置き、その用伊!として (394) iタごはん

は自分で、作って食べますj を挙げている。この用例の用法立{様態:動作主の様態}とし

ているが、例えば、 fみんなヱタご飯をつくりますJi 1人主タご飯を作りますJと間じよ

うに、この fでJはタご飯を作るやり方を表しているとも考えられる号

2. 15 高橋 (2005) における「でj の意味用法の分類

高橋 (2005) 辻、?でJを次のように 6つに分類している合

ず、第 1の用法に辻、?道具(具体名詩)Jを述べ、その用例として、次の 2例を挙げて

いる。

(k394) iとうふは刃がないほうちょうできるj

(k395) iぼくは土のうえに石で字を書いたJ

之の用法には、「材料や原料や講成要素Jを述べ、その用例として、次の 4例をあがてい

る口

(k396) iひろちゃんがつみきでいえをつくっているj

(k397) iわたしはごくぶとの毛糸でセーターをあんだJ

(k398) i日本酒は、こめでつくるj

(k399) iみず辻駿素と水素でできているJ
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第 3の用法には、「ょうす、すがた」を述べ、その用例として、次の 3例を挙ている。

(k400) Iきみはさかだちで何メートノレあるけるか」

(k401) Iあの日本語学校は新しい方法で教えるそうだ」

(k402) I中学生たちがあかいランニングではしいている」

第 4の用法には、「うごきや状態がなりたつ場所(場所名詞)Jと述べ、その用例として、

次の 2例を挙ている。

(k403) I武田信玄と上杉謙信が川中島でたたかった」

(k404) Iおもてでひとごえがする」

第 5の用法には、「ことがらのはじまりやおわり」と述べ、その用例として、次の 2例を

挙ている。

(k405) 川、ろはがるたは『し、』ではじまり、『京』でおわる」

(k406) Iものみなうたでおわる」

この用法の「で」に関して高橋は、「歴史的にはニ格のほうがふるく、ふるいいいまわしで

よくみえられる」述べ、次の例を挙ている。

(k407) I武道は礼にはじまり、礼におわる」

第 6の用法には、「原因(できごと名詞)Jを述べ、そ用例に次の 2例を挙げている。

(k408) I信号機の故障で列車がとまっている」

(k409) Iきょうはふっかよいであたまがぐるぐるまわる」

以上が高橋の「で」の意味用法の分類である D
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表 14 高構 (2005) における fでj の意味用法の分類

①「道具(具体名

②「材料や原料や構成要素」

③「ょう すがたj

「うごきや状態がなちたつ場所(場所名詔)J 

争「ことがらの じまりやおわり J

。「原菌(できごと名詞)J 

高壌の「でj の意味用法の分類の舎の「ことがらのはじまりやおわり」辻、これまでの

研究者が述べていなかった用法であるが、用例から述蔀の動語が「ことがらのはじまりや

おわり J しているのであって、「でj 自体にはこのような働きはないものと蓄えるので

は主いかc 因みに、用例 (k405)における?でJは、「ことがらのはじまりやおわち Jを表し

ているのではなく、九¥J ~土、川、ろはがるたJ が、始まる場、抽象的場所、 (k406) の「う

た」は、「ものj が終わる抽象的場所を表していると言えるであろう

〈主405) 九、ろはがるたはれぜではじまり、『京Jでおわるj

(k406) iものみなうたでおわるj

以上が先行研究のおける格助詞「でj の意味用法の分類である。

3.研究書、及び論文、その他について格助詞 fでJrの意味用法の意味用法の分類の

まとめ

これまで述べてきた先行研究における格助詞「でJの意味用法の分類をまとめると次の

ようになる。

『口語法Jでは、①「動作の行われる場所を示すものJ、②「動作をす

るときの道具・手段などを示すもの」、③「動作の行われる縁岳を示すもの」、④ í~ してJ

と同じ意味にも用いられるものJ、φ 「指定の意味をあちわすもの・指定して下へ言い績け

るだけの用をするものJの 5分類9

山田孝雄 r自本口語法講義Jでは、①「動詞に対してその作用が行われる場所、時を示

すものふ② に対してその作用の行われる 材料を示すものj、③「動簡に対し
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てその原器・理由を示すもの」、また、 r説明存在調及び之に準ぜられるものに対しては

陳述の賓位を示すものであるJの 4分類。

木枝『高等盟諸文法新講Jで辻、①「動作の有はれる時を来すム②「動作の行はれる

時をポ寸J、@r動作の行はれる方便や材料を示すJ、@r動作の行はれる京国や由縁を示

すJの 4

湯沢『日本語表現文典」では、①「動作の行はれる場所、所要の時を示すJ、@r手段・

材料を京すJ、③「原因を示すj の下位カテゴリーの③「動作成立の成員、または成員の数

を表すj 入れれば 4分類号

罷立国語研究所 f現代助詞・助動詞一用法と実関Jでは、くDr 動作・作用の行われる

的な場所・舞台J、②「動作・作用の行われる抽象的場所ー場崩・事態ム金「動作を

行う主体として組織 e 団体ム④「動符の行われる時期入 @r期限・隈変・基準J、⑥「動

作・作用の行われる擦の状態・態度・立場J、⑦「手段・方法・道具・材料J、②「理由・

楼拠・原因・動機j の 8分類s

f助詞助動認の研究Jでは、①「動作作用のおこなはれる場所、又は時をあら

はすj、@ r成動作をする手段、材料をポすJ、③「動作の行はれる第盟理由等を示すj の

3分類。

[js -形態論』では、① 、②「材料J、③「ょうすJ、④「う

ごきや状態が成り立つ場所J、⑤「原菌j の 5分類c

湯沢幸吉郎 f口語法精説Jでほ、①動作の行われる場所、所要の時聞をポすもの、@動

作の手段・材料を表すもの、③「動作・状慈の原因・理自を示すもの」、④ crはJrもJを

伴い)主語をつくるもの 4分類

鈴木一彦・林臣樹「研究資料医本語文法~ (第 7巻)では、①場所・時間を示す、号

段・材料・範菌などを示す、窃原因・理由・動機などを示す、密資格・身分を恭す、⑤ 状

態・事請を示す、(③?動作を行う主体j の 6分類c

森田良行『基礎吉本語辞典Jでは、①「数量範冨をどれだけと設定(終了・完了・

内・限界内での可能の意・所要数量、必要量の摂度動作の人数の隈定J@ 時点をいっと

限定ム @r場所をどこと設定(場所的範関を限定)J、④「人間を限定〈状態性の表現を成

す川、⑤「事物をなんと限定(材料・手段・方法・原由Jと大きな持組では 6分類号

開淵洋子 (2000) では、Q)r動詞の示す動作・行為の行われるJ、②「期間・範囲の限

を表す」、③「動読の示す動作・行為に用いられる道具・手段・原料・材料・構成
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要素人④「動部の示す動作・状態の涼思・理由・根拠・動機」、 @i動請のなミす動作

う動作主体の様態・「行為を受ける対象の様態、作用、出来事それ自体の状態j、恐「動詞

のポす動作・行為を行う人物組織などを表すJの 6分類c

一宮喜代 (2000) では、①「道具象手段・媒体・方法・材料・事i断基準J、②「原呂・

出J、③「動待手の限定J、告「時数の

表す(出来事や行事、言然現象を表す場所

の龍j の?分類=

-区切りをつけるム⑤「動作の場所・場面を

、@i範闘の限定J、合「噴用表現、そ

森山新 (2004) では、 (道具・手段・材料・媒体・ 、@原閤(原因・

・対象の様態・理由・接拠・動機)、③場所 ・場・範囲・動作主人④様態

作用・出来事の援態・数量の様態・時間の限定)、⑤時間( -期間・時限定)の上位カ

ゴリーだけ見ると 5

高機太郎他 6名 (2005) では、① f道具(具体名詩人②「材料や原料や構成要素人@

「ょうす、すがたん⑨「うごきや状態がなちたつ場所(場所名詩)J 、⑤「ことがらのはじ

まりやおわりム⑤「原器(できごと名詩じの 6分類む

以上が研究謀、及び論文、その龍における格助誤?でj の意味期法である。
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第4節辞書・参考書・研究書、及び論文、その他における rでj の意味期訟の

まとめ

L はじめに

3節で採致した用法から、各辞書、各参考書、各研究書、及び論文で述べられてい

る?で」の用法の名称も分類も様々であることがわかった岱例え段、 ?新明解国語辞典』

では、 (j 18) の?三つ主百円」の「でj は、 「その動作・作用がそのような状態を表すJ

としているが、 f大野泉Jでは、(j140)の「五つエニ00円」の?で」は「期摂・殻度・

表すとしている号また、『新板日本語教育辞典』では、(j168)の は つ 三1000円」

の?でJ~土、 「単位Jを表し、 『日本語文法整理読本Jにおいては、お50) のなっ主千

円だ」の「でJは「合計Jを表すとしている E

た、 『新明解国語辞典(第 7 版)~では、(j 16) の「みんな三やろう j の?で」は、「

の動イ乍・作用が、どうしづ状態において行われるのかを表すj とし、『日本語文法事典Jで

は、(j183)の「みんな-c:歌いましょう」の「でJは「動作・作用の行なわれる場合の状態

を表すJ としている合また、『大字泉~ (第 2版)では、(j141)の「みんな手研究するJの

「でj は、「動作・作用を行われる状態を表すJとしているやこれに対して、 「外国人ため

の日本語例文問題シリーズ 7助語Jで辻、 (s19)の「みんな三歎いましょう Jの「で」は

「動作を行う集団・グ、ノレーブを示すj ものとしている c また、二宮 (2000) では、 (K333)

「みんなで歌いましょう j の「でj は「動作手の摂定j を示すとしている告

このような採取した「でj の広範で多様な用法をまずは、本節で静書、参考書、研究書

ごとに一旦、名称もつけず、大きく按り分け、次章で、用法と用伊jの妥当性を考えながち

新たに深屠格?でJの用法を提示することにするc

2. 辞書における fでj の意味用法

第 5章で採取した辞書における?でj の意味用法をまとめると表 Iのようになる o (付

録参照のこと)表 I は、一番 iまじめに提示した『新明解国語辞典〈第 7 版)~の「でJ の意

味用法の提出JI慎序に従って、一旦大きく A掛から G横の 7つに援り分けてみたo A檎から G

舗に入る意味用法は次の通りであるむ

A欄:rその動作・作用がどんな場所・場面において行われるかを表すん「動作・作用の行

われる場所や場面を表すJ、「その事柄が現れる(行われる)場所や時を示すJr動作 e
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作用が成立する条件としての具体的、あるいは抽象的場所を示す」、「動作・作用が

行われる場所j、「動作・作用の行われる場所を表すJ、「動作・作用の行われる場所・

場面を表すム「場所j

B欄:rその動作・作用の主体を表すj、「動作・様態の主体を表すj、「その事柄に関して取

り立てて注臣を京すJ、「組織・団体名について動作を行う主体を関接的に示すJ、「動

作・作用の主体を示す」、「動作・状態の主体を表すJ、?動作・作用を行う主体となる

組織・団体を表すj、「動作を行う主体である組織や団体を表すJ

C欄:rその動作奪作用が、どんな方法・手段や材料を用いておこなわれているか表すJ、「手

段・道其・材料を表すJ、「その動作・作用・状態が基づく具体的なものを表す

段と認めるものを示す) (材料を認めるもの会示す)J、「手段・材料・道具など、依

頼すべき条件を示す」、「手段・材料・道具など、放頼すべき条件を示すJr動作・作

用の手段・方法・材料を示す人「手段・方法・道具・材料を示すJ、?手段・方法・

・材料j、「道具j、「材料」、「手段・材料を示すJ

2繍:rその動作・作用が、どんな原国・理由により行われているか表すJ，r原因・根拠を

表す」、「それが基づくとかんがえられる事柄を示すJ、「原国・理由など、発生の条

件を示す」、「原因・理由・動機を表す」、「動作・作用の原因・理由を表す」、「原国・

理由・援拠を示すム「原因j、?原国・理由・根拠を表すj

E欄:rその動作 e 作用がどのような状態においておこなわれるのかを表すム「動作を行う

とき様態を表す， r動作をおこなうときの様態を表すj、「述語の表す事柄に伴う(時

に対比する)状態にあるものを示すのに使うそのやり方、・有様である意J、「動作作

用が行われる状況などを示す人「動作作業を行うときの事矯や状況を表すJr状態・

態度・立場を示すj、「様態」、「動仲・作用の行われる場合の状態を表すj

F繍:r動作・作用の行われる期限・期間を 「範囲を表す意Jr基準となる範間・限定D

母集団の設定J、「区切りをつける点(期限・限度)J、r(数値を表す語について)動

作・作用が行われる時期ー期摂・張度・基準などを示すJr時間条件を恭すJr動作・
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G欄

作用の期隈・根度を表すJr動作・作用が行オつれる時を表す・動作が行われる時期

を表すん「動作作用の期隈・限度を表すん「動作・作用の行われる時を表すJ、「期

限・根度・基準を表すj、f期限を表すj、「限界点を表すj、f期限・眼度の範囲を

す」、「範屈を表すj、rrその事柄が現れる(行われる)時を示すJr動作・作用が行

われる時間を示すj、「動作・作用の行われる時を表すJ、「時を表すJr時期Jr単位J

-許容j

以上が表 1 (辞書における?でj に意味用法の分類のまとめ)の A欄から G欄に振り分け

られた「でJの意味用法である q

3. 参考書における fでj の意味用法

先の辞書と同じく、採取した日本語の参考書における「でj の意味用法を、一旦、 Aか

らG繍に大きく 7つに振り分けてみたo (付議表立を参階、のこと)A繍から G欄に入る意味

用法は次の通りである G

A欄:r動作の場所、出来事や行事、自然現象など記こる場所を表すJ、「動作の場所を表す」、

「動作・作用の場所J、「場所J、「動作・出来事の行われる具体的場所J、「動作の行われる

場所を表すj

3欄:r動作の行う集団・グノレープを示すJ、「動作手J

C構:r道具・手段・原料・媒体j、 、「手段・方法・ -材料j、「手段・

具j、「方法(手段)・道具・材料

D欄:r原図・理由を表すJr原因J、「内容j

E欄:r状態を表すJ、「様態J

F調:r数の設定・区切りをつけるJ" r限度・期隈J、「まとまり j、「範囲・期間・期限を

表すん「範囲を限定するん「合計」、「範閤j、「範囲・限度j，. r範囲・期間・期限

160 



を表すJiときを表す」

G構:i遠J意・謙遜・充分で、あるJ

以上が表 II (参考書における「で」に意味用法の分類のまとめ)の A横から G欄に振り

分けた「でj の意味用法であるむ

4. 研究番、及び論文、その他における fでj の意味用法

先に採取した研究書や論文における「でJの意味用法を、先の 日本語の参考書と

間じく一旦、 Aから Gの 7つに大きく振ち分けてみた。 Aから Gの入る用法は以下の通り

である。

A横:i場所の行われる場所を示すJ、 に対してその作用が行われる場所J、「動作の行

われる場所を示すJ、「動作・作用の行われる空間的な場所・舞台Ji動作作用の行われ

る場所J、「うごきや状態が成り立つ場所J、「動作の行われる場所を示すJ、f場所を示

すj、「場所をどこと限定J、「動詩の示す動作・行われる場所人「動作の場所を

「場所: 場所j、「うごきや状態がなりたつ場所j

B欄:i動作を行う主体としての組織・団体」、「主語を作る」、「複数主体共間作業の成立」、

「動詞の京す動作・行為を行う人物・組織などを表す」、 f動作主の限定J、「場所:動

作主j

C欄:i動作をするとき -手段を示すものj、「動詞に対してその作用の行われる材料

を示すものJi動作のおこなわれる方便や材料を示すJ、「手段・材料J、「

材料」、「或動作をする手段、材料を示す」、「道具J、「動作手段 e 材料を表すものJ、

f手段・材料を表すものJ、「手段・材料・範囲などを示すj、f資格・身分を示すJ、「事

物をなんと限定(あるも物を捷用してある行為や状態を成立させる意識の語)J、「使用

する材料を伺と指定するム「動詞の示す動作・行為に用いられる道具・ 手段・原料・

材料・権成要素を恭すJ.. i道具・手段・方法・材料など・判断基準を示すj、

(手段・材料)L i道具J.. i材料・原料・構成要素J
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D繍:i動作の行われる由縁を示すJ、?動作に対してその原国・理由を示すj、「原因を示すj

「動作作用の成員を示すJ、「理由・根拠・原因・動機」、「動作の行われる原因・理

由 等を示すJ.. i原菌」、「動作・状態の原因・理由を示すものJ、「原国・理由・動

機などを示すJi事物をなんと限定Ji動詞の示す動作・状態の涼国・理由・根拠・

動機などを表すj、?原因理由(根拠・構成要素)J 

E欄:i動作・ の行われる際の状態・態度・立場J、「ょうすJ、「状態・事情を示すJ

?ょうす」、「状態・事晴を示すJ、「動作の示す動作の行う動作手の様態、行為を受

ける対象の様態、作用・出来事それ自体の状態などを表すJ、?状態ム「様態:動作

主の様態・非動作主の様態・作用出来事の様態・数量限定j

F欄:i動作の行われる時期Ji期限・摂度・基準j、「数量範囲をどれだけと限定(時間・

期間の長さを摂定する)J、「所要の数量、必要最の限界を表す」、「対人関係、を前提と

して成り立つ動作動詞が立つ場合で、動作の人数を何人と摂定Ji行為実現に要する人

数、(または、その行為に携わる人数)を何人と限定するJi期間・範盟の限定ー基

準を表す」、「字数の限定、区切りをつける人「ことがらのはじまりおわり人「範囲

の限定」、「動作の行われる時を示す」、「動作が行われる時Jr所要の時間Ji時間:

時間・期摂・限定」

G横:午してJと同じ意味にも用いられるものj、「動作を成立させる人に表すのに用いら

れる?してJと同じ意味ハト慣用句J

以上が表盟〈先行研究における「でJに意味用法の分類のまとめ〉の A繍から G欄には

いる用法である号

5. まとめ

以上、静書、日本語の参考書、研究書及び論文のいずれの用法も A，...._，G欄の 7つに大きく

振り分けられたが、特に F欄の用法は「時Jr時の範囲Ji期間・範閤の限定・基準を表すJ

f所要の時間Ji数の限定・区切りをつけるム「限度・期限J、「まとまりい「範囲・期間・

期限を 表すJ、?範閉会限定する」、「合計九 「範囲J、「範国・限度j、「範囲・期間・期根
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を表すJiときを表すj 等、複雑である母これについては次章で検討する。
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第 5章

格助詞「で」の深層格カテゴリー
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第 1節 格助詞「で」の深層格カテゴリー

1.はじめに

第 1節で大きく A欄からG欄まで7つに振り分けた格助詞の用法は、様々な解釈により、

様々な名称が付けられている。本節では、採取した、 A欄からG欄の用法を考察分析し、格

助詞「で」の深層格 (deepcase)カテゴリーを提示する。

この「深層格」とは、第4章で既に述べているよう、フィルモアが提唱した「格文法J13に

おいて重要な位置を占め、全ての言語に共通した文意を表現する格(真の格)である。

この深層格に対するものが表層格であり、日本語においては、表層格は「格助詞」である D

深層格は郡司(1997) も述べているように「意味役割」と解釈できる。

このような表層格と深層格との対応関係と深層格の定義は仁田(1993)、村木 (1991)、

国立国語研究所(1997) 、外崎 (2005) なども行っている。

本節では、まず、フィルモア(1989) の深層格の種類と定義、並びに、国立国語研究所

(1997)の深層格の種類と定義を簡略に述べ、深層格の理解を深めた上で新たな格助詞「で」

の深層格カテゴリーを提示する D

2. フィルモア (1968)おける深層格の種類と定義

フィルモア (1968)は、「格の症例」において、次の 9つの深層格について述べている。①

出来事を引き起こすものを表すく動作主格〉、②ある動作の影響を受けたり、経験したりす

る実態を表すく経験者格〉、③何かが移動する際に起点となる場所を表すく源泉格〉、④対

象物の移動における終点、何かが移る際に起点の到着点となる場所、状態の変化や形状の

変化における最終的な状態，結果を表す役割、行為や行為提供の方向またはそれを受ける者

などを表すく目標格〉、⑤ある出来事の刺激または直接の物理的原因、ある出来事の直接

原因、ある心理事象と関係して反応を起こさせる刺激となる役割を表すく道具格〉、⑤移

動・変化する実態、あるいは、その位置や存在が考慮された実態を表すく対象格〉、⑦あ

る出来事の起こる場所や位置を表す役割の〈場所格〉、⑧ある時聞が起こる時間を表す役

割の動作の結果として存在する実態を表すく時間格〉、⑨動作の結果として存在する実態

を表すく結果格〉の計 9つの深層格を提示し、定義づけている o (表 1) 

13文を構成する単語の聞に成立する意味的な関係についての文法理論を指すもの
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表 1 フィルそア (1968)による深燭格の種類と定義

! φ動作主格 ! 出来事を引き超こす者

②経験者格 | ある動作の影響を受けたり、経験山する実態

③源泉棒 | 荷かが移動する捺iこ起点となる

時格 i 対象物の移動における終点

器対象格

⑦場所格

@時需格

⑨結果格

・ 1可かが移動する捺の誤著点となる場所

-状態の変化や形状の変化における最終的な状態，結果を表す役割

.行為や行為提供の方向ま

・ある出来事の京j激または直接の物理的原

・ある出来事の宜接原臨むある心理事象と関係して反応を恕こさ

せる耕激となる役誤

-移動・変化する

の起こる場所や位置を表す役割

-動作の結果として存在する

3. 摺立国語研究所 (1鈎 7) における深層格の種類と定義

国立国語研究所(1997)で辻、 「国語辞典編集のための準錆的研究」と称し、プ由ジェ

クトを組み、『国定読本用語総覧J第8巻および?第巻の123000例のほぼ全用例の中から格

「が・に・を・と・で・から・より・へ・までJの用語倒、約170，000例を抽出して、

深j欝絡を誤ち当てている c

霞立摺語研究所(日97)では、①〈動作手〉、②〈経験者〉、③〈無意志主体〉、③く対

、⑤〈受け手〉、⑥〈与え手〉、⑦〈相手 1)、③〈相手2) 、⑨〈時間〉、窃〈時一

時点〉、@(時一終点〉、⑫〈時間〉、金〈場所〉、(場所一始点〉、窃〈場所-終点〉、

③〈場所一経過〉、命〈始状態〉、⑬〈終状態〉、窃〈購性〉、命〈原因・理由〉、毎

-道具〉、命〈材料〉、③ 、@(方式〉、怨〈条件〉、③〈昌的〉、⑫〈役

害r1)、⑮〈内容規定〉、③〈範屈規定〉、⑮〈提題〉、③〈観点)@ (比較の基準〉傘〈髄

停〉密度合、参〈陳述〉の計35と詳細に分けられている a

以上が諮立国語研究書 (1997) における格助詞(表麗格)における深麗格の種類と
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けである。

この中で、表層格「で」と対応関係にある深層格、つまり、深層格カテゴリー、①〈動

作手)、②〈経験者)、④(対象)、⑨(時間)、⑬(場所)、⑫〈原因・理由)、②〈手段・

道具)、②〈材料)、③〈構成要素人③(条件)、⑫〈目的)、⑫(範囲規定)、⑧〈陳述)

の計 13である。

表 2 国立国語研究所 (1997: 84-85) による格助調の表層格と深層格 (1996. 10. 16現在)

ガ ヲ ト カラ ヨリ .r-.、 マ十ア 計

動作手 913 11 13 4 966 

経験者 1 120 1 15 1 39 1 176 

無意志主体 1116 12 1 118 

対象 1 1851 1 3955 1 150 1 5968 

受け手 14 1297 1 323 

与え手 1 13 1 21 14 1 38 

相手 1 199 12 1 151 

相手 2 16 16 

時 18 1 329 1 33 12 1 16 1 419 

時一時点 1 1 1 138 1 12 1 151 

時一終点 1 56 1 77 1 133 

時間 1 15 1 15 

場所 18 1 1322 1 1 1 13 1 1611 

場所-始点 1 52 1306 1 28 1 386 

場所一終点 1 11 1 523 1 599 1 38 1 1171 

場所一経過 1 348 13 128 12 1 381 

始状態 14 14 

終状態 14 1299 1 1 1 377 

属性 1 131 1 121 1 23 1 275 

原因・理由 13 1 161 17 1 1 1 212 

手段・道具 1 73 1 218 
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材料

構成要素

方式 1264 

条件 135 

目的 ! 159 

役割 129 

内容規定 146 

範囲規定 18 16 186 13 

提題

観点 I 13 17 

比較基準 19 149 1 1 

随伴

一
度合 1 10 

陳述 144 

保留 1 12 14 1 11 

計 !3凶 145821 4156 1566 

げ国定読本用語総覧J第 6巻および?第巻の 123000摂jの

供!を約 170，000前抽出)

第 2節 新たな務助詞 fでJの深層棒カテゴリー

1.はじめに

I 33 

I 1 

1665 

169 

I 162 

1 33 

! 1807 

1 137 

17 

120 

156 ! 153 

1 19 

! 21 

148 

15 132 

I 1む5 1 651 1 120 1 16321 

ぼ全用伊iの中から格助言言用語

先の深j嘗格の分類や定義かももわかるように、深麗格の解釈は唆味で、絶対的なものは

ない己評究者によって定義付けも様々で分類も一様ではなく、山梨(1994) も述べている

ように、短めて主観的な使われ方をしている邑

本稿では、日本語教育という

層楼カテゴヲーを提示したい。

2. A捕における fでj の深層格

、できるだけシンプノレ旦つ明瞭に格助詞「で」の深

この A欄の用法においては、辞書の分類では、 10種の辞書中 7 f具枠的場所j と
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「抽象的場所九つまり「場所J と「場面j の 2つを挙げているが、『現代冨諾例解辞典ム

f大辞林』、 r新版日本語教育事典』の 3つの辞書で、i士、 f場面Jに関しての用法及びその

摂jの記載はされていなかったや一方、参考書では、格助詞「デ、J~ま初級で扱われるためか、

5つ券湾事の中で『セルフタイマ…シリーズ格助詞Jのみが、「動作・出来事の行われる具

体的場所」と「動作・出来事の行われる抽象的場所」というように、「場所」と「場部Jと

げているが、その他の 5つの参考書においてはJ場所Jのみの提示があるだけである。

また、研究書、及び論文においては、 14の先行研究中、国立直語研究所 (1951)、問調印000)、

二宮な∞0)、森山 (2000) の 4つの先行研究のみが、「具体的場所」と?抽象的場所(場

jを挙げているが、その他の 10の先行研究で誌、「異体的場所jのみの提示だけである。

このような、 f具体的空間関係をポす場所j と「抽象的空関関保を示す場部j とは、

際に触れることのできるものとそうでないものとの相違があり 双方を記載する方が望ま

しいと言える。

これらの「具体的場所j と?抽象的場所j とを設けている資料では、 r助誤小辞典』と

国立国語研究 (1951) との 2つを除けば、全て同…のカテゴジー内にこれらの用法を置い

ているc 困みに、『助詞小辞典Jで辻、「場所Jを第 1の用法として提恭し、「場面・

4の用法として提示している号また、国立盟諸研究 (1951)では、第 1の用法として、

「動作・作用の行われる空間的場所・舞金j を挙げ、第 2の用法として、 f動作・作用の行

われる抽象的場所・場面・事態Jを挙げている s 森山 (2000) は f兵部的空間関係

場所j から したものを f抽象的空間関係会示す場面J としている口

でも、この A械の考察・分析結果から、「学校で、友達に会った」や f をす

るJとしづ空間的場所と?法定-c争引や「日常生活立の不安Jなどの抽象的場所、つ

り場面などの用法を含めて、この A揖を深勝格〈場所〉の用法とする g国立国語研究所(1997)

いても〈場所〉の用開が 267と一番多く抽出され、表窟格「で」と

対応している。

3. B楠における fでJ深層格

〈場所〉が

B機の用法として一括したものは、「主体・動作主J等の用法である 9 この B欄における

主体に関する主な研究には、益関・田窪(1987)、森田(1988)、冨語研究所(1997)、

(1997)、山高 (2000)、摩 (2010)、二宮 (2001) がある窃まず、これらの先行研究から

でいくことにする。
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3. 1 益岡・田窪 (1987)

益関・田窪i土、用例 (1)の aI神戸大学が次のような計画を発表したj や b I神戸大学で

次のよう会計画を発表したJのように、「動作の主体はガで表すが、意志的な動作主体はヂ、

で表すこともあるJ(益岡・田窪 1987: 82) とし、その一方で、 c*r彼らで死んだ)やが

IA社主倒産したJのように無意識的な動作や関律、の主体は「ヂj では表せないとしてい

るc

(1) a.神戸大学益次のような計麗を発表したa

b.神戸大学立次のような計冨を発表した。

c. *彼らで死ん 1'-0 

d.*A社で額j産したs

(益岡・田窪:1987) 

た、「で」が動作主を表すのは、用例 (2)の b'"'-'cのような主体が笛人ではなく、グル

ープ、あるいは団体の場合に隈られると雷う。従って、用例 aI田中さんが1*で、行ったj

では、「でJが使えないとする合また、動作主が複数でも、 eI問中さんと私が1*でJそれ

ぞれ自分の友人に頼んでみたj や f Iこの本は誰と誰〔が1*で]買いましたか」のように、

グループをなさず、個人の別々の動作が問題になるときは、「でJが用いられないと雷う窃

従って、「誰で」もグソレーフ。を表さないことから、動作主を意味することができないと指摘

しているc

(2) a. 田中さん[が1*で)行ったむ

b. 田中さんと山本さん(が/で]行った窃

c. トヱは、秋の特関セーノレを計画しています。

d.この工事はあなた会社で、やってくれますか告

e.田中さんと私[が1*で]それぞれ自分の友人に頼んでみたc

f.この本は誰と誰[が1*で]翼いましたかむ

(益関・田窪:1987) 
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3.2 森田 (1988) における主体の『で』

森田 (1988) では、「人間を限定する fでJは、「複数主悼の場合は、彼等間士で共同作

業を成立させるJまた、?仕掛けるもの〈シ苧)と しかけられる者(サレ手)との関係を

ない」とし、この点が、格助誤日こJや「と j と異なる点であると述べている s 用例

(3)の a"""_'bは文型上の特徴として「だ、れは/だれがJをとらないところに特徴があると

べた上で、設等』が等しく行為者で、共同持為の仲間としての主体となる母そのため、

『で』の主体はまず複数人物であるJ(森田:1988) とし、用例刊「先生で決めるj

が「自分で考えるJとは言わないと言うむしかし、用例 gのよう

な数概念を超えた反照的な諾泣この限りではなしリとしている号

(3) ι彼等で遊ぶ

b.彼等で旅行のことを相談する

c.夫婦で決める

札*先生で決める

f.*自分立考える母

g.切符はめいめい自分でかうこと

3.3 開立国語研究所 (1997) における動作主の fでj

(森田:1988) 

自分Jのよう

立国語研究所(1997) では、動作主に?でJが用いられるのは、「有意志体の中でも

機関や個人の集合に限られると言う。しかし、集合と言っても必ずしも護数というわけで

もなく、「私一人でj という言い方もあると述べている母

3.4 菅井三実 (1997) における認知言語学観点からの主体の rでJ
(1鈎 7) は、認知学的観点から、これらの用保 (4)a i警察で/が調べたところ嘘だと

わかったJ、bi私どもで/が責任をもって処理いたしますJ、ci兄弟で/が殴り合ったJ~土、

f溢に付加的な場所の領域を提来したものと異な号、本来 fガ務Jがしめるべき文法位置

を「ヂ格j が奪いとっている点で、実質的に 7デ格Jが必要成分として実現していると

析されるJ(菅井三実:1997) とし、当勺と「でj の交番という分析は正しくないと指請

しているむまた、菅井によれば、用伊Jaや bの「でj の成分は「主格成分の母集団j
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示していることから、「間接主体表示」的な「で」の成分が複数概念になる傾向が強いこと

と符号するように思われるとも述べているが、菅井の結論は、「で」は「背景的側面を提示

している」ものであるということで、説明が付くものとしている D

(4) a.警察[で/が]調べたところ嘘だとわかった。

b.私ども「で/が」責任をもって処理いたします。

c.兄弟「で/が」殴り合った。

(菅井三実:1997) 

3.5 山西 (2000) における動作の主体を表す

山西 (2000)は、「動作の主体を表す格助詞「で」は、『場所』や『手段』の、すなわち『で』

の基本的意味の周辺に生じ、そこから大きく離れることなく存在しているJ(p. 137) とし、

í~で』は動作を実現させるための『手段』を表すJ (p. 14) ものであると述べている。

(5) a.いま、子供たちで清掃している。

b.いま、子供たちで昼寝をしている。

(山西:2000) 

用例 (5)aの「し、ま、子供たちで清掃している」には、違和感はないが、 bの「し、ま、子

供たちで昼寝をしている」には違和感があるとし、 bの「で」は「が」となる方が望まし

いとしている。確かに、 bの用例では、「子供たちが」と格助詞「が」を用いた方が坐りが

よい。その両者の差については、「前者は意志的な積極的な動作であり、後者は意志性の乏

しい自然発生的な動作であると言う。では、なぜ、意志性の乏しい自然発生的な動作であ

ると「で」は不自然になるのであろうかということまでは言及がなされていないが、この

部分にこそ格助詞「で」の本質があると考えられる。

「昼寝をしている」というのは、西山の言うように、「意志性の乏しい自然発生的な動作」

であるが、この場合 i，-......，ている」という動詞のアスペクトにも注目しなくてはならない。

用例 5aの、「し、ま、子供たちで清掃している」の「述部」の「清掃している」は動作の進

行を表す「ている」であるが、他方、用例 5bの「し、ま、子供たちで昼寝をしているの「昼

寝している」は、動作の進行を表す「ている」ではなく、「状態」を表す「ている」である。

「昼寝する」事態は意思性のある動詞であるが、「ている」というアスペクトにより、その
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は失われていくのかもしれない口

また f意志性・讃極性に乏しい動語と(ヂ]との結合i士、たとえ動作の主体が『組織・

段Jであったとしても、違和感を生ずることもあるJ(p. 135) として次の用併を挙げ、以

の例iま日わであれば瀧和感はないとしているa

(6) 杓.これから第 1グル…プヱ休憩する。

*b.し;まちくすると旅行自主到着するむ

*c.学生たちで落胆する c

*d.関窓会員で年老いて来たむ

*8.六年一組で道に迷っ

(山菖:2000) 

このような違和J惑が生ずる理由に庁デJの基本的性格の一つに『手段を表す』ことが

あり、そこかち、動詞に関する制約も生ずるのであろうむ『年老いる』ことや、 f道に迷う J

こと泣『同窓会員Jや『六年一組Jのひとりひとちの意忠には無関係であるロ従って、こ

れらのひとちひとりの意志は「年老いるj や f道迷う」ことを実現するための「手段J と

なっていない(山西:2000) ことを挙げているc

3.6 腹 (2010) における入を表す fでj

家 (2010) は、入を表す(主体) ["がj が「でJで置き換えられるのは、用例 (7)の d["う

そですs そんなものがあれば重盗志議べて指紋をとったはずですJや 8 ["そういう事もい

ろいろニ人で話あったらいいと患います」のように ["Wガ絡Jが導く『真の動作主Jがあら

れない場合i士、デ格の「副次的動作主」が格上げされ、芳、格もデ格も用いちれる j

(勝:2010) と言う。壊に従うと、用伊tlaの「捜査員J、bの「子供たちJcの「外務大臣

と自治大臣~士、棄の動作主であるために、 「でj との交替が不可能となるようだ。ま~、

は、このような「人Jを表すデ格の名詞は「副次的な

?手段」の意味が存在すると述べているc

の穿在があち、 「様態j

(7) a.警察で捜査員が調 ところ嘘だと分かつ

b. で公営の運動場へと外出した時、(略)
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仏外務大臣と自治大庄が二人で話合えばやろうやろうと(略)

d.うそですsそんなものがあれば肇盆e'調べて指紋をとったはずですo

e.そういう事もいろいろニムヱ話あったらいいと思います5

(壕 2010:21)

3.7 B欄における fでj 深崩格

このように、山西 (2000)、霧 (2010) の述べるように、呈欄における「でj の用法は、

「主体Jではなく、「やち方Jや「方法j であると考えられる

以下は第 6輩で採取し、話機に振り分けた用法である。

(j4) r野党側で強い反対を示したj

(j5) ["気象庁三台菰警報を出したJ

(j6) ["ここは私たち又引き受けますj

( k 51) ["息分で考えろ」

( k 52) ["この企聞はこのチームで担当するj

(s20) ["みんなで歌いましょうパ

(s21) ["佐藤さんと私でテレピを直してしましましたj

(s23) ["お手伝いしましょうかJr大丈夫ですむ一人でできますからJ

(s24) ["単身赴任のサラリーマンの多く

らしているj

狭いアパートに一人きり

例えば、辞書に記載されていた「動作・作用の主体j を (4)の?野党保e'5:郎、反対

したJでは、拾わが捷われた場合;土、はっきりと主体と設えるが、?でJ用いた場合、

(反対を示した]のが、与党側ではなく、野党側でという一つの?やり方j とも取れる D ま

た、 (5) の?気象庁主台民警報を出したj では、やはり、飽の機関ではなく、気象庁とい

う機関を通して、というこれも一つの「やり方Jと君えるであろうむ同じく (6)の?ここ

私たちで引き受けますj も、引き受ける手立てが、彼女たちでもなく、彼らでもなく、私

たちという、やはりこれも一つの「やち方Jをポしていると言えるのではにだろうか。ま

た、「動作の様態や主体を表すJの (51) の「車分考えろ」や (52) の「この企画はこの

チームで担当するj も、考える、また、控当する仕方を述べるときに、このような「
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が用いられるように思われる。

談話場面でどのようなときに、このような「自分で考えろ」という発話が生まれるかを

考えてみよう。例えば、「この宿題の答えを教えて」という発話に対しての、「自分で考え

ろ」は、人に宿題を教えてもらうという安易な手段を使うのではなく、自分自身で考えな

さいということである。また、 (52) の「この企画はこのチームで担当する」においても、

「この企画は、どのように担当しますか」つまり、どのようなやり方で担当しますかとい

う聞に対するときに、「この企画はこのチームヱ担当しますよ」という発話場面がイメージ

できる D

また、日本語の参考書の「動作を行う集団グループ。を示す」とあった (20) の「みん

な主歌いましょう」としづ、「みんな玄」も一人ではない「やり方」で、みんなで歌うとい

う「やり方」を提案しているものと考えられる。また、 (21)の「佐藤さんと私でテレビを

直してしましました」も、一人ではなく、また、田中さんと私でもなく、テレビを直した

やり方は佐藤さんと私だというときに「が」ではなく「で」を用いると考えられる。また、

(23) の「一人でできますから」も大勢人がいなくてもできるという、やはり、「やり方」

を表していると言えるであろう。国立国語研究所(1997) では、「二人で、休憩室へ行った」

「大勢で、ニギヤカニオドリマシタ」などの用例とともに、表層格「で」に対応する深層格

としてく動作手〉を設けているが、この用例においても、(方法〉もしくは(様態〉として

扱い、本論では、「で」の深層格に〈動作手〉並びにく主体〉は設けないことにする D

4. C欄における「でJの深層格

C欄には、道具・手段・方法・材料・構成要素が混在している D こC欄にまとめた用法

は、「場所」の用法と同じく全ての辞書に提示されている用法で、「場所」の用法と同じく、

基本的な「で」の用法と言えるであろう。

辞書によっては、この 4つを全て提示しているものもあるが、これらの組み合わせば様々

である口先の B欄の〈動作手> (主体〉は、〈方法〉と捉えられ、本論では、「で」の深層格

に〈方法〉を設ることにする。また、「鉛筆で書く」、「車で行く」、「ハサミで切る」、「鉄砲

でうつ」等の下線部「で」は、深層格〈方法〉でもあり〈道具〉である。「鉛筆で書く」は、

書く方法が、べンではなく鉛筆であり、また、これは、鉛筆という道具を使って書くとい

うように、「方法」と「道具」は表裏一体であり、切り離せないものと考えられるため、本

稿では、深層格〈方法〉・〈道具〉として設けることにする D 尚、手段は、目的を実現する
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めの具体的やり方として、先のく方法) <道具〉 めることにする。

また、材料iまあるそノ全作るときに、 に動作主が季Ij用する物である母これは、明

らかにく方法) <道具〉と泣異なるので、これも付け加えた。さらに、材料は動作主がある

物を作るときに利用・或いはする物語、「何かを作る時に、もとの 変えることなく使

加ペノ えるもの)Jとある。この定義は従えば、先の 〈道具〉と なるので、

稿では、 53IJに深層格〈材料〉 けた。また、「小法廷は 5人の裁判官で構成される」や「人

の体はタンパク質と求とでできているJ["水素と酸素で水ができるJなどの用例に見られ

るものは、意志的 で利用される材料とは異なるために、 を設けること

する。

千追って、 では、この C欄における用 梅〈方法人 とく材料〉、〈構成

の 4っとする

5. D欄における fでj の深溺格

D欄iま「涼困・理由・動機・根拠・言的」の用法であるs この いても「 や

場手段・材料・ と関じく、

るであろう。

の資料に提ポされているため、基本的な「

の用法の一つであると

国はある を引き起こ なったもの、また、理由は 物事がそうなった根拠と

いうことであるが、「前で遠足が中止になったJや「思邪で護込んだjや?地震で津波

きたj など、両者を意味の観点から見分けるのは爵難 多々あ号、この原因と理由

本稿では、深麗格〈原因・理由〉の用法と一つにして設ける る。目的は、「出張で大

阪 くj と、 が伴うものであるところがく原思・理由〉異なるため、深崩格〈畏

的〉を恕jに設けることにする。

菌みに国立器諾評究所 (1997) においても 先に述べた理由により、深膳格く原器・理

由〉とは、 53rjにく自的〉の用法を設けているむ

6. E槙における fでj の探届格

五欄は、「状態・様態・あり方・状況・事構・ 事立場Jの用 あるむこ につ

いても、全て されているため、基本的な「でj の用法と るであろう。

ーム4・
}L ( 1997)では、深層格〈方式)と称し、立ち振る舞いに関する用例が多いと

している。、 で辻、これらを「車が誼スピードで、走っているJという〈様態)と もち
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怖い顔主玄関に立っている」という(様相)の二つの深層格を設けることにする D

7. F欄における「で」の深層格

F欄にまとめた用法は、「期間・期限・限定・限度・母集合の設定・時期・基準・限界点・

範囲J1時点・時間条件・時間・時」とその名称も様々であり非常に複雑である口先行研究

で挙げられているこの F欄の用法には、微妙に異なる類似表現があり、これが F欄の用法

を複雑にしている一つの要因であるとも思われる口そのため、まず、これらの用法の意味

を改めて明確にした上で、資料聞におけるこれらの用法の扱いについて、用例を参考にし

ながら見ていくことにする。

F欄にまとめた先行研究の用例は先に述べたように、「期間・期限・限定・限度・母集合

の設定・時期・基準・限界点・範囲」、「時点・時間条件・時間・時」である口これらの用

例から、この F欄にまとめられている用法は、国立国語研究所(1997) においては、深層

格〈範囲規定) <条件) <時間〉に相当するものである口

確かに、以下の用例の下線部「で」は〈時間〉を表していると考えられる口国立国語研

究所(1997) の深層格の定義では、〈時間〉は「ある事象の起こった時点を指す」点といっ

ても、 100年のようにかなり幅の持つ場合もあるJ(p. 69) としている口一方、時間は「あ

る事象の継続時間を指す」としている。本稿では、この両者を含め深層格(時間)を設け

ることにする口

(83) 13時間で読み終わる」

(26) 1うちの祖母は七十歳で死んだ」

(27) 1日本の保険会社が四億円でゴッホの絵を買った」

(28) 1あと、 23日で梅雨はあけるでしょう」

(29) 1きょうの仕事は 5時で終わりにして、残りは明日またやりましょう」

また、国立国語研究所(1997) では、「世界中で一ばん偉しリなどの用例を挙げ、「叙述

の成り立つ範囲を指定する」ところの深層格〈範囲規定〉を設けている。また、さらに、

この範囲指定の中に「西の国で自分より強い者はない」や川、はば、我が園で最も古い書

物である」は、[地域・年代・分野指定]、「層雲は雲の中で最も古い雲です」や、「舞姫の

中では一番年下でした」などは、[集合指定]とし、細かく区分している口
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確かに、これらの用例における「で」は範囲を規定するものと思われる。

これらの F欄に振り分けた用例は、先の深層格(時間)と、この深層格(範囲規定)に

全て入れることが可能となる。例えば、「全部で 400円だ」も 400円となる範囲を規定する

ものが全部である。また、 (374) 1お茶とコーヒーと紅茶では、どれが一番好きですか」に

おいても、好きなものの範囲を規定していると言えよう。しかし、「全部で 400円だ」は

400円となる条件を「で」が表しているとも考えられる。「お茶とコーヒーと紅茶では、ど

れが一番好きですか」というのも、「で」が「お茶とコーヒー」の中という条件づけをして

いるようにも取れるのではないだろうか。「あと 5人で打ち切る」も、「打ち切る」範囲が

あと 5人とも考えられるが、「打ち切る」条件があと 5人とも考えられるのではないだろう

か。 12冊で 3000円だ」は、 3000円という値段になる条件が本 2冊ということである。こ

のように F欄は範囲とも述部成立の条件とも取れるものもあることから、本稿では、深層

格(条件)を設けることにする。

このような深層格〈時間)と(条件)で F欄における用法を 全てまとめることが可能

となる。

尚、国立国語研究所(1997) でも深層格〈条件)が設けられている口この深層格〈条件)

の定義として、「ある条件が整えばあることをする、またはある事柄・状態が発生する場合

に用いる口したがって可能表現や未来にお記述に多く、または数量的な記述が多し"J と述

べられている。この中には、他の深層格に当てはまらないため、「千円で買った」という用

例も含めている。

8. G欄における「でj の深層格

最後に譲歩、遠慮、謙遜の用法が含まれている G棟であるが、これらの用例は、国立国

語研究所(1997)の深層格における用例には見当たらない。例えば、「金メダルで、なくとも

入賞でし"v"Jは、「し1し"J つまり、「構わなし"J という心的状態を満たす、すなわち、それ

を成立させる最低条件が「入賞」ということではないだろうか。「で」は、その心的状態を

成立させる条件を表しているのではないだろうか。

(41)の「し 1え、お茶でけっこうです。」というのも、ウイスキーでなくても、お茶とい

う条件で十分という心的状態が満たされるということを表している。

(41) 1ウイスキーでもお飲みになりますかJ1し1え、お茶でけっこうです」
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(42) r田中さん、私に自 を教えてくれませんかJrお茶でよければ、喜ん

(43) rわたしはあなたのそばにいるだけで幸せだわJ

(44) rこの論文は、一院読んだだ、けでは理解できない r待度も読む必要がある」

9. 本研究における rでj の深層格のカテゴリ…

立国語研究所(1997)では、表麗搭「でJ と対芯関係にある深屠格としてく動作手〉、

〈経験者〉、〈対象〉、〈時間人〈場所〉、〈原因・理由〉、〈手段・道具〉、〈材料〉、〈構成要素人

〈条件〉、〈目的〉、〈範器規定〉、(陳述〉を挙げているが、本章での分析から、本研究でほ、

絡助詞「でj の深麗絡を①〈場所〉、②〈方法) (道具〉、③〈材料ト〈構成要素人④〈原

因・理畠〉、⑤〈目的〉、や〈様態〉ベ様相〉、⑦〈時間〉、③〈条件〉と大きく 8つに

することにした合
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第 6章

「に・を・から織がj のコア、及びコア・イメージ
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第 1節 「にj のこコア、及び、コア・イメージ

1.はじめに

本論文;士、格助語「でj の包括的意味機能を探ることを目的としているーそのため、ま

?でJと交替関孫にある他の?に・を・から・がj のコア、及び3 ア・イメージ会探る

ことにする g

コアとは、 Langacker(1990)の IsuperschemeJ、Bolin芸er(1977)の「一つの全体を包括

るような意味 (asingle overarching meaning) と捉えることが可能であり、問中(1997) 

この「コアjを?用例の背後の最大公約数的な意味Jと捉えている。本稿では、?こコアJ

を「語の用法全てに共通する核となる一般化された抽象的意味j と定義づけ、?に・を・か

ら・がj のご2ア・及びそのイメージを図式化することにする 9

ず、日本語教膏の観点から?に・を・から・がj 格の基本的用法を『司本語における

と深層格との対応関係~ (冨立国語研究所 1997) や『日本文法大辞典~ (1971)や『日

本語文法セルア・マスターシジ…ズりなどを参考に抽出したa その結果をまとめ、「に」

の基本となる用法を「存在の場所J、「誤差点j、「時点J、「与え手」、「受け手入

由」、「をj の基本となる用法を、「動作の対象J、「目的・目標J、「動作主人

動・通過

の起点j、

、「出発点J、fかちj の基本となる用法を、「動作・作用の起点j、1)1買序・

・理由人?原料・材料j、「がJの基本となる用法を、「主格J、「可能・

好悪、巧拙 としたc これらを基に、まず「にJの用法のこコア、及びニコ

イメ… ていくこと る9

2. r存在の場所j

ず、最も基本的な用法の中から日

析を始めたいむ

で最初 される

の場所」 も基本的な用倒としては、次のようなもの

(1) I机の上にコップがあり

(2) I庭に抱がありますj

(3) 冷蔵庫の中にりんごがあり

(4) Iコ…ヒ…にはカブニなインが含まれているj

181 

の場所」から

られる。



このむ)の「机の

子細に分析すると、

立ツプがあるj の「にJは「容在の場所Jと書われるが、この

としづ概念は「あるJとし寸動語から生じ、場所の概念は、

「執の上j から生じていることがわかる。そして、?に」は、コップと机の上との?接触」

を表しているものと思われるむまた、 (2)の「底に池がありますJの存砲の概念は動詞「あ

るj から生じ、?鷹Jは「場所j を表し、日こ」は、その庭と池との接触を表していると

えられる o (3)の「冷蔵患の中i三りんごがありますJも?冷臓産の中Jは、場所を、「ある j

は f存在」を表しており、「にj は?りんごj と「冷繊庫の中のある部分」との接触を表し

いると考えられる s これらの用例の?に」に共通するイメージは、主格と日じが下接

する語で表されるものとの「接触Jを表しているものと考えられる。

これを図で表すと関 1のようになるむ

間 1 存在の場所「にj のイメ…ジ

存在の場所

接触 ft~J

また、 (4)の?コーヒ…にはカアェインが含まれているJの用例では、日こj は単なる接

触で誌なく、「コーヒー」と「カブニにイン」の一体北を表しているc この一体化はおそらく、

「接触Jというイメ…ジからの拡張と思われる。

3. r蚕i着点j

次に「到着点j について

な例が挙げられる s

(5) r盤iζポスターを貼りま

ることにする告この「にj の到着点の例としては次のよう

(6) rテーブルの上iこ花を置きま
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(7) rバッグに中ζ本を入れますj

(8) r転たちは 10時ごろ京都に着きましたJ

(9) rコ…ヒーに砂糖を入れるj

(5)の「壁にポスターを貼りますj という例を分析してみると、ポスターを手で、持つ

に移動させ、壁に糊やピンなどで密着させるということがわかる。この場合の九こ」は

「到着点j を表すとよく説明されているc しかし、「裂差点Jを分析すると、[移動+接触]

という要素によって帯成されていることがわかるむこのことから、到着点の「移動十接触J

の概念のうち、?移動J~ま f貼る J という動詞に含まれ、 r ~こ j はポスターという物と壁と

いう物との接触・密蕃を表しているのではないだろうか。もし、そうだ、とすると、この「到

着点Jの「にj の口アも「布在の場所Jの?にj と同じく「接触j となり、そのイメ…ジ

は図 2のようになるや

(6)の「チ…プノレの上ι花を置きますJはどうだろうか。これも分析すると、花を移動

させ、テーブルの上に接離させる行為と分析できる。この?にj の用法も先に述べた用伊j

(5)と間様に「到着点J とされているが、この「到蕃j の概念である[移動+接触]のうハ

移動動作は「震く」という動作によって生じ、 r~こ j は接触のみを表していると考えられるむ

従って、この r~こ J の基本的な核となる意味も「接触j となり、その fチーブノレの上に花

を費きます」も摺 2となるむ

(7)の「バッグに中に本を入れますJの?にj も「套IJ蕃点j と考えられているが、これも

を移動させ、パックの中に接触させると分析できるむつまり、移動は動詞「入れるj が

表し、 r~;: J ~ま先の用法と同様 iこ接触を表す邑ことによって「到蕃点j という用法が生じる。

そのイメージを図に吊せば図 2のようになる。

(8)の「私たちは 10時ごろ京都に着きましたj も同様に、 f著く j という動謂がもとも

と持っている?移動Jという概念と日むの持つ「接触j というイメージとが結び、つくこ

とによって r~むの?到着点」という用法が生じるものと考えられる。つまり、 r ~こ j 自体

は「到着iの援念はなく、「接触Jのみが、 Jのコアとなると脅えるのではないだろ

うかc これも図 2になるむ

(9)の「コーとーに砂糖を入れる」を分析すると、砂糖をコーヒ…の中まで移動させ、砂

糖をコ…ピーと一体化させる行為と分析できる。この場合も、移動は「入れる j という動

作が表し、「コーヒーにJの「にJ~土、先の用例と に接触を表していると言えようむし
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かし、そのコーヒーは臨形物ではないため、砂糖がコ…とーに接触すると胃時に滞解が始

まり、コーヒーと砂轄とは一体化するむこのことかち、九日は接触性 と同時に、

、そして、「一手本化」を表すということができる司これは先の用伊J(4)の「コーヒ -1三は

カブニとインが含まれているj という「一体化Jの用法と共通するものである己

以上の (5)，._ (8)の男O"tl 「到着点jの「にJのイメ…ジは、次の鴎 2のようになる

図 2 移動の到着点 nむのイメージ

の到着点

移動

(動詞) 〉
接強「にj

用例 (9)の?にJの「接触→密着→一体化j を図示すると菌 3のようになる 3

図 3 接触・密着・一体化の r'~J のイメージ

4. r時点j

次に時点の?にJの分析に入っていきたい母

(10) r6時に起きましたJ

(11) rデパートは 10時に開きます」

(12) r釈に着いたときに、財布を忘れてきたことに気が付いたJ
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(10)の 16時に起きました」の「に」は端的に「時点」を表していると言えよう。この

時点とは、時間そのものが感覚的に捉えられないために、過去から現在、未来に伸びる一

次元空間のメタファーである直線的な時間軸の一点で表わされる。そして、 16時に起きま

した」の「に」は、その「起きる」という行為、すなわち「起床」という行為Xが時間軸

上のどこに存在するのかといった一次元空間のメタファーと考えられる。この行為Xは、

時間軸上を移動することはなく、時間軸上の一点に静止した状態で存在するものと考えら

れる。もし、この行為Xが時間軸上を移動する行為であれば、「海外で夏休みをゆっくり過

ごした」などのように、後で触れる移動通過の場所を表す「を」格を取ることとなろう。

つまり、「夏休み」というのは点ではなく、ある期間を表し、そこを通過していくイメージ

がある。しかし、「起きるJ1開く J1着く」などは、「過ごすJ1暮す」などのような時間軸

上を移動していく行為ではなく、物の存在のようにある一点に「接触」しているもののよ

うに認識される。このことから、時点の「に」も時間軸上のある点に接触、密着している

もの、すなわち、空間的メタファーから時間軸上の一点への「接触・密着」と考えられる。

この時点を表すけこ」のイメージを図示すれば、図 4となる。

図 4 時点「に」のイメージ

時点

過去 接触「にj

5. r与え手j

「与え手」の用例として次のようなものが挙げられる。

(13) 1山田さんに時計をもらった」

(14) 1田中さんにお金を借りた」

(15) 1先生にほめられた」
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(13)の「山田さんに時計をもらったj という用例をみると、「山田さんにj の?にJは、

の「与え手j を表していることがわかる号この「与え手j のつこJは、 f山田さん立こ与

をもらったJというように「からJで雷い換えることができる a それでは、この九日

と「かちj 辻、どう違うのであろうかc このような「与え手Jが具体的に存在する個人の

ような場合には、あまり違いは感じられない5 しかし、「与え手j が会社や学校などの具体

的な個人ではない組識のようなものになると、「会社;こ時計をもらったJや「学校i三時計を

もらったjとはならず、「会社から時計をもらった」、「学校から時計をもらった」と「からj

を使って表現しなければならないa 日本語教育の現場では、「与え手Jが「組織j の場合に

、日こ」が使えず、「カ瓦らJになると教えることが多い。既に分析したように、日こ」が「接

触」を表すとすれば、「山由さんJのように具体的に存在する個人の場合辻、「与え手j と

f受け手」が寵接「接触」して、?受け手」が手設しで受け取ることが可能で、あるむしかし、

学校や会社などの組織は抽象的な存在であり、具体的に布在するものではなく、亘接その

そのものに接触して受け取ることは不可能である。従って、学校や会社のような組織には、

震接的な接触を表す円引が用いることができず、起点となる切迫ら」が用いられるもの

と考えられる。

また、用剖 (14)の「田中さんにお金を借りた」は、 f田中さんからお金 りたJと

い変えが可能であり、「に」と切迫ら」は、交替可能ということができる c しかし、「銀行

な与お金を借りたjや「会社主ムお金を借りたj とは震えるが、 f銀行i三お金を借りたjや

「会社にお金を借りたj とは言えない合これは、先に説明したように、 qこJが直接的接粧

を表すためであろう。

用開(15)の「先生ζほめられたjの「にJは、受け身の動作主を表している。これも?か

ら」に置きかえることが可能であるやしかし、「会社にほめられたJや?学校にほめられたj

とは言えないのは、「にJが「接触」というこコアを持つため、何ちかの直接的な接触が必要

であると考えられるa つまり、会社や学校というような組織は、誼接会う、すなわち

接触することが不可能なため、「にj が捷えず、「からj となると考えられる q

以上のことを 国示すると、図 5と図 8になる。
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関 5 与え手 rt;.':J のイメージ

• • 
ザヂ

い町一
4 !受け手

図 8 都え手 fからj のイメ…ジ

fからj

c::::>巳ゴ〉手

ま

え

μ

与
・

4

斑

6. r受け手j

「にJが け手」を表す用剖として、次のものが挙iずられる。

(16) i父にネクタイをあ叩たJ

(17) i友達に本をかした」

(18) i田中さんに手紙を送ったj

(16)の「父にネクタイをあげたJの「にjは、先の 4で述べた「与え手Jのような「にJ

と交替する助詞は存在しない。この場合，授受表現の「与え手Iとし えられるが、実辻、

これも 2で述べた「 の…種であると思われる。例えば、「父iζネクタイをあげた」

の「あげた」は、そノを移動させる動詞の一議ではなし1かと考えちれる。つまり、自分が

ネクタイという物体Xを父のところ〈所有領域)まで移動させるということを表している

と考えられる s こう考えると、「父に」の i~~も「接触j を表し、「あげる j という行為
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の示す物の移動と「に」の持つ「接触」というイメージから、移動(物)の到着点を表し

ていると考えられる。つまり、「移動(動詞)十接触(に)=到着点」という考え方である。

また、 (15)の「友達に本をかした」の「かす(貸す)J という動詞も「あげる」と同様

に、物体を移動させるの動詞の一種と考えられる。つまり、自分からある物Xを友達のと

ころまで移動させる行為の一種だと考えられる。この場合も「友達に」の「に」は移動物

の到着点を表していることになる。また、(16)の「田中さんに手紙を送った」も同様に、

この「送る」という動詞は、移動の動詞と考えられ、そのため、「田中さんに」の「に」も

移動の到着点を表していると言えよう。

この場合の「に」のコアも「接触」ということになる。そして、移動動詞の「移動」と

「に」のコア・イメージから先の 3で述べた「到着点」という用法が成立すると考えられ

る。これを図で示せば、図 2の「移動の到着点『に』のイメージ」になる。

7. r動作主j

「動作主」の「に」が表しているものは、たとえば、「もらう Ji借りるJi褒められる」

などの「受動性の動作」の動作主のことである。これは、既に 5で述べた「与え手」のこ

とであることがわかる。たとえば、 4で挙げた用例を見れば明白である。

(13) i山田さんに時計をもらった」

(14) i田中さんにお金を借りた」

(15) i先生にほめられた」

例えば、(13)の「山田さんに時計をもらった」の「山田さんに」の「に」は、 5では「与

え手」を示すとしていたが、「時計をもらう」という受動的な行為の「動作主」でもあるこ

とがわかる。この場合、「与え手」と「動作主」とは同ーのものを指している。(14)の「田

中さんζお金を借りた」も (15)の「先生ζほめられた」も同様のものとして考えられる。

すなわち、「に」はその「接触」というイメージから「与え手」と「受け手」との直接的な

「接触」を表し、一方、「起点」という概念を持つ「から」を用いると「与え手」と「受け

手」との「非接触」というイメージが浮かび上がる。従って、この「動作主」の「に」の

イメージは、図 5の「与え手『に』のイメージ」と同様のものになるであろう。
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8. r原因・理由J

「原因・理由J 例として辻、次のものが挙げられる G

(1吉) i帽子が風に飛ばされたj

(20) i隅iこ濡れたJ

(21) i借金に苦しむJ

(1引の「帽子がj践に飛ばされた」の f風に」の?にJ~土、「帽子が飛ばされたJ という

の直接的「原因J、あるいは、事態の直接的「動悶Jと言えるが、先の 7の「動作主J

と共通するものであると考えられるc つまり、「風」という「動作主Jが物理的に直接に#

用することで、その事態を引き起こしたものであり、 f帽子が飛;まされたJというの事態を

り出した「原因Jである c この意味からして、「風にJの「にJは、先の 5の「与

また 7の「動作主j と共通のものであることがわかるむただ、 f動作主j といっても「嵐」

は有情物で誌なく、無↑毒物であるために、「原器Jとなる 9 従って、これを臨示するとやは

り先の関 5と同様のものとなるむ

お、「風に轄子が飛ばされたj の「患にj は、その i~むの物理的な寵接作用という

「接触j のイメージ、す命わち、風が亘接帽子に接触し糧子を動かしていくという場記が

想像される q

9. rにj のコア・及び口ア・イメージ

以上の f存在の場所J、f到着点」、「時点j、「与え手J、f受け手」、?動作主J、「原因・

出jのいずれも、円三のコアは《接触》と雷うことができるだろうむそして、この《接触》

のこコアから、それぞれのワこj の用法が出てくるものと考えられる。例え託、「あるJ円、

るJなどの状態(容在性)の動語と、?に」の《接触》とが相まって、 f存在の場所j とい

う用法が成立する。また、移動性の動詞と棺まって、その《接触》というコアから「到着・

を表すのさらに、「時点j の場合には、空間的会場所のメタファーから、時間軸上

の一点へのま接触》とし、うごコア・イメージが生じる D そして、受身を含んだ授受関係の動

の場合、「与え手j は、 f動作主」を表し、「受け手Jとの直接的主接触》のイメージを

一方、「受け手j は、移動の動詞と相まって、その《接触》のイメージかち

を
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これらのことかち、ワむのこコアは《接触》であり、そこから、

のと考えることが出来る c

一体化が生乙たも

第 2節 fをJのコア、及びロア・イメージ

1.はじめに

「を」のコア及びニコア・イメージを探るために?をJの基本となる用法を?日本語におけ

る表墨絡と深j欝格との対応関係~ (国立国語研究所 1997)、 r 日本文法大辞典~ (1971)、f日

本語文法セルフ・ γスターシリーズ 3~ などを参考に、

「動仲主J、「移動・通過の場所j、?出発点j にまとめたむ

えられる「対象Jから考察することにする。

の用法令「対象J、「間的・問

ず、もっとも基本的な用法と

2. r対象J

「対象j というのは、動作・行為の「対象j を表し、その用例として次のようなものが挙

られる G

る

る

見
ベ

を

る

食

思

一

部

を

一

の

を

一

ン

空

木

パ

夜

1
ム

n，
ゐ

円

。

(1)の「木を削るJという行為を分析すると、ナイブ等の刃物を捷って、斑接

対して動枠を加え、その f木」の一部分をそぎ、そのものを変形させるという

この場合、?をj 格はその動仲が誼操作用する木というそノを指している c

また、 (2)の「パン主食べるJというのは、「パンjに対して、歯を捷って、その「パンj

を噛み、結かくし、それを飲み込むという動作である号この場合、「をJ棒辻、その「噛むj

である古

という動作をそノに加え、飲み込むその暗ノを指している c つまり、「をJは動作を蓋接加

えるモノを指していることがわかる母これを図でポせば、関 lとなるc
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図 1 動作の痘接的対象の f者j のイメージ

動作の直楼対象

動作

を

用例 (3)の「夜空の るJというのは、夜空にまうる星に対して視覚によって認識し

ょうとする、その知覚が向かうところのよそノを表している c この「見るj という行為は、

先の動作を直接加え、その号ノを変化させるものとは異なる。この場合、対象は変化せず、

だ、認識の対象として、視覚が向かうところのモノを表している 9

この認識の対象を図示すれば、図 2のようになる。これらの fをJは動作や認識作用が

向かつて進んでいくそノを指すーすなわち、これらの fを」には引可かに向かつて進む》

というイメージが考えられる c

関 2 認識の対象の fをj のイメージ

動作の藍接対象

認識

(知覚作男)

fをj

3. r目的・目標j

「目的・目標j というのは、動作'行為が実現しようとするそ/を表している母その用例

として、次のようなものが挙げられる。
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(4) ハンバーグを搾る

(5) 家を建てる

(6) 臨者を自

(4)の「ハンバーグを作る」 1で述べた直接動作を加える対象とは異なる争つまり、

この作るという動作を加える対象 「ひき禽Jや、「 ぎj などであり、 υ¥ンパーグ」

のものは、作っているときには、どこにも得在していなし1からだ母これは、玉ねぎを刻

み、調味料を加えひき肉と混ぜ、焼くという動作をひき肉や玉ねぎなどの材料に加え

果、最終的に出現する(実現)ものだからだ。もし、ハンバ…グが草接動作を加える対象

であれば、「ハンバーグを溢める」や υ、ンパーグ主切る j というようなものとなる。

(5)の「家安?建てるj も同様で、あるむ家は、土台者作り、木を切ち、その木をど組み

屋根合ふくなどの工程を経て、最終的に実現するものだからだo I家を壊すjであれば、(1)

の亘接的な動作の対象となるであろう司この用例任〉と (5)に共通するものは、「をJがある

の結果、実現、或いは、完成するものを示しているということである告この他にも、

く」や「紙を漉く」なども、このように「作る」や「建てるj と同様に何かを

成させる動詞、つまり、その動詞で表される行為が最終的な到建目標として向かつて進ん

でいくところのそノを表すと

(6)の「匿者を自指すJ ~土、

えるであろうむ

々な勉強などをし、そして、最終的に医者になるという

目擦iニ向かつて進んでいくことを表しているむこの場合の「をJは、その向って進んでい

くところのそノを表しているa これらは対象というよりは、昌的、あるいは、目標と言う

べきであろう。これを函示すれば、菌 3のようになる。
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図 3 目的・目標の「を」のイメージ

動作の目的・目標

実現の動作

「をj

4. r動作主J

「動作主」の用例としては、次のようなものが挙げられる。

(7) 子供を買い物に行かせる

(8) 生徒を廊下に立たせる

(9) 赤ちゃんを寝かせる

(7)の「子供を買い物に行かせる」は、親が子供に買い物に行かせるという意味である

が、詳細に言うと、親が子供に命令、あるいは指示して、そして、子供が親の命令、ある

いは指示に従って買い物に行くという使役の関係を表している。確かに、この文の主語は、

親であるが、述部の「買い物に行く」という行為を実際に行うのは、子供であり、その意

味で動作主と呼ばれている。しかし、「を」格は、動作主を表しているのではなく、親の使

役の対象、すなわち、親が命令、指示する相手を表していると言える。

(8)の「生徒を廊下に立たせる」は、教師が何かの理由で生徒に罰として廊下に立つよ

うに命令すること、すなわち、強制的に立つように仕向けることを表している。この場合

も、実際に廊下に立つ人間は教師ではなく、生徒であるため動作主と言われているが、む

しろ、この「を」格は教師の命令する相手を表していると言うべきであろう。

(9)の「赤ちゃんを寝かせる」というのは親が様々な手段を使って赤ちゃんが寝るよう

に仕向けることである。この場合も、実際に寝るのは親ではなく、赤ちゃんである。その

意味で「を」格を動作主としているのであるが、実際は、親が寝るように仕向ける対象を

「を」で表していることがわかる。

先の用例 (7)と(8)に共通するのは、「を」が命令の対象を表していることである。 (9)
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の場合は、命令ではなく、寝るように仕向ける対象を表している。これらに共通している

ことは、「を」が何かをするように仕向ける動作が向かっていくところのモノを示している

ということである。これを図示すれば図 4になる。

図 4 動作主の「をJのイメージ

動作主(使役などの実際の動作主)

何かをするように

仕向ける行為

5. r移動・通過の場所」

「をJ

まず、「移動の場所」の用例としては次のようなものが挙げられる。

(10) 飛行機が空を飛ぶ

(11) 車が高速道路を走る

(12) 橋を渡る

(13)避暑地で夏を過ごす

(10)の「飛行機が空を飛ぶ」は、飛行機が空を横切っていくような情景が思い浮かぶ。

つまり、飛行機が空を進んでいくというようなイメージである。この「飛ぶ」という移動

の自動詞の場合、「飛ぶ」という動作の対象ではなく、その進んでいくという移動の場所

を示している。

(11)の「車が高速道路を走る」というのも、高速道路上を前に向かつて進んでし、く様子

が伺われる。(12)の「橋を渡る」も、橋の上を端から端へ向かつて何かが進んでいくとい

ったイメージが浮かぶ。これらの「飛ぶ」、「走る」、「渡る」などの移動の自動詞の場合の

「を」格は、移動という動作の対象、或いは目的ではなく、移動し進んでし、く場所を表し

ていると考えられる。

(13)の「避暑地で夏を過ごす」というのは、夏の期間を涼しい避暑地で時間を送ることを
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表している。つまり、この夏を過ごすは「時間」に関するものであるが、空間のメタファ

ーとして捉えられている。つまり、夏の期間を空間と捉え、「過ごす」という言葉は、時

間的に進んでいくという空間移動のメタファーとして捉えられ、その始まりから終わりま

での進んでいく場所を「を」で捉えている。従って、この「夏を過ごす」の「を」は (10)、

(11)、(12)と同様に、何かに向かつて進んでいくという移動が行われる場所と考えられる。

以上の(10)から(13)の用例を図示すると図 5となる。

図 5移動の行われる場所の「を」のイメージ

「をj

また、「通過の場所」としては、次の (14)(15)の用例が見られる。

(14) トンネルを抜ける

(15) このパスは新宿を通る

(14) の「トンネルを抜ける」というのは、列車や車がトンネルの外からトンネルに入

って外に出ていくことを表す つまり この「を」格は通過の場所を表していることがわ

かる。(15)の「このパスは新宿主通る」も、どこかから出発したパスが途中、新宿を通過

し、その通過した場所を「を」格が表していることがわかる。この「を」は、「通るJI通

過するJI抜けるJI過ぎるJI超す」などの通過性の移動動詞を伴し川通過の場所」を表す。

これらの動詞の「を」これを図示すると図 6のようになる。
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間 6移動の通通点

己中己中口二争己中 C均三二日山昭二争

6. r出発点j

「出発点j の用例としてほ、次のようなものが挙げられる a

(16) 8時に家を出る

(17) 飛行場を飛び立つ

(18) 故郷を離れる

(16) の 18時に家を出るJは、単 内から屋外に出たという意味ではなく、 S時に

どこかへ向かつて家を出発したという意味であろう。また、 (17)の「飛行場主飛び立つ」

も、飛行場を離陸してどこかへ向かうとしヴ意味であるs 舟例(18)の「故郷乏離れる jは、

故郷を出てどこかへ向かうというよう 味である c これらの用剖の fをJは、すべて出

点を表しているが、いずれも、述部が f出るJr離れるJ1旅立つJ1離墜するJ1出港す

るj などの出発性の動詣でなければならないc これを国示すると盟?のようになる号

図? 出発点

移動

0=同叫r=:::，>r=:::，> r=:::，> r=:::，> c:::::::)由叫司司叫

「をJ(出発点〉
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7. rをj のロア、及びコア・イメージ

以上の男例の分析から fをj の用法は、「組動詞」と「移動の自動詞Jによって、大きく

こつに分けられる岳地動詞の「をj が表すものは、 f対象J、「自的.~標」、「動作主j であ

った。まず、 f対象」の「をjは、動作を薩接加えるモノ(対象)を指しているむすなわ-ハ

動仲の亘接対象であるむこれらの fを」は動作や認識作用が向かつて進んでいくモノを

す。すなわち、引可かに舟かつて進む》という共通のイメージが考えられる。

「昌的・目標」の「目的Jは、 fをJがある行為の結果、最終段培で、実現、或いは、

完成するものを示しているむつまり、「話標j の「を」も、ある行為・動作が向かっ

でいくところのものを表していると言える。これちに共通するものほ、引可かに向かつて

む》というイメージである母また、「動作主j の「をJが表しているものは、確かに実際の

動作主であるが、先の分析かちわかる通り、使役の対象である。つまり、能役者

が動作を行わせるように仕向ける「対象Jである口したがって、動作、行為の対象に分類

されるむまた、移動の自動詞に関しては、その動語の種類によって三つに分類される合ま

一つは移動性の自動詞の場合、その移動の行われる場所、通過性の自動読の場合には、

通過め場所、出発性の自動詞の場合に泣移動の出発点を表すが、いずれも何かに向かっ

進んでいくという動作のイメージに結びついていることが分かる D 以上のようなことをま

とめると以下のようになる。

【値動詞]

①動作・行為の対象:動洋・行為の度接向かつて進んでいくところのそノ

動作・行為の話的ー目標:動作・行為がその実現、到遣のために進んくところのそノ

{移動の自

①出発性の移動の自動詞の出発点:どこかへ向かつて進んで、いく行為・動作の出発点

②移動性の移動の自動詞の移動の場:どこかへ向かつてすすんでいく行為・動作の行

われる

③通過性の移動の自 の通過点:どこかへ向かゥて進んでいく -動作の通過点

これら全てに共通するコアは《何かに向かつて潜む》というイメ…ジであ号、それぞ、れ

ぞれの動詞に結びついて各用法が出現するものと考えられる。
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「をj のコア・イメー ば、関 8のようになる母

関8値動詞・移動の自動調に共通する「をj のコア・イメージ

~~~c今吟
何かに向かつて進む

第 3節 fからj のコア、及びコア・イメージ

1.はじめに

fからJのコア及びコア・イメージを探るために fかちJの基本となる用法を『時本語

における表層格と深層格との対応関係jJ(国立国語研究所 19号7)や『時本文法大辞典jJ(1971) 

や『日本語文法セノレブ*マスターシリーズせなどを参考に「動作・作用の時間的・空間

的な起点や出白人「物事の順序・範器をポす場合の始点J、「経由点人「原因・理出・援拠j、

「原料・材料または構成要素Jを抽出したむまず、「動作・作用の時間的・空間的な起点や

出自 j から見ていくことにする。

2. r動作・作用の時間的・空間的な起点や出自 j

「動作・作用の時間的・空間的な起点や出自 Jという用例としては、次のようなものが挙

げられる。

(1) 8時の新幹線は 21番線から出ます

(2) 屋根から落ち

(3) ポスターが壁からはがれた

(4) 悶から涙が

(1)のほ時の新幹線は 21番線から出ますj の「からj は、出発の起点を表している号

また、 (2) の「鹿接から落ちたj の日瓦らJも、落ちるという事態の起点を表している a

(3)の「ポスターが監からはがれたJの「からj も、ポスタ…がはがれる現象の場所的起点
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している。また、村)の「目から諜が出た」は、涙の出現場所を表している s

これらの起点、及び、出現場所の「からJと fをjの違いは、前節で述べたように「を」

が《どこかへ向かつて進んでいく》というこコアを持つのに対して、「から~こ iまそのような

もの誌ない。このことは用例 (5)(が (7)がよく表している。これらの男前の「からJを?をj

えると、次のようになるむ

(5) ちた

* (6) ポスターが壁をはがれた

* (7) 自を涙が

(5)の「盤壊を落ちたJという場合には、大震機の頂上から転がっていく、或いは、滑

り落ちていくという通過移動のイメージが思い浮かぶs これに対して f屋根から落ちたj

は、盤根の軒から地面に落下したいうイメ…ジが患い、浮かび~， i屋根から」の「麓操Jは通

過移動の場所ではなく落下の起点を悲していることが分かるc また、 (6)の「ポスタ…が壁

がれたJと言う言い方は存在しないq その理由は、「を」格のコア《向かに向かっ

んでいく》というイメージからすれば、ポスターが剥がれて、どこかに進んでいくという

イメージとなるが、そのようなことはイメージできないc ワ)の「目を諜が出た」のように

「やj を用いれば、涙がどこかに向かつて進んでし叶瓦なくてはならないが、そのようなこ

とは有り得ないむ

これらの「から」のイメージを図示すれば、 以下の密 lのようになるだろう。

関 1起点の fからJのイメージ

fからJ(起点・離農点)

1合9



3. r物事の顕序・範囲を恭す場合の始点j

「物事の}I震序・ を示す場合の始点jの用例として辻、次のようなものが挙げられる号

(8) 足曜日から土曜胆まで毎日勉強している

(9) 今日は朝から晩まで、雨が降ってい

(10) 来週は出自くんから始めます

(8)の「月曜誌から土曜日まで毎 5勉強しているjの「からJは範毘の起点 している。

そして、その範閤の終点試?

を表しているむまた、 (9)の

が表し、「から」と「までj がセットになって、範囲の

詩は朝から晩まで雨が降っていたj の「から」も「朝

から晩までj というように、 fからjは、雨が蜂っていたという期間の起 し、「まで」

は、その期間の終点 しているむな0) の「来週は山田くんから始めますj の「からj

}I讃番の起点を表している。いずれも、 2の -作用の時間的・ 的な 出自」

に糟ずるものだと言えよう令従って、この場合、そのイメージは、図工と共通している c

この起点の「からJは先 た 点の「をj が《何かに出かつて進む》というコ

ア・イメ…ジを示すのに対して、「からJ~まある期間の始めを示しているに通

例え試以下このイメージを図示すれば、毘 2のようになる。

し、。

図 2r物事の顕序・範囲を示す場合の始点j の「からj のイメージ

更 'f 
4. r経由点j

「経詰点を の用例として、 f詩本文法大辞典Jでは、次のようなものが挙iずられ

ている。

、、もき，，
J

1
i
 

宅
2・ム

/
2
1
 

もの てはいけません
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(12) 戸のすきまから光が洩れています

「経由」とは、『新明解国語辞典』によれば、「目的地へ行くのに、そのム地点(地域・

路線)を通って行くこと」とある。この定義から見ると、(11)の「窓からものを棄てては

いけません」、(12)の「戸のすきま主三主光が洩れています」、の下線部の「から」は、いず

れも、「経由点」を表しているとは思えない。もし、「から」に「経由点」という用法が存

在するなら、* Iパンクーパーから経由してメキシコにいく」、* I新宿発のパスは高田馬

場から通って池袋に到着する」といった用例が可能で、なくてはならない。しかし、これら

の文はいずれも非文であり、経由点は、「バンクーパーを経由してメキシコにいく」、「新宿

発のパスは高田馬場を通って池袋に到着する」のように、「を」で表されるのではないだろ

うか口おそらく、この「から」は、出発点としての起点を表しているのではないだろうか。

従って、これも、また、 2の「動作・作用の時間的・空間的な起点や出自」に準ずるもの

であり、従って、そのイメージは図 1と共通のものになるだろう。

5. r原因・理由・根拠J

「原因・理由・根拠を表す」の用例としては、次のようなものが挙げられる。

(13)資金不足から倒産に追い込まれた

(14) ささいなことから喧嘩になった

(15)彼の日頃の行動から考えると、そんなパカなことも有り得るかもしれない

(13) の「資金不足から倒産に追い込まれた」ということは、「資金不足」ということが、

原因となって、倒産する破目に陥ったということである。この「から」は、倒産する破目

になったという事態の原因、すなわち、事態の起点を表していると言えるであろう。(14) の

「ささいなことから喧嘩になった」の「から」も喧嘩になった原因を表しているが、喧嘩

という事態にいたるまでの起点を表しているものと考えられる。つまり、喧嘩という事態

の直接的な原因ではなく、その事態に至るまでの経緯の発端と考えることができる。また、

(15)の「彼の日頃の行動から考えると、そんなパカなことも有り得るかもしれない」の「彼

の日頃の行動から考える」の「から」は、理由を表していると考えられる。これもまた、

判断に至るまでの判断の起点を表していると言えるだろう。
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6. r原料・材料または構成要素」

「原料・材料または構成要素」として次の用例が挙げられる。

(16) 日本酒は米から作る

(17)原油からプラスチックができる

(18)紙はパルプから製造される

(16)の「日本酒は米から作る」の「から」は、「原料」或いは、「材料」を表している。

また、 (17)の「原油からプラスチックができる」の「から」も、また、 (18)の「紙はパ

ルプから製造される」の「から」も (16)と同様に「原料」或いは、「材料」を表している。

つまり、基になる材料、すなわち原料に手を加え、そして新しいものを作り出すという工

程があり、その製造過程の起点になる材料を「から」が表していると考えられる。

図 3 1原料・材料または構成要素」の「から」のイメージ

7. rから」のコア、及びコア・イメージ

以上述べた「から」の各用法を見ると「から」のコアは、一連の過程、あるいは出来

事の《起点》であると考えられる。この「から」は「を」と異なり、どこかへ向かつて進

んでいくという移動のイメージがなく、離脱点だけを表す。例えば、「自主こ与涙がでる」に

は、どこかへ向かつて進んでいくという移動のイメージはない。また、 18時の新幹線は何

番線から出ますか」は複数の出発点の中から、一つ選択するということで、 18時の新幹線

は今東京駅を出た」のようなどこかへ向かつて進んでいくような移動の概念を含んで、いな

い。この点で移動のイメージを含くむ「を」とは異なる。(図 3)

図 3 離脱点の「から」のコア・イメージ
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第 4節「がj のコア、及びコア・イメージ

1.はじめに

『日本文法大辞典j] (1971) では、「が」に関して大きく「主格」と「対象格」の二つに

分けている。なお、「が」に関する先行研究は数多いが、いずれも「は」との比較によって

行われてきた。従って、ここでは、数多くある先行研究のうちから、野田(1996)、三上 (1060)、

石川 (2012) を参考に「が」のコア及びコア・イメージを探っていくことにする D

2. 野田 (1996)

2.1 r主格Jの「がJ と「は

この主格にかかわる用法としては、野田(1996) は「が」と「は」に関する先行研究を

次の五つの原理にまとめている D

1) ["新情報と|日情報の原理」

(1)私は吉田と申します。社長にお取り次ぎ願います

(2) 私が先日履歴書を差し上げました吉田でございます

2) ["現象文と判断文の原理」

(3) 雨が降っている

(4) それは梅だ

3) ["文と節の原理」

(5) 鳥が飛ぶ時には空気が動く

(6) 鳥は飛ぶ時に羽をこんなふうにする

4) ["対比と排他の原理」

(7) 雨は降っていますが、雪は降っていません

(8) 太郎が学生です

5) ["措定と指定の原理」

(9) いなごは害虫です

(10)君の帽子はどれですか

(11) *いなごが害虫です

(12) どれが君の帽子ですか

(野田:1996) 
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これらの野田の含類、並びに三上章(1960)の『象ハ鼻ガ長イJについて石JII(2012)を基

に、日むの分析を進めていくことにする 3

2. 2 r排他の原理j、「指定の原理j

この主格の問題に関して、石JII (2012) は、恨むのごコア・イメージを探るために、 4)

f排他の原理j の「太郎怠学生ですj と 5) r指定の原理」の「太郎が学生ですj という例

を挙げ分析し、これらの例に出てくる「太郎がJのほわが「誰が?という質問を前提

としており、そこから「選択Jr指定Jr隈定Jr特定j という共通するイメージを抽出して

いる c

この「選択Jr指定Jr設定Jr特定j という共通するイメ…ジについて次の用例 (13)、

(14)を挙げて分析している告

、h
M

布

、
h
u唱

し

し

、h
u

曹

、
h

v

お

お

は
一
、
が
一

れ

れ

加

}

W

}

q

u

A

悼
み

(13)の fこれは おいししV という例は、菓子を一つ取り上げ、それを口にし、その

について感想を述べるといったシチ品エーションが考えられると述べている母一方、「こ

れが おいしい」は、昌の前にある多くの菓子の中から、一つを「選択Jr指定Jr殿定j

f特定Jするということが考えちれるや

これらをイメ…ジで示すと、次の図工と図 2ようになる c

圏 1 rこれはおいしいj 図 2 rこれがおいしいj

(石川I: 2012) 
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2.3 r新情報j

さらに 1)の「新情報と|自 の原理Jの用例(2)の「私が先日履壁書 し上げました

吉田でございますJからも「既に話題になっている吉出という人物が吉分であるとr指定J

あるいは f特定するJものである j として「選択Ji指定Ji醍定Ji特定Jとしづ共通する

コア及びコア・イメージを抽出している q

2.4 r現象文J

2) の f現象文と判断文の探理j に関して、 i?毎主脅しリとしづ現象文と「海註青い」と

いう判断文の例から、「海が青しリは詔の前に見える梅について言っており、問の前に広が

る景色の中に見える海や雲や樹木などの様々なものの中から海を「選択Ji指定Ji限定j

「特定Jするものであるとしている。一方「海草青いj の「はJfま「そのものについて言

うと J という機能を持ち、その í~寄J には設定がないため、一穀言舎になると述べている司

この現象の用法をイメージ なりに表すと、次のような・と る。この

図式のOは、自の前に見える様々な現象を表している。例えば、海辺の あれば、「船

が港に泊っているJ、「雲が浮かんで、いる」、「港で漁師が網を繕っているJなどを表してい

るa そして、この場合の.は

見える現象の中から準を

りである。つまり、「濯が青しリは様々な言の前に

?指定Ji限定Ji特定j することである母

図 3 r現級文j の用法のイメ…ジ図式

。
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2.5 r文~節の原理j

文と節の も「はJ= i，...."，_，について言えばJと「がJ= i選択j í~良定J i特

定Jというコア及び口ア・イメージから 可能であるとしている窃
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(15) 患が飛ぶ時には空気が動く

(16) 鳥は飛ぶ時に羽をこん うにする

(15)の「鳥左飛ぶ時iこは空気が動く j の場合、恨むは「選択Jr指定Jr限定Jr特定j と

いう機能かも、人鳥が飛ぶJという節の主語となる口これに対して、(16)の f鳥は飛ぶ時iこ

羽をこんなふうにするJは、「はj の r，....._.について言えば」という機言きから、「烏について

言えば飛ぶ時に羽をこんなふうにするJとなり、文全体の主語となる。

2.6 r象は鼻が長いj について

の有名な「象は鼻が長いJに、ワむと「がj の基本概念を適用すると、「はJは

既iこ見たように fほ口に関して/について言えば/語れば/述べれば/話せばj となり、

「象」としづ概念全体に関して述べるということになるむ「鼻主Jは、その象の「鼻」とい

う部分を「選択Jr指定Jr限定Jr特定Jして語ることになる o r象iま(について述べれば)、

鼻が(が r選択Jr指定Jr摂定Jr特定J)長い。 Jとなる c 言い換えれ点、「象は」は象

全体を表し、「鼻がjはその部分を表すことになる争そのイメージを若)[!は次のような菌

している

図 4r象は鼻が長いJ(石)1(: 2012) 

(::r:i) 11 : 2012) 

3. r対象捧j

f 日本文法大辞典~ (1971)で辻、対象格の匂勺について、「可能・希望・好悪・巧拙」

などの対象を表すと述べている。用例としては次のようなものを挙叩ているむ
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(17) 住所がわからないので手紙がだせない

(18) 金がほしいな

(19) 故郷の母が恋しい

(20) 私は映画が好きだ

(21) 頭が痛い

(22) あの人は字がじょうずだ

(23) 私は人前で話すのが苦手です

これらは、「可能・希望・好悪・巧拙」の例として挙げられている。しかし、(17)の「住

所がわからないので手紙がだせなしリは可能、 (20)の「私は映画が好きだ」は好悪で、 (22)

の「あの人は字どじょうずだ」は巧拙であろうが、(18)の「金がほしいな」、(19)の「故郷

の母ど恋しし'IJ、(21)の「頭ど痛し'IJ、(23)の「私は人前で話すの主苦手です」などは、「可

能・希望・好悪・巧拙」などの対象にはうまく当てはまらない。(18)の「金がほしいな」

は、希望とも考えられるが、「のどが渇いて、水が飲みたし'IJなどは欲求と言うべきかもし

れないo (19)の「故郷の母芝恋しし'IJは心情、あるいは感情の対象を表しているかもしれ

ない。 (21)の「頭芝痛し'IJは感覚の対象とも言えるかもしれないD

これらの対象格の「が」は、可能・希望・好悪・巧拙(一種の能力)、また、欲求、心

情、感情の対象であるが、これらに共通するものは、全て人間に内在するものであること

が分かる。この人間に内在する能力や、欲求、心情などの対象を「が」が表していると思

われる D

この対象格の「が」と交替可能な助詞は「は」であるが、上記の (17)から (23)の「が」

を「は」に入れ替えると以下のようになる。

(17) ，住所がわからないので手紙はだせない

(18) ，金はほしいな

(19) ，故郷の母は恋しい。

(20) ，私は映画は好きだ。

(21) ，頭は痛い。

(22) ，あの人は字はじようずだ。

(23) ，私は人前で話すのは苦手です。
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これらの用例を見ると、 (17)，の「住所がわからないので手紙はだせないJは、手紙に

関しては出せないが、電話はできるなどの意味になる。(18)，の「金法;ましいなJ~ま f金

が欲ししリと比べると、金以外の物はいらないというニニュアンスがある母これに対して f金

が欲ししリ は f何が欲ししV という関いに対する答えのような感じがする。このことから

考えると、この対象格の「がJも主格の「がj と同様に「選択Ji指定Ji限定Ji特定」を

表しているように思われる。同様に、(19)，の「故郷の母は恋ししリ、 (20)，の「私は映画

は好きだJ(21)' の「頭は痛しV、(22)，の「あの人は宇はじようずだム (23)，の f私は

人前で話すの辻苦手ですj も、その~まj で表されるもの以外のものは、例えば、 (20) ， 

の f私は映障は女子きだj という文で辻、映画以外のもの(テレビなど)に関しでは好きで

はないということを表している。これに対して「がJは、先に述べたように「何が」とい

う問いに対する答え、すなわち、多数のものの中からの「選択Ji指定Ji摂定 i特定Jを

表していると思われる c

4. rがj の口ア、及びコア・イメージ

以上の分析を見るとはわのこコアとなる機能は、多数のものの中からの f選択Ji指定J

f限定J するものであると考えられるむこれをコア・イメージ 誌、国 5のよ

うになるであろう 9

図 5 rがJのコア・イメージ f選択Jr指定Jr限定Jr特定J

f会三 j

〈石川:2012) 
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第 7章

格助調「でjの個々の深層格における意味機能
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第 1節深層格〈場所〉における「でj の意味機能

1.はじめに

「で」の深層格〈場所〉の用法は、本稿で、扱った全ての資料(辞書・日本語の参考書・

研究書及び論文)に含まれており、また、提出順序においても、資料の大半が第 1番目に

提示していることから、深層格〈場所〉が格助詞「で」の最も代表的な用法の一つである

と考えられる。ただ、深層格〈場所〉のような空間関係を表す格助詞は、「で」の他にも、

「に」、「を」、「から」がある。本節では、これらの、深層格〈場所〉における「で」と「に・

を・から」間との交代関係、及び置き換えから生ずる意味の相違を考察分析することで、

深層格〈場所〉における「で」の意味機能を探ることにする。

2. 深層格〈場所〉における「で」と「にJ、「をj、「からj の比較

2. 1深層格〈場所〉における「でJ と「にj の比較

先に述べたように、深層格〈場所〉を表す格助詞には、「で」の他に i~こ」、「を」、「から」

があるD 中でも深層格〈場所〉における「で」と「に」との使い分けは先行研究において

もよく議論されているところである。

先行研究から、空間関係における「で」と「に」について、国広 (1967)、新井(1972) 

は、両者ともに「で」は動的な動作が行われる場所を表し、「に」は静的な存在場所を示す

と述べている。さらに、「住む」と「暮らす」という類義的な動調を取り上げ、「住む」は

静的であるため、その静的な場所を示すのには「田舎に住む」と「に」が取られ、「暮らす」

には、なんらかの動的なイメージがあるため、その動的な場所を示すには「田舎で暮らす」

と「で」をとるとしている。このような論が一般的であり、これは「し1る・ある」のよう

な存在を表す場所が i~こ」で、「働く・講義する」などの行為を行う場所が「で」であると

いう日本語教育で用いられている分類と共通している。

しかし、「住む」というのは、意志的な動詞であり、ある場所で生活するという行為を

行うという動的な意味にもとれる。『新明解国語辞典」では、「住む」は「決まったところ

で暮らす」、「暮らす」は「寝たり起きたり食事をしたり仕事をしたり遊んだりなどして 1

日 (1日)を生きていく」と述べられている D

この「住む」と「暮らす」については、鈴木 (1978) は、「住む」という動詞は、「その

よりどころとしての空間が、前提となっている」とし、一方、「住む」の類義語である「生

活する」や「暮らす」という動詞には、「住む」と異なり、「よりどころを要求するという
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意義はなしリとしている c そのため、「生活するJ1暮らすj などには日こj はつかないと

うc しかし、このような、動詞の動的、静的性質のみを判断材料に?でJと日むの使

い分けを考えるのには問題がありそうだ。新井(1972)は、この能にも移動の摂念をおき、

「に」は「存在する場所や存在の状態をと移動させる場所jを示すとし、また、田正(1967)

では、 f手段・媒体の場所として行われるJ所は「でj が適当とも述べているが、やは号、

この「静的な存在j と「動的な動作・作用」で捉えることもできるとしている窃

の説明の多くは、このように「にj は存在論的観点、?でJはプロセス的観点によ

るものであった。先に述べたように、日本語教育でも、 1 Jは「モノや人などの存在場所人

れに対して、 fでけま、「行為動作の行われる場所j という説明が一殻的に行われているむ

それ以外にも、一症の動語iこは、ある一定の格助詞がつくという説明、すなむち、「ある」

には、九引がいつも付くといった説明もよくなされているが、次のような例には、当ては

ちない口

(1) a.東京00アォーラムは千代田

b.東京00フォーラムは千代昌

る

る

この用伊~ (1)の二つの文辻共に正しい文であるが、その意味は異なっている。つまり、 a

の「東京アォーラムは千代田区にあるJと言えば、日本人であれば「東京00アォー

ラム」という名前の建物の存在を想録するだろうむ一方、 bの「東京00アォーラムは

代田区である」と開けば、東京00フォーラムという「イベント J(行為)が開催されると

いうことを想像する言えるであろう号このこつの倒かも考えてみると、やはり、 1'"'-'に あ

るj と言えば、建物などのものの存在場所を捜し、 1'"'-'で あるj と言えば、行為の場所

表していると言える。従って、「ある」があれば、「にJが付くといったように、ある動詞

にある一定の格助詞が付いているわけではなく、その動詞が表している意味が重要だ、とい

うことがわかる母つまり、「あるJ，こはこつの意味があり、この意味の違いがそれぞれの格

と結びついていると言えるのではないだろうか。

それでは、場所の九こj と「でJの違いについて検討してみることにする c 例えば、「靖

子iこすわっているム f岩の上に立っているJなどの fすわるム f立つj などは、動作性の

である c しかし、「すわっている」や f立っている」などは、動作を表しているわけ

はなく、ある動作が終むったあとの静止状態を表している。従って、先に述べた静的、ま
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た動的の区間が適用可能かもしれない。では、九日と「でjの違いは静的と動的

よって決定されてくるものでなのであろうかD

次の用棋を見てみよう G

(2) a.病案の中で人がベッドに横たわっている

b.病盤の中に人が横たわっている

、iこ

用例(2)の aの「病曜の中で人がベッドに横たわっているj と bの「病濃の中に入が横

わっている」の「病室の中三」と「痛室の中i三J~士、ともに人が横たわっている場所を

している。では、これらは、「嶺たわっているjという静的な状態であるにもかかわらず、

「でJも用いることが可能であるむそれでは、一体、日むと「でJの違いは何であろうかむ

用例。)の aとbの違いを分析してみると、 aの例では、人が横たわっている場所(接触し

いる〉は「にJで示されている「ベッドJで、その?ベッドi三横たわっているj という

事穂、行為の行われている場所が「でJで表されている c これに対して、 b 辻、入が横た

わっている場所(接触している)が f病室の床j であるというイメージが浮かぶ合こ

いを分析してみると、 rJ r土、直按的な接触性を表しており、「でJは接触控を表してい

ないように感じられるむ

この r~こ j の接触性に隠しては次の (3) の a や b の用部が考えられるや

(3) a.床にすわっている

b.椅子にすわっている

用例 (3)のように aの「床与すわっているj とbの「椅子ιすわっているJを比較しで

も、 aもbもともに接触している場所を表している o aは、その接触している場所が床で

あり、 bもその接融している場所が椅子であるということがわかるむ(図 1) 
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図 1 接触を表す「にJ

a. b. 

それでは、接触性に関して次の例を見て見ょう D

(4) a. 机の上でノートに字を書いている

b. 机の上に字を書いている

用例 (4)の aとbは共に、「静的な存在」ではなく、「書く」という「動的な動作・作用」、

である o aの「机の上で」と bの「机の上に」というこつの表現が可能である D この場合

の aの「机の上で」は、ノートに字を書くという行為を行っている場所であるのに対して、

bの「机の上に」は、字を書き付ける場所を表している D このことからも「に」は何らか

の接触性を表し、一方、「で」は、行為の行われる場所を表していると言えるのではないだ

ろうかD では、この「に」の接触性とは、どのようなものであろうか。次の例を見て考え

てみよう。

(5)テーブルの上でカップにコーヒーを入れる

用例 (5)の「カップにコーヒーを入れる」の「に」が表すものは、コーヒーの移動先で

あるカップである。つまり、「に」は移動の帰着点、または、到着点を表していると考えら

れる。これまでの「に」は静的状態の接触点を表していたが、この場合は、移動の帰着点、

あるいは到着点を表していると言える。では、この「に」の帰着点、到着点という用法は、

どのようにして生じたのだろうか。

この「テーブルの上でカップにコーヒーを入れる」という行為を分析してみると、まず
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「入れるJという動作i士、コーヒーの移動を表している窃そして、立ーヒーが移動し、九じ

がカップへの接触を表すことにより、「移動十接触=到著点j という構図が成り立つハつ

り、動詞によって移動が生じ、格助詩ワこJが接触性を表すことによ号、帰器、あるいは

到着という用法が成立するものと考えられる窃これに対して、?でJ~士、「カップi三コ…ヒ

を入れるJ という行為が行われる場所を表していると言えるであろう。

この?にj の接触性iこ関しては、次の用開 (6)でも開じことが設える s

(6) a.部屋で(アノレパムに)写真を貼る

b.部患に写真を貼る

用例 (6)の aの「部屋で〈アノレパムに〉写真を貼る」の?で」

るj という行為が有われる場所を表わしている合地方、 bの

の移動の接触点を表していると考えられる。

I (アルバムに)写真を貼

に」の I~こ J ~士、

さらに、到着点の「にJと?で」の用法について、次の用弼 (7)で見ていくことにする c

(7) 新告で電車に乗る

この用街 (7)を見ると「電車に乗る」とは、ホームかち電車の中に移動するという

を示している 9 この場合もワこjは移動の弾着点を表していることがわかる a すなわち「乗

るJが移動を表し、 I~こ j が接触点を表すことにより、移動の到着点となるむさらに、この

「電車に乗る j としづ行為が行われる場所が?でJで表されている。

次に到着点から一体化という日むの用法について見ていくことにする。

(8) コーヒーに砂棒を入れる

(8)の「テ…ブノレ:::zーと -1三砂糖を入れるj というのは、「入れる」としづ移動の動作

と I~引の接触性から、「コ-"tーに j は、砂糖の移動の到着点を表している。その封岩の

砂棒とコ…ヒーが諒けあい「一体化j する。その結果を表す「コ…ヒーι砂糖が入

っているJというのは、ニコーヒ…と砂糖が「一体化j している状態を表している号これも

「にJの接触性から生じたもので、「接融→融合一→一体化j という構留が考えられるむ
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さらに、一体化の観点から「に」と「で」の意味の違いを用例 (9)で見ていくことにする。

(9) a.波聞に木の葉が漂っている。

? b.波間で、木の葉が漂っている。

用例 (8)の aの「波間に木の葉が漂っている」は、波と木の葉、つまり、下のもの(波)

と上のもの(木の葉)とが密着一体化して動いているイメージがある。このように波と木

の葉が一体化し一緒に動いているため、先に示した「接触→密着→一体化」としづ構図か

ら「に」が使われているものと考えられる。一方、 bの「波間で木の葉が漂っている」の

ように「で」を用いると、違和感を覚えるのは、「で」には密着一体化を表す機能がないた

め、水と葉とが別々に動いているような印象を与えているからだと思われる。

この接触性から生じてくる密着・一体化について、さらに用例 (10)で分析を続けていく

ことにする。

(l 0) a.蜘妹の巣にハエが絡まっている

? b.蜘妹の巣でハエが絡まっている

用例 (10)の aの「蜘妹の巣にハエが絡まっている」は、蜘妹の巣という空間に、ハエが

接触して、蜘妹の糸とハエが密着、一体化している光景が浮かぶ。これに対して、 bの「蜘

妹の巣で、ハエが絡まっている」のように「で」を用いると、先の用例 (9)のbと同じく、「で」

には密着一体化を表す機能がないため、「で」では、この状況を表すことは出来ない。

やはり、深層格〈場所〉に何らかの「接触・密着・一体化」というイメージが伴う場合

は格助詞 I~こ」が用いられるのではないだろうか。次に、表層格「で」の深層格〈場所〉

における意味機能を次に見ていくことにする。

2.2 

2. 1では「に」の接触性から「場所」の用法を見てきたが、ここでは、行為の場所にお

ける「で」について見ていくことにしよう。まず、用例 (11)から見ていく D

(11 )台所で花子がテーブルの上にケーキを置いた
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この用例 (11)の「台所で花子がチーブ、ノレの上にケー いたj という文における、そ

れぞれの格助詞の している機能会見ていくことにする。

この場合、「会所で花子がテーブルの上iこケ 1たj の「置く Jは、ものを移動

る動作(行為〉を表しており、 f花子主Jの「がj 江動作の主捧を表しているむまた、「ケ

ーキ主置く jの「をJは動作の対象物を表し、日こJは移動の到着点を表している。そして、

?でJは、これちの「花子がチープ、ノレの上にケーキを置く Jという行為全体の遂行の場所、

つまり、その場所によって、その行為 り立たせている場所、すなわち、これら

全体の成立の場所 していると考えられる cこの関係を閣で示すと、以下の密 2となる窃

図 2 漂層絡における行為の〈場所〉の「で・に」

潔麗格<(宥為的)場指> rでー i二j

合完売で花子がチ…ブんのよにケ…キを置いた容

台所で叫{花子7:i号テーブんのよ!こケーキを震いた〉

行為の遂宥め場所刊行湯治成立の場新

次に の「春子Jと「で」の関孫を (12)のム b

(12) a.タバコ盤の角を左に告がってください

b.タパニコ患の角で左に曲がってください

ていくことにする c

この用例 (12)を分析するにきたって、格助詞?をj の場所に寵する一般的な用法はつい

て述べることにする告
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6輩で述べたように、格助詞?をJは一般的に龍動詞と結びつき「動作の対象j を

し、移動の岳 と結びつくことによって、①出発点、@移動の場所、③通過点 して

いる D この移動の場所の用法 ば、次のようになる a

③ 点

毎朝 8時に家を出る

たくさんの車が高速道路を走っている

このパスは渋谷を通る

出発点(移動の出発

②移 動の場所

これ与の「をJに共通すものは、「何かに向かつて進んで、いく」という移動進行のイメ

ージであると既に述べた。この移動進行のイメ…ジから考えると(12) の aの「タパニコ

の角を左に曲がってくださし日の「角を蕗がる j というの辻、車が移動し ら、角を通

過していく様子がイメージされる。これ して、 b の「タバコ患の角で左に曲がってく

ださしリの「角でJは、「どの角で曲がるJかという行為遂行の場所が焦点になっており、

「を」のように移動・ の場所のイメージはない。つまり、「どの角で曲がるか」という

を行う すなわち、「行為の成立の場所j 「でJが表していると ょう。

以上の「でJと「をJの関係者間式化すると密 3のようになるむ

留 3 深層格における行為の場所における「で・に a をj

潔鱒:撞 く〈符換の〉場顛> rで・fこ畿をj

交盤点で太揺が通絡を左!こ惑がった。

交接点で

選護憲対謙一鞍翼言語議遜議)

議向精車}

支鑑識で吋〈太農sが進蕗を1&(二趨がった)という

行換を遂行の場按吋行為の成立会場所
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2.3 深層格事態の〈場所〉における fでJと q;:J、fからj との比較

2. 1や 2.2では、行為の〈場所〉について見てきたが、 2.3で

行為、出来事、変化などの〈場所〉について見ていくことにする c

(13) a.庭に花が咲いている

b.患で花が映いている

なわち非意志的

用保 (13)の aの f庭に花が咲いている j とbの「廷で花が咲いているJの違いは何であ

ろうかむまず aの「庭に花が咲いている」といった場合、必ずその花は庭に生えている花

でなければならないだろう。例えば、鉢植えの花が咲いた場合は、「斑i三花が咲いているJ

とは昔えない。この場合は、 f庭で花が咲いている」とならなければならない5 つまり、「にj

は、前に述べたように《接触》というイメ…ジが為り、花は庭に接触していなければなら

ない号この《按触》のイメ…ジから f長i三花が咲いているj という用例iこ現れるその花は、

f庭 +<<接触))Jとなり、この花辻、庭に植わっている花でなければならないということに

なるs 一方、鉢植えの花が咲いた場合には、花と庭との間には接触性がなく、「庭i三花が

いたJと言うことはできないc

これに対して、 bの「庭で花が咲いている j には、花と庭とには、《接触》というイメー

ジはなく、単にその花が咲く場所、つま号、「でJは「詑が咲く Jという f事態が成り

場所J、すなまっち、 f事態成立の場所Jを表しているに過ぎない5

次の用例は、場所の?で」、「かちん円こJに関するものであるむ

(14)公閑-c:花子主ジャングノレジム主主地面i三落ちた

この用例 (14)の「公闘で花子がジャングノレジムかち地面に器ちたJの「落

という「事態」を表しており、この用例の「花子が」の「が」は落下の「主体Jを表し

いる。また、 fジャングノレジムからJの「からj は落下の f恕点j を表しており、 f地面iこ」

の qこj は、その?にJの持つ「接触j のイメージかち、「落ちる」という移動を表す動詞

と相まって、落下の「到着点」を表している。また、「でJ~土、「花子がジャングノレジ

ち地面に務ちたj という「事態全捧の成立の場所j を「で、」で表されているものと考えら

れるむ
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これらは、示せば、以下の図 4ようになる。

図 4 深層格における事態の場所の「で・から・にJ

深層格 く事態の場所>rで・から奪にj

公欝で花子がジャングルジムから主~rnHこ務ちたや

起点〈から}

公自国で→(花子がジャングルジムから落ちた〉

事態の成り立ち{成立)の場所

3. 深層格〈場所〉における「で」の意味機能

以上、深層格(場所〉に関して、「で」とともに「に」、「を」、「から」が挙げられる。

第 6章で既に述べたように、「に」は、何らかの接触性を表し、《接触》というイメージか

ら、存在や何らかの静態の場所を表し、移動性の自動詞をともなって、「到着点」などを表

している。「を」は、「何かに向かつて進んでいく」というイメージから、他動詞の場合、

その動作の向かっていく対象、「目的、目標」を表している。また、自動詞では出発性、移

動性、通過性の移動の自動詞と結びつくことによって、それぞれ「移動の出発点」、「移動

の場所」、「移動の通過点」を表す。これに対して「から」は何らかの「起点」を表してい

る。

一方、「で」は、意志的な動作・行為の場合、「その動作・行為を遂行する場所」、ある

いは、「その動作、行為を成立させるための場所」を表しており、また事態においては、「そ

の事態変化を成立させる場所」を表している。
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第 2節深層格〈方法) (道具〉における「で」の意味機能

1.はじめに

深層格(方法> <道具〉についての「で」と他の格助詞の使い分けに関する主な先行研究

には、益岡・田窪(1987)、森田(1989)、摩 (2010) などがある。(付録参照のこと) 益

岡・田窪は、手段や道具の意味は一般的に「で」で表すとし、また、動作の対象を表す場

合は「を」となるとしている。また、森田(1989)は、動詞の両義性に着目し、「ガスで死

んだ」の用例を挙げ、意志的であれば、「ガス自殺」で(手段〉となり、無意志であれば、

「ガス事故」で(原因〉となると述べている。壕 (2010)は、「に」は、後続する動詞への

「帰着性(くっつき・接着)J、もしくは、「飴を紙に包む」のような変化の意味が潜在して

おり、「で」を用いると「道具性」が、「に」を用いると「帰着性」が表われるとしている。

(付録参照のこと)

深層格(方法><道具〉の「で」と置き換え可能な関係にある格助詞には、「に」と「を」

がある。本節では、「で」を「に」と「を」に置き換えることによって生じる意味の相違か

ら深層格(方法> <道具〉における「で」の意味機能を探ることにする。

2. 深層格〈方法) (道具〉における「でj と「に」の比較

深層格(方法><道具〉の「で」と置き換えても意味が成り立つ格助詞には「に」と「を」

がある。まず、はじめに「で」と「に」を用例 (1)から見ていくことにする。

(1) a.スルメを火にあぶる

b.スルメを火であぶる

前章でも述べたように、 「に」には、 《接触》というイメージがある。用例(1)の aの

「スルメを火にあぶる」の火に下接する「に」は、このような《接触》というイメージか

ら、スルメを火に近づけ、スルメと火との接近、または接触を表していると言える(図 1)。

一方、 b の「スルメを火であぶる」の「火で」の「で」は「手であぶる」というような、

スルメをあぶるという行為を遂行するために使用する・利用するやり方、手段、あるいは

道具、つまり、あぶるという行為を成立させるために使用・利用するやり方、あるいは道

具を表していると言える(図 2)。つまり「スルメを火で(を使って)あぶる」となる。

このように「で」で示すと、図 1のようなスルメを火に近づけるという「に」の持つ方
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向性は感じられないむ「あぶるJという を行うために捷用するもの している c

「でJは?を使用して・を使ってj という き換えちれるかもしれないむ

(1) 払スルメを火に(接触させて)まちぶる

b.スルメを火で(使って)あぶる

次に用開 (2)を見てし 1くむ

(2) a.編み針の先iこ毛糸を引っ掛ける

b.鱗み針の先で毛糸を引っ掛ける

用例 (2)の a の「鋪み棒の先i三毛糸を引っ掛けるj の f編み棒の先立j の?にJは、編

み捧の先と毛糸の《接触点》を表し、 bの「緩み針の先で毛糸を引っ掛けるJの下繰部「でJ

は「毛糸を引っ掛けるj という行為を成り立たせる、つまり、成立させるために使用・利

用するやり方、あるいは道具を表し、「でJそのものは「を捷舟して、使ってj と言い変え

ることができるかもしれない。つま号、 f編み棒の先iこjの意味は、格助詞 I~こ j のイメー

ジ《接触点》から生じ、「舗み埠の先i三《接触点》毛糸を引っかけるJとなるむつまり、毛

糸を引っかける場所在接触点口に》となる。これに対して、「繍み捧の先で」の意味ほ、「編

み棒の先を使ってJという意味になり、 f繕み棒の先でく方法〉

となる。(図的

関 1編み針の先に/で毛糸を引っ掛ける。

毛糸を引っかけるj

ここでは、「で」の用法は、深膳格のく方法) <道具〉で捉えている号それで、は「でJに
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共通する意味は伺であろうか5 前箭では「で」の深墨格は、〈場所〉であった9 それで管内

この深層格〈場所〉とく方法) (道具〉に共通するものは荷であろうか窃これについて次の

用関白)から考えてみる q

くおこの部躍は会議に使うから、応接室-c:話しましょう

この用伊~(3)を前節、深麗格〈場所〉という視点から考えれば、この「応援室でJの「でj

、その「話す」という行為を行うく場所〉となるむそれに対して、本節の深窟格〈方法〉

という視点から考えれば、「応接室で話しましょう jの「でJは、応接室を使って

話すという〈方法〉 或いは 話すために使用するく道具)としての部患と考えられる。つ

まり「応接室で(を使って)話しましょう j となる。このことから考えると場所の「でj

は、意志的な行為である場合、その意志的な行為を遂行するために護用する〈場所〉とな

るが、すなわち、その行為を遂行するために寵用するく道具・手段〉と共通していること

がまっかるむここに共通するものは、ある行為を遂行するために使躍するトこコ口、モノと

るかもしれない口苗い換えれば、ある行為を成立させるために使用するそノ(トこコロを

含む)と考えられるむ次の用例(4)を見てみよう号

(4) a.ベンに名前を書く

b.ペンで名前を書く

用例(4)のaの「ベンに名前を書く Jとbの fベンで名前を書く Jを比較すると、 aの「ペ

ンに名前を書く」では、?に」のイメ…ジ《接触》により、名前を書きつける対象(場所)

が fペンJであり、そのベン自体と名前が図 4の aように、《接触》していることから「にJ

が用いちれると考えられる。一方、 bの「ペンで名前を書く Jの「でj は、ペン自体と名

との《接触》ではなく， i名前を書く Jという行為の遂行に使用・利用するやり方・ま~、

を「でJが表していると書える〈国 4)。

(4) a.ベンに《接触》名前を書く

b.ベンで(使用して)名前を書く
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次の用例 (5)を見てみよう。

(5) a.手に葉つばを乗せる

b.手で葉つばを乗せる

用例 (5)の aの「手に葉つばを乗せる」では、葉つばを移動させて乗せる場所である「手」

が「に」で表されている。「乗せる」という行為が移動性を表し、さらに、図 5の aのよう

に、移動の結果、「手」と「葉っぱ」とは接触し、そのため、このような《接触》のイメー

ジを持つ格助調 I~こ」が用いられると言える D この「葉っぱに」の「に」は「移動の到着

点」を表すことになる。

一方、 bの「手で葉つばを乗せる」は、「葉っぱ」あるものに乗せるという行為の遂行に

使用・利用するモノ〈方法) <道具〉を「で」表している。

(5) a.手に《接触》葉つばを乗せる

b.手で(使って)葉つばを乗せる

この他にも「お菓子を紙に包む」と「お菓子を紙でつつむ」、「セロテープを指に貼

る」と「セロテープを手で貼る」も先に示した解釈が成り立つ。

次に用例 (6)について考えてみることにする。

(6) a.携帯に連絡する

b.携帯で連絡する

用例 (6)の aの「携帯に連絡する」では、「携帯に」の「に」のイメージ《接触》から、

連絡するというメッセージの移動という行為と結びつき、メッセージの到着先、あるいは、

連絡先を「に」が表していると考えられる。一方、 bの「携帯で」の「で」は、「連絡する」

という「行為の遂行に使用・利用するモノ〈方法) <道具)Jを「で」で表していると考え

られる。これらのことを考えると、「で」は「を使って」、あるいは「によって」という「機

能」を果たしていると言えるであろう。
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3. 深層格〈方法) (道具〉における fでj と fをj の比較

格〈方法> <道具〉における「でJと置き換えても意味が成り立つ格助誤には「をj

があるむ

次の用例 (7)と(引を見てみよう号

(7) 払携帯主調べる

b.携帯で調べる

(8) a.携需主検索している

b.携帯で検索している

男伊H7)の a の「携幣在競べるj は、例えば、迷惑メ…ノレが来ていなし、かチェックする

とき、また、通話ができなくなったため、故離かどうかチェックするときに、このような

い方をする。つまり、益関・凶器(l銘7)が述べているように、「をどjで示される

は、それ自体がチェックされる「対象Jとなる D

一方、用例 (7)の bの「携帯で調べるJ~士、電車の時間などをチェックするとき、また

友達の電話番号などをチェックするときに、このような言い方をする。確かに益岡・田窪

( 1987) のいうように、「をJが調べる対象そのものを表すのとは異な号、 fで」は、

の時間や、友達の時間を調べるための手段・道具と考えられる G また、用例 (8)のように、

述部を「検索している」に置き換えると、 (8)の aの「新しい携帯を検索しているJでは、

インターネット上で新発売の携帯について調べている様子が覗える。この場合は、「をJで

示される「携帯」は諦べる〈対象〉そのものであり、パソこコンからでも、携帯からでも検

索可龍である(躍的号

地方、 bの

かを

しい携帯で検索している」 辻、 ったばかち を使用・利用して何

-利用する

去、wJa

している様子が覆える。この新しい f携帯Jは、讃べるため

と考えちれる。この場合の検紫行為は携警からのみとなる s

4. 深層格〈方法) (道具〉における fでj の意味機能

以上、深麗格

げちれていたが、すで

〈道具〉に る先行研究には棒助詞「 とともに川口が挙

たように「にJは、その《按触》のイメ…ジから「移動の動
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詞を伴って接近点や到着点」などを表している。また、「を」は〈方法) <道具〉を表すも

のではなく、あくまで動作・行為の〈対象〉を表しており、「で」は、「意志的な動作・行

為の場合、その動作・行為を遂行するために使用するもの」を表していることが分かつた。

つまり、深層格〈方法) <道具〉を表すものは、「で」のみであると言えるであろう。その

際に「で」は、 1""'-'を使用・利用して」、あるいは 1""'-'によって」と言い換えられよう。

つまり、ある行為を成り立たせるために使用する、或いは、利用するモノを表している

と言える。

第 3節深層格〈材料) (構成要素〉における「でJの意味機能

1.はじめに

深層格〈材料) <構成要素〉における格助詞の使い分けを述べた先行研究には、鈴木忍

( 1987)、益岡・田窪(1987)、森田 (1989)、山梨正明(1995)、菅井三実 (1997・2000)

がある D

鈴木 (1987) は「で」と「から」の違いについて、「から」は「出どころ」、「起点」で、

「で」は「手段・方法」という根本的なニュアンスの違いがあると述べている。一方、益

岡(1987) は、材料・原料は一般的に「で」で示され、それに対して、なんらかの製品へ

と変化した場合の材料・原料は「から」で示されるとしている。また、森田 (1989) は、

「から」と「で」の関係は、「工業生産的」で、材料と原料、加工と製造の差であるとして

いる。その理由として、「で」は範囲の限定を表すため、使用する材料が何であるかという

ことを示す働きしかない。変化の過程という意識は「で」には存在しないと述べている。

また、認知的観点から山梨(1995) は、「で」は、「原料」や「材料」の意味に関係す

る「手段」を、一方、「から」は、新たな物へと展開する「起点」、もしくは、「出発点」

という点で異なると述べている。菅井(1997) は、産物と材料が同じ範曙として扱われ

るとき「で」で表示することができ、産物と材料が異なる範曙として扱われるときには、

「で」で表示できず、「から」での表示のみとなると言っている。(付録参照のこと)

本節では、「で」と「から」の交替関係を考察、分析し深層格〈材料〉における「で」

の意味機能を探ることにする。

また、「小法廷は 5人の裁判官で構成される」や「人間の体はタンパク質と水と乏でき

ている」や「水素と酸素で水ができる」などの用例に見られるく構成要素〉における「で」

の意味機能も探ることにする。
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2. 深層格〈材料) (構成要素〉おける fでj と fからJの交替関係

次に深層格〈材料〉における「でj と「から」の交替関俸を用伊tl(1)で見てくことにし

ょうむ

(1)ι 石溶からプラスチックを作る

b. 牛乳からチーズを作る

C. 果物から作られたリキューノレ

ι薬草から作られた錠弗j

e. 擦油かち作る石けん

まず、用例 (1)の「石油からプラスチックを作る」ほ、石油を加工し、様々に変化させ

る過程を経て、最終的に元の石油とは全く異なるプラスチックという製品を作り出すとい

うことである o bの「牛乳主こムチーズを作るJも同様に牛乳を加工し、間形化し、さらに

発酵作用を加え、変化させ最終的に元の液体である牛乳とは異なる信体のチーズというも

のを作り出す cの「果物主主作るリキューノレj、dの f薬草乏こ与作られた錠穿UJ、eの

油から作る石けんj も同じく、これらの a""'-'bの「からj で表されたものを使用して作ら

れた完成物は、元のモノとは異なる。この「石語、牛乳、果物、薬草、廃油Jはいずれも、

完成物の元になる材料〈原料)、つまり「起点j を表すことから、「からj が用いられるも

のと考えられる号

このように材料(原料)に「から」を用いた場合には、その完成物に辻製造過程があり、

「石油・宇乳・果物・薬草・臆油j などの材料そのものが完成物をそのまま叢接構成して

いるわけではない司(図工)

国 1 原料の「からj

次に深場格〈材料〉の?でJについて考察してみよう己
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(2) a.木でイスを作る。

b.紙工紙飛行機を作る。

C.麻ひもでタペストヲを編む

d. パンとハムでサンドウィッチを作った。

用例(2)の aの「木でいすをつくる人 bの f紙で飛行機を作るん cの「蘇ひもでタベ

ストりを編む， dの「パンとハムでサンドウィッチを作ったj などの下線部の fでJは、

材料を表しているが、 fからJとは異なり、「木、紙、斉家、パンとハムj などは、「イス、飛

行機、タベストリ サンドウィッチ」などの完成物そのものを直接構成している材料とな

っている。すなわち、完成物そのもを成り立たせている材料をあらわしていることがわか

るc これらの用例の「でj を「からj で言い換えると違和感のある文となる。

例 (2)の aから dを晃ていくと、各々の下諌部の「でJ~士、「作る J 、「編む」という意

志的行為や?できたj という事態を成り立たせるために使用・利用する材料を表している

と考えられる口伊jえば、 a の「木でイスを作る J ~ま fイスを作る j という意志的行為

り立たせているもの、つまり、?イスをf乍るjという行為の成立に使用・利用する材料を「でj

していると考えられる c また、 bに関しても「紙で飛行機を作るJでは、完成物を成

り立たせているもの、つまり、「飛行機を作るj という行為の成立に使用・利用する材料

「で」で表していると言える。この他、 cも「麻ひもでタベストリを緩むj の「タペスト

ヲを編む」という行為を成り立たせるもの、つまり、「編 Jという「行為を成立させるの

に使用・利用する材料j を「で」が表している母 dの「パンとハムでサンドウィッチを作

ったJも、やはり、使用・利用した材料について述べている。つまり、これらの「でj も

先に述べた「を捷ってJ という言葉で表すことができるだろう 9

この「でJを fからJに置きかえると、 a. 木全こ主イスを作る j、b i紙泣こ与紙飛行機を

作るJ、ci麻ひもどムタベストリを編むム d パンとハム主主サンドウィッチを作ったj

となり、違和感のある文となるc なぜなら、これらの用例に辻、「からJのように完成物の

起点をイメ…ジさせるものが存在しないから J吋

さらに、深層格〈構成要素〉における?でj と「からj の交替関係を用例 (3)で見てく

ことにしよう 9
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(3) a. 小法廷は 5人の裁判官で構成される

b. 人間の体はタンパク質と水でできている

C. 水素と酸素で水ができる

まず、用例 (3)aの「小法廷は 5人の裁判官で構成される」の「で」は、この小法廷を

直接構成しているものを「で」が示しているように思われる D この「で」を「から」に置

き換えると、 5人の個々の裁判官を組み合わせることによって、小法廷ができあがるとい

うような意味解釈ができる D これは、ほぼ、〈材料〉、及び〈原料〉における「で」と「か

ら」の関係に相当するだろう D また、 bの「人間の体はタンパク質と水乏できている」も

同様に、体を直接構成しているものを「で」が指しているように思われる。一方、「から」

に置き換えてみると、水とタンパク質とが組み合わさって体が構成されているといったニ

ュアンスが感じられる これも〈材料) <原料)の「から」に相当すると言えるであろう。

cも同様に考えられる口

3. 深層格〈材料〉の fでJと fをJの比較

益岡・田窪(1987) は「グラスにワインを満たす」と「グラスをワインで満たす」の用

例を挙げ、「を」は動作の対象、一方、「で」は手段、動作を表すと述べている D つまり、

「グラスにワインを満たす」では、グラスに満たすもの、すなわち、グラスに移動させる

対象であるワインを「を」が表し、一方、「グラスをワインで満たす」では、グラスを満た

すために使用、利用するく材料〉が「ワイン」であると考えられる。この場合も、「で」は

グラスを満たすという行為を成立させるために使用するく材料)を表していると言えよう。

4. 深層格〈材料) (構成要素〉における fでJの意味機能

以上のことから、深層格〈材料〉における「で」の意味機能は、ある物を作るときにに使用、

また利用するものを示している。一方、深層格〈構成要素)における「で」は、ある物を

成り立たせる物、或いは成り立たせている物を示す。この〈材料)と〈構成要素)の違い

は、前者が動作主が何かを作るときに意志的に使用・利用する物を指すのに対して、後者

の〈構成要素〉は、ある生成過程や生成物を直接成り立たせる、あるいは成り立たせてい

る物を指すときに用いられるということである。
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第 4節 深麗格〈原因・理由〉における fでj の意味機能

1.は乙めに

記国を 「で・に・から」関の格助詞の使い分けに関して述べ な先行研究には鈴

(1972)、鈴木忍(1978) (1982)、益田・田窪(1987)、森田 (1989)、菅井

(1997・2000)、山田 (2003)、村上 (2010)がある合

鈴木 (1972) 辻、 の名読で状況語14 るのは、動作、状態、現象を 「で」と

「からj であると述べている。その上で、「でJ格は、「おお水三ぼくの家はながされてし

まいました」や?太郎のおかさん泣病気で寝ていま のように、述語 として、自然

現象、生理現象、社会現象(i スト マヒしたρ などに限られるようだと述べ

いるs また、「からj 格は、「過度の疲労から病気が再発したj や f民衆の不満かち暴動

が起こった」のように、 なんらかの状慈の出現、発生を表すJ場合が多いが、この

条件は十分明らかにはなっていないと指携している。

鈴木忍(1978)は、心盟現象の理由を表す用法は「 に霞き換えにくいが、 f地震に/

くJi大き

生理的動作を「

に/でおどろく Jなどは、?でJに置き換えても不自然に感じないのは、

が表す一回もあるためだとしているが、そ 味の違いについて問、

述べられていない。また、 r~;: J 、この心理現象を合め、生理現象、告然現象を表す動

けられる対象を表す特徴があるとしているむしかし、自然現象であっても、「木の葉

が患に/で舞う」というように「でjが用いられる あること会￥ち、この?にj と「

のニュアンスの違いが、再者の相違点を表しているものと考えられるa

寺村 (1982) は、「 と「にJが言い換えられるのは、述語が感情動詞の である

と言う。こ 、「にJは、「感情の動きの誘引」を示すものとしている

益田・田窪(1987)は Jは一般的に「で」 され、 「人間関係で/に悩むj

のように、人に一時的感情をも る対象(原国)は「にJで表すことが出来ると言う。

また、「パス っていた人々は、寒さ えていたjのような自然現象や生理現象にかか

わる は、「に」で表すことが多いと ている母

また、 ( 1997) は格助詞「で」の 特性を考察する中で¥原菌 「でj

と r~こ j についても触れており、 あまりのショックで/に寝込んだ、j では、「にj も

?でj も用いられ、日こ」 となる「ショック Jが誼接述部の「寝込む」という を

14 r状況諮Jとは、 f主語と述語(あるい辻、それに対象諾や{事前語のくわわったもの)のあら

きごと、ことがらがなりたつ場所、とき、原因、悶的をあらわす文の部分であるJ(鈴木 1972:99…100)
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引き起こしているとしているc それに対して、「で」は、「そのショック*に/で母は翌日か

ら一遺関も布団からでられない状態が続いたJのように、原因から結果までの時間的関鴇

がある場合に用いられ、「にj搭辻、これに対して容認、度が低くなると述べている邑このよ

うに山口が取れない現詣は、「布団から出られない状態j と「そのショック Jとが時間的

に離れており、この時間的な間隔が入ることによって継続的な影響を与えることができな

いためであると説明している合

山田 (2003)は、「でJ格による は基本的に非意志的な用 対して用いられるが、

その一方で、意志的行為の意図性が感じられない場合にも用いられるとしている。後者の

場合i士、「行動の理告や目的の用法j となると言っている。また、起因を表す?でJ格がと

る名詞は「出来事性の名詞j であり、「手段・道具の用法との連続性から、非;意志的事態生

起の媒介物の用法にずれていく J(山田 2003) と結論付けている。

一方、「にJは「惑靖・感覚など精神的・生理的状態や変化を表す述語とともに用いら

れ、その状態あるいは変化をもたらす原因となるできごとにつくことが最も多いJ(山田

2003) としている。

また、「カラ格」に関しては、「大愚かち看板が霞iれたjや「肺炎かち死んだ」のよう円、

国(直接結びにくい原因)Jを表す場合には復われにくいと言う。「事故の後遺症から

来た麻嬢がまだ残っているj のように「実擦には変化の前後の状態を表す起点のカラの延

長上に捉えられるJ(山田 200323) と述べている 9

村上 (2010)は感情動詞にのみ焦点を当て、感需動詞の補語を表す「にJがどのような

場合に「でJ~こ言い換えられるのかに関する考察を行っている c 村上によれ足、?に J は〈感

情の対象〉を表し、 fでj はく原因〉を表すものとしている。その中で、「おびえるJiびっ

くちするJi驚く j の感情動訴で辻、名詞句が「外的原因の場合は「でJを使うことが

できるとしている。また、「逮捕は突然のことで/*に驚いているJや i2年生の次男坊が

きかん坊で/*にの「でj は主題・主語が言語化されている判定詞の?でJであり、このよ

うな fでJは i~~ J ~こ言い換えることができないとしている。

このように、提来の先行研究では、深層格〈原国・理由〉における格助詞「 と「にJ

と「からj の使いわけについて述べているものは数多い9 本節では、「でj と「にJと「か

らj 格問の交替関係を考察・分析することによ号、深溜格〈原因・理由〉における祷助詞

fで」の意味機能を提示したい告

15 主体の外部で起きた出来事を京国(1992) に倣い「外的京国J と呼んでいる s
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2.深層格〈原国・理由〉における fでj と「にj との交替関係

深層格の -理由)について分析するにあたり、次の用例を見てみよう号

(1) a. しむ

しむ

用例 (1)のaの

う事態を引き起こした

しむj 辻、 bの「借金主苦しむJと比べると、「苦しむj とい

と、引き起こされた「苦しみj とが密着一体化していて、

四六時中苦しんでいる操子が覗える〈密 1)。つまり、

いった状況が考えられる。これ辻ワこJのイメージ《接触》

と思われるむ

という苦しみの中にあるj と

より、引き起こされたもの

bの|借金で苦しむJは、「苦しむJという状態が借金によって引き起こされたと

いうニニェアンスが覗える(図幻 o rで」が下接する名調、もしくは名詞匂は、議ろの状態

を引き起こしたもの、つまり、「借金Jが苦しむという状態を引き起こした、あるいは、そ

の状態を成立させたものを表すと言えるかもしれない告すなわち、?でJは、その「苦しむj

という状態を或立させた(室ちせた)原因・理由を表していると考えられる 9

の先行研究で示したように、鈴木忍 (1978) 辻、心理現象の理由を表す用法辻?でJ

に置き換えにくいが、「地震に/で驚く Jr大きな音に/でおどろく Jなどは、?でJに置き換

えても不自然に感じないのは 生理的動作を「でj が表す一面もあるためだとしている号

鈴木はこのように述べているが、以下に原因を九日で表した場合と「でJで表し

とでは、どのようなニュアンスの違いが生じるのであろうか、次の用例 (2)で見ていくこと

にするa

(2) a.吾iζ驚く

b.音で驚く

この用開(2)の aについては、先に示したように、鈴木忍(1978) は、 r~むには

象*生理現象・告然現象を表す動詞の向けられる対象を表す特徴があるとしている号 16

16{旦し、自然現象を表す動制の対象の用例は提示されていないため、議熱現象を表す対象がどのようなも
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次の用例 (3)では、いずれも述部は生理的動作の「驚く Jを弟いているが、この用例

おいては、下線部の「にJ辻「で」に置き換えにくい。

(3) a.みんなの視隷に驚いたイ・ 3ンウク上兵は、理由もわかも

b.彼女は夫の変税与驚き感激した口ぶちだったの

c. i蕗鰻を金で買えるという総理の考え」に驚いたという

を続けた

d.その金額の少なさに驚くが、そんなことより次の一首が印象に残った

(a ，._ d の用例は『少納言」より引

これらの用例 aから dの fにJは、「驚きJの

のようにも思われる号伊iえば、次の用伊J(4)は国立

して提示している一例である c

(4) a.未来の

b.老事者

をおどらせながら

く感動した宜長は、

国j というよりは、「感靖j の「対象」

(19ヲ7)が深層格〈原閤〉と

C.此の震い傷にも 中に人がいることに気づい

(冨立冨語研究所:1997) 

(4)の aの「未来の肴望に胸をおどらせながら」で辻、「胸なおどらせるJ原因が「未来の

ではなく、「胸をおどちせるJという気持ちの高鳴り、知ち、気持ちが高鳴る対象が

肴望jと考える方が自然である母また、 bの「老撃者の言に深く感動した

では、軍長が深く感動した原因が老学者の言葉ではなく、窓長が深く感動した対象が、

学者の言葉で、すなわち、深い感動の対象が者学者の言葉であると思われるむ cの「比の

、傷にも屈せずJも同様に、屈しないという感糟の対象が重い傷ということで、けっし

て、その感靖の原因が重い毎ではない母

鈴木は、この場合の九こJは、心理現象・生理現象・自然現象を表す動詞の対象を表す

と述べているが、確かに心理現象の場合には、 自体が何らかの志向性を持つ り、

その対象が日こj で表されることが多いa

これは、先に述べた日こ」のイメ…ジ《接触》により、状態とその引き起こすものとが

のかは不明である。
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一体化しているため、?にj が下接する名語、及び名詞勾は、ときに「感信j の対象となる

とも考えられるむ従って、「音に驚く j は、音の発生と驚くという心理現象とが不可分

体化しているため、原因とも対象とも区別がつかないD

一方、用剖 (2)のbの f菅で驚く j の?でJは、 くJという事態が音により引きEこ

されたというニュアンスが覗え、?でj は、

表し、まさしく、事態の原因を示しているものと

iこ「驚く」という事態を生じさせたものを

るであろう申書うならば、?でJは「驚

くj という状態を号iきおこしたもの、つまり、その くJという状態を引き起こし

-理由を表していると考えられるむ

次iこ用例 (5)の状慈の変化に関して見ていくことにする。

(5) a.氷が熱に溶けている

b.氷が熱で溶けている

用例 (5)の aの「氷が熱iこ溶けているJにおける「に」で表されている f熱j は、「氷が

溶けるj という状態の変化を引き起こしたもの、すなわち、「氷が溶けるJという原理

していると言うより、「熱」そのものが「氷Jに韮接作用し?氷が溶けるJという状態を引

き起こしている、つまりま接触》による亘接作用を悲していると思われる母

これに対して、 bの「氷が熱で溶けている」の?でj は「氷が溶けている」という変化

引き起こす原器・理由、つまち変化を成立させる原因を「でJが表していると考えられ

る司

また、用伊J(5)は、いずれも述部は「溶ける」という人間の意志が伴わない動詞であり、

このような無意志的な動詞と結びつくことにより、深崩格(原因〉となり、また、述部が

忠的動詞であれば、次の用例給油のように深麓格〈手段・方法〉ということ泣既に先行

研究(森田:1989) で述べられている母

鈴木 (1978) は、ワニj は生理現象の由来・出どころ(原因・理出)を表す用法とし、

これらの用法は「私は勉強に/でっかれましたハ「私は酒に/でょっぱらいましたJ、「歌声

に/でしびれましたJのように?で」と置き換えられるとしている。これちの論の裏付けは、
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鈴木 (1978) では述べられていないが、既に用例 (1)や (2)で説明しているように、これら

の文章は、「勉強J、「潜Jr歌声J~土、?っかれる J 、?ょっぱらう j 、「しびれる J という状態

引き起こす原因となり得ることから、「でJ~こ置き換え可能で、あると番えるのではない

ろうかむ

次に原菌の「で」と円こj の関係、について、 dらに用伊I(6)で見ていくことにする。

(6) a.前に濡れた葉っぱ

b.雨で、濡れた葉っぱ

例 (6)も同じく aの「雨に護れた葉っぱj では、?にJのイメージ《接触》によ号、

の水j憶が葉に付着しているといったま接触》のイメージが想像できる合

bの「雨で濡れた葉っぱ」で辻、「葉っぱが濡れるJ という変化を引き起こしたもの、

つま号、成立させたものである「隅j が「でJによって表されていると言える。

次に白熱現象における(賭毘〉の「にj と fでj の違いについて検討するために、

例(りの a、bについて考えてみる c

(7) a. 傘が風に舞う

b. 傘が風で舞う

用例 (7)の「傘が患に舞う Jは密告のように、九日の《接触》というイメージiこより、

風の動きと傘が一体化して一緒に担に舞っている図 9のような映像がイメージできる窃値

方、 bの「傘が嵐で舞う Jには、一部の突風が吹き、その結果傘が吹き飛ばされたという

イメージが浮かぶq この場合、「傘が舞う Jという事態を引き起こしたもの、つまり、その

を成立させたものが「でJで示されていると書えるだろう c つまり、「傘が舞う Jとい

う状態を成立させた原国・理由を表していると考えられる。

これまで論じてきた川こJ と fでj の深屠格〈原因・理由〉の意味の異なりを顕著に

しているものが次の用伊j持)と蓄えよう c

(8) a.石につまずづいた

?b.五でつまずい
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用例 (8)では、 aの「石につまずいた」とは言うが、 bの「石でつまずいた」とは言わな

いD これは、「つまずく」ということは、つま先が何かに接触しないと起こらない事態であ

る。つまり、つまずくものがなければ生じない現象である。そのため、「石」と「つまづく」

という動作が不可分に一体化していることから《接触》のイメージを持つ「に」が用いら

れるのではないだろうかD これに、対して、「石で、転んだ」という場合は、「転ぶ」という

動作は、「バランスを崩して転んだ」のように自分自身の動作のみで生じる現象で、「に」

のように何らかの物との《接触》という関係がないため、「石に転んだ」と言うことは出来

ず、原因としての「で」が適当ではないだろうか。

「現代日本語書き言葉均等コーパス『少納言j]Jや、インターネットを用いた検索では、

「石ζつまずく」はヒットするが、「石でつまずく」のヒット数は皆無で、あった。それに対

して「で つまずく」の検索では、「玄関でつまずく」、あるいは、「就職でつまずく」のよ

うな例が見られた。しかし、この場合、「玄関でつまずく」は深層格〈場所)を表すもので、

深層格〈原因〉を表すものではないD また「就職でつまずく」は、確かに深層格〈原因)

と言えるが、そこには「石につまずいた」の「に」が表すような原因と現象とが一体化し

た直接的な関係がないため、「に」は不適当となり、原因の「で」がふさわしいと考えられ

る。

3. 深層格〈原因・理由〉における「でJと「からJとの交替関係

前項 2では深層格〈原因・理由)における「で」と「に」の格の交替関係を考察・分析

してきたが、本項 3では、「で」と「から」格の交替関係について見ていくことにする。

山田 (2003) は、これまで遠因と呼ばれてきた「から」で表される起因は、実際には、

時間的に遠いものや、プロセスとして遠い因果関係を表すものではなく、「から」本来がも

っ、「変化の前後の状態を表す起点J (山田:2003) としての意味が残った原因と考えた方

が妥当であると述べている。つまり、「から」で表される原因は、述部の出来事に変化する

前の状態であるとし、変化がない場合には「から」では表せないとしている。

それを裏付けるのに、これまで遠因を表すと言われてきた格助詞「から」にも、時間を

かけて段階的に変化するということが感じられないものもあるとして、次の用例 (A)や (B)

を挙げている。

(A) I筑波から帰京すると、過労から最初の脳出血で倒れる ~略(天声人語)J 
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話) i有望な敬治家が不注意主こ主議席を失うこともあったようだJ(朝日新開社説)J

(山田 2003)

しかし、筆者が先の第 2項 2で示した日こj の《接触》というイメ…ジの問時性に対し

て、用例 (A) や(おの「からj には、時間的プ口セスの隔たりが惑じられる。 (A)

して言えば、まず、最初の踏出車で倒れたのは、それ以前に過労という状態が存在した結

果である 5 つまり、「かちJで表される原因は、述部の出来事に変化する前の状態で、その

開に時間的な変イとがない場合にはサ瓦らJでは表せないと言えるであろう。「過労乏こム倒れ

た」と「過労で倒れたJという二つの例を比べると、共に、過労が原因となり樹れたとい

う事慈が生じたということを表している。しかし、この二つを比べ見ると f過労で鰐れた」

は、「倒れたj とい事態を引き起こした匝接的な原閣であり、「過労亘~倒れたj は、直接

的な原器ではなく、その需に時間的な隔たりのある遠閣となる。

た、 (B) に関して雷えば、政治家が不注意を起こし、その結果、議席を失う事態とな

ったというのが一般的な見解であると考えられる。このようなことから、少なくとも格助

詞ワむのような問時性を表すニュアンスは、これらの「から j に辻存在しないよう

われるむ

これを踏まえ、さらに深膳格〈原告3・理由〉における「でJ と「からj 轄の交替関係、を

次の用例を見ていくことにする母

ね) a.風邪から騎炎を併発した

b.風郡で肺炎を併発した

部jえば、用例〈ヨ)の aの「思惑金こ主肺炎を評発した」では、「からJの持つ「起点j とい

うイメージから、肺炎を併発する「先Jになったものを「からJが表していると言えるで

あろう 5 この aの「思惑乏こ与肺炎を許発した」は、「思邪が.t_よLで、肺炎を併発したj という

表現に近い母このような見解から、「からJで表される深層格〈原因〉は、日むの一体化

とは対呑的に、その原閣と事態との関には、段階的なプロセスや、また時間的距離がある

ように感じられる〈国 6)。

他方、期開拓)の bの f愚邪で肺炎を併発したJは、 aの「思邪から肺奈を評発したJの

ような起点のイメージはなく、「肺炎を併発したJという事態を藍接引き起こしたもの、い
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わば、事態を成立させた原因を「で」が表していると言える。

また、山田 (2003) は「肺炎から呼吸困難に陥いった」とは異なり、次の用例 7の aの

ように「肺炎から死んだ」と言えないのは、「死」は「肺炎」の病状の結果ではなく、独立

した状態であるからとしている。

だん

だ

死

ん

ら
一
死

か
一
で
一

炎

炎
肺

肺
a

b

 

*
 

しかし、次の用例(10)の aの「性格の不一致から離婚する夫婦も多し'IJでは、「離婚す

る」は「性格の不一致」という事態の直接的な結果ではなく 独立した状態であるが、「か

ら」を用いても問題はない

(10) a.性格の不一致から離婚する夫婦も多い。

b.性格の不一致で離婚する夫婦も多いD

この用例 a では、「性格の不一致から離婚した」というのは、一般的に、述部の「離婚

する」という結果に至るまでの何らかのプロセスがあるため、起点を表す「から」が用い

ても違和感がないと考えられる(図 9)。やはり、先の 4.2で示した「に」の《接触》から

表される同時性とは異なり、「から」は起点を表すといことから、何らかの時間的経過、プ

ロセスを含むためだと考えられる D

このような「から」に対して、 (9)のbの「肺炎で死んだ、」の「で」は、「死ぬ」という

事態を引き起こした直接的原因を表していると言えよう D

また、(10)の bの「性格の不一致で離婚する夫婦も多し'IJでも、「離婚する」という事

態を引き起こしたものが「性格の不一致」、つまり、離婚という事態を引き起こした直接的

原因を「で」が表していると考えられる D

4. 深層格〈原因・理由〉における「でJの意味機能

以上、「で」・「に」・「から」格の意味の交替関係から、「で」は、行為、変化・事態の成

立を引き起こした原因・理由を表し、《接触》というイメージを含めば「に」が用いられ、

結果へのプロセスを含む原因であれば「から」となる。この「から」の場合、原因と事態
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は荷らかの距離があるように思われる口

以上のことから、深膳格〈原因・理由〉

事態を引き起こしたものj すなわち、「ある

おける「でj の意味機能は fある行為、変化・

、変化・事態を成立させたものJとなる a

この場合、「でJ 道具や材料と間接に 1'"'-'によってJ という

第 5節 深麗格〈目的〉における fでj の意味機能

1.はじめに

るであろうむ

「欝い物で、新書へ行ったJ、「日本へ観光-c来たj などは、一見、〈原因)のよう

られるが、子経iこ考えれば、〈自的〉を表しているものと思bれる。つまり、 f買い物とい

う原因で、新指へ行ったj、「日本へ観光という で来たj とはならず、「買い物という目的

で、新信へ行ったJ、「関本へ観光という自的で来たJということである告

この「でJ以外の昌的を表す搭助詞には、「寅い物i三新柑へ行ったJや「日本へ観光弘来

たJのように、?に」もある寺本節では、この 1~::. Jと?でj の交替関係を考察、分析する

ことにより、深膳格〈自的〉における格助詞「でJの意味機能を提示したい司

2.深屠格〈目的〉における fでJと fにj の交替関係

深層格〈自的〉の「でj と日むについて、次の用例 (1)

(1) a.買い物に薪福へ行った

b.噴い物で新宿へ行つ

でみる。

(1)の aの「貿い物に新宿へ行ったj の「買い物ζj の?にJは「新信へ行く j 目的

している q また、 bの「買い物主新宿へ行ったj の「買い物でJ~土、一見、前の章で扱

った「原因j という用法が考えちれるかもしれない。しかし、先に述べたように「賢い物

という自的で新宿へ行ったJとは言えるが、「買い物という原因で、新信へ行ったJと

ない邑このことからこの「でJが昌的を表していることがわかる。

次iこ用例 (2)を見てみよう。

(2) a.北海道へ出

b.北権道へ出張で来
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用例 (2)の aとbは共に目的を表していると言えるであろう。しかし、 aの「出張に」は、

北海道へ「来る目的」を表している。一方、 bの「北海道へ出張で来た」では、出張とい

う目的が、「北海道へ来る」という「行為を引き起こした目的」と考えられる。このことか

ら考えると、用例 (1)aの「買い物に新宿へ行った」も新宿へ行った目的が買い物であるの

に対して、 bの「買い物で、新宿へ行った」は、「新宿に行った」という行為を引き起こした

目的が「買い物」であるということになる。

この目的と考えられる「買い物で」が原因と捉えられるのは、ある事態を引き起こした

ものであるということから生じてくるものであろう。つまり「買い物でお金が無くなった」

という場合は「買い物」は、そのあとに起こる 「お金が無くなった」という事態を引き起

こしたもの〈原因〉を示していると考えられる。これに対して、「買い物で、新宿へ行った」

の「買い物」は新宿へ行く〈目的〉を表していると考えられるが、同時に「新宿へ行った」

という行為を引き起こしたものとなる。つまり、〈原因〉表す「買い物でお金が無くなった」

も〈目的〉を表す「買い物で、新宿へ行った」も、「買い物」が「金が無くなった」や「新宿

へ行った」をというある事態を引き起こしたいう点で共通している。

「日本へ観光で来たJi出産で実家に帰りましたJ i調査でインドネシアへ行きました」

「出席の確認三電話した」などの例も同様で、ある。「日本へ観光ヱ来た」という用例は「日

本へ観光という目的三来た」と言えるが、「日本へ観光としづ原因で来た」とは言えない。

その他の用例も同じである。この場合の「で」に共通する用法は、「ある行為を引き起こし

た目的」と言えるのではないだろうか。図示すれば図 1のようになる D

図 1目的の「に」と「で」
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タじ口三

行く qこJ

• タtdi新議

fでJ(ijll雪組加す〉」 行く

3. 深麗格〈畏的〉における fでj の意味機態

以上のことから深層格〈目的〉の「でj は、ある を引き起こす目的 している

と言えるであろう。例えば、「興い物に新宿へ行く Jの場合の「買い物にJは、「行く」

という行為の話的を表しているが、「寅い物三芳福へ行く j 辻、「買い物j という話的が

f新福へ行く j という行為を引き記こしたと考えることが出来る。つまり、深層格〈目

的〉における「でj の意味機能は「ある行為を引き起こした目的Jを表すということが

できるだ、ろう。雷い換えれば、「ある行為を成立させる目的Jを表すと設い変えることが

出来るかもしれないa

第 6節 深層格〈様態) (様相〉における fでJの意味機能

1.はじめに
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fでj の刑法のーっとして、本節のテーマである探麗格 〈様相〉の用法が入れ

られたのは、臨立国語研究所 (1951)からで、それ以前の山由(1922)、小枝行部7)、湯

沢 (1944)~こは、この用法は含まれていないむまた、その後の橋本(1969)や湯沢(1977) 

にも含まれていないa

本稿で定義づけた格助関?が.~こ・を・へ・で・から J の中で、「で」の抱 iこ探勝格〈様

態) <操相〉を表すものは、日むだけである。因みに盟立国語研究所(1997) では、深墨

格〈様慈) <横相〉は、〈方式〉と詳し、その用制を挙げているが、?ひたすらに/だんだ、ん

に/反対に/縦に/聞くともなしにJ等、 ではないだろうかG

、間部 (2000) ほ格助制の使い分けが問題になる組み合わせを法い出しているが、

この〈様憾) <様相〉に関しては触れておらず、深麗格(様態) <様相〉における務関の

替関係、及び、意味解釈に関する先行研究は見当たらないむこれまで「でj と飽の格助訴

との交替関係、及び、能の格助問との童き挽えによって生じる意味の相違から、「でJの彊々

の用法について考察・分析し、個々の深層格における「でj の意味機能を見てきたが、本

節では、?でJと交替、また蓑き換え可能な勢調が見当たらないため、直接、〈様態)<様相〉

おける「でJの意味機能を見ていくことにするむ

f明鏡国語辞典Jでは、機態は f物事のあちさま」、状態は、「ある時点における人や物

事のありさまJと記載されている。この「ありさま」については、同じく、?明鏡国語静典J

は、「外から観察してわかる物事の状態や状況、ありょう。ょうすJ と述べられている。

本稿では〈様襲〉とは、「ある行為、事態の島りかたJと捉え、また、(様相〉とは、「ある

モノやヒトのあり様・姿j と捉えることにする。

肖、この〈擦態) <様相〉の「でj には、行為、変化のプ口セスの〈様態) <様相〉と、

そのプロセスの完了した後の状慈や単純状態の〈様態)<様相〉があるが、本箭では、これ

らを分けて考察していくことにするむ

2. 行為、変化のプロセスの深層格〈様態) <様相〉

ず行為や事態のプロセスに関わる を見ていくことにする合

(3) a. iみんなでやろう j

b. iみんなで分けるJ

c. iみんなで歌いましょう j
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d. I一人で暮らすj

8. r自分三やるJ

これらの用例 (3)の a""""'dは、先行誹究では、く謀議〉として分類されているものが多い

が、むしろ、これらは、〈方法〉を示しているのではないだろうか。例えば、 aの「みんな

うj、bの「みんな三分けるj、cの「みんな--c:歌いましょう Jの「みんな主」の?

i土、「やり方、分け方、歌い方j を示していると考えられる 9 また、 dの「一入手暮ら

は、く様態〉とも考えちれるが、暮らし方とも考えられるむ eの「自分でやるJは、やり

が、 f人に任すj のではなく、「岳分Jだという意味にも捉えることが可能であり、これら

は、全てく方法〉であるとも考えられるむ

次に用例 (4)を見てみようむ

(4) a. ブノレスピードで、走った

b. 笑顔であいさつする

C. シャツで出癒する

d. はだしで歩く

8. この魚は生で食べられ

この (4)の a の「フルスピードで、走ったJ という用調は、先行研究では全てく搬態〉と

いう分類であったむしかし、もし、これが運転者の意忠によって生じたものであれば、走

り方、すなわち(方法〉とも言えるのではなかろうかむまた、 bの「笑顔であいさつするj

の「笑顔Jが非意志的なものであれば、確かにく犠態〉であろうが、もし、これが意志的

に行われたものであれば、く方法〉になるであろう。また 4の「はだしで歩く j も「はだし

でJが意志的なものであれば〈方法〉であり、非意志的なものであれ託、(機態〉になる。

この地にも、「花嫁姿で立つJ、「ジュースをーリットル告主売る」、 f大声--c:叫ぶ」、

しんごう、みんなでわたればこわくなしリ、 fきみはさかだちで何メートルあるけるかj、「あ

の司本語学校は新しい方法で教えるそうだJなどの用例の?でj も、先に述べた

として京されているが、これらは、〈方法〉をポすものとも考えられるむ

このように、従来の研究者がく様態〉と分類している「でj の用法の多くは、く方法〉

を来していることがわかる己それでは、どのような場合にく様態〉とな号、また、〈方法〉
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となるか、次の弟関で見ていくことにする号

(5) a. 中学生たちがあかいランニングではしっている

b. 時速 200キ白のスピードで走っていま

C. アメヲカ トマトジュ…ス リット っている

まず、述部に椅毘すると、用例 (5)の ai中学生たちがあかいランニングではしっているム

bの「時速 200キ口のスピードで、走っていますJ、cの「アメリカではトマトジュース

リットノレ借主売っているJは、客観的事実として描写しているのなら、〈様態〉を表し、そ

の動作主の意志、的、或いは、意悶的なものであれば〈方法〉を表しているのではないだろ

うか告

次の用例 (6)は、どうだ、ろうか。

(6) a.岩が坂道を猛スピード

b.私たちは坂道を議スピード

り落ちた く様態〉

け降りたく方法〉

用例 (6)では、 aの「岩が坂道を猿スピードで転がり落ちたj の下線部の f猛スピードJ

はく様諒〉を表している窃一方、 bの?私たちは坂道を猿スピードで駆げ降りた」の

部の「猛スピーれは、〈方法〉を表している号つまり、 aの述蔀の「転がり落ちたj

忠性がないため、下線部の「猛スピードで」は〈方法)を示さないG それに対して、 bの

下線部の「猛スピ…ドでJは〈方法〉となり得る。

しかし、本節の最初に示した「でj の機能が〈様慧〉のみを表している用例(1)のせの

i{可か満たされない気持ち主別れました」の iJJIJれました」ような意志性を伴う動詞であ

つでも、このような場合には〈様態)となる c つまり、「満たされなし

その別れたときのく方法〉ではない G 従って、〈様態〉とく方法〉は、

ちjというのは、

の動詞の種類の

みで決まるのではなく、「でJが下接する名閥、及び名詞句が述部に対して 的に選択さ

れたものかどうかによって決まってくると言えるc

従って、述部の動詞の意志性の有無だけでは、〈様態〉かく方法〉かの議問辻不可能と

いうことになる。では、一体どのような場合に、「でjの深}言格が〈様慈〉になり、またく方

法〉になるのであろうかむそこで、次に「でJが下接する名詞に着信し用例 (7)を考察・分
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析してみる。

(7) a. 太郎は急な注文を受け、大慌てで品物を取り寄せた く様態)

b. 太郎は急な注文を受け、大急ぎで品物を取り寄せた く方法)

用例 (7)の a とbを見ると、この用例 (7)のbの「大急ぎで」は、(方法)を表している

が、一方、 aの「大慌てで」は取り寄せたときの様子、すなわち、(様態〉を表している D

この両者の違いは、「大急ぎ」が意志性を伴う名詞で、一方「大慌て」は、意志性を伴わな

い名詞というところにある o I大急ぎ」というのは、(方法)を表しており、 bは、太郎が

急な注文を受け、ゆっくりではなく、大急ぎで品物を取り寄せたということである。他方、

「大慌て」は、〈方法〉を表しているとは考えられないo aは太郎が急な注文を受け、狼狽

しながら品物を取り寄せた様子、すなわち〈様態)を表していると言えよう。このことか

ら、述部の動詞が意志的動詞であっても、「で」が下接している名詞句が述部の行為の遂行

を成立させるために、意志的に選択したものでなければ、深層格は〈様態)となる口

図 1 深層格〈様態〉と〈方法〉との関係

擦腸暢〈様態〉と〈方法〉との実智罵傑

ivが腕投持射る! と今{ 様態*扶態

~Y芝S
NO 

令

u
zでjが下接する名詞‘名穏匂が行為の遂行成立させ

るために、意窓的iこ選択〈使用・鵜鰐〉したもの

。YES

深層格〈様態〉の「で」に関してく方法)の「で」を対比させながら、分析を行ってき
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た。その結果、まず、第一に、述部にくる動詞が意志的か非意志的かが、深層格(様態〉

〈様相〉と〈方法〉との違いに関与してくることが分かつた。すなわち、非意志的な動詞

では「で」の深層格は(様態〉となる D 他方、意志的な動詞では、「で」が下接する名詞句

が意志的に選択されたものか、それとも、非意志的なものであるかによって、さらに、そ

の深層格が異なってくる。すなわち、「で」に下接する名詞句が意志的に選択されたもので

あれば、深層格は〈方法〉となり、非意志的なものであれば、深層格は〈様態〉となる。

3. プロセスの完了した後の状態や単純状態の深層格〈様態) <様相〉について

次にプロセスの完了した後の状態や単純状態の深層格〈様態) (様相〉について述べる

ことにする。この用例としては次のようなものが挙げられる。

(1) a. 浜風を冷たく身にうけながら、去りがたい風情で天皇はいつまでも立ちつくし

た(以下略)0 

河原敏明(1994) W天皇家三代の半世紀」講談社

b. 背の高いやせた姿で、立っている

野崎六助 (1994)W夕焼け探偵帖」講談社

c. 父が凄い形相で部屋の入口に立っていた

シドニイ・シェルダン/木下 望(訳) (1995) 

『遺産』徳間書庖

d. 彼は困ったような顔つきで、待っていた

村田喜代子(1999)W電車にのって』

8. 無名の詩人で終わる

f. はらぺこで、帰ってきた

g. 何か満たされない気持ち二三別れました

h. エベレスト山頂付近で連絡が途絶えていた上田さんは昨日遺体で発見された

葦書房

i.道が急角度で曲がっている

(1)の aの用例「浜風を冷たく身にうけながら、去りがたい風情で天皇はいつまでも立

ちつくした」という用例の「風情で」の「で」は、「立ちつくした」という状態に関する
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あるセトの外見の?あち様J、すな立っちく様相〉を?でJが表していると言える s また、 b

の|背の高いやせた姿主立っている」の fでJも同様に、あるヒトの「立っているJ時の

の外見の「あり様Jを表しているむ cの「父が諜い形相で部屋の入口 iこ立っていたj の「形

で」の「でj も、父の「立っているJ時の姿、外見のあち接、すなわちく様相〉を悲し

ていることが分かる号また、 dの「復は困ったような顔つきで待っていた」も同様に待っ

ているときの表惇、す会わち外見の〈様相〉を表している。前の「でJは、典型的な〈様

相〉すなわち、 fあるそノやヒトのあり様・姿Jを表していると雷えよう。

これに対して、 eの「無名の詩人-r:終わるj、fの「はらぺこ三帰ってきたj 、gの「何

か満たされない気持ちで別れましたハ hの「エベレスト山頂付近で連絡が途絶えてい

田さんは、昨日遺体主発見されたJなどの fでJは、〈様態〉すなわち、 fある行為、事

の完了した後のあち形であるかj を表していると言えよう D

、iの i道が急角度で曲がっているJも単純状態のあり禄を

この前者、すな才っち、深庸格〈様態) <様相〉は、ともにある動作、 、事態の完了、

あるいは単純状態が、どのようなあり様、姿、あり方

えよう 5

しているかを表していると言

4. 深層格〈様態) <議相〉 における fでj の意味機能

以上、見たように「でj の深屠格〈様態) <様相〉に関しては、行為、変化のプロセ

スのく横態) <様相〉と、そのプロセスの宛アした後の状態や単純状態の(様態) <様相〉

がある D

この行為、変化のプロセスに関する涜謂格〈様態〉の「で」は、 f動作・行為の

的な仕方、あるいは、事態の変化の仕方を表す」と言えよう。つまり、ある動作・

為、事態の成り立ちの仕方、あるいは様子合表していると雷える s また、深j麗播く様

は、「動作・ の

と苦うよう。つまり、ある、

ていると言えるかもしれない。

的な仕方、島るいは、事態の変化のあり様、姿を殺すJ

-動作、事態の変換の成り立たせている仕方を表し

また、プロセスの完了した後の状態や単純状態 格〈様態) <接相〉の「でj 辻、

f動作・行為、あるいは、事態の変化の完了した後の状態、あるいは、単純状態の成

り立ちの仕方、あり様、姿を表すj と言えるだろう。つまり、ある行為、事態進行の

了した状態、あるいは単純状態が、どのようなあり様、姿、あり方で成立している
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かを表していると言えるだろう。

第 7節深層格〈時間〉における fでJの意味機能

1.はじめに

格く時間)を示す格助詞の使い分けむついて述べた主な先行研究には、「明確な数

字を表さない時間j の「でJに関してして述べている鈴木 (1978)、「範囲・限度j の用

の枠組みを置く益岡・回瀧 (1987)、「数量範顕をどれだけと践定するJ と f時点をいっと

限定する j という持組みで捉える森田 (1989) がある申また、阿部 (2∞0) は、日引をつ

けてもっけなくてもよいものとして、 1""-'とき'¥1 ""-'あいだJ、I"""_まえ」、 I"""_ごろj と掘を

ったものが多く、「にjをつけると、あることが起こる(起こった)時間を開題にし、「にj

をつけないと、その時間に起こる(起こった)事柄を問題にすることが多いと述べている。

〈付録歩照のこと)

本節では、これらの先行研究を踏まえ、時間に後接する「で・に・から・をj 格の交替

を考察、分析し、深届格〈時間〉における「でj の意味機能を探ることにする s

2. 量に関わる深層格〈時間〉における fでj と「にj との交替関保

鈴木(1987) が述べているように、は時i三終わったJの「にj は、時間軸上の一点であ

る3時を指していると考えられる。また、奈田 (1989) は 1~引を用いると単なる時刻を

示すと詰っている。

一方、 13時三終わったJの?でj は、時間軸上の一点を示す 1~こ j と異なり、動作の始

まりから終わりまでの時間の長さを表現するものと鈴木 (1987)は捉えている窃それでは、

なぜ、ワこJを用いると、時間軸上の一点となる単なる時刻を示すことになり、「でj を用

いると、時間的な長さを殺すことになるのかむこれちの点に着目しながら、深麗格〈時間〉

ける?でj と「にj 格の交替関係、を見ていくことにする号

まず、時間に関寸る名詞に「にJを用いると時間軸上の一点となる単なる時刻を示す

ことが可能となるのは、これまで述べてきた?にj が持つ《接触・密着》というイメージ

のためだと考えられる(鴎 1) 0 鈴木 (1987) は、「ごはんを食べた後にすぐ勉強するJと

いうように、 I"""_あとでj と り、 I"""_あと iこj の場合には、食べたあとに引き続いて

すぐに勉強するというニュアンスがあると言っている。そのため、「あとに会いましょう J
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というの りが聴いと述べているが、これも、「にJのもつ、《接触・ とし、うイメ

…ジがあるためだと解釈できるs

図 1r会議は 3時に終わったj

L 
2時 30分 3 3E寺30分

図 2r会議は 3時で終わったJ

で〈成立する)

争，

一般的に「きのう j、「きょう」、「あしたJ、「先選人 f今朝J、 のような、ある変化

る時点 にして拐対的に決まる を表す場合に辻、 fにJは用いられず、 f9月 27

SJ、f9時 24分Jなどの時間軸上の絶対的時間には「にjが付くと言われている s このよ

うに、「きょう J、f為したj、「タ 、「先遺jなどの漠然とした相対的な時間にも、

「にJは用いられないというのも、先 した「にj の持つイメージミ接触・ によ

る間定化が影響しているように感じられるs

間 (1989) は、「で」は、 fそれまで継続していた行為・作用が、もうそれ以上

は継続せず、手の を摂界として止まるという終了点jを ということから、用例 (1)a 

'"'-'Cの fS時に地震があったj、「日曜日 くj、「十時に始まるJなどでは?でj は使

ないという。
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(1) a. 5時に地震があっ

b. 世曜日にffく

C. るま

筆者の見解で，0-， 

定化した一点、つ

例 (lH土、先に述べてきたように行為・ の起こる時間軸上の

り時点を示しているため、《接触・撞着》というイメージによ号、「にj

しか梗えないものと考えられる由

れで辻、深麓搭(時間〉における「でJとはどのようなものなのか、次に見ていくこ

とする。

(2) a. J苫を 5時に閉め

b. 屈を 5時で閉めた

先行研究でも述べているが、森田は、用例 (2)の aは、「単なるシャッターを下ろす時刻」

を「にJが示し、一方、「でj は「今まで続いていた営業状態を五時を限度として閉活状態

切り替えるという刻限」であると説明している。

これに付け加えて言うなら、例えば、「毎告、 8時j三庖を関めますj という例では、

関めるJという行為が、時間軸上のどこに詑置《接触・密着》するか、つまり、思をし

める時間軸上の決まった、すなわち器定化した時点(時刻〉を山口が表していると詰え

る。次の用例。)の aの * il時関与ケーキを作ったJのように、 1時間のような量的時間

を?にj ことができないのは、そのためであると患われる。

(3) * a. 1時間にケーキを作った

b. 1時間でケーキを作つ

(4) * a. 

b. 

は 3時間iこ終わった

は 3時間で、終わっ

用例(生〉の aの* i会議は 3時間に終わったj の i3時間Jは時点ではなく、時間最を表
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しているため、時間量を表さない時点の「に」を付けると、非文になってしまう口一方、

このような「に」と異なり、「で」は、単なる時刻を表すような場合には、一般的には用い

られない口

このような深層格(時間〉における「で」が「に」と大きく異なるところは、用例 (3)

の bの 11時間でケーキを作ります」のように、「に」では表せない 1時間という幅を持っ

た時間量17が表せるところである。この場合、「で」は、「ケーキを作る」という行為の遂

行に要した時問、つまり、 11時間でケーキを作ります」は、ケーキを作るという行為を遂

行するために使用する、或いは消費する時聞が 1時間だということを表していると考えら

れる。すなわち、この場合、「で」は、単なる時間量を表すのではなく、その「ケーキを作

る」という行為を遂行するのに要する時間言い換えればその行為を成立させるために、

消費する時間量を表していると言えるであろう口

従って、用例 (4)の bの「会議は 3時間で終わった」も、会議終了までに 3時間を要し

て、あるいは、 3時間という時間を使って終わったということを表していると考えられる。

これに対して、「に」は単なる時点、また、時刻を表すため、 13時間」という時間量を

表すことができないため、 (4)の aの「会議は 3時間に終わった」は非文となる。もし、会

議終了の時点、或いは、時刻を表すとすると「会議は 3時に終わった」となる。

次に (5)の用例を見ていくことにする。

(5) a. 自由時間にハワイ観光でもたっぷりしよう

b. 自由時間でハワイ観光でもたっぷりしよう

用例 (5)の aの「自由時間にハワイ観光でもたっぷりしよう」においても、「ハワイ観光

をする」という行為を行う時聞が旅行日程の時間軸上の自由時間というある決まった時間

を指し示しているため「に」が用いられていると考えられる。他方、「で」は「ハワイ観光

をする」という行為の遂行に使用・利用する時間を表していると考えられる。つまり、 b

の「自由時間でハワイ観光でもたっぷりしよう」の「自由時間で」は、「自由時間を使って」

と言い変えられる。これは既に述べた「で」の深層格(方法> <道具> <材料)などと共通

するものである。つまり、〈方法> <道具>， <材料〉も、ある行為を遂行するために使用、

利用するものであり、深層格〈時間)も同じくある行為を遂行するために使用、利用する

17 1時間につき
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もの(時間)と られる a また、深層格(場所〉も、「ここは狭しづ￥ら、ミ イングは

隣の部屋でやろう Jという例の「隣の部屋で」の?でj も「隣の部屋を捷ってJと言い換

えることができ、ある行為を遂行するために使用する場所とな号、これらは「使用・利用

るj という点で共通していると言えるかもしれない。

次の用開〈ち)は、「氷が溶ける」という変化について述べている文章である c

(6) * a. 氷が 3時間に溶け

b. 氷が 3時間で容けた

用例 (6)の bの「氷が 3時間で、溶けたj の「氷が溶ける j というの辻、氷が溶けるまで

に製した時間である。つま号、「氷が溶けるj という変化の成立に要した時間藍を「で lが

表しているものと考えられる c つまち、 13時間主諒けた」というの辻、 13時間で(=要し

て)溶けた」と言い換えることができるむ従って、この場合の「でJは、 17kが溶けるとい

う事態の成立に要する時間最j を表しているむ前に述べた 11時間でケーキを作ったJの

円時間で」も、単なる時間量を表すのではなく、?ある行為を遂行するために使用、利用

するもの〈時間)Jを表している。この違いは、前者のな時間で氷が溶けるJが、自然の

であるのに対し、後者の「ケーキを作ったJ~土、人間の意志的な行為であるというこ

とである c 従って、 13時間で氷が溶けたj というのは、氷が溶けるという自然の事態の成

立に要する時間量を表している q これに対して、九時間でケーキを作ったj というの，a..， 

人関の意忠的行為であり、その行為に使用した時需量を表しているむ

つ望号、自然の事態の成立に要する時間最と意志的行為iこ使用、利用する時間量、すな

わち、その行為の成立に要する時間最を表しており、その損底にあるものは、深措格(時

の?でJは fある行為、

している。

を成立させるために要する時間最者表すJということ

3. 開始に関わる深躍務〈時間〉における fでJ、日こj、fからj、fをj との交替関係

次に深j欝格〈時間〉におけるワこ」と「からJと「をj 格の交替関係について見ていく

ことにする q 深麗格〈時間〉における「からJについて、益開・缶窪(1987) は次のよう

な例を挙げている。
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(7) a. 会議は 3時に始まる (時点)

b. 会議は 3時から始まる (起点)

(8) * a. 6時に営業します

b. 6時から営業します (起点)

用例 (7)の aとbのように「会議は 3時から/に始まる」のような、動作の始まる時間を

表すときには「に」も「から」も使えるとしている。一方、用例 (8)の aの* 16時与営業

します」とは言えず、この場合は 16時から営業します」と「から」を用いなければなら

ないと言っている。これは、継続する動作の始まりを示す場合には、「に」ではなく、「か

ら」を用いるという益岡・田窪(1987) の論である。

次に用例 (9)、(10)、(11)を見ていくことにする。

(9) * a. デパートは 11月に無休です

b. デパートは 11月から無休です

(10) * a. 昨日に犯人を追っている

b. 昨日から犯人を追っている

(11) a. 6時に営業を開始します

b. 6時から営業を開始します

用例 (9)や (10)では、 bの「デパートは 11月主こ主無休です」や「昨日主こ主犯人を追って

いる」とは言えるが、 aの* 1デパートは 11月に無休です」や、* 1昨日に犯人を追って

いる」とは言えない。確かに、継続する動作の始まりは「に」ではなく、「から」が用いら

れるようである。例えば、用例(11)の 16時に営業を開始します」の場合、「に」を用いて

も問題ないのは、益岡・田窪 (1987)の論に従えば、「開始する」とうのは継続動詞ではな

いため、「に」が用いられることになる。

それで、は、なぜ、継続する動作の始まりには「に」ではなく、「から」が用いられるの

であろうか。それは、格助詞「から」の持つイメージによるためだと考えられる。既に述
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べたように、「に」のイメージは《接触》であるのに対して 「から」のイメージは《起点》

である口「起点」とは物事の始まるところであるため、益岡・田窪が述べているように、継

続する動作の始まりを示す場合には、「に」ではなく、「から」を用いることになる。

これに対して、「で」は行為の成立に使用・利用する時間 或いは事態の成立に要する

時間、行為、及び事態成立の時点を表しているため、完了に関係している。従って、開始

に関しては用いることができないと言える。

4. 空間のメタファーに関する深層格〈時間〉における「をj

次に深層格〈時間)の「を」に関して見ていくことにする。

(12) a. 夜を明かす

b. 厳しい冬を越す

c. 3時間を通して話し合った

時間の「を」は、森田(1989) によれば、場所の通過点と同じ見方で、時間的通過点を

表すものとしている。筆者も森田の論と同じく、用例 (12)の aの「夜主明かす」や、 bの

「厳しい冬を越す」や cの 13時間を通して話し合った」などの深層格〈時間〉の「を」

は、空間的な通過・移動の場所のメタファーであると考える。

この「を」に対して、「で」は、行為の遂行に使用・利用する時間、或いは、事態の成

立に要する時間を表すため、このような時間的通過点を表すことはできない。

5. 深層格〈時間〉における「でj の意味機能

以上、深層格〈時間〉における格助詞「で」と「に・から・を」格との交替関係を見て

きた。以下に深層格〈時間)における「で」の意味機能について、用例(13)、(14)を使っ

てまとめることにする口

(13) a. 家を 3時に出かける

b. 3時から勉強を始める

C. 友達と楽しい時を過ごす

d. お風呂は 10分で出る
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まず、「にJは用例 (13)の aの「家を 3時に出かけるJのように、時間軸上の一点、す

なわち時点を示し、 fからj はは持から勉強を始めるj といった、行為の時間的起点を表

す苧また、深麓務く時間〉の?をj 辻、 cの f友達と楽しい時玄過ごすJのような、通過

移動という空間的場所のメタアァーとして行為の時間的通過点を表していると考えられる G

これらに対して、「で」は、 dの「お凪呂は 10分立出たJのように、お風呂に入ってから

fお思呂を出るjという行為の成立までに要した時開を fでJが表していると考えられる争

以上、行為に関わる日こ、から、者、でj についてまとめてきたが、次民事態に関わる

ワこ、から、を、でJについて、用例(15)を使って述べることにする。

(14) a. は朝 6時に起き

b. 7時からニュースが始まる

C. メキシコシティーは 1年を通して気撮が変わらない

札事は l自で溶け

まず、 aの「地震は朝 8

17持からニュースが姶まる j

ている。 cの fメキシコシティ

という時間の推移、すなわち、

ると苦えるであろう c

きたJ~士、 f地震が程きたj 時点を?に j が表し、ちの

「からj は、「ニュースが始まるj 時期的起点を表し

l年を通して気櫨が変わらなし汀の「をJは、 1年間

的な通過の場所を表し、空間的場所のメタアァーであ

これに対して、 eの「雪は 1日で諮げたj の fでj

示している母つまり、 1日という時間量を要して

f雪が溶けるj のに要した時間を

けたということを表している。従

、事態・変化の成立に要する時って、深層格〈時間〉における「でJの意味機能は、

間量Jを「でJが表していると首えようむ
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第 8節 深層格〈条件〉における「で」の意味機能

1.はじめに

格助詞「で」の用法の I~でし "v" J や I~で 500 円」や I~で一番~J などの「で」は、

これまでの先行研究では、範囲、領域、限定とされてきたが、第 5章で既に述べたように

本稿では深層格〈条件〉の範鴎に入れることにした。

深層格〈条件〉における「で」の意味機能を行う前に、「条件」についてどのように述

べられているか見ていくことにする。『明鏡国語辞典』では、条件とは「ある事態行為が成

り立つ前提として必要とされる事柄」と述べている。『新明解国語辞典』では、「ある事柄

が成立するために必要(制限を用する)事柄」としている。また、国立国語研究所(1997) 

では、この深層格〈条件〉は、「ある条件が整えばあることをする、またある事柄・状態が

発生する場合に用いる」と述べている。これらを統一的に言うならば、ある事態、行為の

成立の前提とされる事項であると言えるかもしれない。

本稿では、この深層格〈条件〉の「で」と格助詞「が」と置き換えて文脈上でどのよう

な意味の違いが生じるのかを明らかにし、深層格〈条件〉における「で」の意味機能を探

ることにする。

2.深層格〈条件〉における『でj と『がj との比較

まず、用例((1)の aの「これがいい」と bの「これでいしリの格助詞「が」と「で」を

考察・分析するにあたり、これらに共通する述部の形容詞「し1し"J の意味について、まず

確認しておくことにする。

v
h
v
v
h
v
 

v
h
v
v
h
v
 

が
一
で
一

れ

れ

F

」

F

」

a

b

 

一般的に「し1しリは「よしリの口語的な言い方であり、多数の意味を持つ多義語で、ある。

『新明解国語辞典』第 7版では、「よしリは「①物事がある側面がすぐれている、②幸運な

どに恵まれている、③物事が好ましい状態にある、④成績や効率などが好ましい、⑤人柄、

態度、評判などが好ましい、⑥やり方など洗練されていて(高く)評価できる、⑦互いの

連絡や関係がうまくいっている、③時期や都合適合するさま」など以外にも、 I~て(で)

などを伴って、「もう帰って一」や「この庖以外ならどこでも-Jなどの許容・容認を表す
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と述べられている合

また、 f新明解国語辞典Jの「よしリはその社会で論理的に好ましい(望ましし¥)とさ

れる犠子や、道義や社会的通念がかなっていて対人関孫などに好ましい影響をもたらす様

、また、好ましい状況におかれていると捉えられる様子、標準よち譲れている状態

すの他に「君はもうかえっていいよj など、「…て(で)の形で許容・本認を表すとし

いる。~岩波国語辞典J 第 2 按でも、「揮を飲んでも-J などの用例を挙げ、 f容認・許容J

の用法を設けている号これらは「よしリにおける用例で、「し1しリの前の「でJは格助詞で

く接続助言司である。また、『明鏡国語辞典』では格助詞「で」 における許容、容器の

例iこ メダルで、なくても入賞でいしリという用例を挙 いる。

これらのことから、山、いJの意味はさ)f護れた、好ましい様子、性質j と③「許容・

の二つに大きく分類されるむこのことを前提にほむと?でj の意味解釈の違い安

次の用例(1)の aとbから見ていくことにする s

Y
U
U曹
を

U
V

ト
v

y

u

v

が
一
で
一

れ

れ

V

}

V

〕

a

b

 

用例(1)の aの「これがしWリの「し¥V ¥ Jは(Df優れた、好ましい様子、性質Jなどの

ある号他方、 bの「これでいしリの九、しリは、号「許容・容認j の意を表すもの

である。それでは、?でJを用いるとなぜ、許容・容認を表すのであろうかということを視

野にいれ、格助詞「で」とうわについて見ていくことにする a

11 (2012) によれば、はむには、複数の中から《限定・選択・指定・特定》すると

いうイメ…ジがあるという。従って、用開(1)の aの「これがいいj は、捜数の中かち九、

いj、つまり「好まししリと思うものを《限定・選択・指定・特定》するものだと考えられ

る(関 1)。
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図 1 aこれがいい

「がJ(r選択Jr指定Jr限定Jr特定J)

一方、 bの「これでいし"J の川、し"J は、「が」のように複数の中から《限定・選択・指

定・特定》するというのではなく、「で」は、「し1し"J という「許容・容認」という心的状

態が成り立つ条件を表してと考えられる。

例えば、「何が食べたいの」と聞き、「ラーメンがし1し"J と「が」を用いて言うと、チャ

ーハン、スパゲティ、ステーキ等の中から自分が食べたいものを選択した結果、「ラーメン」

を選んだいうこと表している。一方、「ラーメンでいしリと「で」を用いると、一番食べた

いものを表しているのではなく、話者のある事物に対する「容認J1許容」などの心的態度

成立の条件を表しているものと思われる口この 1"'-'でし"v"Jの用例としては、「話があるけ

ど、 5分三いし1から聞いてくれる」、 11000円三いし1から、貸してくれる」、「お水乏いい」、

「普段着でいいよJ1席はここでいし"J 1宿題の提出は明後日でいいですかJ1私でいいの」

などが挙げられる口これらに共通する「で」の用法は、許容、容認、遠慮、我慢などの心

的態度を成立させる条件であることがわかる口

つまり、辞書で述べられているような「で」自体が「許容・容認」などを表すのではな

く、「ラーメンヱいい」や「私玄いいの」の用例からみてわかるように、「し1し"J が許容、

容認の心的態度を表し、「で」は「許容」や「容認」などの心的態度成立の条件を表してい

るものと考えられる口

第 5章で提示した『明鏡国語辞典』では、「で」の用法のーっとして「次善や最低条件

の意を表す体言を受けて、許可許容を表す」と述べているが、このように「で」が下接す

る体言が最低条件の意を表すのではなく、「し1い」や「構わなし"J などで表される「許容」
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や「容認、Jなどの話者の心的議度の成立の条件を表していると考えられる号また、『外国人

のための日本語伊i文問題集シリーズ 7助謂Jや『日本語文法整理読本ムニ宮 (2000)にお

いても、「でj の用法の一つに、「お茶で結構ですJi私で良ければ喜んでJiそれで、いいで

す」という用例を挙げ、「遠章、・謙遜・十分である」としているが、実は「遠患・謙遜・十

分j は「結構で、す」や「良ければ」や fいいです」などの述部から表出される意味で島り、

自体にはこれらの意味は合有されていないと思われるむ雷い換えれば、「でJ~ま単

ですj や「良ければJや山、いで、すj などの言葉で表される「遠意・謙遜・十分j

などの心的態度の成立の条件を表していると言えよう号また、同じくニ宮 (2000)におい

、「これでいいですか」は、慣用匂的表現に入れちれているが、この fでJの用法も以

の心的態度成立の条件の範壌に入れられるのではないだろう

3. rがj と置き換え不可能な fでj

3項でi士、?がJと霞き換え不可能な深揖搭〈条件〉の?でJについて、用例(2)で

ていくことにする。

(2) りんごは 1翻 300円 が、 2個で 500問、 3個で 600円になりま

この用例では、 1鶴が 300円であるが、 2個買うことで 500円と t;t.る。つまり、舘数に

よってその価格が成立すると雷えるc 言い換えれば、これらの fでj は、その倍格成立の

個数の条件を表していると言えよう。間擦に、?この本は上下巻 2冊立3千円だj や、「全

部で 400円だJの「でj も錨格成立の数量条件を表していると言える号また、「一泊 2

2万円ですJも2万円という価格の成立の条件を「で」が恭していることになる。

次に用例(4)を見てみよう号

(3) a. 100度で沸議する

b. この絵葉書は 5枚でひと組です

c. あと、 23却で権扇はあげるでしょう

ι花子は今年でニ十歳になる

この用鰐 (3)の aの i100度で沸騰するj の「でJは、「沸騰するJという現象が成立す
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る温度条件を表している。例えば、これが、 198度」となるとこのような現象は成立しな

い。つまり、 100度という条件下で「沸騰する」という現象が成り立つのであって、この

場合、「で」は、やはり、「沸騰する」という現象の成り立ちの温度条件を表していると言

えよう。

bの「この絵葉書は 5枚でひと組です」では、「ひと組」という単位を成立させる絵葉書

の枚数が 13枚」でも 12枚」でもなく 15枚」だということである。つまり、「で」は、「ひ

と組」という構成を成立させる絵葉書の枚数の条件を表しているものと考えられる。或い

は、 5枚という条件によって「ひと組」が成立することを表している。つまり、「で」は、

成立の条件を表していると言えよう。

また、 cの「あと、 23日で梅雨はあけるでしょう」という用例の 123 日で」の「で」は、

「あと 1日」では「梅雨があける」という事態は成立せず、「梅雨があける」という事態を成

立させる時間的日数条件を表しているものと思われる。また、 dの「花子は今年で二十歳に

なる」の「で」も、「花子が二十歳になる」という事態を成り立たせる時間的条件件を表し

ていると言えよう。

次の用例 (4)を見てみよう。

(4) a. 富士山は日本で一番高い山です

b. このクラスで一番よく勉強できるのは田中さんだ

C. 佐藤栄作は日本の政治家で初めてノーベル平和賞をもらった

この用例 (4)の「富士山は日本で一番高い山です」の「で」は、「富士山が一番高い山」

ということが成立する条件を表していると考えられる。例えば、これが「アジアで」とな

るとこのことは成立しない。また、 bの「このクラスで一番よく勉強できるのは田中さん

だ」では、「田中さんが一番よく勉強できる」という事態が成り立つのはクラスの中だけで

あり、学校全体では、この事態は成り立たっかどうかわからない。このことから「クラス

で」の「で」も、一番良くできるという事態が成り立つ条件を表していると言えよう。

用例 cの「佐藤栄作は日本の政治家で初めてノーベル平和賞をもらった」では、佐藤栄

作が「初めてノーベル賞をもらった」という歴史的事実が成立する条件を「で」が表して

いると考えられる口例えば、世界では、ジョン・オア(イギリス)やへンリー・キッシン

ジャー(アメリカ合衆国)、金大中(韓国)などの数多くの政治家がノーベル平和賞を受賞
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しているが、「佐藤栄作が初めてノーベル賞をもらったj という事実は、「日本の

という条件下でしか成り立たない。従って、この場合の?でj は、この歴史的事実を成立

させる条件を表していると言えよう a

次に用例 (5)の aとb 、b 克てみよう。

(5) a. 信題は 3日で出来る 〈条件〉

b. 宿題を 3日でやった く時間〉

伊iれおの aの i3日で出来る」は、 が出来るJ ということを成立させる時間条件

「で」が表していると言えるが、一方、 bの「宿題を 3日で、ゃったJでは、 f寄題をやるJ

という行為の遂行に用した時間を fで」が表していると言えよう s

続いて、用例 (7)の aとbの違いを見てみよう。

(6) a. 介護泣一人でできない〈条件〉

b. 介護は一人でした〈方法〉

まず、用例 aの「介護は一入手できないj では、「可能不可能」の成立の条件を「で」が

表しており、これに対して、 bの「介護は一人でしたJでは、介護をしたという行為

族Jや「他人の手を常ちて」ではなく、「一人Jでというで(方法〉を表していると考えち

れる。

次に用例(りを見ていくことにする。

(7) a. これは 1∞円でできますか

b. このかばんは十万円で兜れる

期待)の aの「これは 100円三できますかj や bの「このかぱんは十万円で売れるj

の下線部 fでJは、この用例 (7)の aと関じく、前者泣?できるJという f可能」の成立の

金額的条件を、また、後者の bも、「このかばんが売れる j という「可能j の成立の金額的

条体を「でj が表していると言えよう。

用伊J(9)の aとbの違いについても見てみよう c
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(8) a.公民館は 300人でいっぱいとなるく条件〉

b.公民館は 10人で解体された〈方法〉

この用例 (8)の aの「公民館は 300人でいっぱいとなる」は、「公民館がいっぱいとなる」

ということが成り立つ人数的な条件を「で」で表していると言えるであろう。これに対し

てbの「公民館は 10人で解体された」では、この場合の 110人で」は、 10人という人

を使って解体されたという、ある事態の成立に使用した〈方法〉とも言えるであろう。

4. 深層格〈条件〉における「で」の意味機能

以上、深層格〈条件〉を見てきたが、深層格〈条件〉を表す「で」は、あるときは、「も

う、これでいいよ」、「ラーメンで結構です」など、許容、容認、遠慮、などの心的態度の

成立条件を表すと言えよう D また、「りんごは 2個で 500円です」などの価格成立の数量的

条件、また、 1100度で沸騰する」などのある現象を成立させる数量的条件、「今年で二十

歳になる」などの事態を成立させる時間的条件、「宿題は 3日でできた」などの可能不可能

を成立させる時間条件、「富士山は日本で一番高い山です」などの事実成立の条件などのよ

うに、「で」は、「あることを成立させる条件」を表していると言えるであろう。
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第 9節 格勢調 fでj の綿々の深層格における意味機能のまとめ

深層搭〈場所〉における「でJの意味機能としては、「でj 辻、意志的な動作・行為の

の動作・行為を遂行する場所、あるいは、「その動作、行為を成立させるための場

所」を表しており、また事態においては、「その事態変化を成立させる場所jを表している a

深屠格(方法> <道具)の fで」の意味機能として辻、「意志的な動作・行為の場合、

の動作・行為を遂行するために夜用するものj を表していることが分かった号この場合の

「でJは、 i"，，-，を捷ってんあるいは i"，，-，によってJという

ある窃

し1換えることが可能で

深j蓄格(材料〉における?で」の意味機能辻、ある物をど作るときにに使用、また科用する

ものを示している。一方、深麗格〈構成要素〉における「でj は、ある物を成り立たせる

物、或い辻成り立たせている物を示すs この〈材料〉と〈構成要素〉の違いは、前者が動

作主が何かを作るときは意志的に捷用・利用する物を指すのに対して、後者の〈構成要素〉

は、ある生成過程や生成物を亘接成り立たせる、あるいは成り立たせている物を指すとき

に用いられるということであるむ

医・理由〉における「でj の意味機能としては、「ある行為、変化・事態を

引き起こしたものjすなbち、「ある行為、変化・事態を成立させたものjを表すと言える 9

この場合は、 i"，，-，によって」という君葉で表すことが可能である色

〈目的〉における?でj の意味機能としては、「ある行為を引き起こす目的j

している。

深趨格く様態> <議相> ~こは、行為、変化のプロセスのく様慈> <様相〉と、そのプロセ

スの完了した後の状態や単純状態のく様態> <様相〉がある c 行為、変化のプロセスに

る深題格(様態〉における「でjの意味機能としては、「動搾・行為の非意志的な仕方、

あるいは、事態の変化の仕方を表すJ と言えよう。つまり、ある動作・行為、事態の

成り立ちの仕方、あるいは様子を表していると雷える。また、深層格〈様相〉におけ

る「でJの意味機能としては、「動仲・行為の非意志的な仕方、あるいは、事態の変化

のあち様、姿を表すj と言うよう。つまり、ある、行為・動作、事態の変換の成り

たせている仕方を表していると雷えるかもしれないc

また、プロセスの完了した後の状態や単純状態の深麗格〈諜態) <様相〉の「で iの

意味機能は、「動作・行為、あるいは、事態の変化の完了した後の状態、あるいは、単

純状態の成り立ちの仕方、あり様、姿を表すJと脅えるだろう a つま号、ある行為、
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事態進行の完了した状態、あるいは単純状態が、どのようなあり様、姿、あり方で成

立しているかを表していると言えるだろう。

深層格〈時間)における「で」の意味機能としては、「行為、事態・変化の成立に要す

る時間」を表している口

深層格〈条件)における「で」の意味機能としては、「あることを成立させる条件」を

表していると言える口

以上が、第 7章の格助詞「で」の個々の深層格における意味機能の結論である。
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第 8章

助調「でJの包括的意味機能
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第 1節 「でj の包括的意味機能における諸論

1.はじめに

第 7章では、格助詞「で」と他の格助詞との交代関係、及び置き換えにより生じた意味

の異なりを考察し、「で」の個々の深層格における意味機能を分析してきた口

これまで見てきたように、他の格助詞と比べ「で」の意味用法は複雑で広範であり、そ

のため、格助詞「で」の意味機能の統一化を目的とした先行研究は数少ない口論文の多く

は、他の格助詞との使い分けや、ある特定の用法に範囲を絞ったものがほとんどである。

本節では、まず この数少ない格助詞「で」の包括的意味機能を統語的観点から述べて

いる森田(1989)、また、意味付け論の観点から述べている田中・松本(1997)、認知言語

学の観点から述べている菅井 (1997、2005)、森山 (2005)、岡 (2007) を紹介する口これ

らの先行研究を踏まえ、前章で得られた「で」の個々の深層格の意味機能を考察・分析す

ることにより、本稿のテーマである「で」の包括的意味機能を提示することにする。

2. 統語的観点からの「でJの包括的意味機能

森田 (2005) は「数量、時間、行為や作用の時、場所、人や事物などにおいて、 “それ

以上ではない、それを対象範囲の限度とする"意」とし、 「で」の本質、つまり、 「で」

の包括的意味機能を「範囲を限定するもの」としている。

3. 意味付け論の観点からの「でJの包括的意味機能

田中・松本(1997)では、 iXデ」の機能は、 iXを領域限定せよ」というものと考える

べきであると言う口 iWXニ』は、 (Xを対象指定して、動詞的チャンク 18に差し向けよ〉と

いう要請を行うため、 Xの宛先が見当たらなし'¥J (田中・松本 1997)とし、従って、用例 (1)

の「で」は「に」に置き換えることができないと指摘している口

(1) a. 藤沢でこの庖が一番うまい

b. 日本で物価が高いのは何といっても東京だろう

C. その点で彼の見解は正しい

(田中・松本:1997) 

18意味づけ論では、チャンクは「事態構成の意味素材」であると言う。(田中・松本:1997) 
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このような「で」の積きを田中・松本誌次のようにまとめている号

には伐を対象隈定せよ〉という操作を喪諾する助詞であるが

限定の仕方iこ辻〈領域限定〉と〈モノ限定〉があるく領域摂定仕にて))) 

の場合には、限定領域内での あるいはく事柄〉が予期され、〈モノ

まxをもって))) には xに関連した〈動作〉が予期される。

(毘中・松本:1997) 

また、格助調、「をJf ~こ J fで」を、 fをJは「作用の対象」、日むを f指定の対象人 fでj

iま「限定の対象j とし、これらの助詞の機龍安次のように意味づけている阜

fxをJ: < xを動作が作用する対象として敢り立てよ〉

fxにJ: < xを対象指定し、動語的チャンクに差し向けよ〉

fxでJ: < xを対象限定し、動作を予期せよ〉

(問中・松本:1997) 

4.露知昔話学の観点からの fでj の包括的意味機龍

4. 1菅井 (2∞5)

(1997、2005) は Johnson(1987) のイメー

f ~こ格J fから格j との格体系の中での相対的主関係

-スキ…?を応用し「が格Jfを格J

しながら(図 1)、「で格」を包括

的に分析し、「で格Jの意味機能の特性について述べている。菅井による意味機能の特桂は

fで格Jは、前景的な主絡 crが格)、ないし、対格 crを搭β の「背最的損j留を提示する

こと j であり、また f動詞の語葉的意味によって変化を被らずに前景を限定するものj で

るとしている邑それを踏まえたうえで「で格Jの個別の意味役割は、前景的な主要各成

分と背景的な「で格j の成分との相互関係によって特徴づけられると述べている号
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図 1 菅井:2005

ガ

《主体》

》

ラ

‘

・
点
カ

起 ー一→ 《過程》 → 

オ

《限定》

《着点》

ア

この菅井の研究に対して岡 (2005b) は、「太郎が学校に来た」のような「に格」の「着

点」の用法を中心的用法と捉えられることが可能であるとし、その一方で、「翠左ζノート

を借りる」、「先生に論文を否定される」などの「起点」を表す用法もあることから、「着点」

を「に格」の一次的スキーマにするのは問題があると指摘している。また、「まで格」にも

「着点」を具現化する用法があると述べている。

4.2森山 (2005)

森山 (2005)は Langaker(2000)の認知言語学的観点を基に日本語の格助詞を動力連鎖

が伴った「プロセス的事態」と動的連鎖を伴わない「存在論的事態」の 2通りの事態に分

類すると同時に、これらの事態にはプロセス的に把握する「プロセス的把握」と「存在的

把握」が存在するとしている口そのうえで、「で格」の意味機能には、「時間」や「場所」

の「空間的背景」と「道具」や「原因」や「様態」の「役割的背景」が存在し、個々の意

味機能の共通スキーマを「前景を構成する動作連鎖に対し、ある背景(事態成立の基盤や

さま)を補足的に示す」ものと捉え、「で格」を「背景格」と称している。また、「空間的

背景」のプロトタイプを「場所」、「役割的背景」のプロトタイプを「道具」とし、「時間」、

「道具」、「原因」、「様態」などの用法はこの「空間的背景」のプロトタイプである「場所」

の用法から拡張したものと捉えている。

267 



図 2 森山:2004 
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森山 (2005) は認知言語学的観点から格を体系化した Langacker(1991b) の「前景」と

「背景」の考えを元に19 ["で格」を「背景格」とし、「で」の〈道具) <原因) <様態)に関

する用法の拡張関係について次のように説明している。

①太郎がハンマーでコップを割った〈道具)

②彼のミスで演奏会が滅茶苦茶になった〈原因〉

③一台の車が猛スピードで走り去った〈様態〉

森山は①では、「太郎がコップを割る」という動力連鎖に対し、「道具(コップ)Jが萱

景的な役割を担うもの、また、②では、「原因(彼のミスで)Jを「演奏会が滅茶苦茶にな

19無数の事態の中で人間によって注意が向けられた際立ちを「前景」とし、それ以外を「背景」と区別

される。したがって、格標識にも前景の参与者を表す「前景格」と、背景を補足的に表示する「背景

格」とが存在する。 (Langacker，1991b)前景となるものは、動力連鎖の中心的な参与者で主格、対格、

与格であらわされるもの 背景となるものは、前景の動力連鎖(焦点化した事態)に対して、「空間的

な背景」を形成している要因また、同じく動力連鎖に対し、背景的役割を担う参与者や要因。
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ったj 事態の背景的な要閣とし、③では「様態(猛スどードJを抽象化した|頑共j、つ

り、抽象化した背景的な役割を担うものと捉え、格助詞?でJが用いられるとしている。

また、 f空間的背景Jと「役割的背景j との関係、を、 f空間的背景」は実際に背景として存

在しているのに対して、 f役割的背景j は実際の背景ではなく、背景が?役割化Jしたもの

、「役割的背景jは「空間的背景jからメタファーによって拡張されたものと述べている。

4.3開 (2007)

(2007) は森山 (2005) が?で」格のプロトタイプ的用法を「場所」とし、よそノとし

ての「道具」、「材料J、「手段」などの用訟をこの「場所j から拡張させるのには納得でき

ない部分があると指摘し、「場所j と間様に「モノ j の用法もブ3 トタイプ的用法に設定し

いる o (盟 3) r道具j や f材料Jや f手段」のこれらは動作によって拝われる「モノ j

とし、 fでj の用法をより統一的に表すには、これらを合む「モノ」の用法と「場所Jの用

法との、共通性としてのスキー?を提出するという方策が宥効と考え、同 (2005b )では

「で格jの様々な用法を統一的に説明するため、スキーマを?出来事の存主する場所J、ス

…パースキー?を f事態(動作、静的事態、時間などを含む)を接定するもの(あるい

背景)Jとしている。(図 3)

これに対して森山 (2008)は「原因Jは参与者(モノ)の場合も存在することや、また、

のイメージ図式(3)が母語話者の誼観に合致し、さらに、日本語教育の場で有意義なもの

かは考察されていないという課題を投げかけている口これらの「道具」、「材料J、「手段J

の三つの用法を岡がスキーマ化したものが間 4のモノ男法となる由ニそノ用法の「→j はあ

る動作の時間的過程の中で¥モノが連続して伴って生じているということを表しているよ

うである c

尚、 fで」の意味機能には、岡が提示している以外に f数量」、 、「構成要素人 f根

拠j などがある。
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図 3 関:2007 
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以上、認知言語学の立場からの先行研究による格場詩「でJの包話的意味機能を見てき

たが、いずれも「でJ格の中心的用法を「場所j 的用法、ないしは「道具j 的用法である

とし、格助詞「で」における包括的意味機能を「前景j と「背景」をキーワードとして

しようとしていることが分かる c
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第 2節 格助詞 fでj の個々の意味機能のまとめ

1.はじめに

第 7章で分析した「でj の深層格は、①深崩格〈場所〉②深層格〈方法) <道具〉、@深

〈材料) <構成要素〉④深層格〈涼因・理由〉舎深腫格(自的〉舎深膚格〈様慈) <様

相〉ぐb深庸務〈時間)⑧深罵棒〈条仲)であった9 ここでは、第 7 られた?でJの

個々 の意味機能をまとめること る

2. 深崩格〈場所〉における『でj の意味機能

第 6輩の?に・を・から・がj のコア及びコア・イメ…ジの分析から、「にj のコア及び

ニコア・イメ…ジは、《接殻》を表し、その結果、存在の〈場所〉、〈到着点〉、〈帰着点〉など

ということがわかった。「をj 辻、基本的に「荷かに向かつて進むJ というま進行》

を表し、他動読を伴って、その動作・行為の〈対象・目的・自壊〉を表すが、移動性の自

動詞に伴って進行の移動の〈場所)を表す母この進行の移動の〈場所〉は、出発性の移動

の自動語と伴って、(出発点〉となる母また、移動性の告動詞と伴って、移動の〈場所〉と

なる s さらに、通過性の自動詞と伴って(通過点〉となる。これに対して、「からj は、

作、作用の《起点》を悲していることがわ

一方、?でJは、;意志的な動作・行為の場合、その動作・行為を滋行するのに使用する

を表すということが分かつた合言い換えれば、動作、行為を成立させるための

所〉を表す。これに対して、事態の変化、結果を表す動詞と伴って、その事態の変化、結

が成立するく場所〉を表すs これらを統合すると、深層格〈場所〉における?でj の意

味機能は、{行為、動作、事慈の成立の場所を表す}ものと言えるだろう 9

3. 深層格〈方法) (道具〉における fでj の意味機能、

深層格〈方法)<道具〉に関しては、「でj とワニJの意味解釈の比較から分析を行つ

この qむの深層格〈方法) <道具〉の期制としては「スルメを火にあぶるj が挙げられる

が、日むの持つコア機龍のにより、スノレメを火に近づける《接触》を表すということがわ

かった司これに対して、「スノレメを火であぶるJという用例からもわかるように、 fでj は、

〈道具〉を表していると言えるだろうーこのく方法) <道具〉の?でj 辻、先

析したように、ある行為・動作を遂行するのに使用、或い詰利用するモノと書える。つま

り、深癌棒〈方法) <道具〉の「でj の意味機能は{ある行為、動作を遂行する(成立させ
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る)ために使用・利用するモノ(方法・道具)を表す]ものと言えるであろう。

4.深層格〈材料) <構成要素〉における「で」の意味機能

深層格(材料〉に関しては、「で」と「から」の意味解釈の比較から分析を行った。そ

の結果、「から」が《起点》を表すというコアを有することから、「原油主こ与プラスチック

を作った」というように、材料からその完成物に至るまでの聞に何らかの製造過程がイメ

ージされる。それに対して「で」は、「粘土で人形をつくる」というように材料が、完成物

を直接構成するという関係が見られる。このような分析の結果、その深層格(材料〉の「で」

の意味機能は、【あるものを完成させる(成立させる)ために使用・利用するモノを表す】

と言えるであろう。また、深層格(構成要素〉の「で」の意味機能は【あるモノを成り立

たせるモノ、或いは成り立たせているモノ(材料・構成要素)を表す]と言える。

5. 深層格〈原因・理由〉における「で」における意味機能

深層格(原因・理由〉に関しては、「で」と「に」と「から」の交替関係から分析を行

った。その結果、「に」が《接触》を表すというコア機能があることから、「石i三つまずい

た」、「音に驚いた」などの用例に見られるように、原因と結果とが接触・一体化している

という結論に至った。また、深層格(原因〉の「から」は、「風邪主主肺炎を併発した」と

先に示した「に」とは異なり、原因と結果との一体性がなく、その「から」の持つ《起点》

というコア機能から、原因と結果との聞には何らかの過程が含まれている。一方、「で」は、

「に」のような一体性もなく、「から」のような原因と結果の聞の過程もなく、原因が直接

結果を引き起こす関係にある。言い換えれば、原因が結果を成立させると言えるかもしれ

ない。従って、深層格(原因・理由〉における「で」の意味機能は、「ある行為、変化・事

態を引き起こし成立させたモノ(原因・理由)を表す」と言える。

6. 深層格〈目的〉における「でj の意味機能

深層格(目的〉に関しては、「で」と「に」との交替関係から分析を行った。目的の「に」

は、「新宿へ買い物に行く」や、「日本へ観光に来た」などと「行く・来る・帰る・戻る」

などの移動の動詞と伴って、「買い物」や、「観光」は、「行く」や「来る」という行為の目

的を「に」が」表している。これに対して、「買い物三新宿へ行く」の「で」は、「買い物」

という目的が「新宿へ行く」という行為を引き起こし、また、「日本へ観光で来た」は、「観
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という臣的が日本へ来る行為を引き起こしたものと考えられる。このことから「

はある行為を引き起こす喪関となった目的安表していると言えるであろう号つまり、

格〈自的〉の「でj の意味機能は、[ある行為を引き記こす(成立させる〉モノ(目的)を

と言えよう

7.深腫格〈様態) <様担〉における fでj 意味機能

深農務〈様撒) (様相〉には、行為、変化のプロセスの〈様態) (様相〉と、そのプロセ

スの苧了した後の状態や単純状態の〈様態) (摸梧〉がある。行為、変化のプロセスに

る深届格〈様態〉における?でjの意味機能としては、「動作・行為の非意志的な仕方、

あるいは、事態の変化の仕方議?表すj と書えよう c つま号、ある動作・行為、事態の

成り立ちの仕方、あるいは様子を表していると設える。また、深j語格(様相〉におけ

る?でiの意味機能としては、 f動作・行為の非意志的な仕方、あるいは、事慈の変化

のあり様、姿者表す」と言うよう。つまり、ある、行為・動作、事態の変換の成り立

せている仕方を表していると営えるかもしれない。

、プロセスの完了した後の状態や単純状態の深層格〈様態) <様相〉の「でj の

意味機能は、【動作・行為、あるいは、事態の変化の完了した後の状態、あるいは、単

純状態の成り立ちの仕方、あり様、姿を表す}と言えるだろう。つまり、ある行為、

の完了した状態、あるいは単純状態が、どのようなあり様、姿、あり方

立しているかを表していると言えるだろう。

8. 深層務〈時間〉における「でJの意味機能

深題絡〈時間〉に関しては、「にJiかちJiをJとの交替関係、から見てき 「にj の

)語格〈時間〉は、その《接触》というコア及び立ア・イメージかち時間軸上の の接

触、すなわち時点を示している o iから」はその《組点》というコア及びコア・イメ…ジか

ら行為、或いは事態の開始の時間を表す告また、「夏休み玄避暑地で過ごすJのよう

格〈時間〉の「を」辻、《通過・移動》というこコア及びコア・イメージの場所という空間的

場所の時間的メタアァーから、行為、事態の時間的経過、通過の時間的な場を表している

と考えられる c これらに対して、「でJは、日こj の「時点j、「から」の時開的な「起点人

「をJの時開の経過の場とは異なり、 fお嵐呂は 10分で出た」のように、お風呂に入って

から fお風呂を出る jという行為の或立までに要した量的時間を表していると考えられる。
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つ荒り、「でJ~まある行為、動作、事態、変色の或立に使用、あるいは要した時間を表し

いると雷える c 言い換えれ足、深層格〈時間〉の「でJの意味機能は{行為、動作、事態、

変化の成立記要する時間を表す}ものと言えるであろうむ

9. 深層格〈条待〉における fでj の意味機能

深層格〈条件〉に関しては、?でJとはむを「で いしリと「が し'¥"'¥ Jという表層構

が類怒しているものを通して分桁した。その結果、 í~が しWリの「が」は《限定、指

定》というコア及び口ア・イメージより、多くのものの中から山、しリ(i好まししリ、「

質j、「すぐれているJ) と思うものを《限定、指主》するときの、その対象を表すというこ

とができるだろう。地方、 í~で し1しリは九、しリのもう一つの;意味、「許容Ji癖認j か

ら、その【許容、容認という心的態度成立の条件}を表していると考えられるむま 1'-'¥ 

上の表現「富士山は日本で一番高い山です」などの「日本で」の?でJが表しているもの

は、「富士山辻一番高い山ですjという事実判新成立の条件であると考えられる合同様に「り

んごは 2謡で 500円ですj や「水は 100夏で掛騰するJなどの「でJもその事態成立の条

件を表していると考えられる c 従って、深層格〈条件〉の 「でJの意味機能は、{

事態の成立の条件を表す}ものと言えるだろう母
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第 3節 格助詞「で」の包括的意味機能

1.個々の深層格の意味機能

第 2節では、「で」の個々の深層格の意味機能について述べた。その結果、「で」は、深

層格〈場所〉に関しては、【行為、動作、事態の成立の場所を表す】としづ意味機能、深層

格〈方法) <道具〉に関しては、【ある行為、動作を遂行する(成立させる)ために使用・

利用するモノ(方法・道具)を表す】としづ意味機能、深層格〈材料) <構成要素〉に関して

は、【あるものを完成させる(成立させる)ために使用・利用するモノ(材料)を表す】、【あ

るモノを成り立たせるモノ、或いは成り立たせているモノ(構成要素)を表す】という意味

機能を得た。

また、深層格〈原因・理由〉に関しては、【ある行為、変化・事態を引き起こし成立さ

せたモノ(原因・理由)を表す】という意味機能、深層格〈目的〉に関しては、【ある行為

を引き起こす(成立させる)モノ(目的)を表す】という意味機能を得た。

深層格〈様態) <様相〉に関しては、行為、変化のプロセスの〈様態) <様相〉と、その

プロセスの完了した後の状態や単純状態の〈様態) <様相〉がある。行為、変化のプロセス

に関する深層格〈様態〉に関しては、「動作・行為の非意志的な仕方、あるいは、事態

の変化の仕方を表す」意味機能、また、深層格〈様相〉における「で」に関しては、「動

作・行為の非意志的な仕方、あるいは、事態の変化のあり様、姿を表す」という意味

機能を得た。

また、プロセスの完了した後の状態や単純状態の深層格〈様態> <様相〉の「で」に

関しては、{動作・行為、あるいは、事態の変化の完了した後の状態、あるいは、単純

状態の成り立ちの仕方、あり様、姿を表す】という意味機能を得た。

深層格「時間」に関しては、【行為、動作、事態、変化の成立に要する時間を表す】と

いう意味機能、深層格「条件」に関しては、【行為、動作、事態、変化の成立に要する条件

を表す】という意味機能を得た。

尚、これらの「で」の深層格の意味機能は、次に述べるように大きく二つに分けること

ができる。

2. rでj の意味機能の二分類

「で」の個々の深層格の意味機能の分析から「で」は大きく二つの意味機能に分類できる。

第一は、【行為、変化・事態を引き起こし成立させたモノを表す機能】である。、第二は、
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【行為、変化・事態のプ口セス、及び、完了した状態を成立させるそノを表す機能]であ

るG 第一の分類に属するものは、深屠格〈原悶・理岳) <詩的〉であり、第二の分類に

るものは、深騨絡〈場所〉、〈方法〉・〈道具〉、く材料〉・〈構成要素人〈様態〉ベ議棺〉、〈時

間〉、〈条件〉である。

3. 格助調「でj の包括的意味機龍

以上、克てきたように、格助詞「でj の機能は、第一辻、{行為、変化・事態を引き

起こし成立させた毛ノを表す機能}であり、これに課する深層格〈探困・理由) <自的〉

である。また、第二のは、{行為、変化・事態のプロセス、及び、完了した状態を成立

させるモノを表す機能}であり、これに嘉する深層格〈場所〉、〈方法いく道具〉、〈材

料). <捧成要素人〈様態〉ベ様相〉、〈時間〉、〈条体〉である。この再者に共通する意

味機龍、すなわち、格助詞「でj の包括的意味機龍は「成立させるそノ という概

念で捉えることができるであろう窃これを盟式イとすれば以下のように成るで島ろう。

従来の格助詞「でJの研究では、「でj の前の名詞に焦点を当て、その名詩が何を表すも

のかについて分析し、場所、道具、材料、時間、原盟などとして、それらを包括して、

限定するよそノ、また、背景などと説明されてきた。しかし、本論文においては、「でJ

が後接する名詞が何会表すかではなく、「でJ自体は、その述部で、表されている行為や変化

や事態や状態を成立させるとし 1う機龍を表すものだと分析したむ

た、その行為や事態や状態の内、何らかの接触性があれば円こ」、何かに向かつ

む「向進性j があれば「をj、何らかの f起点Jであれば、「からJ、あるものを(選択、指

定、設定、特定]するものであれば拾わが用いられ、述部の行為、事語、状態を

させるものは「でj で表されるものと考えられる号
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図 1 格助詞 fでj の深層格と包括的意味機能

{行為、変化・事態を引き起こ

し成立させたそノを表す機能}

{行為、変化・事態のプ口セス、及び、

した状態を成立させるそノを表す機能]

~ 
〈原因・理由〉

〈目的〉

行為、変化・事態のプ

ロセスを成立させる

機能

4コレ

行為、変化・事態のプ

ロセスぽ完了した状

態を成立させる機龍

~ 
〈場所〉、〈方法〉・〈道具〉、〈材料ト〈構成要素〉、

〈様態〉・〈様相〉、〈時間〉、〈条件〉
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第 9章

まとめと課題

278 



はじめに

本章では、これまでの研究の結果をまとめ、改めて結論を述べることにする。

第 1章序論

本章では、研究の背景と目的、研究方法、研究の概要について論じた。

第2章助調とは何か

本章においては、格助詞「で」の日本語文法での位置づけを探るために、まず、「助詞」

という用語、及び、その概念がどのようにして成立したのか明らかにしようとした。その

ため、歴史を遡り、この「てにをは」をはじめ、現在の助詞に関する認識が認められるも

の、つまり、助詞の語性の認識が伺える用語に着目し、語における助詞の位置づけと、そ

の分類がどのように捉えられてきたのかに焦点を当て見ていくことにした。その結果、か

つては、助詞は、「てにをは(天爾波・助言・助辞・豆爾乎波)、「脚結(属)(家)J I前詞」

「後詞JI関係詞JI霊辞」など様々な用語が使われてきており、その体系も現在の助詞の

それとは異なり、助動詞や活用語尾や副詞なども含まれていたことなど、品詞として認め

られていない時期もあったことなどがわかった。

また、「助詞」という用語は、佐藤誠実が初めて用いたものであるが、その用法は、現

在の助動詞や副詞までをも含む広範囲のものであった。その後、この「助詞」を現在用い

られている意味で取り上げたのは、山田孝雄であった。この助詞に関して山田は「格助詞、

副助詞、係助詞、終助詞、間投助詞、接続助詞」という名称を初めて用いたが、その名称

は現在も国文法で用いられ、その助詞の分類、その範囲も明確、且つ論理的である。その

意味で、今日の「助詞」の体系、及び名称は、山田孝雄によってほぼ確立されたものであ

るという結論を得た。

第 2節では、今日の日本文法の基礎を築いた山田孝雄、松下大三郎、橋本進吉、時枝誠

記の 4人の助詞論に焦点を当て、助詞の持つ特性、並びに助詞の分類について明らかにし、

「助詞とは何か」という問題について探った。

これら 4人の研究から、助詞の特性は、動詞や名詞のような独立して意味をなす語に対

し、付属語であり、助動詞と同じく単独では何の概念ももたないものであるということ、

しかし、助動詞とは異なり、陳述の表現ではないため活用はなく、また、助詞自身が格を

構成し、文の成分になることはなく、副詞、体言、用言の語の下に直に接するものである
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ということを検証した。また、その種類として、「格助詞J、「係、助詩人「語IJ助詞J、「終助詞j、

「間投助詩人 f接続助誠九「関投助詞J、f並立助詞J、「準体助辞」、「準部体助辞Jなどが

げられ、機能部では、他の語(韻語、体雷、用言〉に付き、それらを助け、これらの語

の意義を明ちかにし、その関孫を示すものであるということ、また、意味を以て文節の断

続に関与するものあ号、事柄に対する話し手の表現を表す機能があるということなど、こ

のような特性と機能をもつものが「助詞j であるという結論

第 3章搭場調とは何か

は、まず、格とは何かということを明らかiこするために、小泉保『日本語の格と

文型j](2007)、チャーノレズ.フィノレモア『格文法の原理j](1975)、(1981)、高議太郎『日本

文法j](2005)、城田俊 (1993)U日本語の格をきうぐってJ、仁田 (1993) U自

格をめぐってJについて見ていった。その結果、フィルモアは動詞と名読の開の意味的

係を示すとし、城田は名前が文中で捕語となるときのシステム、小泉は名詞と述語との関

の関係をポす形式的な要素と定義づけていることがわかったc

次に「格助詞とは荷かJについて明確にするために、山田孝雄『自本文法論j](1908)、

『日本語法講義j](1922)、?自本文法学概論j](1951)、r日本文法学要論j](2000)、松下大

三部f標準日本口語法j](1930)、檎本進吉「口語法要説j](1告34)、『助詞助動詞の研究j](1969)、

時枝誠記『器本文法口語編j](1950)、湯沢幸吉郎 r口語法精説Jl (1977)、益持強志・凹

行則?基礎日本語文法j](1992)、三上章?現代語法序説Jl(1972)、佐久間鼎 (1983)U現在

日本語の研究Jについて見ていった。その結果から、格助語とは、体言、用言、高IJ詞など

の出立諾につき、その自立語と他の告立語との意味的関採を示すものであるという結論を

得た。

さらに、「格助詞とは伺かJを明らかにするために f孫助詞J、「副易詩人「終助詞人「接

続助詞」の持つ簡々の機能を比較し、「係助詞j は「話者の事j訴を表すものJ、「説助詞Jは

「話者の判断を表すものJ、「終助詫jは「話者の表現意菌(よそダリティ)を表すものj、

続助詞Jは「前後の語句の意味上の関係を永すものJ そして?梼助詞」は「事物の関係を

ものj という結論を得

第 4章第助詞 fでj の意味用法の分類

本章では現代諾の格助詞「でJの旬括的意味機能を探るため、格助詞?
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法が、どのように分類されているのか辞書 10種、民本語の参考帯 6護、研究書、及び

論文計 15種について見ていき、その用法、及び用伊jを採取した。

次に、これらの採取した用法を全て、辞書の『新明解国語辞典~ (第?版)の?で」の

意味用法の提出!順序に従って、その他の辞書、日本語の参考書、

れの用法も A--G横の 7つに大きく振り分けることことにした。

第 5輩格助謁 fでJの深層務カテゴヲー

及び論文のいず

本章で辻、まず、フィルモア (1989)、並びに、盟立国語研究所 (1997)の深膳格の種

と定義を簡略に述べたc 次に第 4章で採取した A捕から G欄の用法を考察・分析し、格

「でJの深麗格 (deepcase)を新たに①〈場所〉、②〈方法) <道具〉、舎〈材料〉・(構

成要素人寄〈原因・理由人⑤(目的人⑤〈様態〉ベ様相〉、⑦(時間人③〈条件〉の S

つに分類し

第 6輩 fに・を・から・がj のコア、及びコア・イメージ

本章では、格助語?でJの包括的意味機能を探るために、「で」と交替関係、及び置き

換え可能な格助詞日こ・を・かち・が」のコア、すなわち、核となる共通の意味、及びそ

のイメ…ジを採り、各々の格助詞のコア及びコア・イメージを明らかにした。その結果、

[" ~こ j は、《接触》、 f を j は、《何かに向かつて進む》、 fから J <<起点》、「が」は、

限定、特定》というそれぞれのコア及びコア・イメ…ジを得た。

第 7輩格助調 fでj の個々の深層絡における意味機能

本章では、格場語?でJと能の棒助詞との交代関係、及び罷き換えにより生じた意味の

なりを考察し、「でJの髄々の深層格における意味機能を分析し、「でJの意味機能を以

下のように提示した。

①深層格〈場所):【行為、 事態 のトコ口 を表す}

②深題格〈方法いく道具):【ある行為、動作を遂行する(成立させる〉ために使用・

利用するモノ(方法 e 道具)を表す}

③深層搭〈材料):【あるものを完成させる(成立させる)ために使用・利用するそノ

(材料)を表す}
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格〈構成要素): [あるモノを成り立たせるモノ、或いほ成り立たせているそノ

(構成要素)を表す】

@深層格(原因・理由) :【ある行為、変化・事態を引き起こし成立させたそノ(原

困・理由〉を

⑤深溜格〈目的): [ある行為を引き超こす(成立させる)モノ(胆的)を表す}

⑥深震格〈様態) <接相〉

行為、変化のプロセスのく犠態): [動作・行為の非意志的な仕方]

、変化のプロセスの〈様相>: [事態の変化のあり様、獲を表す}

プロセ又の完了した後のく諜態>: [動待・行為、あるいは、事態の変化の

した後の状態}

口セスの完了した後の〈様相>: [単純状態の成り立ちの仕方、あり様、姿

を表す}

ぐち深層格 f : [行為、 変化の成立に要する時間を表す}

③深騨絡「条件J: [ 、事態、変色の成立に要する条件を表す}

第 8輩 格境調 fでj の包括的意味機能

搭場開「で」の缶括的意味機龍を統語的観点から述べている森自 (1989)、また、意

味付け論の観点から述べている問中・松本(1997)、認知言語学の観点から述べている

(1997、2005)、森山 (2005)、関 (2007) を紹介し、これらの先行研究を踏まえ、前章

られた fでj の個々の深語格の意味機能を考察・分析した合その結果、?でj は大きく二

つの意味機能に分類できることを提示した。

第一の意味機能は{行為、変イと・事態を引き起こし成立させたそノを表す}もので、

格〈原器ー理由〉、〈吾的〉の「で」がこれに賭するs 第ニの意味機能辻、{行為、変化・事

のプロセス、及び、完了した状態を成立させるそノを表す}もので、深塵絡〈場所〉、(方

法いく道具〉、(材料いく構成要素人〈接融〉・(様相人〈時間〉、(条件〉がこれに属する合

この両者に共通する意味機龍、すなわち、格助詞「でJの包括的意味機能は「成立させ

るそノを という譲念で捉えることができるであろうという を導いた。
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この研究を過して、わかったことは、「に」、 fをJ、「から j、訪日は、その行為や事総

や状態のうち、何らかの「接触性」があれば日こ」、何かに向かつて進む「向進性j があれ

ば「をふ侍らかの「起点Jであれば、 f会ミらj、あるものを f選択、指定、設定、特定j す

るものであればほむが用いられるということであるむそして、「でj は行為、変化・

を「成立Jさせるものが?でj で表されるということであるa

従来の絡勃詞「でJの研究では、「でJが後接する名読む熊点を当て、その名詞がイ可を

表すかについて分析し、場所、道具、材料、時間、原関などとして、それらを包括して、

を限定するそノムまた、「背景jなどと説明されてきた。しかし、本研究でほ、 f

i土、このような名詞の性質を規定するものではなく、事態を成立させるという犠きを

ものではないかという結論に査った。 i~ま J ~士、何かを取ち立てるという機詮を持つことか

ら「取り立て(機能)勃詞j と呼ばれることもあるように、「で」も述部を成立させるとい

う機能から「成立(機能)助詞j とでも昨べるかもしれないc

日本語教育の現場においては、どのような格助詞が置き換えられるという関孫を示すこ

とも、もちろん盤要だが、置き換えられたときに、文章にどのようなニュアンスの違いが

生じるかを明らかにすることは、さちに重要である号また、多様な用法令旬括的に理解さ

せることも習得を容易にする一つの鍵であると思われる。このような観点から今自の結論

を踏まえ、現場での教育に生かせるような習得困難な「でj を合めた助認の指導法合研究

していくことを今後の課題としたいa
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1.深場格〈場所〉における「でj の使い分けに関する諸研究

1.1 国広 (1987)

( 1987)は、述部の動認の持つ動静の視点から空間関孫を 「でj と i~こ J を分類

している。用例 (1)の aの「私は東京で往んでみますj では、「静的な状態が という

場所を としてJ されているのは如何にも不自然で、?に』を用いて f東京という場

所に密着してJ実現されているべきであるJ(国広 1967: 231) と述べている。また、 f働

いているJ というような活動的な動詞を用い には「でj を用いると雷う合用伊lib 

は、「勉強しているj は?活動動作で向かに密着していては行われ難い。皐校という施設を

・媒体として行われるので?でJが適当であるJ(国広 1967: 231) としている口

(1) * a.私は東京で住んでゐます

*b.私は毎日 日 を勉強してゐます

(国広 1967: 231) 

「でj 法の分類に用い も同じく、場所の「ニJの用法と 、につい

?ニ」は íú存在~ (に関連すること)の場所j し、一方、「で」は、 i(活動的な)物

事の起こる場所を言う jと述べている号(j77)の「臣 らす」と(j7訟の「田舎i三住むj

とは IÚ住む~ ~ま?暮らすJ より静的な意味の表現である点 1分けられると ている口

1.2 新井 (1972)

新井 (1972) は、留学生の日本語の作文における場所を表す「でJと九三の誤用期か

ら、「で、j と i~こ j の意味用法の異なりを考察分析し、その結果、場所を表す場合の「でJ

と「にj を次のよう している号

ワ〉動詞の f場所を移すJという意味の「移動」という意義と結びつかない

②動語の「状態を移寸j という意味の「移動Jという意義 結びつかない

③ の「移った状態で残存するJという f存在j という意義に結びつかない

④動詩の fある状態でそこ あるJという という意義と結びつかない

(新井 1972:53)
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例えば、「ゴザの上で脱ぐ」の場合、「脱いだ履物をどうするか」という情報を含まず、

一方、「ゴザの上に脱ぐ」は、脱いだ後の履物はゴザの上にあると推測できることから、「存

在する場所」を表すのが「に」の用法であると新井は言う D

(2) a.ゴザの上に脱ぐ

b.ゴザの上で脱ぐ

(新井 1972:53) 

このような論点から 新井は、場所に関する「で」の用法を「動作・作用が行われるとい

うことが、動作・作用が存在することを含有しているという意味を含めての「存在」の意

義と結ひ守つかず、その『存在』を捨象した『動作.・作用の行われる』場所を示すJ(新井

197254) と定義している D これに対して「に」の用法を「動作・作用が行われるというこ

とが、動作・作用が存在することを含有している意味を含めての「存在」の意義と結びつ

きその「存在」を顕示させて『動作・作用の存在する』場所を示すJ(新井 197254) と定

義している D また、「に」と「で」を「静的な存在」と「動的な動作・作用」という対立の

中で捉えることもできるとし、以上の内容を次のような表にまとめている o (表 1) 

表 1 新井による「でj と「にj の意味相違 (新井 197255)

一 ア

存在 存在する場所や存在の状態を移動させる場所 。× 

(1)と (2)

ある状態で事物が存在する場所 (3)と(4) 。× 

動作作用 動作・作用の行われる場所 × 。

1.3久野 (1973)

久野 (1973)は、運動を表す動詞の中で場所を表す名詞に下接する格助詞「を」に加え、

(3)の用例と共に I~こ」と「で」の意味の異なりを述べている。まず、「を」は、「動詞によ

って表される運動が、名詞によって表される距離又は空間の全範囲」であり、「に」は、「名

詞によってあらわされる場所が、運動の目的地であることを示す」とし、「で」は、「動詞
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によって表される運動が、名詞によって表される距離、又は、空間の極く一部分で、必ず

しも連続的、一方向的でなく行われることを示すJ(久野 197358-59) と言う。

(3) a.廊下ヲ走ル「廊下に沿ってかなりの距離を走る」

b.廊下二走ル I(部屋の中から)廊下に向かつて走る」

c.廊下デ、走ル「廊下で(例えばぐるぐると)走る」

(久野 1973:58-59) 

1.4 鈴木忍 (1978)

鈴木 (1978) は、日本語教育の立場から助詞の諸問題を取り上げ考察・分析している。

その中で、場所に関する「で」と「に」と「を」の使い分けの問題について次のように述

べている口

用例 (4)の a Iきょう学校で試験があります」では、試験が実施される場所は「で」に

よって示されているが、 b Iきょう学校に試験があります」のような表現の可能もあると

述べ、用例 (5)のような誤用を招きやすいと指摘している。

(4) a. きょう学校で試験があります

b. きょう学校に試験があります

(5) a. *こんばん学校の食堂にパーティーがあります

b.*きのう大使館で幼児があって、行きました

(鈴木忍 1978: 70) 

また、 (6)の用例での述部の「住む」という動詞は、「そのよりどころとしての空聞が、

前提となっている」とし、一方、「住む」の類義語「生活」や「暮らす」という動詞には、

「住む」と異なり、「よりどころを要求するという意義はなしリため、「生活するJI暮らす」

などには「ニ」はつかないと言う口

用例 (6)の「で」で表される「東京」は、国広 (1967) が述べているように、活動の手

段・媒体としての場所であって、よりどころとしての「東京」ではないと指摘している。
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(6) 私は日本語学校の寮[*で/に]住んで、います

(鈴木 1978: 73) 

以上のことから、鈴木は場所に関する「で」と「に」について次のようにまとめてい

る。

「に」の場所は、述語の表すことがらの成立に参加するものごと

として、それに要求される成分であるのに対して、「で」の場所

は、ことがらの成立に直接参加するものごとではなく、そのこと

がらより外的な状況を示していて 述語の自立語によって要求さ

れるものではないーという理由で、「に」によって表示される場所

を目的語(述語の表すことがらの成立に参加する対象一実態

あるいは実体化されたことがらーを示す。〉とし、「で」によって

表示される場所を状況語(述語の表すことがらをとりまく外的な

状況一時間・空間・原因。理由・条件ーを示す成分〉としている。

(鈴木 1978: 73-74) 

1.5神尾 (1980)

神尾(1980) は、空間的位置表現に関する「で」と「に」の特性について、「で」によっ

て表される空間的位置は、窓意的、偶然的であり、「他の場所もありうるが」という意味合

いが含有されているとしている。また、「で」は文全体に結び、っき 述語句の表す動詞・出

来事・事態などの生ずる背景となる場所を指定する J(神尾 1980: 61) と言う。このよう

に、「で」は述語句の表す動作などを間接的に背景となる位置に結びつけることから、述語

句と「で」との意味関係を「外的な位置関係」と呼んでいる口

それに対して、「に」は、「述語句が必然的にある空間的位置に結びついている場合、あ

るいはある方向への指向性の意味を含む場合に用いられる助詞J(神尾 1980: 61)であり、

述語句と直接結びついた位置の指定を行うと述べている。また「で」と異なり、述語句の

表す動作などに関わる空間的位置を直接的に表現することから述語句と「ニ」の関係を「内

的な位置関係」と呼んでいる。

次にこれらの「で」と「に」の空間的位置関係表現を神尾の用例と共に再検討してみるこ
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とにする。神尾の論に従うと、用例 (7)aの「シカゴで友達の家に泊まった」の「友達の家

に泊まった」や bの「静岡で日本平に登った」の「日本平に登った」という「動作・出来

事・事態」などの背景となる位置を「で」が表していることになり、「で」が下接する「シ

カゴJ["静岡」は怒意的空間で、一方、「に」が下接する「友達の家J["日本平」は、述語句

と直接結びついた場所を表すことになる。

(7) a.シカゴで友達の家に泊まった

b.静岡で日本平に登った

(神尾 1980: 56) 

また、「にJ(8)a ["ヒマラヤに氷を調べている」や、 c["部屋にクーラーを修理した」は

述語と深い関係を持つことから非文となるようだ。

(8) * a.ヒマラヤに氷を調べている

b.ヒマラヤに氷を調べに行く

*c.部屋にクーラーを修理した

d.部屋にクーラーを取り付けた

(神尾 1980: 56) 

用例 (9)a ["ここで車を止めよう」の「で」が下接する「ここ」は怒意的偶然的場所で、

一方、 bの「ここに車を止めよう J["に」が下接する「ここ」は予定していた「必然的場所」

となる D また、 cや dの「集会」と「案内所」の意味の相違に着目し、集会は様々な場所

で聞かれるため、「で」の持つ、怒意的、偶然的性質と合うが、それに対して、「案内所」

は固定した場所にあるため、この「で」の窓意的、偶然的性質に合わないもの、すなわち

他の場所の可能性が考えられない必然的場所に関しては「に」となると言う。

(9) a.ここで車を止めよう

b.ここに車を止めよう

c.駅で集会がある

d. *駅で案内所がある
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また、「折れる・暮らす・遊ぶ・ る・ 1動く j などは「にj の とることのできない

と言札口こj務をとるためには本質的に場所の概念を含む述語であることが必要条件のー

つであると しているc 用例 (10)の「昌 がワニJ格をとれないのも、場所の

概念が含まれていないためであると言う。

(10) *ι長いこと田 らす

*b.川|の土手iこ遊んでいる

(神尾山80: 60) 

また、 る・飲む・賢う・学ぶ・取るJなどは、? に向かつて指向性20を有する

?に』をとれないと考えられるJ (神尾 1980:ちりとしている。

1.6益田・田寵 (1987)

田・田窪 (1987) は、 fでJ 「動作が行われたり、出来事の を表すj また、「状

況 を表す」の して、「にjは?物や人の を示す」と している。?でJ

は動詞の と関係なく使うことができるの して、「にJは f位置のニ として

求する動認とともにしか使えないJ(益田・出器 1987: 53) としている。

1.7寺村 (1987)

寺村(1987)ほ、「で」とワむの使い分け るに際し、 を表す動諮?ある・い

るJがワこj で、動作を表す動詞は「でj となるという考えでは、(11)の用例を説明でき

ないと いるc

(11) a.中本すさんはさっきうちに帰ちました

b.あの木の技に珍しい鳥がとまっている

、静
C. '- まもなく きます

1987: 13) 

20 r指向性という概念は本来主語を中心として、そこからイ患のものに向かうという内容をもっていると解
することができょう j このように解すれば主語に向かつて何者かが働くという、 f食べる・飲む・賢う・
ぷ・取る j などの動諦辻指舟性を持つことができないと神是辻述べている。{神是 1980: 61) 
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そこで¥日本語の動鵠は「ある・いる」などの存在を表す動詞と、「行く・来る・滞る・

出かける・着く・鹿る・寝るJ等のどこかに向かつて行くという移動を表す動調と、動作、

出来事を表す動読の 3つに分け次のような叡設を立てている 9

存在を表す動詞iこ付き、「存在の場所j を表すものと、移動を表す動詞に付き「移動の

を表すものにi土日こJが用いられ、「動作、出来事j を表す動詞に付き、「動作出

の行われる場所」を表すには「で」が用いられるという仮設を立てている c

(12) a.あの木の上[に/*で)珍しい鳥がいる

b.あの木の上[*に/で]珍しい鳥がないている

c.屋根の上[で/に]石を投げる

d.テーブノレ上[で/に)眺びあがる

8.あの山の上[で/に)家を建てたんだそう

(寺村 1987:14)

用額J (12) の c~土、寺村に従え誌、?で」

で、山口は投げる対象である

を投げるという「動作する人の動作

の移動の を表していることになる 9

1.8家羽根 (1987)

る

赤羽壌 (1銘ア)は、 トコヒヱ性のある名詩に下接する、格助詞「でJとワこJのみを考察

対象に、その意味用法の典間について述べている号これらの格助詞を考察分析する上で、

まず、「格助詞 nこJについてそれ自捧が概念としての意味を持っているものではないc

れらは構文における機能を文Jl.*のうえから説明したものJ(赤羽根:1987 :お)であると述

べ、述語の性質はもとより、統語関係の構文で考える必要があるとしている。

赤羽捜による「でJとワこJの横み分けをまとめると、 Aデ/ニ Bガ Cの構文では、述部

Cが「存在性詣動詞(ある・ない)Jの場合、?でJは、「命題が成り立つための制限条件と

しての場所Jを表し、「にJは、下接する「存在する場所を表すj としている。また、閉じ

く、 Aデ/ニヨガ Cの構文で、述部が?動作性自動前〈立つ・食事する・自現する等Jの場

合には、「でj が下扱する A~土、主諾 B が C をという「動作を行う場所J を表し、他方、格

fニjが下接する Aは、主語 Bが動き、「変化した結果、存在する場所」を表すと言う。

さらに、 Aヂ Bガ (Gニ) C/Aニ Bガ Cでは、 Cが「結果性自動詞(住む、泊まる、
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る等)Jの場合、「で」が下接する Aは、主語日が Cをという「動作を行う場所Jを表し、

格助詞?ニニにが下接するえ培、主語 Bが動き、「変化した結果、存在する場所j を表すとし

ている。

また、述部が形容詞の場合、構文が Aデ/ニ Bガ Eの構文で、 Dが畿や形状(古い・大き

い・多い等)では、「でj が下接する A辻、 f命題が成立するための制限条件の場所」を表

し、円引が下接する A~主主語が E が D のような「最や状態で存在する場所;を表すとして

いる号

「名詫÷だ(です)Jとなる構文、名詩 Aデ/ニ二日ガ Cダにおいては、務助詞「でJが下接

する Aは?命題が成り立つための制限条件としての場所j を表し、一方、絡助詞「に」が

下接する構文については述べられていないー一方、述部が「形状を表す形容動語j となる

構文 Aデ、日ガ Iで、 Iが形状を表す形容動詞の場合、「でJが下接する Aは「動作の存続

が行われた場所Jを表すとしているc また、問じ構文で 1が情意を表す形容動前の場合、、

fでj が る諾辻、 Bが EをFと言う を行う場所Jを と言う G

最後に他動詩構文 Aデ Bガ Fヲでは、格助語「でJが下接する語は、主時 Bが EをFと

う[動存を行う場所j を表すとしているむ

れでは、赤羽根が提示した用例とともに再検討してみるむまず、第 1~こ[存在性自動語]

が述語となる構文①においては、格助詞?でJが下接するえは Bが Cと詰った「命題が成

り立つための制摂条件としての場所」を表し、一方、構文②においては、格助詞ワじが

下接する Aは Bが f存在寸る場所を表すj と述べているc

(13) a.J吉で一等人気があゥ

b.東京で八王子が学生が最もいる o

C.大阪でこコンサートがある

(14.) a. の津に居る舟の・・
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b.慢の前に巨大な 山があっ

〈赤羽根 1987:剖)

第 2~こ「動作性島動詞」が となる構文③においては、格助詞「でjが下接する Aは、

日が Cをという「動作を行う場所Jを表し、一方、構文@においては、格場語「にJ

が下接する A辻、主語おがその「結果の状揺を存続している場所Jを表しているとしてい

る。この両者の関係から、「にJが存在のする場所を表し、?でJが動作を行う場所を表す

と設えようと、奈由良行の 'uでJ 会使えばそこでの行為に、 u~こJ を能えば場所に

重点が置かれる J(森田:1980 : 123) という考えに費問する立場をとっている号

(15) a.木曽の山下と云所でそたてけり

b.教会で堂々と自 d撰する

(赤羽根 1987: 89) 

回

(16) a.和浦に白波立ちて

b.部屋の罵りに、ニ人の震学生と の教授が立っていた

C. の連物が、 の関に建っている

(赤羽根 1987: 84) 

第 3に f結果性自動詔j が述語となる構文⑤においては、「で」が下接する Aは、主語ち

が Cをという「動作を行う場所」を表し、また、この構文で「に」が伴わなくても成り立

つ場合は、述部の動詞 f寝るJ，控るjは動作の過程詣を強く示すためであると述べている。

構文⑤においては、寺村の考えを基iこ、 fに」が下接する Aは、主語 Bが動き、「

化した結果、存在する場所Jを表すとしている。
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⑤仁日デ亡日ガ(固ニ)Ic (結果性自動詞)I 

(17) X a.四月から東京で兄は住む

Ob.四月から東京で叔父の家に兄は住む

ムC.明日、上野で私は泊まる

Od.明日、上野で友人宅に私は泊まる

Oe.今晩、弟の部屋で私は泊まる

o f.母親の隣で、子供が座っている

⑤仁 己 ニ 仁 日 ガ|c(結果性自動詞)I 

(18) a.・・・・・部屋に(行って)寝る

b.京都に行って/移って住みたい

(赤羽根 1987: 91) 

(赤羽根 1987: 86) 

第 4に量や形状を表す形容が述部となる構文⑦においては、格助詞「で」が下接する A

は、[命題が成立するための制限条件の場所」を表すとしている。一方、構文③において、

格助詞「ニ」が下接する Aは主語が Bが Dのような[量や状態で存在する場所]となると述

べている。

⑦仁己 デ 仁 日 ガ|D(量や形状を表す形容)I 

(19) a.京都でこの寺が一番古い

b.日本で富士山が一番高い山

C.今月は高速道路で事故が多い

(赤羽根 1987: 91) 

③仁己 ニ 仁 日 ガ|D(量性形容詞)I 
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(20) a.前栽に意志草木のおほき

b.東京に用事が多い人でした

(赤羽根 1987: 86) 

第 5に述部が「名詞+だ(です)Jとなる構文⑨において、格助詞「で」が下接する Aは「命

題が成り立つための制限条件としての場所」を表すとしている。一方、格助詞「に」が下

接する構文については述べられていない。

⑨仁日デ亡日ガ|H(名詞) I ダ

(21) a. この浜で彼が一番腕のよい漁師だ

(赤羽根 1987: 91) 

第 6に述部が「形状を表す形容動詞」となる構文⑮において、 aでは、格助詞「で」が下

接する Aは「動作の存続が行われた場所」を表すとしている。また、 b、cでは、 Bが Iと

いう命題が成り立つための「制限条件としての場所」となると述べている。

(10)仁日デ 仁日 ガ| 1 (形状を表す形容動詞) I ダ

(22) a. パスの中で、全員静かだ、った

b. クラスで彼女がとりわけきれいだ

c. あなたは日本で一番の札つきの不良でしょう

(赤羽根 1987: 92) 

第 7に述部が情意を表す形容動詞の構文⑪において、仁日ハ仁己ガ[成立するための制

限条件としての」場所として考えるべきであると述べている。

⑪仁日デ亡日ハ口コガ| 1 (情意を表す形容動詞)
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(23) a. セントラル・パークで何よりもりすが好きだった

(赤羽根 1987: 92) 

第 8に述部が他動詞を表す構文⑫において、格助詞「で」が下接する語は、主語 Bが E

をFと言う[動作を行う場所」を表すとしている D

⑫仁己デ亡日ガ仁日ヲ F(他動詞)

(24) a. 東京でまだ学問をしなければならない

(赤羽根， 1987 : 93) 

1.9菅井 (1997、2001、2005)

菅井 (1997、2005) は Johnson(1987) のイメージ・スキーマを応用し「ガ格JIヲ格」

「ニ格JIカラ格」との格体系の中での相対的な関係を示しながら(図 1)、デ格を包括的

に分析し、デ格の意味機能の特性を述べている。

菅井による意味機能の特性はデ格の前景的な主格(ガ格)、ないし、対格(ヲ格)の「背

景的側面を提示すること」であり、また「動詞の語葉的意味によって変化を被らずに前景

を限定するもの」であるとしている。それを踏まえたうえでデ格の個別の意味役割は、前

景的な主要各成分と背景的なデ格の成分との相互関係によって特徴づけられると述べてい

るが、これに対して岡 (2005b)は、「太郎が主藍i三来た」のような二格は「着点」を表し、

この「着点」の用法が、二格の中心的用法と捉えられるが、その一方で、「塁率ζノートを

借りる」、「主主ζ論文を否定される」など、「起点」を表す用法もあることから、「着点」

を二格の一次的スキーマにするのは問題であると指摘している D また、「マデ、格」にも「着

点」を具現化する用法があると指摘している。(菅井 2001: 114) 
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図 1 菅井 2005: 112 

《起点》

カラ

一一挙

ガ

ミ主体》

オ

《限定》

一一う 《着点》

(1的 7: 10) は fでj と日むの意味の違いを次のように述べているG

(26) の aの「パスの昇降口に立った時忽に回目玄がしてきて道に倒れたJの「ニj 格1"""，

の動詞(静jれる)という f動作(行為)に律う移動の到着点j を指定しているのに対

して、 bの「で」格は、 f全ての行為が f道Jという場所において生起したことが反映され

るj としている c

(25) a. パスの昇降司に立った時急に目舷がしてきて道に倒れた

b. パスの昇降口に立った時急に自股がしてきて道で揺れた

1997 : 10) 

また、用例 (26) の aの「敷地 シェノレターを作った」 、梅助詞「にJが下

る「敷地内J~ま?小型シェノレター」を作るという行為最終馬車において「敷地内j と

けられ、一方、 bの「敷地内で、小型シェノレターを作ったJでは、格助鰐「で」が下

接する「敷地内」は「小型シェルタ…j の制作が行われる場所であるが、位置づけられる

とは隈らないとしている口

(26) a. 敷地内に小型シェノレターを作つ

b.敷地内で、小型シェノレターを作っ

又、 (2001) 、現在日 における対格(ヲ格)、与格(ニ格)、奪格(カラ格)、
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具格(デ格)の相対的位置関係を意味的な観点から「カラ格」が「はじまりの部分」、「ヲ

格」が「はじまりと終わりまでの間」、「二格」が「終わりの部分」をプロファイノレするの

に対して、「デ格」は 1<<動詞の語葉的意味によって変化を被らずに限定するもの》として

範曙化するというものであるJ(菅井 2001: 118) と述べている口

1. 10田中・松本 (1997)

田中・松本(1997) では、以下の用例の IXデ」の機能は、 IXを領域限定せよ」という

ものと考えるべきであると言う口 I~X ニ』は、 <X を対象指定して、動詞的チャンク 21に差

し向けよ〉という要請を行うため、 Xの宛先が見当たらなしリ(田中・松本 1997:44)とし、

従って、用例 (27) の「で」は「に」に置き換えることができないと指摘している口

(27) a.藤沢でこの庖が一番うまい

b.日本で物価が高いのは何といっても東京だろう

C.その点で彼の見解は正しい

(田中・松本 1997: 44) 

このような「で」の働きを田中・松本は次のようにまとめている口

一般的には <xを対象限定せよ〉という操作に要請する助詞であるが

限定の仕方には〈領域限定〉と〈モノ限定〉がある. <領域限定 <<x

にて》の場合には、限定領域内での〈動作〉あるいは〈事柄〉が予期

され、〈モノ限定<<xをもって)))の場合に関連した(動作〉が予期さ

れる。

(田中・松本 1997: 44) 

また、格助詞、「ヲJIニJIで」を、「ヲ」は「作用の対象」、「ニ」を「指定の対象」、「で」

は、「限定の対象」とし、これらの助詞の機能を次のように意味づけている。

IXをJ: < X を動作が作用する対象をとりたてよ〉

21 意味づけ論では、チャンクは「事態構成の意味素材」であると言う。(田中・松本 1997: 17) 
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ixにJ: < xを対象指定し、動詞的チャンクに差し向けよ〉

ixでJ: < xを対象限定し、動作を予期せよ〉

(田中・松本 1997: 49) 

1. 11中右 (1998)

中右 (1998) は、場所を表す「に」と「で」の棲み分けについて、 iWに』と『で』の聞

には、体系的な役割分担があると言う D 動詞が存在動詞「ある」の場合、「に」は〈個体〉

の位置を合図するのに対し、「で」は「状況J(状態、事態、出来事、事象、現象、行為、

活動などを含む総称名として用いる)の位置を合図するJ (中右 1998: 8) と述べている D

用例 (28) や (29) の aや bからも、これらの「に」と「で」の棲み分けの原理は、位置

の項が「に」と「で」のいずれの各表示で合図されるかは「が」格の項が〈個体〉か〈状

況〉か、つまり、「が」格が「個体」を表す場合には「に」格が、「が」格が「状況」を表

す場合は「で」格が用いられると述べている。

(28) a.本棚に地球儀がある

b.大講堂で卒業式がある

(中右 1998: 8) 

(29) a.天安門広場[に/*で]自由の女神像があった

b.天安門広場[で/糾こ]大規模な騒動があった

(中右 1998: 9) 

さらに「ある」の他にも、位置の項に「で」を要求する類の自動詞に「局面動詞J22を

挙げ、用例 (30)のように、述部がこの局面動詞の場合、「ガ」の項には出来事名詞が生じ、

位置格は「で」しか許されないとしている。

(30) a.毛沢東像のある広場[では/*には]学生デモが始まっている(発生局面)

b.北京市内[で/糾こ]武力制圧が続いている(進展局面)

22 始まる、続く、静まる、収まるなどの自動詞は、「事態の発生・進展・集結」という 3つの時間的局

面のいずれかを記述するため、これらの動詞を中右は「局面動詞」と呼んでいる。
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c.北京期辺部[では1*には]やっと騒乱が静まった/収まった(集結馬

(中右:1998 : 18) 

また、中右の分析においては、用例 (31)aは、「福沢論吉が下級武士の家柄の出である

ということを転えているJのに対し、 bは、「論吉の誕生がたまたま、母親が下綾武士の

を訪問中に記こったことを伝えているパ中右 1998:30)とし、「でJはf異然的 (accidental)

を示すのに対し、ワニj は当該事態に内在化事れた不可欠な (essential)位置空

間を表すと言えると述べている。このような「でj と九日の交換現象は「もとは付蝿的

な物理的空間を基本状況内に取り組み、全体でひとつの緊密一体化した新しい状況を作り

出すというく状況内在化〉の認知過程がはたらいているためである(申右 1998: 31) と言

フ。

(31) a.福沢論吉は下級武士の家に生まれた

b.福沢諭吉は下級武士の家乏生まれた

c.太部は大学病院[で1*に)生まれた

た、 (32) のbは、「遊ぶJという

(中お 1998: 30) 

物理的空間の意味を越えて、心理的空間の

の偶然的場所に過ぎず、一方、 a~土、「鎌倉 J は

あいを帯び、鎌倉の窟史的、文化的風土

身を浸して「精神的に遊ぶJと「糟神的iこ遊ぶ」と述べている。 (33) も開じく、 b~ま縄発

的出来事を表しており、 b~ま「緊審一体化した必然的事態j を昨り上げる認知過程の反映

としている。

(32) 払古都鎌倉に遊ぶ

b.公菌で遊ぶ

(33) a.旅に病んで、旅に死す

b.旅で病み、旅で死ぬ

さらに、中右は「でj の階層的多義についても述べており、以下の用調 (34)、(35) 誌
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、「基本状況が生記する物理的空間を規定しているj し、先に述べているように f

動詞の場合辻主語項は常に事態を指し示し、事態が起こる物理的空間を常に「でJ格

留されるJ(中右:1998 : 39) と言う窃

(34) a. 教担と信者の間で金銭トラブ、ノレがあった

b. 世界各閣で¥作家への迫害や亡命が続いている

(35) a. フィンランド沖手、大型アェジ…が沈没した

b. i長鳴監督が中出ファンの前で、留に舞った

これまでは、場所空間であったが、時間的空間においては、?にj も「でj もともに状況

位置づけるが、~こJ は出来事の起こった時点(時間/期間)を示すのに対し、『で~ ~土出

を時間的馬面(段階/過程〉において捉えているようにみえるJ(中右:1998 : 42) と

つ。

1. 12杉村 (2005)

杉村 (2005) では、日本語の格助詞を認、知的イメージを用いて指導する方法を述べてい

るa 杉村は、「主格または対格に対する背景的側面の提示J(菅井 1997: 23)を指示する

場をとり、この菅井の「背景的側面Jを「領域j と呼び、 fでj のプロトタイプ的意味は、

この「領域Jを表す点にあるのに対して、日こ」は f着点Jを表すと格助詞「でJと i~む

との違いを述べているむ

伊jえば、?ベットに寝るJは「患という行為がベットという範囲内で行われることを表し

いる」のに対して、「ベットに寝るJは、「横たわるとしづ意味で解釈されムベット位置

することを表していると言う。

1. 13森田 (1989)

3章で述べている通り、森田(1989) は、空間関係を表す「でJは、 f場所を

詞に付いて動仲の行われる地点・地域を表す。」とし、また、「これも、“強にもいろいろ

所はあるが、それらあちこちにまたがらず、該当地点・地域はここ"と場部的範盟を限定
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するJ(森田 1989: 760) ものと述べている。一方、 iWに』は移動の帰着点、目的行為の目

的地点を表す」としている。

1. 14森山 (2008)

森山は、 langackerを中心に「で」と「に」の分析を行い、デとニは場所を示すという

点では共通しているが、デ格は、『動力連鎖(動作)が展開する背景としての場所』を表す

背景格であるのに対し、ニ格はフ。ロセス的事態では『移動先』、存在論的事態では、『存在

の位置」や『空間的基点』を表す点が異なっているJ(森山 2008: 227) とその違いを述べ

ている。

また、場所の「で」は「背景格」であるとし、前景を構成する動力連鎖には、主格(が

格)、対格(を格)、与格(に格)も含まれると言う。また、菅井(1997) と同じく、「主格

や対格などからなる前景の動力連鎖全体に対し背景として関与している点JJ (森山 2008: 

223) が「で」の重要な役割だと言及している。

一方、「に」には、動的な「移動の着点」のみ表す、プロセス的用法(移動先用法)と、

静的な「存在位置」と「空間基点」を表す在論的用法があるとしている。この存在論的用

法では、「に」が「が」で表された存在が位置づけられる場所や基点を表すと言う。

森山はこのような「で」と「に」の違いを基に、以下の用例を次のように説明している。

まず、用例 aは状態動詞且つ「テイル」が用いられているため、「存在論的事態を表してい

るとして「に」がふさわしいと言う。また bでは、「捨てる」は、移動を引き起こす動作を

表すことから、「ゴミ箱」はその移動先(着点)Jを表すため、「に」がふさわしいとしてい

る。 cでは、「習う」は動作動詞だが、「大学」は移動先ではなく、「動作(動力連鎖展開す

る場所)を表すため、「で」がふさわしいとし、また dの「働く」も「動作(動力連鎖)展

開する場所」を表すため「で」が用いられるべきとしている。

(36) * a.私は今、仁川で住んで、います [存在論的事態=今ニ]

*b.ゴミはゴミ箱で捨てなければなりません。[移動の着点訪日こ」

* c.大学に日本語を習います。[動作(動力連鎖)の展開する場所=今「で」

*d.私の父は貿易会社に働いています。[動作(動力連鎖)の展開する場所=今「で、J] 

以上がこれまでの空間関係における格助詞の使い分けについて述べている先行研究で
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ある。これらの先行研究において、格助詞間の使い釈が明確に述べられているもののみを

筆者がまとめたものが表 1であるむ

図 1 先行研究における格助詞の空間関係に関しての意味機能の捉え方

で 一ブカ

国広 (1967)

弁(1972)

的な動作が行われる場所を示すF的な持場所を示す

的な動作が行われる場所を示す民的な持場所を示す
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(1997) 

中右 (1998) 捧在動詞「あるj の場合 「あるJの場合

状況{状態・事態・ -事象・

・行為・ crがj 格が笹体)

る(1がJ格が状況)

田(1989) I場直的範囲を の目的

森山 (2008) :移動先

としての場所 子在論的事態J:存在の位置

2.深層格くやり方・道具〉ぺ材料〉における fでj の使い分けに関する語研究

日欄の道具・材料・方法・やり方などについての「ヂj と勉の格助詞の使い分けについ

ては、鈴木忍(1987)、益陪・田窪(1987)、森田 (1989)、山梨正明 (1995)、菅井三実

(1的 7・2000)がある。材料や構成要素に関しての、 fヂJと「カラj の使い分けにつ

いて述べられたものである。壌 (2010)は、「カテゴジー関の相五関係j というテーマで

動詞との結び、つきに視点を置き、道其や材料や構成要素、根拠者表す「デ」と?ニj と「カ

ラ」の関係について述べている。

2. 1鈴木忍 (1978) における fデj と fカラj の使い分け

鈴木 (1978) は、 f と「カラJに辻原料や材料を表す用法があるとし、その違い

辻、用例 (1)の a["ツイードヱオーバーを作る j や b ["毛糸-r:てぶくろをあむj むように、

「デj は「ある程度加工された材料を表し、それによって作られた生産品をみれば、捷用

された材料が一見して分かる場合に用いるJ(鈴木 1978: 130) としている告それに対し

fカラJは、 c["とうふは大豆から作るJや d ["紙はパルプから作るJのように生産品から

でも、何を原料につかったかわかちにものを:，..カラjが用いられるとする司しかし、「デJ
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が「材料Jで「カラ」が原料j という区分の仕方をえうるよりも、 e 1湘は米から造るJや

f 1措は去二三造る」のように、「ヂJと?カラJとの交替可詑な点から、「カラJは「出どこ

J 1起点Jで".. 1デ」は「手段・方法Jという〆根本的ニュアンス違いがあるとした方が

当であると指指しているむ

(1) a.ツイードでオーバーを作る

b.毛糸でてぶくろをあむ

C.とうふは大豆から作る

d.紙iまパノレブから作る

e. i路は米から造る

f.溜は米で造る

(鈴木 1978: 130) 

2.2益関・田窪 (1987)における fデj と「カラj の使い分け

益岡・出寝 (1987)では、用部位)のような手段や道具の意味は一般的に

している。

(2) a.自転車で通学する学生が多い

ち.この単語の意味を辞書立競べなさい

C.名前はローマ宇で、書きなさい

(益関・田窪 1987: 40) 

デ表すと

材料。原料は鈴木 (1978) とほぼ開じく、材料・原料のく意味は一般的に「デj であ

るが、材料・京料と製品の性質が非常に異なる場合は、 fカラJをとると述べている。

、講成要無に関しては、用例 (3)の a110名の委員で番員会を組織することになっ

たJのように「動作表現Jにおいては、「デj をとり、 b 1その委員会は 10名の

な与なるj のように状態表現においては「カラJをとると苦う。
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また、

(3) a. 10名の委員で委員会を組識することになった

b.その委員会は 10名の委員会からなる

(益陪・田窪 1987: 42) 

す・詰める・理める・いっぱいだ・ふくらむ・にぎあう・ まる・あふれ

る窃満員だ・ る」など、用開 (4)の ai出患者は全員グラスをワイ したjや

b iこの電車はいつも乗客で溝員だJの「充講の意味Jを表す述語は、溝たす材料を「デJ

で表すとする。それに対して、 ciこの留は天然資源に搭むj や diその映画は迫力にかけ

るj の?富むJi窓まれるJi乏ししリ「欠けるJなど、

「ニJで表すとしている G

多少を表す述語は、対象の

(4) a.出席者は全員グラスをワインで溝たし

b.この電車はいつも乗

c.この国は天然資源に富む

e.その映聞は迫力にかける

(益岡ー 1987 : 44) 

吊関(5)の a i何三三ものの価値を測るべきか」や biその一言二三全てがわかったj の判断

材料を表す場合も fデ」を用いるが、 c iその一言から全てがわかったJや d i怠泣相手の

心の状態を推挺したjなどの思考動詞を撮る表現においては、判断の出どころで、

つまり、 として表される場合「カラ j をとると されているむ

(5) a.何立ものの髄イ肢を測るべきか

b.その一言で全てがまっかった

c.そのー脅かち全てがわかった

d.私は相手の表情から心の状態を推演し

(益岡・毘窪 1987: 46) 

また、用例 (6)に見られるよう 、動作 「デj であるが、動停の対象を表す
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場合は「ヲ」となるとしている。

(6) a.ペンキで壁を塗る

b.壁にペンキを塗る

c.花で部屋を飾る

b.部屋に花を飾る

e.グラスをワインで満たす

f.グラスにワインを満たす

(益岡・田窪 1987: 40) 

2.3 森田 (1989) における「デj と「カラj による使い分け

森田(1989) は「事物を何と限定する「で、~J の枠組みの中で、「デ」は「ある物を使用

しである行為や状態を成立させる語J(森田 1989: 762)であり、その物と行為・状態との

関係は密接的で直接的で、あるとして、「カラ」のような起点意識はないものと述べている。

森田は、この「デ」と「カラ」の違いを、「デ」は用例 (7)a I紙で人形をこしらえる」や b

「竹で寵を編むJ、c Iソパはソパ粉で、作る」のように「手作業的」であるのに対して、「カ

ラ」は用例 dIパルプは紙からこしらえる」や eI砂糖は砂糖黍から造る」のように、「工

業生産的」で、材料と原料、加工と製造の差であるとしている。その理由として、「デ」は

範囲の限定でしかないため、使用する材料を何としているかという働きしかないため、変

化の仮定意識は存在しないことを挙げている。

(7) a.紙で人形をこしらえる

b.竹で籍を編む

c.ソパはソパ粉で、作る

d.ノミノレフ。は寿氏からこしらえる

e.砂糖は砂糖黍から造る

(森田 1989: 763) 

また、用例 (8)の a'""dのように加工のための手段・方法・道具に関しては、原材料と関
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係ないため「カラ」との置き換えはできなく意志的動詩が成り立っとしている。一刀、 e

の用例では、意志的であれば、ガス自殺という手段となり、無意志であれば、ガス事故と

いう原因となると述べている。

(8) a. ら油/支那錨/箸/石油コンヨ… げる口

(森田 1989: 763) 

2.4山裂正明 (1995)

山梨(1995)は、自動詩文の用例(9)のように、「ヂJも「カラ」も「材料J、「原料j と

もに用いることができるが、 fヂJは「カヌーj や「チーズJを作るための手段、つまり、

原料や「材料Jの意味に関係する「手段」を、一方、{丸太Jは fカヌー」という新たなも

物へと展開する「起点j もしくは、「出発点Jとう点で異なると述べている窃

(9) a.丸太[で/から]カヌ

b.牛乳[で/から)

つくる

ズをつくる

(山梨 1995: 56) 

自動詞文の用例 (10)では、意額的にコントロールする者の存在が認められないた

め、「手段j とは積権的に認められないと言うむこのような自動調文の文掠における

辻、「内在的に可註とする自律的な原因Jとしての解釈が強くなるとする。

(10) a.この

b. 

ヌーができる

ズができる
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2.5菅井三実 (1997・2000) における材料の各表示における「デj と fカラJの差異

苦井 (1的 7)、は認知的観点から、用例 (ll)ai丸太でカヌー たJ (10) i妹が毛糸

でセータ…を編んだj のように産物と材料が同じ範鳴として扱われるとき「 で表示す

ることができ、用例(ll)a* i原油で石治

して扱われるときには、「ヂJで表示でき

るjのように産物と材料が異なる

?カラJでの表示のみと述べている告

(11) a.丸太でカヌーを作った

b.丸太からカヌーを作った

(12) a.妹が毛糸でセーターを錨ん

* b.妹が毛糸からセーターを編んだ、

(13) * a康治で石油を精製する

b.原油から石捨を精製する

1997 : 1314) 

2.6壊 (2010)

と

(2010) は格の機誌を との関係から「対象的な結びつきJ、「割詩的な結ひやっ

きj、「原図的な結びつき J、「空間的な結びつき j の 4項に分け、「ヂ格Jとiまかの表層

格23との文法関保について考察している。この「対票、的な結ぶ付き j となる書う道具

「ヂ格ム用例 (14)a r石で殻をわち jや brガスの火であぶって、殺議すれば平

ですよJの也に「ニJが用いる cr兵隊さんの靴下を火にあぶって」や、 dr水産の

水に口をす¥ぎてJ e r防水兵に身を閉めた若者たちがJなどの伊jもあるとし、

の溝いについて ている。

(14) a. をわり、(略)

b.ガスの火であぶって、殺議すれば平気ですよ

23 r播Jが名詞の形をとって動詞と結びつく持、「その両者の轄の関係がどのような表現手段(表現形

式)によって実現されるかという側面で、これを表層格(形式蔀から)と名付ける{謬 2010:ア〉
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C.兵隊さんの靴下を火にあぶっ九

d.水産の水に口をす¥ぎて、

e. 防水具に身を固めた若者たちが、

f. 飴を抵i三位む

g.吐水口からふさ出る海水を、担i三汲んではどんどん流すと

(勝 2010: 8-9) 

「ニ格j は、後続する動詞への?帰着性(くっつき・接着)J、もしくは f r飴を紙に包

む」のような変化の意味が講在していると言う o デ格」を用いると道具性が、「ニ格」

いると「帰着性」が表われるとしているs

また、「ヂ格Jの名詞泣思考活動を来す心理動詞と組み合わさると判所・想後と結びっく

ことが出来ると吉弘こ 、「カラ」 「エ沼ツデj を用いることができるとする邑

(15) a.歩き方で、わかったのである

b.その一首からすべてがわかった

(場 2010: 17) 

3.深層格〈原因・理由〉における fでj の使い分けの諾研究

3. 1鈴木重幸 (1972) における fデj と fカラj の使い分け

鈴木(1972) は、単独の名詫で状況語24になるのは、動作、状態、 を表すヂ格とカラ

格であると述べた上で、ヂ格の状況語の場合、用例 (1)の arおお水三ぼくの家はながされ

てしまいましたj や bの「太郎のおかさんは病気で寝ていますJのような、述語は主とし

て、自然現象、生理現象、社会現象 u国鉄ストで交通がマヒしたJ) であるものに限られ

るようだと述べているむ d r兵十の思いちがし叶ユらごんはころされてしまいました」

や er過度の疲労から したj や fr民衆の不満かち が起こったj のように、

カラ格が状況諮の場合、「 なんらかの状態の出現発生を表すJ場合が多いが、この

条件は充分明らかにはなっていないと指構している。

24 r状況諮Jとは、?主語と述語(あるいは、それに対象語や修飾語のくわわったもの)のあらわすで

きごと、ことがらがなりたつ場所、とき、原菌、図的をあらわず文の部分であるJ(鈴木 1972:99-100) 
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(1) a.おお水でばくの家はながされてしまいました

b.太郎のおかさんは病気で寝ています

C.次部のちょとした不注意から火事がおこった

d.兵十の思いちがし 1からごんはころされてしまいまし

e.過度の疲労から病気が再発した

f.民衆の不満から暴動が起こっ

(鈴木 1972:110)

3.2鈴木忍 (1978) における fデj と fニj と fカラJの使い分け

鈴木 (1978)は、学校文法で述べられている原由・理由を表す「ニj の用法である心理

現象・生理現象・自然現象の由来・出どころを示す用法について以下のように述べている c

ず、用例 (2)の fニj は、生理現象の由来・出どころ(原因・理出)を表す用法とし、

これらの男法は「デ」と寵き換えられるとしている c

(2) a.私は魁強uこ/で]つかれまし

b.私は語(に/で]ょっぱちいました

C.歌声[に/で]しびれました

(鈴木 1978:目的

また、用伊J(3)の?ニJは、昌然現象の由来・出どころ(自然現象の向けられる対象)

を表す用法とし、「ニj は、自然現象iこ向けられる対象を示す用法を特徴とするため、用伊j

(3)は、「でj き換えると不信然になるものも出てくると言う 9

(3) a.海水浴へ行って、日に境けたc

b.木の葉が患にそよいでいる由

C. 雨にぬれて、びしょびしょになっ

(鈴木 1978: 1∞〉

さちに、用例 (4)の fニ」は 心理現象の由来・出どころ(心理現象が向けられる対象)

表すとし、心理現象の理患を表す用法は fヂJにはないので、「デ」に置き換えにくいと
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フG

(4) a. かれて、自殺し

b.母親は拡のいたずらに手をやいたそう

C. ゅうべの地震にたいへんおどろきました

(鈴木 1978: 101) 

í "，，-，に疲れる j は「疲れる j の出どころを示すのに対して、 í"，，-，で疲れる~土、が「外

的な立場から不可的に述べられたところにある j と述べている。

また、心理現象を表す動調、 i"，，-，にびっくりするJi ""-'におどろく J~土、 (5) の用例のように

で置き換えても不自然に感じないのは、生理的な動存を表す一面もあるためだとし

ているが、その 1については述べられてい会い号

(5) a.地震に/でびっくりする

b.大きな音に/でおどろく q

C.ものにおびえる

(鈴木 1978: 102-103) 

「カラ j に関しでは、 í~から J は古くは、原国・理由の意を表す体言であったといわれ

いるが、それも単なる原因・理由を表すのではなく、原因の軽い点を強調する感需表出

に主般をおく諾出会ったともいわれているJ(104) と述べた上で、「私の不注意からJiち

ょっとしたことからJ等といった精神的な原因・理由かも、発展的にある状態を発生・

るという表現に合うものが、 fカラJであるとする。

また、用伊!(6)のような、金理現象、社会現象、自然現象などの原因・理患として、そこ

から発壊して次の事態の発生・出現iこ導く表現もあると言う口

(6) a.風邪から肺炎を併発した

b. S頃の猛練留から勝利の栄冠を勝ちとった

C.ささほどの地震から火災が各地 している (鈴木 1978: 104) 
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以上、鈴木の原国・理由の「デj と「ニj と「カラj の用法 1をまとめると、次のよ

うになる口

まず、「ニJは心理現象、生理現象、邑然現象を表す動拐にむけられる対象を表す特徴

があるむ?カラJ~土、精神的な理由から、また、生理的現象、社会的現象 自然現象などの

因・理由として、そこかち発屡して次の自体にお発生・出現を導く特徴がある号「デ」は

もっとも単純に原因・理由を表していると述べている号

しかし、用例 (7)は、筆者が作伊jしたものである号鈴木によると、自然現象「弦しいJ

の向けられる対象は「ニj で表されると述べていたが、この場合「ニJでは示すことはで

きない告また、用例ちの「木の葉が風[に/で]舞う」に関しては、「ニJも「デ」も用いる

ことが可能であり、この「ニj と?ヂj のニュアンスの違いが、両者の格助詞の相違点で

もあるように思われる=

(7) a.海水浴場辻、日 1*に/でJB玄しくて伺も見えない

b.木の葉が嵐[に/で]舞う

3.3寺村 (1982) における fヂJ ~ rニj の使い分け

寺村(1982) は、「ヂj と「ニJが

と言う q この場合、「エj は、「感培

、換えられるの辻、述語が感槽動語の場合である

きの誘引j を示すものとしている。

3.4益田・田窪 (1987) における fデj と fニj 使い分け

益田・田組(1987)は「原因jは一般的に「ヂjで表され、

/に]悩むj のように、人に一時的感情をもたせる対象(原因)

用例 aの「人間器保(で

「ニJで表すことが出

ると苦う申また、 bの f雨にぬれたせいで、風邪をひいたJや cの?パスを待っていた人々

は、寒さに競えていたjのような自熱現象や生理現象にかかわる原因は、「ニjで表すこと

が多いと記述している c また、 dの「花子辻不注意から事故を起こしてしまったJや fの

「つ主ちないことから、けんかになったJのように原菌を出来事の出娃(発端)として表

す場合は「カラj が用いられていると述べているむ

(8) a.人間関探[で/に]悩む

b.雨にぬれたせいで¥鼠邪をひい
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C.パスを待っていた人々は、寒さに震えていた司

d.花子は不注意から事故を起こしてしまったc

f.つまちないことかち、けんかになったー

田・田窪 1987: 47) 

3.5森問 (1989)における fヂj と「カラj による使い分け

森田 (1989)は、「事物をなんと限定する『ヂで辻、事柄を で受ける 用

静tl(9)の aの「ガスで自殺したJの「自殺する」のような意志的動語なら「手段・方法j と

なり、一方、 bの「ガスで死んだJが意志牲があるのなちぼ、「ヂJは手段を表し、用伊Ja 

と同じく自殺と解釈され、無意志であれば、原凶を表し、事故と解釈されると言う。また、

cの「交通事故で入院したJのように、諸種の理由によりやbを得ずの場合は、意忠を超

えたものとして、「原毘j となるとする a

(9) a.ガスで自殺した。

b.ガスで死ん

C.交通事故で入院し

(森田 1989: 763) 

用例 (10)のように、「デj と「カラ」については、「ヂj が単なる理自説明であるのに

して、「カラJは、指紋からどうしづ結果がひきだされたという、?推論の起点(指紋〉に

よって示され、それによって推論の過程が表出されるJ(森田 1989: 764) と述べている母

(10)現場に残された指紋[で/から]足がついた

(森田 1989: 763) 

3.6宗田 (1992)

田(1992) は、?格ちしさ」という視点から、原因の「ヂJと「ニj についての考察・

分析を試みている. rデ」が永す捺茜は、モノ名詩ではなく、コト性を持つ事態を表す名

であるとし、一方 「ニj は、「感情その飽の対象マーカーである」としている由
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3.7菅井三実 (1997・2000) における fヂj と fニj と fカラj の意味の特性

菅井(1997) は、格助詩「ヂj の意味的特技を考察する中、原悶を表す「デj と「ニJ

についても触れている。

例 (1りでは、原因となる「ショック j が産接述部の「寝込むJという結果令引き起こ

しているが、原習から結果までに時間的間関があり、さらに結果的事態が続くような dの

のショック与母は翌日から l選開も布団から出られない状態が続いた]

格をとる容器、度が低くなると言う。

(11) a.母親があまりのショックで寝込んだ、

h母親があまりのショックに寝込んだ

では、「ニJ

C.そのショックヱ母は翌日から l週開も布団から出られない状態が続いた

d. *そのショックに母は翌日から 1週間も布留から出られない状態が続いた

1997 : 11) 

また、「原因Jの「ニ格j は起点の「カラ格」と交替するが、山梨(1994) の理論を

[ニ格Jは「善点j と同様の r!反数生」が機き、一方、「カラ格j は、主格の名前句に

対して間接的に作用することを含有しているため、用開(13)a.* r経済政策の失敗に内閣

が倒れた]で泣?ニ格Jが表示されず、用例(14) bでは?カラ播Jが表示されないと述べ

いる。

(12) a.余りの暑さに多くの女性が径jれた

b.余りの暑さから多くの女性が鰐れた

(13) * a .経済政策の失敗に内閣が鰐れた

b.経、済政策の失敗から内閣が倒れた

(14) a.次郎が弾丸に髄れた

*b.次部が弾丸から倒れた
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(15) a.余りの暑さで多くの人が侮れた

b.経済政策の失敗で内諾が倒れたむ

C.次郎が弾丸で額jれ

2000 : 21) 

3.8出回敏弘 (2∞3) における fヂj と fニJと fカラj の整理

山田は格勃詞の組問の用法に焦点者当て、「デ」と fニJ と「カラ j の起困の用法につ

し1 している。 rある名詩句が、 を含むiまかの名 と と され に対

し、イ可ら会￥の 場合、その名 を起因と呼ぶ(山田 2003:13)というのが、

山田による起国の ある 9 この起因 の基本的用法に「事態の変化j、「行

動の理出入「行動の躍的J、「非意志的事態生却の媒介物Jの 4つを挙げている。

(16) a.強し1患で着板が倒れた の原因]

b.急、用で、家に嫌った[行動の理由〕

C.療養で議泉に行った の目的〕

d.紙で手を切った〔非意志的事態、生起の媒介物]

(山田 2003:14) 

?デJ格による起因は基本的に非意志的な用法に対して用いられるが、その 、意

志的行為の意図性が感じられなし にも用いられるとしている 9 後者の場合は、 {の

理出や罰的の用法j となると苦う号また、起国を表す「デ」格がとる は f出来事性の

名詞jであり、「手段・ との連続性から、非意志的事態生起の媒介物の用法に

れていく J(山田 2003: 19) と結論付けている号

「ニj は「感需・ など精神的・生理的状態や変化を表す述語とともに用いち

れ、その状態あるいは変化をもたら となるできごとにつくことが最も多いJ(山田:

2003 : 1引としている号

「デ」と fニJの違いは、用例 (17) b rむしゃくしゃしていたJや cの f寝込んでい

るj のような「述部が感情・感覚等の精神的・生理的な状態や変化を表す場合には、継続

る感惜を引き起こす組閣に対してはヂ格が用いられやすく J((山田 20む3: 21)、一方、

一時的反応とも舎えそうな場合に?ニj が用いられ易いと吉弘前者は、述部の出来事と
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起因となる出来事とが時間的に併存するが、後者の場合、起因は述部の出来事に時間的に

先行し、 cの「昨日から風邪[で1*に]寝込んでいる」の場合は、前者となるため、つまり、

「風邪」と「寝込む」こととが時間的に併存しているため、「デ」が選択されたものと述べ

ている。

(1 7) a.その優しさ[に1*で]ほっとして

b.勤めている清掃会社でトラブルがあった上、借金[で1*ニ]むしゃくし

やしていた。

c.昨日から風邪[で1*に]寝込んでいる (山田 2003: 20-21) 

また、用例 (18)aの 12歳の男の子の子育てでいらいらすると、お酒を飲んでしまう

ことが多くなっており、不安です」や、 bの「ちょっとの物音で/着信音/女性の仕草/…で

ドッキとする」などの起因が「出来事的」である場合には「デ」を、 cの「先日も、電車

内で、シャカシャカという音に、いらいらしてしまいました」や dの「女性週刊誌のタイ

トル/し1つもと違う彼女にドキッとする」などは、「当該の感情・感覚の起因となるモノ」

の場合には「ニ」をとる傾向があるとしている。しかし、 fの「夜霧に/で濡れる北アフリ

カの港町，喧騒の中に物哀しさをたたえた居酒屋の一隅」のような述部が人間の精神的・生

理的な状態や変化でない、自然現象などである場合、「デ」と「ニ」の相違はさほどないが、

gの「昨日の大雨[で1*に]まだ路面が濡れている」では、自然現象であるが、明確に時間

的先行する原因であるため「デ」が用いられると言う。

(18) a.2歳の男の子の子育てでいらいらすると、お酒を飲んでしまうことが多

くなっており、不安です

b.ちょっとの物音で/着信音/女性の仕草/ー・でドッキとする

c.先日も、電車内で、シャカシャカという音に、いらいらしてしまいまし

た

d.女性週刊誌のタイトル/し1つもと違う彼女にドきッとする。

f.夜霧に/で濡れる北アフリカの港町，喧騒の中に物哀しさをたたえた居

酒屋の一隅
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g.昨日の大雨[で1*に]まだ路面が濡れている

(山田 2003: 20-22) 

また、「カラ格」に関しては、用例(19) の a["大風から看板が倒れた」や b ["肺炎から

死んだ」のように、「遠因(直接結びにくい原因)Jを表す場合には使われにくいと言う D

用例 cの「事故の後遺症から来た麻酔がまだ残っている」のように「実際には変化の前後

の状態を表す起点のカラの延長上に捉えられるJ(山田 200323) と述べている D

(19) * a.大風から看板が倒れた

*b.肺炎から死んだ

C.事故の後遺症から来た麻酔がまだ、残っている

3.9森山 (2008) の認知言語学観点における「デ」

森田 (2008) は認知言語学の観点から原因の用法は、「人聞が事態を認知する際の背景

が役割化したもので、前景の参与者間の動力連鎖に対して、それが成立するための「原因」

の関与を背景的に示しているJ(森田 2008: 177) としている また、他の用法と異なり、

この「原因」は「能動化」のより、「道具」から拡張したものであると言う。森山は「原因」

の上位カテゴリーの中に、用例 (20) に見られる下位カテゴリーを挙げている。

(20) a.病気で学校を休む[原因]

b.そういう点でおもしろいと思う

C.試験の結果で判断する[根拠]

d.出張で、大阪へ行って来た[動機・目的]

8. 日本の文化というテーマで論文を書きました[構成要素]

(森山 2008: 177) 

3. 10村上 (2010) における「デ」と「ニ」の使い分け

村上 (2010) は感情動詞の補語を表す「ニ」が、「デ」に言い換えられるときはどのよう

な場合なのかについて考察を行っている。「おびえるJ["び、っくりするJ["驚く」の感情動詞
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では、名詞句が「外的要因」の場合は「デ」を使うことができるとしている。また、用例

(21)の「デ」は主題・主語が言語化されている判定詞の「デ」であり、このような「デ」

は「ニ」に言い換えることができないとしている。

(21) a.逮捕は突然のこと[で/*に]驚いている。(省略)

b. 2年生の次男坊がきかん坊[で/*に]困っています

一方、「困るJ["苦しむJ["悩むJ["迷う」では、名詞句が「外的要因」であるかどうかは関

係なく、ニ格名詞句がないことによって感情が動いたことを表す。

(22) a.地震で驚く(原因)

b.地震に驚く(感情の対象)

3.11彦 (2010) における出来事の発端としての原因を表す『デJ

摩 (2010)は、「自然現象J["生理現象J["心理現象」などを示す動詞とデ格の名詞が組み

合わさると「原因的結びつき」ができると言う D 用例 (23)のような能動的ニュアンスを

持たないものは、「に」と置き換えられると言う D

(23) a.雨で濡れる

b.雨に濡れる

C.寒さで震える

d.寒さに震える

e.後遺症で苦しむ

f.後遺症に苦しむ

また、原因が出来事の出どころ(発端)として捉えることが可能であれば、「カラ」格や「ニ

ヨッテ」でも表すことが可能であるとしている D

(23) a.犬の放し飼い、捨て犬など、飼い主の不注意から犬による事件がおき
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ています

2010:31) 

4. 深層格〈時間〉における fでj の捷い分けの諸研究

4.1鈴木部 (1978) における「明確な数学を表さない時間j のヂ

鈴木(1987) は、用例 (1)の aiごはんを食べたあとで勉強するj とbiごはんを食べ

あとに勉強するJの明確な数字を表さない時間の「ヂj と「ユj の濃いについて述べてい

る。 aの，...._，あとでJの場合は、「食べるj ことと f勉強するj ことの時間的余裕といった

ュアンスが生じるのに対して、 i，...._，あとにJの場合は、食べたあとに引き続いてすぐに勉

強するというエュアンスがあると雷う。これは、中にJが時の流れのなかの為る一点を指

し示すという特徴を持っているのに対し、?でJはある範毘を指し示すといった意義特徴を

もっていることからきているJ(鈴木 1987:111) と推瀕している c このため、このよう

由により、用開 cの「また、あとで会いましょう Jとは異なち、 dの「また、あとにあ

いましょう j はすわりが惑い表現となると言う。

また、「あとにJ~主文の前後から切り離して言う事はできないが、地方、「あとでj

で副詞句会講成することが出来るとも述べている。

(1) a.ごはんを食べたあと主勉強する

b.ごはんを食べたあとに勉強する

C.また、あとで会いましょう

* d.また、あとにあいましょう

4.2益関・田窪 (1987) における fで・に・からj の時間の用法

益関・間経 (1987) は、まず、用伊J(2) a i 1時関話すJや i30分待つj のような動作・

の長さを表すときは、一般的に格助認は詑わず、 c il時間で話すJや di論文を 3

週間で書いた」や ei3時開以内で読み終わる」のように終わちのはっきちしている動作は、

動作の始まりから経わりまでの時間の長さを「でj で表現できるとしている。従って、用

伊Jf i3時間以上主読み終わるjや giその本を 1時間三読みつづけたJのような終わりの

はっきりしない動作や、張度がはっきりしなし には?でJは使えないとしている s

326 



(2) a. 1時間話す

b.30分待つ。

C. 1時間で話す

d.論文を 3週間で書いた

e. 3時間以内で読み終わる

f. * 3時間以上で読み終わる

g. *その本を 1時間で、読みつづ、けた口

(益岡・田窪 1987: 68) 

また、動作出来事の起こる時間は用例 (3)a会議は 13時に始まる(終わる)J 

のように「に」を用いるか、 b1競技は明日終わる」のように格助詞を用いない25として

いる口また、 c 1会議は 3時で終わる」のように、続いていた動作出来事が終わる時間

は、「で」で表すことができるとし、終わる時間を客観的に表すというより、 eや fのよ

うに終わることを期待する、また、惜しむ気持ちが出ると言う。 gや kのように、動作

の始まる時間に表すときには「から」も使えるが、継続する動作の始まりを示すときは、

「に」ではなく、「から」を用いると指摘している口

(3) a.会議は 3時に始まる(終わる)

b.競技は明日終わ

C.会議は 3時で終わる

d.競技は明日で終わる

e.残念ながら、アジア大会は「明日で1*あす」終わりだ

f.ピアノの練習は機能でやめてしまった

g.会議は 3時[から/に]に始まる

k. 6時「から1*に」営業します

4.3森田 (1989) における「で・に・からj の限定の用法

森田の F欄における用法は、「数量範囲をどれだけと限定する」と「時点をいっと限定

する」ものである口前者の「数量範囲をどれだけと限定する」には、「時間・期間の長さ

25今を基準にした相対的な時間をあらわすもの(今日・明日・最近・現在等)は格助詞は用いない。
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を限定する」ものと、「数や量を限定する」ものがあるとする。 数量関係の用例 (4) 1金

を三人(で/に)分ける」では「デ」を用いれば、「配分にあずかる人数を問題とし」つま

り、「数の限定」を表し、「ニ」を用いれば、「賦与行為者の対象を問題とする」つまり、「対

象の帰着点」を表しているという。

(4)金を三人(で/に)分ける

また、用例 (5)1うわさは女 3人で作られる」のように、文脈によっては原因・由来「・・-

によって」の意味に発展することもあると言う。この用例の「女 3人で」は「女 3人によ

って」という限定の発想であると述べている c

(5) うわさは女 3人で作られる

続いて、「時点をいっと限定する」の用法では、用例 (6)a 1余震は三時十分でやんだ」

や b 1定期試験は今日で終わった」や c1二学期がはじまるので来週で帰ります」の時刻・

期日を限定する場合で、それも「で」を用いると、その時刻・期日は終了点となると言う。

これは、「その行為や作用・現象が継続していたものであることを以外に認めての表現なの

であるJ(p. 758) とする。この「で」は、「継続してきた(と判断した)行為・作用の完了

終止する時点を示すという点では「に」の用法と重なるが表現意識が異なるJ(森田 1989: 

759) と述べている。

(6) a.余震は三時十分でやんだ

b.定期試験は今日で終わった

C.二学期がはじまるので来週で帰ります

(森田 1989: 759) 

森田によると「で」は、「それまで継続していた行為・作用が、もうそれ以上は継続せ

ず、その時点を限界として止まるという終了点」を示すということから、用例 (7)a'"'-' cの

15時に地震があった」、「日曜日に行く」、「十時に始まる」では「で」は使えないという。

(7) a. 5時に地震があった
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b.日曜日に行く

C.十時に始まる

(森田 1989: 759) 

また、用例 (8)a 1五時で死んだ」と b 1五時に死んだ」との「デ」と「ニ」の意味合い

が異なるのは、「デ」を用いると、「とにかく何とか続いた生命活動も五時で、ついに止まっ

てしまったという。継続状態が終了して他の状態へ切り替わるという意識が働く」という

のが森田の解釈である。

(8) a.五時で死んだ

b.五時に死んだ

(森田 1989: 759) 

次の用例 (9)も用例 (8)と同じく、 b 1五時に閉居です」と「に」を用いると、「単なるシ

ャッターを下ろす時刻問題とし(それゆえ閉庄は瞬間動作)、」一方、「で」を用いると「今

まで続いていた営業状態を五時を限度として閉居状態を切り替えるという刻限を考慮する口

(それゆえ「閉居」は継続動作)J と「で」と「に」の違いを説明している。

(9) a.五時で閉居です

b.五時に閉庄です

(森田 1989: 759) 

鈴木 (1987) が「に」は時間上の一点を示し、「で」はある範囲を指し示すといった意

義特徴と述べている。また、益岡・田窪(1987) は、 13時間以内で読み終わる」のように

終わりのはっきりしている動作は、動作の始まりから終わりまでの時間の長さを「で」で

表現できるとしている口従って、 13時間以上主読み終わる」や「その本を 1時間三読みつ

づけた」のような終わりのはっきりしない動作や、限度がはっきりしない表現には「で」

は使えないとしている。

また、益岡・田窪(1987) は、「会議は 3時から/にまる」のような、動作の始まる時間

に表すときには「カラ」も使えるが、 16時から1*に営業します」というような継続す

る動作の始まりを示すときは、「に」ではなく、「から」を用いると指摘している口
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森田(1989)では、 f時点をいっと摂定する」の用法では、「定期試験は今日で終わったJ

や「工学期がはじまるの主来避で婦りますJ のように、時刻・期日を限定する場合、「で」

を用いると、その時刻・期日は終了点となると言う c さちは、「五時で死んだj と「

死んだj との「でj と「にJの意味合いが異なるのは、「で、Jを用いると、「とにかく荷と

か続いた生命活動も五時で、ついに止まってしまったとしづ c 継続状態が終了して組の状態

へ切り替わるという意識が動く Jかただと解釈できると君う口

また、「五時で関j苫ですJと f五時に閉j苫で、す(の違いについてほ、「五時に関rn
と「にJを用いるとJ単なるシャッターを下ろす時刻問題とし(それゆえ閉症は瞬間動作)、」

、「でj を用いると「今まで続いていた営業状態を五時を限度として関扇状態を切り替

えるという刻限を考癒する o (それゆえ「関は継続動作)と?でj と「にj の違いを

明している母
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